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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

本書は汎用プログラマブルコントローラPROSEC T2EとT2N(以降それぞれT2E,T2Nと略す。また区局」を必要

としない揚台はPOと略す。)の 仕様、取り扱いや注意事項について説明してしヽます。

POを安bし て使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す本書と関連取扱説明書をすべ

て熟読し、機器の矢B識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正しく使用して下さい。

【重要事項】

1.PCは 、一般産業機器 (各種製造ライン制御、工作機械など)に 使用されることを意図して設計、製造さ

れたものです。

人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計、

製造されたものではありません。

POを輸送機器 (列車など)、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機器あるいはシステムな

ど、特殊用途にご使用の場合には、事前に販売担当までご相談下さしヽ。

2.POは 厳重な晶質管理のもとに製造しておりますが、万一POが故障することにより人命にかかわるような

重要な設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適用に際しては、重大事故にならないように必

す安全装置を設置して、PCの故障時にもシステムがフェールセーフとなるようにして下さい。

3.PCは 、取り付け ・配線 ・使用 ・保守について、制御機器取り扱いの一般的知識がある方を対象としてい

ます。取り扱いを誤つた場合には、感電 ・火災 ・故障 ・誤動作の恐れがありますので、制御機器取り扱

い矢B識および電気的知識が不十分な方は、取り付け ・配線 。使用 ・保守は避けて、専門知識のある力に

依頼して作業して下さい。

4.本 書及び別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラ及び制御機器取り扱いの一般知識がある方を

と    対象に記載しております。

記載内容に不明な点がありましたらご質問下さい。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区局Jしてあります。

◇危険

△注意

:取 り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、

死亡または重傷を受ける司能性が想定される場合。

:取 り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、
中程度の傷書や軽傷を受けるコ能性が想定される場合

及び物的損害の発生が想定される場合。

なお、 Z生消野室 に記朝した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく司能性があります。

いづれも重要な内容を記載してしヽますので必す守って下さい。
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安全上のご注意

【取り付けについて】

△ 注意
1,本 書に記載の環境で使用して下さい。

高温、多湿、室挨、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、誤動作の原

因となることがあります。                           (75ページ)

2.本 書に記朝の取り付け方法に従つて取り付けて下さしヽ。指定方向以外の取り付け、または取り付けに

不備がありますと、落下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

3.モ ジュール、ユニット、端子台の着脱は、必す電源を切つた状態で行つて下さい。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

4.モ ジュールやユニットに電線くすなどの異物が入ることのないようにして下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

(75ページ)

(77ページ)

(77ページ)

安全のために次のことは必ず守つてください

【配線について】

△注意
1.ケ ーブルの配線は必す電源を切つた状態で行つて下さい。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。          (82, 83ページ)

2.モ ジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電部分が露出

しないようにして下さい。また、端子台カブヽ―は脱落、破損のないように取り扱い、配線終了時には

端子台カバーを端子台に確実に取り付けて下さい。

導電き口が露出していると感電の恐れがあります。              (82, 83ページ)

3.必 す接地を行つて下さい。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。             (32, 83ページ)

4.定 格にあった外吉口電源を接続して下さい。

定格と異なった外部電源を接続すると爆発、火災の恐れがあります。     (82, 83ページ)

5.配 線作業は、資格のある専門家が行つて下さい。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。             (82, 83ページ)
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

》危険
非常停止回路、インターロック回路などはPOの外部で構成して下さい。

POに故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れもあります。 (85ページ)

△ 注意
2.通 電中はモジュール、ユエットの端子台カバーを必す付けた状態で使用し、端子には絶対に触らない

で下さい。

感電の恐れがあります。 (23ページ)

3.運 転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運転)、HALT(停止)な どの操作は十分安全を確認して行

つて下さい。

操作ミスや安全確認の怠りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあります。

(131ページ)

4.電 源は次の順序で投入するように外部回路を構成して下さい。

PO本体の電源投入→ 1/0モ ジュールと外部負荷電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機械の破損や事故の恐れがあります。

(84ページ)

5.PO本 体や1/0モ ジュールの動作設定スイッチは、指定された設定方法及び内容を設定して下さい。

指定外のスイッチ設定は故障、誤動作の原因となります。 (8, 16ページ)

6.電 源モジュール、CPUモジュール、1/0モ ジュールはT2E/T2N専用ですので、必すベースユニウトに

取り付けて使用して下さい。単独での使用及び他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。 (77ページ)

7.1/0モ ジュールヘ供給する外部電源はできるだけ負荷電源と共同にして下さい。これができない揚

含は、外部電源と負荷電源が同時にオフするようシステムを構成して下さい。

システムの安全上、財す負荷電源をPO本体の電源よりも先にオフするようにして下さい。

これらが守られていない場合、機械の破損、事故の恐れがあります。 (34ぺこジ)

8.リ レー出カモジュールには過負荷保護のため、電流容量に合つたヒューズを外部回路に必す取り付け

て下さい。

負荷短llSなどにより機械の破損や事故の恐れがあります。 (73ページ)
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△注意
9.モ ジュールのベースユニットヘの装着は、カチッと首がするまで押し込み、抜ける、ぐらつくという

ことがないよう確実に固定されていることを確認して下さい。

装着が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。 (77ページ)

10.煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないで下さい。火災や感電の原因となりま

す。このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し

て下さい。

お害様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないで下さい。

(87ページ)

取扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用して下さい。

誤動作による事故を防ぐために、運用前に十分確認を行つて下さい。

【保守について】

△注意

2.

ノヽッテリの十、一の逆接続、充電、分解、力B熱、火中投下、ショー トは絶対に行わないで下さしヽ。

爆発、発央の恐れがあります。                        (93ページ)

1/0モ ジュール、ユニット、端子台、配線ケーフルの着脱は、必す電源を切つた状態で行つて下

さい。

電源が入つたままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、また誤動作、故障の原因となることが

あります。

3.ヒ ューズ、バッテリは指定品と交換して下さい。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。

(95ページ)

(89ページ)

4.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを末然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を実施

して下さい。 (87ページ)

5.PCが 正常に動作しない場合は、本書の 「異常発生時の確認事項」を参考に確認して下さい。故障発生

時は、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し、返却及び修理依頼をして下さい。

当社または指定サービス店以外での修理では、動作及び安全の保証は致しかねます。

(95ページ)



安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【保守について】

△注意
6.リ レー出力に使用 してしヽる有接点リレーは、接点の磨耗による寿命があります。

本書に記載の接点寿命を確認して、寿命を超えないように使用して下さしヽ。また、寿命を超える場合

は代品に交換して下さしヽ。

リレーの接点寿命を超えると接点の接触不良などで出力異常が発生し、機械破損や事故の恐れがあり

ます。 (73ページ)

7.パ ッテリは2年毎に交換して下さい。

ノヽッテリの消耗によりPOに保存してあるデータやプログラムが消失し、誤動作による機械の破損や事

故の恐れがあります。 (93ページ)

8.PO本 体及びモジュールのハードウェア、パッテリの分解、改造、及びOS等のソフトウェアの改造は絶

対に行わないで下さい。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。 (38ページ)

9.点 検時にモジュールの電源端子部にて電源電圧を測定する場合は、十分注意して作業を行つて下さい。

感電の恐れがあります。 (88ページ)
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安全上のご注意

製品廃棄に関するお願い

製品の廃棄は次のように行つて下さい。

●製品の廃棄    T2E/T2Nのユエット及びモジュールを廃棄する場合は通常の廃棄物とは区局」し、産

業廃棄物として処理して下さい。

●バ ッテ リの廃棄  バッテリは一般の電池と同様に処理して下さしヽ。

分解したり焼却したりすると爆発の恐れがあり大変危険です。

分解、焼却は行わすそのまま廃棄して下さい。

また、リチウムパッテリは十・―をショートすると発煙、発央に到ります。

リード線などは切断、分解せすに+。一がショートしないよう廃棄して下さい。

一  V:: 一



安全上のご注意

本体および本文中での使用マークについて

【PO本体の警告マークについて】

このマークは危険箇所の警告マークです。本体で感電の恐れのある場所や誤配線などにより本体

を破壊する恐れのある場所に貼り付けてあります。

このマークのある場所には次のことに注意して下さい。

(1)電 源が入つた状態で電源モジュールの電源入力端子に触れると感電し、たいへん危険です。

電源入力端子には触れないで下さい。

(2)安全のため、配線時や保守 ,点 検のときには必す電源を切つて下さい。

(3)故 障や破壊の原因となりますので、電源入力端子には正しく配線し、規定電圧範囲を超えた電圧を印

加しないで下さい。

【警告シールについて】

PCの電源端子部に、左図の警告シールが取り付けられています。
(24V以下の電源は除く)
シールを台紙からはがして、PO本体またはPCの近くの見やすい場所に
貼つて下さい。
シールには和文と英文がありますので、必要に応じて使い分けて下
さい。
なお、配線時にはシール台紙を取り除いて下さい。
万一、シールの破損などがありましたら、販売店までご連絡下さい。

△
△

注  意

感電のなれあ り

端 子 さ わ る な
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このワクは本書の中で必す読んでしヽただきたい箇所についています。

PCの取扱い方や操作方法などで特に注意していただきたいことが書かれてしヽます。必すお読み下さい。

【本文中でのマークについて】
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本書を読み始める前に

本書の目的 この説明書は、プログラマブルコントローラT2E/T2Nのハードウェア (構成、

取付 ・配線方法、保守 ・保全)お よび、本体機能 (OPUおよび基本部ハー

ドウェアによって実現できる機能)に ついて説明したものです。

本書の構成 この説明書は以下の通り3部構成となつてしヽます。

第 1部 ハードウェア説明 ハードウェア構成、仕様、取付 ・

配線方法、保守 ・保全力法につい

て説明します。

T2E/T2Nの機能をよく理解してい

ただくために、ます CPUモジュー

ルの内部動作につしヽて説明し、次

に機能について詳しく説明します。

T2[/T2Nの機能をフルに活用した

プログラムを作成するための情報

について説明します。またプログ

ラム言語として、ラダー図、SFOに

つしヽて説明します。

T2と T2Eの違しヽを説明しています。

T2を ご使用いただく揚合は本書

の T2E説明内容から置き換えてご

使用<だ さい。

第 2部 本体機能説明

付録 T2本 体機能について

~~~ 
lX 

~~~



本書を読み始める前に

説明書体系  T2E/T2Nシステムの説明書として以下の説明書を準備しています。

「T2E/T2N製品説明書」(UM―TS02[**―J001)(本書)

T2E/T2Nのハードウェア部 (基本音B、基本 1/0)、および本体機能について説

明してしヽます。

「T2N内蔵 TOSLINE―S20LP部取扱説明書」(6E380711)

T2N内蔵のデータリンクシステム TOSLINE―S20LPのシステム構成、機器構成、

および TOSLINE一S20LPの機能、性能、取り扱しヽ方法につしヽて説明しています。

「T2N内蔵 イーサネット部取扱説明書」(6E380712)

T2N内蔵のイーサネットの仕様、取り扱しヽ力法につしヽて説明してしヽます。

「T2E/T2N通信機能説明書」(UM―TS02E**―J003)

T2E/T2N用のオプション通信カードの機能、取り扱い方法につしヽて説明してしヽ

ます。

「Tシ リーズ命令語説明書 ― ラダー図、SFO編」(U卜TS03***―J004)

Tシ リーズがサポートするプログラム言語のうち、ラダー図と SFCに ついて、

各命令語の仕様詳細を説明してしヽます。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 入門編」(UM―TS03***―J006)

パーソナルコンピュータに、Tシ リーズプログラム開発システム (T―PDS)を

組み込み、プログラマとして機能させるための手llg、及びプログラミングの

基本操作につしヽて説明してしヽます。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 応用編」(UM―TS03***―J007)

Tシ リーズプログラム開発システム (T―PDS)を使用してプログラムを作成、

デバッグ、プリントアウト及び保存するための操作方法につしヽて説明してい

ます。

「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書」(UM―TS03***一J008)

Tシ リーズの CPUが 内蔵しているコンピュータリンク機能について、仕様、

取り扱しヽ方法につしヽて説明しています。
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本書を読み始める前に

「データ伝送装置 TOSLINE一S20概説書」(UM―TLS20*杵J001)

TOSLINE―S20に よるデータリンクシステムの中で T2Eを 使用する場合のシ

ステム構成、機器構成、及び TOSLINE―S20の機能、性能、取り扱い方法につ

いて説明しています。

「データ伝送装置 TOSLINE―F10概説書」(UM―TLF10**―J001)

省配線 1/0データリンクシステム TOSLINE―F10につしヽて、システム構成、仕

様、取り扱しヽ方法につしヽて説明しています。

「一軸位置決めモジュール (M011)取扱説明書」(UM―TS02***-3011)

一軸位置決めモジュール (M011)の仕様、取り扱しヽ方法について説明してしヽ

ます。

「汎用通信インタフェースモジュール (OF211)取扱説明書」(UM―TS02***-3013)

汎用通信インタフェースモジュール (OF211)の仕様、取り扱い方法について

説明してしヽます

――― X! 一
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

T―PDS
ソフト

田 一

1 . 1

システム構成

●T2Eシステム構成

周辺機器

コンピュータ

ハンディプログラマ
HP911

拡張ケーフル
拡張ユニット

拡張ユニット

拡張ユニット

・伝送モジュール

DeviceNet スキャナー

TOSLINE―S20(光/ワイヤ)
TOSLiNE―F10(ワイヤ)
TOSLINE-30(ツ七/ワイヤ)

表示器等

(OM231E/OM232E

使用時のみ)
・]ツヒ

°
ュータリツク機能

・シリアル1/F機能
・テ

・―タリツク機能

(2台の T2E/T2Nを接続)

ユエット接続台数 :基本ユエット十拡張ユニット 計4台 (最大)

基本ユニット

- 3 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

●T2Nシ ステム構成

コンピュータ

ハンディプログラマ
HP911

基本ユニット

周辺機器

! T―PDS*2

1ソ フ ト

ネ1 イーサネット
*l TL―S20LP

表示器等

・コツヒ
°
ュータリンタ機能

・シリアル1/F機能
・データリツク機能
(2台の T2E/T2Nを接続)

ユニツト接続台数 :基本ユニット十拡張ユニット 計4台 (最大)

拡張ケーブル

PU235N,PU245Nにて内蔵

PU245Nにて内蔵

拡張ユニット

拡張ユニット

拡張ユエット

伝送モジュール

DeviceNet スキャナー

TOSLINE―S20(光/ワイヤ)
TOSLINE―F10(ワイヤ)
TOSLINE-30(光/ワイヤ)

注*1:イ ーサネット

TOSLINE―S20LP

*2:T―PDSソフトウェア DOS版は、V2.06以降、Windows版はV.1.2以降のみ T2N対応が可

能です。

コンピュータ
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第 1部  ハードウエア説明 1.シ ステム構成

代―`スユニット

BU218

BU268
６６２ＵＢ

ＡＢＵ

２ＡＢＵ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

ｌ‐
Ｕ

UBB2

電源モデュール PS261
３ＳＰ

3PUモン
'ュール PU234E

通信カー ド

(ドッテリ付き)

CM231 E

CM232E

ヽ
・
リテリカード BT231E

(T2N)

・基本部

(T2E)

・1/0モ ジユール       ・伝送モジユール

DC入 力 D131

D132

D1235

AC入 力 医
υ

Ｎ

６Ｎ

トラカ
｀
スタ出力 ３０Ｄ

D032

D0235

D0233P

トライアックと出ジ, ６ＣＡ

陵点出力 ６０Ｒ

R062

R0263

アナログ入力

２Ａ

３Ａ

A122

A132

アナログ出力

３０Ａ

A022

A032

パルス入力 ２Ｐ

P1232

P1272

位置決めモプュール ＣＭ

MC212

汎用通信イツタフェース CF211

・周辺機器

ツテ
｀
イフ

°
ロク

｀
ラマ  I HP911

●T2Eの構成

次頁にT2Eの最小/最 大構成例を示します。

ベースユニットを用いてシステム構成しますが、ベースユニットには、下表

のように基本ユニット専用と基本/拡 張共用ユニツトがあり、必要なスロッ

ト数に応じて選択します。(1.5ベースユニット参照下さい)

〕eviceNet DN211

TOSとINE―S20 SN221

SN222

TOSLINE― F10 MS211

RS211

TOSLINE-30
ピ
い

LK12

ヽ
・―スユニット

BU228N

BU268

BU266

電源モン
'ュール PS261

３ＳＰ

3PUモシ
｀
ュー|レ

PU21 5N

田
州

民
Ｊ

つ
０

つ
４

Ｈ
Ｕ

ｎ
ｒ

PU245N

・フ
°
tlク

｀
ラミツク

｀
サホ

°一トツフト

DOS/V用 (日本語) MM33Vl

PC9801用 (日本語) MM33Nl

」-3100用 (日本語) MM33」1

IBM―PC用 (英語 ) MM3311

‖indows版 (日本語) MW33」1

付indows版 (英語) MW33El

拡張
ケーブル

CAR3
５ＲＡＣ

CAR7

CS2RF

型  式 用途 1/O枚 数 備 考

TBU218**S 基本 ８

TBU268**S 基本 ７

拡張 ８

TBU266**S 基本 ５

拡張 ６

EX10*UBAl 基本 ４

基本ユニット

単独使用のみ
EX1 0*UBA2 基本 ４

EX10*UBBl 基本 ７

EX10*UBB2 基本 ７

- 5 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

1)最小構成

電

源

Ｃ

Ｐ

Ｕ

苑 １

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

1/08枚 用基本ユエット(8U218)

電

源

Ｃ

Ｐ

Ｕ

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

1/07枚 用基本ユエット(BU268)

電

源

Ｃ

Ｐ

Ｕ

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

基本ユエット

拡張ユエットNo,1

拡張ユエットNo.2

拡張ユエットNo.3

1/05枚 用基本ユエット(BU266)

2)最大構成

1/0点数 (32点1/0使用8う

256点 /BU218

512点 /8U268

768点 /8U268

1024点 /BU268

・拡張ユエットは最大3台 まで接続可能です。

・ユニットのサイズによる組合せ上の制約はありません。

・BU266お よびBU268に は、拡張コネクタが2個 ついていますが、
右側が上段ユニットからの入力、左側が下段ユニットヘの出力となります。

- 6 -



第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

●T2Nの構成

T2N最小/最 大構成例を示します。

ベースュニットを用いてシステム構成しますが、ベースユエットには、下表

のように基本ユニット専用と拡張用ユニツトがあり、必要なスロット数に応

じて選択します。(1.5ベースユニット参照下さい)

2)最大構成

1/0点数 (64点 1/0使用時)

512点 /BU228N

1024点 /BU268

1536点 /BU268

2048点 /BU268

拡張ユニツトは最大3台 まで接続可能です。

ユニットのサイズによる組合せ上の制約はありません。

BU266お よびBU268に は、拡張コネクタが2個 ついていますが、

右側が上段ユニットからの入力、左側が下段ユニットヘの出力となります。

型 式 用途 1/O枚 数 備 考

TBU228N*S 基本 ８

TBU268**S 拡張 ８

TBU266**S 拡張 ６

1)最小構成

電

源
CPU １

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

１

／

０

70 8枚 用基本ユエット (BU228N)

基本ユニット

拡張ユエットNo.1

拡張ユニツトNo。2

拡張ユエットNo。3

- 7 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウエア説明

1 . 2

T 2 Eシ ステム

1 . 2 . 1

C P Uモ ジユー)レ cPuモ ジユールには、下表の1種類があります。

運転モー ドスイ ツチ

(HALT,RUN)

動作モー ド設定スイッチ

プログラマ用
RS232Cポート

形 式 仕  様
Ｅ
Ｅ

沈
４

つ
０

つ
乙

出
Ｕ

ｎ
ｒ RAMtt EEPROM,ユーザプログラム 9.5Kステッフ,

カレンダ機能付き

下表のようなPU234Eの オフションがあります。

形 式 仕  様

CM231E RS485,通 信機能,バ ツテリー付き

CM232E RS232C,通 信機能,バ ツテリー付さ

BT231 E バッテリー装着用カー ド,バ ッテリー付き

状態表示 LED

(RUN,FauLT,BATtery)

オプションカー ド用
カバー

△注意
T2E本体や 1/0モジユールの動作設定スイッチは、指定された設定方法及

び内容を設定して下さい。指定外のスイッチ設定は故障、誤動作の原因と

なります。

状態表示用 LED:T2Eの 運転状態を表示します。

Ｄ
ｎ 緑

点X丁 運転状態 (RUN状 態)

点滅 HOLD状 態

'肖文丁 停止状態 (HALT状 態)ま たはエラー状態

FAULT(赤)

点灯 CPU異 常時または 1/0異 常時

点滅 プロクラム異常時

消灯 正常時

BATT (揺妥)
*2

点 灯 バッテリー正再時

点滅 バッテリー電圧低下注意

灯肖 バッテリー異常時/オ プション末装着時
*2:オ フシ¬ン (CM23 E.CM232E.BT231 E〕挙喜雇雪辟キ6D霊軍デ武マF

- 8 -



第 1部  ハードウエア説明 1.シ ステム構成

●動作モー ド設定スイッチ

T2E CPUモ ジユールの正面に配置されている DIPス イッチにより、各種

動作モー ドが設定できます。 (出荷時設定は全て OFF)

P

ROM

R/S

CM0

CMl

COM

プロテクト運転設定スイッチ

ROM/RAM切替えスイッチ

RUN/スタンドイ設定スイッチ

オフ
°
ショツ通信モード設定スイッチ

フ
°
ログラマホ

°―出ドリティ設定スイッチ

運転中変更可能

電源投入時/RUN起動時モード読込み

電源投入時のみモード読込み

電源投入時のみモニド読込み

電源投入時のみモード読込み

OFF―

1

2

3

4

5

6

SW.1プロテクト運転設定スイッチ

本スイッチが ONでかつ運転モー ドスイツチが RUNのとき、プロテクト状

態 (書込み禁止状態)と なります。

運転モー ドスイツチの項目を参照して下さい。

SW。2 ROM/RAM切換えスイッチ

設定位置

SW.2

選択機能 CPUの 動作

(RAMへのプログラム転送の有無等)
０ Ｍ０Ｒ 電源立上がり時、EEPROMの内容を RAMに 転送してか

ら立上がります。 (イニシヤルロー ド)

但し、運転モードスイッチが RUNで DIP SW.1=ONの場合、

RAMの内容で立上がります。(イニシヤルロー ド無し)
Ｎ〔

Ｕ
ＭＡＲ 電源立上がり時、RAMの内容で立上がります。

(イニシャルロード無し)

SW。3 RUN/スタンバイ設定スイッチ

設定位置

SW.3

選択機能 運転モート
｀

スイッチ

立上げ後

のモード

備 考

OFF RUN

(自動RUN)

ＴＡＨ Ｔ
Ｉ

Ａ
〔

Ｄ
ｎ

ＮＵＯ
ｎ 自動RUNカートとなります。

〔
υ スタンバイ

(HALT待機)

Ｔ
Ｉ

Ａ ＴＡ
ハ

１‐
Ｕ

Ｄ
ｎ HALTモート

｀
で立上り、フ

°
ロク

｀
ラマか

らの運転]マンドまたは運転モート
｀

スイッチの切換え(→HALT→RUN)に

よる起動待ちとなります。

- 9 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

SW.4,SW.5オ プション通信モード設定スイッチ

設定位置 選択機能 CPUの 動作

SW.4 SW.5

Ｅ
Ｆ

（
υ

Ｅ
Ｆ

〔
υ コンピュータリンク 上位コンピュータとの通信を行います。

(Tシ リーズコンピュータリンク機能)
Ｍ
Ｎ

〔
υ OFF データリンク T2Eの 2台構成で自動的に相互データ通信を

行います。
Ｅ
Ｆ

〔
υ

Ｎ〔
∪ シリアル 1/F

(フリーボート)

外部ASCI正 機器と無手順のシリアル伝

送ができます。
Ｎ〔

∪
〔
∪ 予備 設定禁止

動作の詳細は別冊の 「T2E/T2N通 信機能説明書」をご覧下さい。

SW.6プ ログラマポートパリテイ設定スイッチ

設定位置

SW.6

選択機能 備  考

Ｅ
Ｆ

〔
υ 奇数パリテイ 8ビ ットデータ,奇 数パリテイ,9600bps

(トータル 11ビ ット長データ)
０ パリテイ無 8ビ ットデータ,パ リティ無し,9600bps

(トータル 10ビ ット長データ)

本スイッチは、プログラマポー トにモデム等を接続し、遠隔監視をしたい時

などに使用します。

モデム側では、CTS,DTR等 の制御信号は無しとして設定して下さい。
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

●運転モー ドスイッチ

T2E CPUモ ジュールの正面に配置されている トグルスイッチにより、

運転/停 止の制御ができます。

HALT ―――― ユーザ プログラム実行停止 (HALTモ
ー

ド)

R U N  

一 一 一 一

ユ

ー

ザ プ ロ グ ラ ム 実 行 開 始 ( R U N モ

ー

ド )

電源立上げ後、および HALT→RUNモ ー ド遷移後

スイッチ

位置

イニシャルロードの

有無

遷移後の

運転モー ド

フ
°
0テクト

有無

フ
°
ロク

｀
ラマによる

運転モート
｀
変更

ＴＡ SW.1=OFF SW。2二OFF 有 り HALT 無 し 無効

SW.2=ON 無 し

SW.1=ON SW.2・OFF 有 り

SW。2こON 無 し
Ｄ
ｎ SW。1=OFF SW.2=OFF 有 し, Ｍ

Ｎ
Ｈ
Ｕ

Ｄ
ｎ 無 し 有効

SW.2=ON 無 し

SW.1=ON SW.2=OFF 無 し 有 り

SW.2=ON 無 し

上表の通り、通常稼動状態において、イエシヤルロード (EEPROMから RAM

へのプログラム転送)が 行われるのは、SW.1と SW.2が共に OFFの ときだ

けです。

従つて、T2Eにバッテリを装着しないで使用するときには、必ず SW.1とSW.2

を OFFに して下さい。

補足

1.運 転モードスイッチは出荷時、HALT側になつています。

2.RUNモ ードでSW.1を ON側 にした状態をP一 RUNと いいます。

P―RUNで はプロテクト機能が働き、ユーザプログラム,デ ータレ

ジスタ先頭2Kワ ードの書き込みができなくなります。

3.通 常プログラミングはHALT状態で行います。

4.運 転モードの詳細については、第2部 2.3節をご覧下さい。

5.コ ンデンサによる RAMのバックアップ機能が低下した時、停電保

持領域のデータが保持できないと判断した時にはこれらのデータ

は0ク リアされます。

また、プログラムは BCCチェックを行い、もしBCCエラー発生時

は本体エラーとなります。
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1.シ ステム構成 第 1部  ハー ドウェア説明

●プログラマ用 RS232Cポート

このポートにプログラマ (T―PDSまたは HP911)を接続します。CPUモジユ
ール側のコネクタは、D―SUB 9ピ ン、メス型です。

このポートはまた、Tシ リーズコンピュータリンクコマンド (ASCH)に も

対応していますので、タッチパネル表示器等をこのポートに直結すること

が可能です。

本機能の概略仕様と、本ポートのコネクタピン配列を以下に示します。

なお、Tシ リーズコンピュータリンクコマンドの詳細については、別冊の

「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書」をご覧ください。

・仕様

補足

上記以外のピンには接続しないで下さい。

項 目 仕様

インタフエース RS232C基=財也

接続形態 1対 1(ス テーションNo.は無視)

伝送距離 最大15m

伝送速度 9600bps (匠ヨ冗己)

フレーミング スタートビット: 1ビ ット

データ長 :    8ビ ット

パリテイ :    奇数 または 無し (スイッチ設定)

ストップビット: 1ビ ット

応答方式 会話型 (ホストの要求コマンドに対するT2Eの返信応答)

サポートコマンド

(要求コマンド)

Ｒ

　

Ｗ

　

Ｔ

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｓ

(データリード)

(データライト)

(ステータスリード)

・コネクタピン配列

信号名 ピン番号 略号 方向

送信データ ３ ｎ
リ

Ｖ
ハ

Ｔ
， T2E→ホスト

受信データ ２ ｎ
υ

Ｖ
ハ

Ｒ T2E←ホスト

信号用接地 ５ ６Ｓ T2E一ホスト

送信要求 ７ ＳＴＲ T2E→ホスト

送信可 ８ CTS T2E←ホスト
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

1 . 2 . 2

オプション オプシヨンの通信カードには、下表の2種類があります。これらの通信カー

通信カード 慰
こ
員じ撃5空港幣ど這掃ご送F層昌ど苫言|】押爵歎当野げ¥軍き1再

す°な
形 式 仕  様

CM231 E RS485,通信機能,バ ッテリー付き

CM232E RS232C,通信機能,バ ッテリー付さ

BT231 E バッテリー装着用カー ド,バ ッテリー付き

バッテリー交換については 5。4節 、オプションカー ドの CPUへの取り付けに

ついては次ページを参照して下さい。

eCM231E//CM232E

本カー ドを PU234Eに取付けると下記の機能から DIP―SWにより、 1つ の機

能を選択して使用できます。

これらの機能の詳細及び使用方法については、別冊のT2E/T2N通信機能説明

書 UM―TS02E**―」003をご覧下さい。

機能 概  要

コンピュータl」ンク コンピュータをホストにして、最大32台のTシリー

ズPLCを接続、制御する機能です。(CM232Eは1対 1)

データリンク 2台 のT2E同士がプログラムレスで32Wデ ータを共

有できる機能です。

シリアル 1/F フリーボート機能とも呼びます。任意のASCIIコー

ドデータを無手順で送受信できる機能です。
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1.シ ステム構成 第 1部  ハー ドウェア説明

<取付け方法>

①オプション通信カードの通信コネクタを取り外す。 (OM231E

のみ)

CPUモジュール正面のブランクカバー (通信コネクタ用)を

取り外す。

②方向に注意して、オプション通信カードをCPUモジュールの

正面パネルに挿入する。

③オプション通信カードとOPUモジュール基板をコネクタ接続

する。

④押え治具 (オプション通信カードに付属)を 取り付ける。

⑤オプション通信カードの通信コネクタを取り付ける。

-14-



第 1部  ハー ドウェア説明 1.シ ステム構成

1 . 3

T 2 Nシ ステム

1.3 . 1

C P Uモ ジュール

状態表示 LED

(RUN,FauLT,BATtery)

運転モ ー ドスイ ッチ

(HALT,RUN,P―RUN)

動作モー ド設定スイッチ

プログラマ用
RS2320ポート

通信機能用
RS2320 / R S 4 8 5ポー ト

イーサネット用

状態表示 LED

TL―S20LP用

状態表示 LED

TL―S20とP用

ステーション

ア ドレススイッチ

TL―S20とP用

通信コネクタ

イーサネット用

通信コネクタ

伝送状態表示用 LED i TOSとINE―S20LP,イーサネットの運転状態を表示します。
状態の詳細は伝送装置の取扱説明書を参照して下さい。

CP∪ モジュールには、下表の4種 類があります。

形  式 仕   様

PU21 5N RAMttEEPROM,ユーザプログラム23.5Kステップ,
通信機能/カ レンダ機能/バ ッテリ付き

PU235N PU215N+イーサネット
PU245N PU215N+イーサネット+TOSLINE―S20とP

妖 惑 表 小用 LLD:12Nの 運転状態を表示 し

ｍ
Ｎ

示

点灯 運転状態 (RUN状 態)

点減 HOLD状 態

消灯 停止状態 (HALT状 態)ま たはエラー状態

FAULT(赤 )

点灯 CPU異 常時または 1/0異常時

点滅 プログラム異常崎

消 灯 正常3き

BAT(緑 )

点灯 バッテリー正常Bき

点減 バッテリー電圧低下注意

消灯 バッテリー異常8き またはバッテリー末実装Bき

[RUN(緑 ) イーサネット制御部の状態表示
ET/R(緑 ) イーサネット送受信の状態表示
EA00(緑 ) T2Nか らのアクセス状態表示 (イーサネ ット)

Ｍ
Ｎ

Ｄ
ｎ 緑 TOSLINE―S20LP制御部の状態表示

Ｎ
ＩＩ

〔
υ 緑 TOSLINE一S20LPの オンライン状態表示

SA00(緑 ) T2Nか らのアクセス状態表示 (TOSLINE一S20LP)
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1.シ ステム構成 第 1部  ハー ドウェア説明

●動作モード設定スイッチ

T2N CPUモジュールの正面に配置されてしヽる DIPスイッチにより、各種動作

モードが設定できます。 (出荷時設定は全て OFF)

P/S

ROM

R/S

CM0

0Ml

00M

プログラマ/S―LS切換えスイッチ

ROM/RAM切薔えスイッチ

RUN/スタンドイ設定スイッチ

オフ
°
ション通信モード設定スイッチ

フ
°
0ク
・
ラ7ホ

°一Wドリティ設定スイッチ

運転中変更司能

電源投入Bき/RUN起 動時モー ド読込み

電源投入時のみモー ド読込み

電源投入Bきのみモー ド読込み

電源投入Bきのみモー ド読込み

OFF_

△ 注意
T2N本体や 1/0モジュールの動作設定スイッチは、指定された設定方法及び内

容を設定して下さい。指定外のスイッチ設定は故障、誤動作の原因となります。

SW.1プログラマ/S―LS切誉えスイッチ

設定位置

SW.1

選択機能 CPUの 動作

(周辺装置のサポート)
ｎ
ｕ T―PDS T―PDSの直結モード指定で、通常のプログラマとして

動作します。
ｍ
Ｎ

〔
Ｕ

ｌ
Ｌ一 TOSLINE―S20LP用の設定用として S―LSが動作します。

また、T―PDSのネットワークモード指定で TOSLINE―

S20とP経由でリモートプログラミングができます。

SW.2 ROM/RAM切 換えスイッチ

設定位置

SW.2

選択機能 CPUの 動作

(RAMへのプログラム転送の有無等)
〔
υ

Ｍ０Ｒ

電源立上がり時、EEPROMの内容を RAMに転送してか

ら立上がります。 (イエシャルロー ド)

但し、P―RUNの場合、RAMの内容で立上がります。(イ

エシャルロー ド無し)
Ｎ０ ＭＡＲ 電源立上がり時、RAMの内容で立上がります。

(イニシャルロー ド無し)
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

SW.3 RUN/スタンバイ設定スイッチ

設定位置

SW。3

選択機能 運転モート
｀

スイッチ

立上げ後
のモード

備 考

Ｆ０ RUN

(自動RUN )

HALT ＴＡＨ

Ｄ
ｎ

Ｍ
Ｎ

ｌ‐
Ｕ

Ｄ
ｎ 自動RUNスタートとなります。

０ スタンバイ

(HALT待機)

HALT ＴＡＨ

Ｄ
ｎ HALTモードで立上り、フ

°
ロク

｀
ラマか

らの運転]マツドまたは運転モート
｀

スイッチの切換え(→HALT→RUN)に

よる起動待ちとなります。

SW.4,SW.5通 信ポート設定スイッチ

設定位置 選択機能 CPUの 動作
４ＷＳ ＷＳ

Ｅ
Ｆ

（
υ

Ｅ
Ｆ

〔
υ コンピュータリンク 上位コンピュータとの通信を行います。

(Tシ リーズコンピュータリンク機能)
Ｎ〔

υ
Ｅ
Ｆ

〔
〕 データl」ンク T2N/T2Eの2台構成で自動的に相互データ通

信を行います。
Ｅ
Ｆ

Ｅ
Ｆ

〔
υ

０ シリアル 1/F

(フリーボート)

外部ASCI正 機器と無手順のシリアル伝

送ができます。
０ ０

予備 設定禁止

動作の詳細は 1.3.2通 信ポー トを参照して下さい。

SW.6プ ログラマポー トパリテイ設定スイッチ

設定位置

SW.6

選択機能 備  考

Ｅ
Ｆ

〔
） 奇数パリテイ 8ビ ットデータ,奇 数パリテイ,9600bps

(トータル 11ビ ット長データ)
０ パリティ無 8ビ ットデータ,パ リティ無し,9600bps

(トータル 10ビ ット長データ)

本スイッチは、プログラマポー トにモデム等を接続し、遠隔監視をしたい時

などに使用します。

モデム側では、CTS,DTR等 の制御信号は無しとして設定して下さい。

SW38を 用いるとT2Nか らの応答を遅らせることができます。
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1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

●運転モードスイツチ

T2N CPUモ ジユールの正面に配置されているキースイツチにより、運転/

停止の制御ができます。

電源立上げ後、および HALT→RUNモ ー ド遷移後

ガ

置

打

位

イニシャルロードの

有無

遷移後の

運転モー ド

フ
°
Elテクト

有無

フ
°
ロク

｀
アによる

運転モート
｀
変更

Ｔ
Ｉ

Ａ
Ａ SW,2=OFF 有 ＴＡ 無 し 無効

SW.2=ON 無 し
ＮＨ

Ｕ
Ｒ SW.2=OFF 有 り

出
Ｎ

Ｒ
無 し 有効

SW.2=ON 無 し

P―RUN SW.2=OFF 無 し 有 り

SW,2=ON 無 し

上表の通り、通常稼動状態において、イニシャルロード(EEPROMからRAMヘ

のプログラム転送)が 行われるのは、SW.2が OFFで 運転モードスイツチが

HAとTまたはRUNのときだけです。

補足

1.運 転モー ドスイツチは出荷時、HALTになつています。

2.P― RUNスイッチの状態を P一 RUNと いいます。

P―RUNで はプロテクト機能が働き、ユーザプログラム,デ ータレ

ジスタ先頭2Kワ ードの書き込みができなくなります。

3.通 常プログラミングはHALTで行います。

4.運 転モードの詳細については、第2部 2.3節をご覧下さい。

5.バ ッテリー/コ ンデンサによる RAMのバックアップ機能が低下し

た時、停電保持領域のデータが保持できないと判断した時にはこ

れらのデータは0ク リアされます。

また、プログラムは BCCチェックを行い、もしBCCエラー発生時

は本体エラーとなります。
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第 1部 ハードウエア説明 1.シ ステム構成

●プログラマ用 RS232Cポート

このポートにプログラマ (T―PDSまたは HP911)を接続します。CPUモジユ
ール側のコネクタは、D―SUB 9ピ ン、メス型です。

このポートはまた、Tシ リーズコンピュータリンクコマンド (ASCII)にも

対応していますので、タッチパネル表示器等をこのポートに直結すること

が可能です。

本機能の概略仕様と、本ポートのコネクタピン配列を以下に示します。

なお、Tシ リーズコンピュータリンクコマンドの詳細については、別冊の

「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書」をご覧ください。

補足

上記以外のピンには接続しないで下さい。

・仕様

項 目 仕様

インタフエース RS232C基諄】也

接続形態 1対 1(ス テーションNo。は無視)

伝送距離 最大15m

伝送速度 9600bps ([]反置)

フレーミング スタートビット: 1ビ ット

データ長 :    8ビ ット

パリテイ :    奇数 または 無し (スイッチ設定)

ストップビット: 1ビ ット

応答方式 会話型 (ホス トの要求コマンドに対するT2Nの返信応答)

サポートコマンド

(要求コマンド)

Ｒ

　

Ｗ

　

Ｔ

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｓ

(データリード)

(データライト)

(ステータスリード)

・コネクタピン配列

信号名 ピン番号 略号 方向

送信データ ３ ｎ
リ

Ｖ
ハ

Ｔ
Ｉ T2N→ホスト

受信データ ２ ｎ
リ

ＸＤ
ｎ T2N←ホスト

信号用接地 ５ ＧＳ T2N一ホスト

送信要求 ７ Ｃ
０

Ｔ
Ｉ

Ｄ
ｎ T2N→ホスト

送信可 ８ ＳＴＣ T2N←ホスト
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1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

1 . 3 . 2

通信ポー ト T2Nに は、標準で通信機能がサポー トされ、通信ポー トには RS232C/RS485の

中からスイッチにより選択が可能です。

T2Nは下記の機能から DIP―SWに より、1つ の機能を選択して使用できます。
し
ヒ

ム
ロ

機

概  要

コンピユータリンク
コンピュータをホストにして、最大32台のTシリー

ズPLCを接続、制御する機能です。

(RS232C選択時は 1対 1)

データリンク
2台 のT2N/T2E同士がプログラムレスで32Wデ ー

タを共有できる機能です。

シリアル 1/F
フリーポート機能とも呼びます。任意のASCIIコー

ドデータを無手llmで送受信できる機能です。

これらの機能の詳細及び使用方法については、別冊の T2E/T2N通信機能説明

書 UM―TS02E**-3003をご覧下さい。

●スイツチ設定

通信ポー トの RS232C/RS485はT2N CPUモジユール基板上の DIPスイッチの

番を切換えることにより選択が可能です。

設定位置(DIP SW.1) 通信ポー ト・インターフェイス
Ｅ
Ｆ

Ｅ
ｒ

〔
υ RS485

相
Ｎ

（
υ RS232C

出荷時は RS485(OFF側 )になつています。
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第 1部  ハー ドウェア説明 1.シ ステム構成

●コネクタピン配列

信号名 ピン番号 略暑 インターフェース 方向

送信データ ５ 〔
リ

Ｖ
Ａ RS232C T2N→ホスト

受信データ ２ 〔
υ

Ｖ
Ａ

Ｄ
ｎ RS2320 T2N←ホスト

送信要求 ６ RTS RS2320 T2N→ホスト

送信司 ４ CTS RS2320 T2N←ホスト

信号用接地 7, 8, 15
た
ｕ RS2320/485 T2N―ホスト

送信データ ３ ＡＸ RS485 T2N→他機器

送信データ Ｄ
Ｄ

Ｖ
Ａ

Ｔ
Ｉ RS485 T2N→他機器

受信データ ２ ＡＸＲ RS485 T2N←他機器

受信データ ０ RXB RS485 T2N←他機器

空きピン 1 , 4 , 9 , 1 3

図置配タクネコンピ５

８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

Ｂ ‐ＳＵ

　

　

‐５

　

　

　

　

　

　

９

一Ｄ
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1.シ ステム構成 第 1部  ハー ドウェア説明

1.3。3

内蔵伝送機能 T2NはCPUタイプにより下記の伝送機能を内蔵してしヽます。

尚、各々伝送装置についての詳細は下記の取扱説明書をご覧下さい。

TOSLINE-20LP   T2N内蔵 TOSLINE―S20LP部 取扱説明書 6ほ3B0711

イーサネット    T2N内蔵 イーサネット部 取扱説明書  6E380712

・ TOSLINE―S20LP

PC間の高データ伝送、産業用コンピュータ等の間で、通信を行うことがで

きる汎用伝送モジュールです。

TOSLINE―S20LPは 、伝送路が二重ループ構成で、万―伝送部分に異常があ

つた場合でも通信を継続する信頼性の高い伝送が可能です。また、伝送容

量も4Kワ ー ドに拡張されています。

伝送媒体は光ファイバーケーブルです。

・イーサネット

標準伝送装置としての位置づけを築きつつあるLANで す。Tシ リーズの

コンピュータリンク、PC間通信、そしてソケットインターフェイスをサポ
ー トします。これにより、LAN上 の上位機器 (ワークステーション/パ

ソコン)や 他のPLCと の伝送が可能になります。

また、T2Nに は、最も扱いやすいとされる l① BASE一 Tを 装備してい

ます。

型  式 TOSLINE― S20LP イーサネット

PU215N

民
υ

つ
０

つ
乙

ｎ
ｒ 内蔵

PU245N 内蔵 内蔵

仕 様

伝送方式 二重ループ

伝送速度 2Mbps

伝送距離 ステーション間 :lk冊 (最大 4km:光 リピータ使用時)

全長 :30km

ステーション数 64/回線

伝送容量 4096ワード
W0000～W2047+(XFER命令によるアクセス)

応答速度 スキャン伝送時最短 5ms

通信サービス (1)スキャン伝送  | (2)メッセージ伝送

仕 様

伝送方式 パーテイライン

伝送速度 10Mbps

伝送

距離

ノー ド間 200m(HUBl台 )  1  1700m(HUB4台 )

セク
｀
メツト屈易 ｍ００

最大ノー ド数 1ノード/1セ グメント

伝送サービス

(1)Tシリーズ ・コンピュータリンク

(2)Tシリーズ ・PCリ ンク(SEND/RECV命令)

(3)ソケット・インターフェイス
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

1.4

電源モ ジユール  電源モジユールは全てのベースユニットの左側のスロットに実装します。電

源電圧により次のタイプがありますので選択して下さい。

型 式 電源電圧 出力定格
TPS261**S AC1 00-240V (+10%/-15%) 内部制御電源 :5V-2.5A(max.)

外部供給電源 :24V,+10%/-10%

0.5A(max.)

(内部外部合計 15W以 内)

EX10*MPS31 DC24V      (+20%/-15%)

POWER

端子台着脱レバー

電源端子

ラインフィルタグランド端子

フレームグラン ド
端子

外部 24V供給端子
センサーなどの外部機器やリレー出カモジュールなどにDC24∨ を供給
するための端子です。 DC24V(±10%)-0.5A(max)
運転信号出力端子(拡張ユニットでも使用可能)
PCが運転状態(RUN)のときにONする la接点です。
AC240V(+10%)/DC24V(+20%)-2A(max)

電源端子
電源ラインを接続します。(4.7電源配線を参照下さい)
ラインフィルタグランド端子/フ レームグランド端子
接地用端子です。(4.6接地方法を参照下さい)

注意
通電中はモジュールミユニットの端子台カバーを必ず付けた状態で使用
し、端子には絶対に触らないで下さい。感電の恐れがあります。

補足

1.電 源モジユール 1台 の最大出力定格は内部制御電源と外部供給電源
を合わせて15Wま でです。次夏のモジュール消費電流一覧表を参考
に次式を満足するように構成して下さい。
15W≧5V×モシ

Ⅲ
ュール消費電流合計(最大2.5A)+24V×外部供給電流(最大0。5A)

2,外 部 24V供 給端子と別の電源系統を接続しないで下さい。
また、長しヽ距離にわたつて配線をヨ|き回さないで下さい。

3。 この電源モジユールは T2E/T2および EX100専用の電源です。
単独で他の用途には使用しないで下さい。

- 2 3 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウエア説明

モジユール消費電流
一覧表

名  称 型式 内部 5V電源 外部電源 重量

Ｔ

２

Ｅ

C P U 刀
４

う
と 600mA以 下

通信カード(1ヽ
｀
リテリ付き) CM231[ 200mA以 下

通信カード(|ドリテリ付き) CM232E 200mA以 下

バッテリカード BT231 E

Ｔ

２

Ｎ

CPU PU21 5N 800mA,ス司F 〔
υ

〔
υ

つ
０

CPU(ETHER) PU235N 1500mA以 下 400g

CPU(ETHER/TOSLINE―S20LP) PU245N 2000mA以 下
ハ
υ

ハ
υ

力
４

ペースユニット

BU21 8 50mA E火
~F

1600g

BU268 50mA,火
~F

15009

BU266 50mAル文]F 14009

UBAl 50mA以 下

２Ａ 50mA以 下

UBBl 50mA以 下

UBB2 50mA E火司F

０
０

う
と

ら
乙 50mA,火T 16009

16ギミDC/ACヌ、フ,(12-24V) D131 15mA以下 200g

32点 DC入 力(24V) D132 80mA以 下
〔
υ

〔
υ

う
と

64点 DC入 力(24V) D1235 100mA以 下 250g

16点 AC入 力(100-120V) IN51 15mA以 下 250g

16点 AC入 力(200-240V) IN61 15mA以 下 2509

16点 リレー出力 R0263 90mA以 下 DC24V, 80mA

12点 リレー出力 R061 50mA以 下 DC24V, 140mA 250g

8点 独立リレー出力 R062 40mA以 下 DC24V, 100冊A 250g

16点 トランジスタ出力 D031 60mA,火T DC5-24V, 35mA ｎ
）

〔
）

32点 トランジスタ出力 D032 250mA以 下 DC5-24V, 100mA 2009

64点 トランジスタ出力 D0235 250mA以 下
〔
Ｖ

16点 トランジスタ出力(PNP) D0233P 60mAル文]F
〔
υ

〔
υ

う
４

12点 トライアツク出力 AC61 300mA以 下 250g

4chアナログ入力(8ビット)
(4-20mA/1-5V)

A121 50mA以 下 DC12/24V, 50mA 200g

4chアナログ入力(12ヒ
｀
ット)

(4-20mA/1-5V)
A122 50mA,ス¬F DC24V, 50mA 〔

Ｖ
〔
）

4chアナログ入力(8ヒ
｀
ット)

(0-10V)
A131 50mA,火¬F DC1 2/24V, 50mA 2009

4chアナログ入力(12と
｀
ット)

(±10V)
つ
０

Ａ 50mA以 下 DC24V, 50mA ００２

2chアナログ出力(8ヒ
｀
リト)

(4-20mA/1-5V/0-10V)
０Ａ 70mA以 下 DC24V, 90mA ００２

2chアナログ出力(12ヒ
・
ット)

(4-20mA/1-5V)
A022 170mA,次司F DC24V, 90mA 200g

2 c hアナログ出力(12ビット)

(±10V )
A032 170mA以 下 DC24V, 90mA （

υ
（
Ｖ
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

名  称 型式 内部 5V電 源 外部電源 重量

lchパ ルス入力 P121 80mA以 下 200g

2chパ ルス入力(DC入 力) P1232

2chパ ルス入力(差動入力) P1272

1軸位置決め MCll 200mA以 下 DC12/24V, 100mA 250g

2軸 位置決め MC212 300mAめ女司F DC24V, 200mA

汎用通信インタフェース CF211 550mA EttT ｎ
Ｕ

ハ
Ｕ

TOSLINE-30(ワイヤ) LKll 250mA以下 2009

TOSLINE-30(光) LK12 200mA以 下 〔
υ

〔
υ

つ
４

TOSLINE―S20(同軸) SN221 600mA以 下 250g

TOSLINE―S20(光) 700mA E火司F 250g

TOSLINE―F10

(マスターステーション)
MS211 600冊A以 下 250g

TOSLINE…F10

(リモー トステーション)
RS211 600mA,次司F 2509

デバイスネット DN211 500mA E火]F 〔
υ

〔
υ

つ
と

補足

表中の外部電源の項目は、入出力信号用電源でなく、モジユールを機能
させるために必要な電源です。
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1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

1 . 5

ベースユニット T2Eで使用するベースユニットは次の通りです。

注 :BU218に は、拡張ベースユニットを接続することができます。

補足

モジユールを装着しないスロットには、内部に異物が入らないように

空スロットカバー (EX1 0*ABPl)をご使用下さい。

基本ユニットにB∪ 218を 使用の場合は、CPUモ ジユールの右側

のスロットに空スロットカバーを取り付けて下さい。

型 式 用途 装着モジユール数 備 考

TBU218**S 基本 ８

TBU268**S 基本 ７

拡張 ８

TBU266**S 基本 ５

拡張 ６

EX10*UBAl 基本 ４

基本ユニット

単独使用のみ

EX10*UBA2 基本 ７

EX10*UBBl 基本 ４

EX10*UBB2 基本 ７

BU218

BU268

ｎ
ｔ□

Ｃ

繍
酬
掛
圏

日
□
団
日

固
隅
隅
圏

盟
閉
酬
圏

日
日
日
圏

日
□
四
圏

日
酬
閉
圏

盟
団
□
圏

阿
凹

BU266

ｎ
ｔ０

爵
産
に
焼
Ｅ

観
□
日
日

日
日
□
日

日
□
日
日

配
日
日
日

固

四

観
盟
日
圏
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第 1部  ハー ドウェア説明 1.シ ステム構成

T2Nで 使用するベースユニットは次の通りです。

注 :BU228Nに は、拡張ベースユニットを接続することができます。

補足

モジユールを装着しないスロットには、内部に異物が入らないように

空スロットカバー (EX10*ABPl)をご使用下さい。

型 式 用途 装着モジユール数 備 考

TBU228N*S 基本 ８

TBU268**S 拡張 ８
‐
2Nでは基本ユニットとして

吏用することはできません。TBU266**S 拡張 ６

BU228N

BU268

Ｃ

向
C

団B8888B38

BU266

′
ｔｎ

日
開
開
□

日
Ｈ
日
□

観
日
日
日

観
日
□
日

日
開
Ｈ
日

日
日
日
圏

嗣

倒
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1.シ ステム構成 第 1部 ハードウエア説明

・ユニットNo.の設定

ベースユニット(BU268,BU266)を使用する時は、運転前にユニットNo.の設

定を行つて下さい。

設定はベースユニット左側の拡張コネクタ上部にある□―タリースイッチ

により行います。

補足

1.出 荷時は0に設定されています。

2.ユ ニットNo。がユニット同士で重複しないようにして下さい。

3.4～ 9の 設定は未使用ですので使わないで下さい。

1 . 6

拡張ケーブ)レ 基本ユエットと拡張ユエツトを接続するために使用します。次の3種類の長

さを準備しています。

型 式 長さ

CAR3 30 c m

CAR5 50 c rn

CAR7 70 c m

C S 2 R F 1 . 5 m

補足

ケーブル種別による総延長の制約はありません。

したがって、1.5mタイプのみ使用したとき、総延長 4.5mとなります。

ベースユエット スイッチ設定

基本ユニット O(T2Eで のみ可能)

拡張ユニット 基本ユニットに近いものから

1→ 2→ 3の 順で設定して下さい。

- 2 8 -



第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

1 . 7

1/0モジユー)レ PCには下表に示すような各種の1/0モジユールが準備されていますので、幅
広いアプリケーションに対応することができます。

1/0モ ジユールはベースユニット上の任意のスロットに、任意のllB番で実装

可能です。 (推奨配置は4.8項を参照して下さい。)

入力/出 力状態

表示 LED

端子台着脱レバー
入力/出 力端子台

(10ピン/18ピ ン)

型 式 種 別 概略仕様
３〔

υ DC/ACヲ(ヲ, 16点 (16点 /コモン)、DC/AC12-24V

D132 DC入 力 32点 (4x8点 /コモン)、DC24V

D1235 DC入 力 64点 (8x8点/コモン)、DC24V
氏
υ AC入 力 16点 (16点/コモン)、AC100-120V
ム
Ｕ 16点 (16点 /コモン)、AC200-240V

R061 リレー出力 12点 (3x4点/コモン)、
AC240V(+10%)/DC24V(+20%)、

2A/点、4A/4点コモン(max.)

R062 8点 (各点独立)、
AC240V(+10%)/DC24V(+20%)、
2A/点 (max.)

R0263 16点(2x8点/コモン)、
AC240V(+10%)/DC24V(+25%)

D031 トランジスタ出力 16点 (16点/コモン)、DC5-24V、

lA/点、1.2A/4点 (max.)

D032 32点(4x8点/コモン)、DC5-24V、

0。lA/点、0.8A/8点コモン (max。)

D0235 64点 (8×8点 /コモン)、DC5-24V

D0233P 16点 (ソース出カタイプ)
６ＣＡ トライアック出力 12点 (3x4点 /コモン)、AC100-240V、

0.5A/点、0,6A/2素子 SSR(max.)
２Ａ アナログ入力

(8ビット)

4チ ャネル(チャネル間非絶縁)、

1～5V/4～20mA、8ビ ット分解能
３Ａ 4チ ャネル(チャネル間非絶縁)、

0～ 10V、8ビ ット分解能

- 2 9 -



1.シ ステム構成 第 1部 ハードウェア説明

型  式 種 別 概略仕様

A122 アナログ入力
(12ビット)

4チャネル(チャネル間非絶縁)、
1～5V/4～20mA、12ビット分解能

A132 4チ ャネル(チャネル間非絶縁)、
-10～ ■10V、12ビット分解能

A031 アナログ出力
(8ビット)

2チャネル(チャネル間非絶縁)、
1 ～ 5 V / 4 ～2 0 m A / 0 ～1 0 V 、
8ビ ット分解能

A022 アナログ出力
(8ビット)

2チ ャネル(チャネル間非絶縁)、
1～5V/4～20mA、12ビット分解能

A032 2チ ャネル(チャネル間非絶縁)、
-10～ +10V、12ビット分解能

２Ｄ
Ｆ パルス入力 1チャネル (A/B2相及びゼロマーカ)、

5/12V、
1 0 0  k H z ( m a x . )、2 4ビットカウンタ

P1232 2チャネル
5/12/24V、
1 0 0  k H z ( m a x . )、2 4ビットカウンタ

P1272 2チャネル
差動タイプ
100 kHz(max.)、24ビットカウンタ

ＣＭ 位置決め 1 目軸、 200 kpps(max.)、 DC5 - 24V、
位置決め範囲 圭999999、
位置データ記憶容量 64点

MC212 2軸 、200 kpps(max。)
2軸独立、直線補間
位置データ記憶容量 :各軸 30点

CF211 汎用通信
インタフェース

RS-232C lポート、
コモンメモリ160ワード×2

補足

各 1/0モジユール詳細については 2.31/0モ ジユール1□別仕様を参照

下さい。

1 . 8

伝送モ ジューサレ T2E/T2Nは次の 4種 の伝送モジユールをシステムに合わせて使い分けること

により、PC間 伝送、リモート1/0伝送などのデータリンクシステムを構築

することができます。

・ TOSLINE―F10

Tシ リーズの下位フィールドの伝送装置として、PC間通信、リモート1/0

通信を行います。

T2/T2E用マスターステーションおよびリモートステーションは、1/0モジ

ュールと同様に、任意のスロットに8枚 まで実装できます。

高速モー ド 長距離モー ド

伝送方式 パーテイーライン (ツイストペアケーブル)

伝送速度 750kbps 250kbps

伝送距離 ｍ００ ｍ

ステーション数 32/回線

伝送容量 32ワ ーード L0000～と255F

応答速度 7nls(32ワード時) 12ms(32ワ ー ド時)

- 3 0 -



第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

・ TOSLINE―S20

PC間の高速データリンクに適したFAtt LAN(□一カルエリアネットワーク)

です。上位システムや ドライブ装置との高速データ伝送も可能です。

T2E/T2N用ステーションは、1/0モ ジユールと同様に、任意のスロットに

1枚だけ実装できます。

*T2NではTOSLINE―S20データのアクセスはREAD/WRITE命令を用いて行つて

下さい。

・ TOSLINE-30/30 0P

T2E/T2Nは、EX100のデータ伝送装置 TOSLINE-30を使用することができま

す。

従来の EXシリーズのシステムにT2Eを接続する場合に有効です。

マスターステーションは、1/0モ ジユールと同様に、任意のスロットに 4

枚まで実装できます。

使用アドレスは、TOSLINE―S20/S20LPと同じ、W0000～W0127(max)となりま

す。

TOSLINE―S20/S20LPと混在する場合には、TOSLINE-30が優先してW0000か

ら書」付けられます。

・ DevュceNet

下位フィール ドの伝送装置として、PC間 通信、リモー ト1/○ 通信を行

います。

T2/T2E用 マスターステーションは、1/○ モジユールと同様に、任意
のスロットに2枚 まで実装できます。

同軸ケーブル 光ファイバケーブル

伝送方式 パーテイーライン

伝送速度 2 Mbps

伝送距離 ｍ 10km

(ステーション間 lk m )

ステーション数 64/回線
伝送容量 1024ワード W0000～W1023(T2Eのみ可*)

応答速度 スキャン伝送時最短 5ms

LKll

(ツイストベアケーブル)

LK1 2

(光フアイバケーブル)

伝送方式 パーテイーライン アクティフ
1

スターカプラ方式

伝送速度 187.5kbps 375kbps

伝送距離 ｍ 2km

(ステーション間 lk m )

ステーション数 17/回線 16/回線
伝送容量 8/16/32ワー W0000-W0127

応答速度 25ms(32ワー ド時) 19.2ms(32ワー ド時)

ツイストベアケーブル

伝送方式 パーテイーライン

伝送速度 125bps 250bps 500bps

伝送距離 ｍ００５
ｍ０２

ｍ５２

ステーション数 64/回線(自局含む
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2.仕 様 第 1部  ハー ドウエア説明

2 , 1

-般 仕様 項 目 仕様 備考

電

源

定格電圧 (1)AC1 00-240V PS261

(2)DC24V PS31

電圧変動範囲 (1)AC85～ 264V PS261

(2)DC20。4-28.8V PS31

電源周波数 (1)50/60Hz

周波数変動範囲 (1)47～63Hz

許容瞬停時間 最低 10ms 電源モジユール 1

枚の最大負荷状態

消費電力 (1)53VA以下 PS261

(2)22W以 下 PS31

突入電流 (1)15A(AC100V)/35A(AC240V)以下 PS261

(2)30A/10ms以下 PS31

絶縁抵抗 DC500V絶縁抵抗計にて 10M Ω以上 電源端子とF6間

絶縁耐圧 AC1500V l分 間 電源端子と F6間

使用周囲温度 0～55℃

保存周囲温度 -20～75℃

使用周囲湿度 20-90%RH 結露のないこと

雰囲気 腐食性ガスのないこと

[需肥蒙翼
ス
 8i8子::‖按刊

塵 挨 10mg/m3以下
動振耐 」IS C 0911に準拠

(16,7Hz-3mm p―p)

撃衝耐 」IS C 0912に準拠

(XYZ方向 98m/s2 3回 )

無通電

耐ノイズ性 1000Vp―p /1 μ s

(ノイズシミュレータによる)
CEマーキングEMC指令適合

電源ノイズ

据付注意

接地 第3種 接地

構造 制御盤内蔵型

冷却 自然空冷
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第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

2 . 2

外形寸法

基本専用ユニット(BU21 8,BU228)

4-ゆ5

基本/拡張ユニット(BU266)

4-"5

基本/拡張ユニット(BU268)

4 ゆヽ5

基本ユニツト(UBA2,UBB2)

4-ゆ5

16点 1/0モ ジユール装着時

32/64点 1/0,MCll装 着時基本ユエツト(UBAl,UB81)

4-,S

外部配線用コネクタ

α

目

圃
圃

- 3 3 -



2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

2 . 3

1/0モ ジユール|□別

仕様

1 6 点 D C / A C 入 力

項   目
D 1 3 1

( E X 1 0 * M D 1 3 1 )

入力電圧範囲 12-24∨ :1鞍 DC/AC(50/60Hz)

ON時 印力B電圧 9.6V以 上

OFF時 残留電圧 3.6V以 下 (リーク電流○.7mA以 下)

入力電流 約8 m A ( 2 4 V )

入力点数 16点 (一括コモン)

O N

デイレ

Nモ ード 10ms以 下 (DC)/20ms以 下 (AC)

Hモ ード 1.5ms以 下 (DC)

O  F I  F

デイレ

Nモ ード 10ms以 下 (DC)/15ms以 下 (AC)

Hモ ード 1.5ms以 下 (DC)

絶縁耐圧 AC1500∨ /1分 間

消費電流 15mA(DC5V)以 下

重  量 約2 0 0 9

01204567

89ABCDEF

回路構成 ※フィルター

選択

Ｈ

　

Ｎ

※フイルター選択(ジャンパープラグ切替)
N,標 準 DC/AC共 用 (出荷時設定)
H;高 速 DC入 力専用

- 3 4 -



第 1部 ハードウエア説明 2.仕 様

―
89ABCDEF
―
01234507
―
89ABCDEF
―
CN2

項  目
D 1 3 2

( 匡× l ① * M D 1 3 2 )

入力電圧範囲 DC24∨ 1+戦

O N ttE層力B電圧 1 8。 OV以 上

①F戸 時残留電圧 6.OV以 下

入力電流 約5  m A ( D C  2 4  V )

入力点数 3 2 点

O N

デイレー
Nモ ード 10ms以 下

日モード 1.5ms以 下

O FI F

デイレー
Nモ ード 10ms以 下

日モード 1.5ms以 下

外部接続 24Pコ ネクタ2個

コモン

構成

コモン数 ４

1コ モン当りα

入力点数

8 点

コモン極性 無極性

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 80mA(DC5V)以 下

重   量 約2 0 0 g

回 路 構 成
      石 ク

LED薪

ぜ戸ギ
~¬コ  フイルター定数の選択は、DIPスイッチ設定に

挙略J雪| ☆出ぺ 智塁走押の覗定できます。
スイッチNα OFF O N 適 用

1 Nモ ード Hモ ード CNl(XWn)

２ Nモ ード Hモ ード
じNZ

(XWn+1

補足

モジュール側コネクタ :
FCN-365P024-AU(富 士通製)
ケーブル側コネクタ :
① ハンダ付タイプ (標準添付品)

コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカバーFCN-360C024-E(富 士通製)

② 圧接タイプ (お客様手配)
FCN-367」 024-AU/F(富 士通製)

- 3 5 -



2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

64点 DC入 力

形  式 D 1 2 3 5

太力電圧範囲 DC24V:lg路

直格入力電流 4mA(DC24V時 )

入カインピーダンス 5.8kΩ (DC24V時 )

入力点数 64点

作

圧

動

電

最小ON電 圧 16V

轟大OFF電 圧 5 ∨

ONデ ィレー 10ms以 下

①FFデ ィレー 15ms以 下

外部接続 40Pコ ネクタ×2

コモン

構成

コモン数 8(系 統間絶縁)

1コモン当たりα

入力点数

8点 /コ モン

コモン極性 熙極性

ディレーティング条件 司囲温度40℃ 以上のとき同時ON点 数制約

あり (次ベージ参照)

内部消費電流 100mA(DC5∨ )以 下

他縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

他縁耐圧 A C1500V、 1分 間、 (内部一外部回路間)

茎  量 絢2509

回路構成

一

〔
し

内

言B

回

路

- 3 6 -



第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

64点 DC入 力

(続き)

子接続図

ON2

(A)(B)

B   A A   B

<座ン:入力電源

ONl―L=XWn

ONl―H=XWn+1

0N2-L=XWnⅢ2

0N2-H=XWn+3

1

引時
| ‐

| | ・

|

D024V

モジュール側コネクタ :FCN-365P040-AU

ケーフル側コネクタ (半袖付けタイプ 2個)は 標準添付

(デイレーテイング条件)

入力時 ON点数 (コネクタ当り)

32 ( 1 0 0 % )

2 6 ( 8 0 % )

2 0 ( 6 0 % )

D0216V以 下

D024V

D026 4V

- 3 7 -
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2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

16点 AC入 力

回路構成

※

※

IN51:AC100-120V(50/60HZ)

IN61:AC200-240V(50/60HZ)

項  目
I  N  5 1

( E × 1 0 * M  I  N  5 1 )

I  N  6 1

( 匡X 1 0 * M  I  N  6 1 )

入力電圧範囲 (正弦波) A  C 1 0 0 - 1 2 0 ∨二1戦

(50/60H z)

A C200-240V亡1戦

(50/60日z)

)N時 印加電圧 (正弦波) AC80V以 上 AC160∨ 以上

)FF時残留電圧 (正弦波) AC30V以 下

(リーク電流 2mA以下〕

AC60V以 下

(リーク電流 2mA以下)

入力電流 (正弦波) 約7 m A

( 1 0 0 ∨- 5 0  H  z )

的6  r n  A

( 2 0 0 ∨- 5 0 日 z )

入力点数 16点 (一括コモン) 16点 (―括コモン)

〕Nデ ィレー (正弦波) 20ms以 下 20ms以 下

)FFデ ィレー (正弦波) 15ms以 下 15ms以 下

他縁耐圧 AC 1500 V/1分 間 AC 1500 V/1分 間

消費電流 15mA(DC5V)以 下 1 5 m A ( D C 5 V ) 以 下

垂  量 約250g 陶2509

入力電圧にはできるだけ歪の少ない電源を使用してください。
(歪率5%以 下)

- 3 8 -



第 1部  ハードウェア説明 2.仕 様

12点 リレー出力

回路構成

端子接続図

DC24V

LED表 示

補足

1.リ レーの開閉寿命 : 電気的 10万 回

機械的2000万 回
2.本 モジユールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませんので、

電流流容量に合つたヒューズを各コモン単位、コモン電源間に必ず取り

付けてください。

項  目
R 0 6 1

( E × l ① * M R 0 6 1 )

負荷電源 D C 2 4 V 、 + 2 0 % ( M A × ) / A C 2 4 0 V 、

+ 1 0 % ( M A × )

最大負荷 2A/点 (抵抗負荷)、 lA/点 (誘導負荷)、
4A/4点 コモン

最小負荷 50mW(5V以 上)

出力点数 12点 (4点 コモン×3系 統絶縁)

DNデ ィレー 10ms以 下

DFFデ ィレー 15ms以 下

DN時接点抵抗 50mΩ

出力 OFF時 リーク電流 OmA(サ ージキラー無し)

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 50mA(DC5∨ )以 下

外部リレーコイル電源 D C 24 V±10%-1砲 mAた 釣点ON 00mA/1内

重  塁 約2 5 0 q

- 3 9 -



2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

項  目
R 0 6 2

( E X 1 0 * M R 0 6 2 )

負荷電源 D C 2 4 V、 + 2 0 % ( M A× ) / A C 2 4 0 V、
+ 1 0 % ( M A X )

最大負荷 2A/点 (抵抗負荷)、 lA/点 (誘導負荷)

最小負荷 50mW(5∨ 以上)

出力点数 8点 (各点独立)

〕Nデ ィレー 10ms以 下

〕FFデ ィレー 15ms以 下

〕N時 接点抵抗 50mΩ

出力 OFF時 リーク電流 OmA(サ ージキラー無し)

他縁耐圧 AC1500∨ /1分 間

消費電流 40mA(DC5∨ )以 下

外部リレーコイル電源 D C 24 V±10%-100 rnA/全点ON(10 mA/1剣

重  量 陶250g

回路構成

端子接続図

LED表 示

補足

1.リ レーの開閉寿命 : 電気的 10万 回
機械的2000万 回

2.本 モジユールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませんので、
電流容量に合つたヒューズを各コモン単位、コモン電源間に必ず取り付
けてください。

- 40 -一



第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

01204567
―

―
89ABCDEF

16点 リレー出力

回路構成

端子接続図

24Vdc

補足

1.リ レーの開閉寿命  : 電気的 10万 回

機械的2000万 回
2.本 モジユールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませんので、

電流流容量に合つたヒューズを各コモン単位、コモン電源間に必ず取り

付けてください。

項  目
R 0 2 6 3

( T R 0 2 6 3 * * S )

負荷電源 D C 2 4 V 、 + 2 5 % ( M A × ) / A C 2 4 0 V 、

+ 1 0 % ( M A X )

最大負荷 2A/点 (抵抗負荷)、 8A/8点 コモン

最小負荷 50mW(5V以 上)

出力点数 16点 (8点 /コ モン)

DNデ ィレー 10ms以 下

デイレー 15ms以 下

DN時 接点抵抗 50mΩ

出力 OFF時 リーク電流 OmA

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 80mA(5∨ dc)以 下

外部リレーコイル電源 DC24V± 10%-90mA/全 点ON

重  量 約2509

- 4 1 -



2.仕 様 第 1部  ハー ドウェア説明

16点 トランジスタ出力

回路構成 トランジスタアレー

端子接続図

DC5かV24V

項   目
D 0 3 1

( 圧× 1 0 * M D 0 3 1 )

負荷電源 DC5-24V:」 9%(内 部消費電流 35 mA以 下)

出力ON電 流

lA/点 (外部電源7V以 上)

○.3A/点 (外部電源7V未 満)

1.2A/4点 (4素 子トランジスタアレー)

出力①N抵 抗 1.5Ω 以下

出力点数 16点 (一括○コモン)

ONデ ィレー lms以 下

O FI Frディレー lms以 下

出力OFF時 リーク電流 ０ lmA以 下

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 60mA(DC5V)以 下

重  量 的2009

- 42 -



第 1部 ハードウェア説明 2.仕 様

C N l

0 1 2 0 4 5 6 7

―
89ABCDEF
―
01234567
―
89ABCDEFr
―

碑Ａ８内申内向四巾四脚四脚内］四円内］

32点 トランジスタ出力

回 路 構 成  L E D 薪

冬

部接続図

補足

モジュール損」コネクタ :
FCN-365P024-AU(富 士通製)
ケーブルlRlコネクタ !

① ハンダ付タイプ (標準添付品)
コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカバーFCN-360C024-E(富 士通製)

② 圧接タイプ (お客様手配)
FCN-367」 024-AU/F(富 士通製)

項  目
D 0 3 2

( E X 1 0 * M D 0 3 2 )

亀荷電源 DC5-24∨ と」縁
%

出力ON電 流

100mA/点 (負荷電圧24∨ 時)

20mA/点 (負荷電圧5V時 )

800rnA/コ モン

出力ON飽 和電圧 ○。 4V以 下

出力点数 3 2点

出力形態 シンク出力

ONデ ィレー lms以 下

OFFデ ィレー 2ms以 下 (typ。 )

出力 OFF時 リーク電流 100μ A以 下

タト部接続 24Pコ ネクタ2個

コモン

構成

コモン数 ４

1コ モン当り

の出力点数

8 点

コモン極性 一
極

他縁耐圧 AC1500∨ /1分 間

消費電流 250mA(DC5V)以 下

内蔵ヒューズ 2A/コ モン×4

茎  量 的25 0 g

- 4 3 -



2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

形  式 D 1 2 3 5

亡格負荷電圧 DC5/12-24V

員荷電圧変動範囲 DC4.5～ 9.5V/DC9.6～ 26.4V

最大負荷電流 O.lA/点 (DC9.6～ 26.4∨ )
O.05A/点 (DC4.5～ 9.5V)

ON時 飽和電圧 〇。4V以 下

出力点数 64点

①Nデ イレー lms以 下

①FFデ ィレー lms以 下

OFF時 リーク電流 O.lmA以 下 (DC24∨ 時)

タト部接続 40Pコ ネクタ×2

コモン

構成

コモン数 8(系 統間絶縁)

1コモン当たりα

出力点数

8点 /コ モン

コモン極性 一極

デイレーテイング条件 しよ

内部消費電流 2 5 0rnA(DC5∨ )以 下

他縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

他縁耐圧 AC1500V、  1分間、

(系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ な し

サージ除去回路 ダイオード

韮  量 陶2509

L_____O P24Ll

式 路1
■_____o P24H0

式 ‖80
と……………o P24Hl

再 開1
■――H,―O P24L0

-H01

ハ
し

「
―

ゴ

内

吉B

回

路
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第 1部  ハードウェア説明 1.シ ステム構成

64点 DC出 力

(続き)

０２ ０

IB HCl C t  B I
19

18一剛
「 匿８

７ ７

６ 16

15

４ ４

Ａ
Ａ

３ 1 3

12２

Ｏ
Ｏ

８

1 1

IB HC0 LCO白 |９ ９

一

８庁７Ｈ
「 L８

7

６

力
４

４

5
つ
０

３
４ ４

ら
乙 ３ ３

２
2

ｎ
υ

1 1

接続図

CNl

(B)(A)

CN2

(A)(B)
力
４

力
４

０ 〔
υ

CNl    CN2
B   A A   B

引卜 :品
軍に

CNl―L=YWn

CNl―H=YWn+1

CN2-L=YWn+2

CN2-H=YWn+3

モジユール側コネクタ :FCN-365P040-AU

ケーブル側コネクタ (半袖付けタイプ2個)は 標準添付

1

2

３

つ
０

４

5

力
４

両
Ｆ
肩
Ｆ
而

6

7

8

Ａ
υ

HC0 81
9

1 0
司硫 脇 「

1 1

1 2 つ
乙

Ａ

1 3

1 4
Ｃ か

し

６ ６

中    EL ７

８ ８

Ｃ Ｃ

９

珂 而
|

P24Hl
う
と

０２

一- 45 -一



2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

16点 トランジスタ出力

回路構成 トランジスタアレー

(コモン)

端子接続図

DC1 2ハフ24V

項  目
D 0 2 3 3 P

( T D 0 2 3 3 P * S )

負荷電源 DC 12-24Vと 」?%(内 部消費電流 35 mA以 下〕

出力ON電 流 lA/点

1.2A/4点 (4素 子トランジスタアレー)

出力ON抵 抗 1.5Ω 以下

出力点数 16点 (―括十コモン)

コモン数 占
小

ONデ ィレー lms以 下

O FI FIディレー lms以 下

出力 OFF時 リーク電流 ○.lmA以 下

他縁耐圧 AC150① V/1分 間

消費電流 60mA(DC5V)以 下

茎  量 絢200g

- 4 6 -



第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

01234567

項  目
A C 6 1

( E X l O * M A C 6 1 )

負荷電源 AC 100-240∨ と1鱗 (50/60 H z正 弦波)

出力ON電 流 〇.5A/点 、O.6A/(2素 子SSR)

出力ON電 圧 1.5V以 下 (○.3A負 荷)

出力点数 12点 (4点 コモン×3系 統絶縁)

ONデ イレー l rn s以 下

O F FIディレー 負荷電源の 1/2サ イクル+lms以 下

出力 OFF時 リーク電済 1.2mA(ACl∞ V)以 下、3 mA(A C 240 V)以 下

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 300mA(DC5V)以 下 (20mA/点 )

重  量 絢25 0 9

路構成

端子接続図

- 47 -一



2.仕 様 第 1部  ハー ドウェア説明

4チ ャネルアナログ入力

(8ビ ット)

A121形 は出荷時

電流入力 (4-20

mA)に 設定されて

います。

電圧 (1-5V)入

力時は、 」 1～ J4

をV側 にセッ トして

ください。

項   目
A 1 2 1

( E X  1 0 * M A  1  2 1 )

A131

( E X  1 0 * M A  1  3 1 )

入力範囲 1-5V又 は4～ 20rn A O～ l① V

入カインピーダンス 1～ 5V:500 K Ω以上

4～ 20 mA:250Ω

500 K Ω以上

入力点数 4点 (OV側 共通) 4点 (O∨ 側共通)

分解能 1 ～ 5 V : 0 ～ 2 5 0

4 ～ 2 0  r n  A : 0 ～ 2 5 0

0～ 10V:① ～250

総合精度 ± 1 % ( F E  s ) ± 1 % ( F S )

変換サイクル 絢 l rn s 約 l m s

入力断線検出 4～ 20mAの み可能

外部電源断検出 筒 有

絶縁耐圧 AC1500∨ /1分 間 AC1500V/1分 間

消費電流 50 mA(DC5V)以 下 50 mA(DC5V)以 下

外部電源 D C  1 2 ～2 4 V ± 1 0 % - 5 C

m A

D C  1 2 - 2 4 V ± 1 0 % - 5 C

m A

重 三
塁 絢200g 約2 0 0 9

路構成

<
般

( 距

備

( 距

M ( 距

OC12-24V
1,」2,J3,J4(ジ ャンバプラグ

はA121形 のみ
・I側 :電流用 (4-20mA)
・V側 :電圧用 (1-5V)

・出荷時電流用設定

子接続図

外部電源線

(DC 12-24V)

は他の信号線とは

分離 して くださ

い。

DC12-24V
(50mA)

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用し、シールド

は確実に接地して

ください
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第 1部  ハー ドウエア説明 2.仕 様

4チ ャネルアナログ入力

(8ビ ット)

(続き)

A/D変 換

ディジタル値       デイジタル値

250卜・・‐‐‐・・‐・‐‐・‐・か(a) 250
( b )

200卜           / !             200卜     /1

150卜        /   t          150

100卜     /   1       100卜  //1

50卜    /      :           50

0-        0
4  1 0  

   2 0 ( m A )          
1    5  

  1 0 ( v )

アナログ値           アナログ値

(a)4～ 20 m Aレ ンジ :D=15。 625×A-62.5

1】る冊慨1協最r… [Ri弔チ苫勃飼
データフオーマット

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

*ギ 署にO

ディジタル値'タル値

( b )

/ω

~ 

           1    5
1

4   10
20(mA)

ア5アナログ値

!OmAレ ンジ :D=15。 625×A-62.5

t-62.5 
   [Ri号;与

D = 6 2 . 5×ハ5 Vレ ンジ :

O Vレ ンジ : D = 2 5× A

―マッ ト

5 4 3 2 1 0E D C B A 9 8 7 6

* | * | * | * | * | * | * I D I D I D I D I D I D D D I

:データビット(8ビ ット)

0～ 250(HOO～ HFA)

(過電圧/過 電流入力時は255)

:外線異常検出ビット

O=正 常

垂喜召所と基
が,・電流入力線オープン

データビットが ..タト部電源OFF
全て 1のとき

4ワ ー ド占有

(X4W)

C H l

CH2

C H 3

CH4

０

１

　

２

　

３

十

　

十

　

十

ｎ

ｎ

ｎ

ｎ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

律

ト

ー
ｘ

は

補足

１

　

　

２

電圧入力仕様においては、入力端子間がオープンのとき、デー

タビットはOと はなりません。(O～ 250間 で不定となります)

使用しないチャンネルは入力端子間をショートしておくことを

推奨します。
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2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

4チ ャネルアナログ入力

(12ビ ット)

A122形 は出荷時電

胸   (4～ 20mA)

に設定されています。

電圧入力 (1-5∨ )

にて使用の場合はジャ

ンパプラグを再設定し

てください。

近

疋

近

近

螢
」

近

近

近

近

篭

項   目
A 1 2 2

( E × l ① * M A 1 2 2 )

A 1 3 2

( E × 1 0 * M A 1 3 2 )

入力範囲 1-5V又 は4～ 20rn A -10～ l① ∨

入力

インピーダンス

1～ 5∨ :lMΩ 以上

4～ 20mA:250Ω

lMΩ 以上

入力点数 4点 (O∨ 側共通) 4点 (O∨ 側共通)

分解能 1～ 5∨ :O～ 4000

4 ～ 2 0  m A : O ～ 4 0 0 0

-10～ 10V:

-2000′ V2000

総合精度 士○.5%FS/25℃

±1%FS/0～ 55℃

土○.5%FS/25℃

± 1 % F S / 0 ～ 5 5 ℃

変換サイクル 絢9.6ms/4チ ャネル 絢9.6ms/4チ ャネル

入力断線検出 4～ 20mAの み可能

タト部電源断検出 有 配
い

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間 AC1500∨ /1分 間

消費電流 50mA(DC5∨ )以 下 50mA(DC5V)以 下

外部電源 D C 24∨ ±10%-50 mA DC 24 V± 10%-50 mA

重 皇 約2 0 0 g 約2 0 0 9

回路構成

CH2 0∞ 」I

α ∞  」1

1,」2,J3,J4(ジ ャンパプラグ)
まA122形 のみ
・I側 :電流用 (4-20mA)
・V側 :電圧用 (1-5V)

・出荷時電流用設定

端子接続図

外部電源線

(DC 24 V)は 他

の信号線とは分離

してください。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トベアケーブルを

使用し、シールド

は確実に接地して

ください。
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第 1部  ハードウェア説明 2.仕 様

4チ ャネルアナログ入力

(12ビ ット)

(続き)

A/D変 換

ディジタル値 ディジタル値

4 0 0 0

3 0 0 0

2 0 0 0

1 0 0 0

0

4 0 0 0

3 0 0 0

2 0 0 0

1 0 0 0

0
■4000

ａ

ｔＤ

　
ｃ

4～2 0  m Aレ ンジ : D = 2 5 0×A - 1 0 0 0

1～5 Vレ ンジ : D = 1 0 0 0×A - 1 0 0 0

±1 0 Vレ ンジ : D = 2 0 0×A
嘲
Ｊ

閉

直
列
斜

中ジ

ロ

イ

ナ

「ア

ァ

Ｄ

Ａ

ｒ
ｌ
Ｌ

データフオーマツト (入力4ワ ード占有)
0 4～ 2 0 rn A/1～ 5∨

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1

Ｗ

　

Ｄ :データビット(12ビ ット)

O～ 4000(HOO00～ HOFAO)

:外線異常検出ビット

O=正 常

1=異 常

(電流入力線オープンまたは外部電源OFF)

* :常 にO

± 1 0 V

F E

Ｗ

　

Ｓ :サインビット

O=正

1=負

D:デ ータビット (1
-2000～ 2000

負の数は2の 補数表現

1 ビット)

( H F 8 3 0 ～ H 0 7 D O )

C Ａ ８ ５

補足

1.電 圧入力仕様においては、入力端子間がオープンのとき、データ
ビットは0と はなりません。 (不定となります)

2.使 用しないチャンネルは入力端子間をショートしておくことを推
奨します。
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2.仕 様 第 1部  ハードウエア説明

2チャネルアナログ出力

(8ビット)

出荷時は 1-5V,

4-2 0 rn A設 定と

なつています。その

他の設定は回路構成

をご参照ください。

「ほ
‐‐Ｐ旺
や
地
伍

項  目
A 0 3 1

( E X 1 0 * M A 0 3 1 )

出力範囲

1～ 5∨ ,4～ 20mAペ ア出力 (出荷時設定)

O～ 10∨

○～ 5V

負荷インピーダンス

5∨ フルスケール端子 :5KΩ 以上

10Vフ ルスケール端子 :10KΩ 以上

20mAフ ルスケール端子 :600Ω 以下

出力点数 2点 (各電圧、電流ペア)(各 OV側 共通)

分解能 0～ 250(フ ルスケール)に て各レンジ対応

総合精度 ± 1%(FI S)

変換サイクル 的l m s

外部電源断検出 熙 し

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

悩費電流 70mA(DC5V)以 下

タト部電源 DC24V± 10%-90mA

垂  量 絢200g

回路構成 」1,U2切 換えジヤンパー

」2 J2ショート:基準値 OV(OmA)

」l Jlシ ョート:基準値 lV(4mA)

(CHl,CH2連 動)

」11切 換えジヤンパー

C日 1用電圧出カレベル

上側ショート:5V

下側ショート:l① V

」21切 換えジヤンパー

C日 2用 電圧出カレベル

上側ショー ト:5V

下側ショー ト:l① V

8は出荷時設定

―

―

外部電源線

DC24Vは 他

の信号線 とは分

離してください。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用してください

端子接続図
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第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

2チ ャネルアナログ出力

(8ビ ット)

(続き)

D/A変 換

50100150200250

ディジタル値

( a ) 4～ 2 0  m Aレ ンジ : D = 0 . 0 6 4×D十

( b ) 1～ 5 Vレ ンジ : D = 0 . 0 1 6×D + 1

( c )○ ～1 0 Vレンジ : D = 0 . 0 4×D

データフオーマツト

50100150200250

ディジタル値

4

司
ゴ釧

如
中ジ

ロ

イ

ナ

「ア

ァ

Ｄ

Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ｄ C Ａ

D:デ ータビット(8ビ ット)

0～ 250(HOO～ HFA)

*:無
効(D/A変 換には影響なし)

O=正 常
Ｏ

?↓琉下ド占有 |↓帯骨+1[:::::]

補足

直接出力を行う場合には、

作成してください。

必ず2ワード出力するようにプログラムを
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2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

2チャネルアナログ出力

(12ビ ット)

項  目
A 0 2 2

( E X  1 0 * M A 0  2 2 )

A ① 3 2

( E × 1 0 * M A 0  3 2 )

出力範囲 1～ 5V又 は4～ 20m A -l① ～+10V

負荷インピーダンス 1～ 5V:5KΩ 以上

4～ 20 mA:600Ω 以下

5KΩ 以上

」力点数 2点 (各OV側 共通)

(電圧電流ペア)

2点 (各①∨側共通)

分解能 1～ 5∨ :① ～4000

4 ～ 2 0  m A : ○ ～4 0 0 0

- 1 0 ～ + l ① ∨ :

-2000かV2000

総合精度 土O.5%FS/25℃

±1%FS/○ ～55℃

士○.5%FS/25℃

±1%戸 S/① ～55℃

交換サイクル 約 l  r n  s Ｓｍ絢

外部電源断検出 熙 し 照 し

他縁耐圧 AC1500V/1分 間 AC1500∨ /1分 間

消費電流 170 mA(DC5V)以 下 170 mA(DC5∨ )以 下

外部電源 DC 24 V± 10%-90 mA DC 24∨ ±10%-90 mA

重  量 約2009 絢2009

軽

軽

姫起

』低

』極

構成

ＤＣ
〕
／

パＤＣ
”

子接続図

みのＩ

　

　

　

Ｃ Ｈ ｉ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｃ Ｈ２

１

　
１

外 部 DC24V

ラインは、他の信

号 線 とは分 離 し

てください。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用してください

- 54 -



第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

2チ ャネルアナログ出力

(12ビ ット)

(続き)

D/A変 換

アナログ値 (向A) アナログ値 (V)

20

10

4

０

ィ

２ ０ ０

デ

4 0 0 0

ジタルイ直

(a)4～ 20 mAL/ン ジ :A=0.004× D+4

(b)1～ 5∨ レンジ :A=0.001× D+1

(c)± 10Vレ ンジ :A=0,005× D

データフオーマツ ト (出力 2ワ ー ド占有)

0  4～2 0 m A / 1～ 5 V

Ａ

Ｄ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

アナログ値

ディジタル値]

D:デ ータビット(12ビ ット)

O～ 4000(HOOOO～ HOFAO)

*:無 効 (D/A変 換には影響なし)

土 O V

F E D C B A 9

S : サ インビット

O =正

1 = 負

D:デ ータビット (11ビ ット)
-2000～ 2000(HF830～ H07DO)

負の数は2の 補数表現

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

直接出力を行う場合には、必ず2ワ ード出力するようにプログラムを

作成してください。
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2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

・Ａ
一

・
Ａ

一

拒

一

・Ｂ

一

項  目
P 1 2 1

( E × 1 0 * M P 1 2 1 )

入力電圧

範囲

ベルス 12Vと を8路(12∨ 設定)、5Vと を8路(5V設 定)

タト部入力 DC12～ 24Vと を8携

ON時

印力B電圧

ベルス +9V以 上(12V設 定)、+3.5V以 上(5V設 定)

外部入力 9.6V以 上

O F F 時

残留電圧

パルス +2V以 下(12V設 定)、+lV以 下(5V設 定)

外部入力 3.6V以 下

入力電流
パルス 12V-7.5mA(12V設 定)、5V-10 mA(5V設 定)

外部入力 24∨ -10mA, 12∨ -5 rn A

入力点数 1点 (研日、研目、M(ゼ ロマーカ)本B、外部入力端子)

パルス計数速度 100Kpps(最 大)(パ ルス幅4μ s以 上)

カウンタ構成 24bitバ イナリ

パルス入カモー ド
(1)バ イパルス (A,研目90°位相差アップ/ダ ウン)

(2)ア ップ/ダ ウン (A相 一アップ、B相 ―ダウン)

カウンタ動作モー ド

(1)ノ ーマル :M相 とEXT入 力の同時ONタ イミ

ング (エツジ)で カウンタクリア、これ以外常

時カウント実行

(2)ホ ールド:M相 とE× T入 力の両方がONの と

きのみカウント実行、いずれかOFFで カウン

ト停止 (カウント値保持)。 (カウンタクリア

はノーマルモードと同じタイミング)

タト部 (EXT)入 力動作 M相 とEXT入 力の同時ONタ イミング (エッジ)

でカウンタクリア

外部 (EXT)入カデイ

レー
ON→ OFF,OF戸 →ON各 5ms以 下

絶縁耐圧 A C 1500V/1分 間 (ただし、A,B,M各 相間を除く)

消費電流 80mA(DC5V)以 下

重  量 約2 0 0 g

回路構成

BIP/UPOW 切薔ジヤンパー

〔
■
ｎ
〓
０

BIP:バイパルス

UP D W :アップ/タ ウン

BUO/UNV 切替ジヤンパー

（】
円
】
Ｏ

B U D :ノーマルモード

UN V :ホールドモード

&ゴシ(

カウンタ
リセット
(エッジ

検出)

□5/□12 切替ジヤンパー

3鵠私協
□はA、 B、 M3点 全て

同一設定します。

8は
出荷時設定を示します。
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第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

1チ ャネルパルス入力

(続き)

DC12V

(DC5V)

エンコーダ

パルス信号には

シール ド付ツイ

ス トペアケーブ

ルを使用し、シー

ル ドは確実に接

地してください。

DC12-24V

データフオーマツト

トーーー×Wn___寸 一一XWn+1-引

全 bit SiSIカ ウン ト |  カウン ト

2 2 3 _ _ _ _ _―一-21 6 2 1 5 _ _ _ _ _――――――-20

カウント値 (24ビ ット)は 、下位 16ビ ットがXWn+1に 、上

位8ビ ットがXWnの O～ 7ビ ットに読み出されます。

カウント=0～ 16777215(24ビ ットバイナリ)

補足

XWnの 8～Fビ ットにはXWnの 7ビットのデータが入ります。従つて通常は

XWnの 8～Fビ ットをマスクしてください。また、Tlの倍長レジスタ構成に

合わせるため、上位ワードと下位ワードを入れ換えて使用してください。

(例 :カウント値をD0101・ D0100の 倍長レジスタに格納)

X  V V  n  A N D  H 0 0 F F → D 0 1 0 1 } ―

X W n 何 M O V  D 0 1 0 0 ト

- 57 -一



2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

1チ ャネルパルス入力

(続き)

カウンタ動作モード

<ノ ーマル>

カウン ト値

0

<ホ ールド>

1相/B相{覇こ写
||||||||||‖|||||||||||||||||||||||||||||||||‖|‖|||||||||||11111111111111111111111111‖ llll‖|||||||||||||||||||||

M相

EXT

相/B相{覇こ写

直接入力を行う場合には、必ず2ワ ード入力するようにプログラムを

作成してください。
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第 1部  ハー ドウェア説明 2.仕 様
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2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

2チ ャンネルパルス入力

項   目 仕様

型式 P 1 2 3 2 P 1 2 7 2

入力 DC(電 圧タイフ) RS422

チャンネル数 2チ ャンネル

1/O占 有点数 iX+Y 2Wと メモリ 19W

カウンタ 24ビ ット ノヽイナリ (0～ 16777215)

最大入力周波数 DC～ 100KHz(バ イパルス時は最大 50KHz)

パルス入カモー ド UPカ ウンタ
UP/DOWNカ ウンタ
' イヽパルスカウンタ 90度 位相差入力 (A相 、B相 、
M相 マーク)

カウント値 国常カウント/逓 倍カウント切り替え
1カウント/2カ ウント (バイパルス以外)
1カウント/4カ ウント (バイパルス)

入力信号 5 V ± 5 %

1 2 V ±5 %

2 4 V ±5 %

EIA規 格  RS-422-A

差動形ライン ドライパーレ
ベル

比較一致出力 設定回 <カ ウン ト値

設定2>カ ウン ト値

でオープンコレクタ出力 (24V lOOmA)

アクセス時間 ′ヽルスサンプリング :2.5us

最」ヽアヽ,レ,スⅢ目 ЭNレ ベル5us以 上

DFFレ ベル5us以 上

ONレ ベル 10us以 上
OFFレ ベル 10us以 上

立ち上がり時間

/立 ち下がり時間
1.5us以 下 3us以 下

べ刀信号

(パルス、ゲート)
力ヽ電圧 DC5V DC12V D C24V EIA規 格

RS-422-A

Am26LS31

相当 (Tl)

DC12V D C24V

K力電済 13mA 15mA 1 6rnA 15mA 16mA

川レベサし3.抑rじ述 〕.5V以上 21V以上 9.5V以上 21V以上

FFレハ汎 1.2即以下 2.5V以下 5V以 下 2.5V以下 5V以 下

外部入力 入力電圧     DC12V/DC24V

入力電流    DC24∨ (10mA)

ЭNレ ベル   9. 6V以 上

DFF レベル  3.5V以 下

出力信号 (比較出力) 署圧    DC24V(DClOV～ 30V)

電流     DC24V(100mA)

絶縁耐圧

(入力端子一内部回路)
AC1500V l分 間 AC1500∨  1分 間

最大消費電流

重豊

コネクタピン配列

P1232 P 272Ａ Ｂ

太刀(5 V ) 1 1 3HlA相 フラスコモン

フラスコ七ン Ｚ Z 3HlA相入力(12V/24V

,HlU租人刀(lZV/Z4W (bV

1,M科フラスコモン ４ ４ HlM硝 人刀(bV

〕HlM科大刀( 2V/24V 5 3H2A硝 フラスコモン

入力(5 V ) ６ 6 3H2A相 入力(12V/24V)

ノフスコ七ン jHl日租人刀(bVリ

,HlU租人刀(lZV/Z4V) ８ 』 フ火]モ ン

;H2M租人刀(bV)

〕HlG相ブラスコモン 3HlG租 人刀(5V

〕HlG科大刀〔12V/24V) 1 1 3H2Gl日フラスコモン

太力(5V) 12V/24V)

jHl外罰人刀(十,

jH2外部人刀(十)

'Hl設定値2ア ンター 号Hl譜『個 1オ ーパー

こ値2アンター iCH2設定値 1オ ーパー

DC24V〔 十〕 DC24V(十 )

)C24V(一 DC24V(一
コ 抑

Ａ 日

十入力 1 1 号HlA相  一人刀

刀人 Ｚ Ｚ

じ

十 ４ ４

3日2B科 十人刀 ５ 5

■人力 ０ ６

０ｂ ＧＳ

代刀 (24V) 思 じ

フラスコモン リ リ フラスコモン

3H26科大刀(12V) 1 0 10 日人刀(24V

1 1 1 1

CHl外 1冊入力(一 ) | | 3Hl外部人刀(十 )

13 ( 十 )

3H'設定値2ア ンタ
ー 1 ]Hl譜『個1オーパー

3H2設定値2ア ンター 疋圃 オーブヽ一

1

DC24V(十 ) DC24V(十 )

DC24V(一 DC24V(―

刻 抑
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第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

2チ ャンネルパルス入力

(続き)

回路構成
1チャンネル分のみ記載

P1232

口

‐―

‐十

円

円

十
回
‐

‐
路
‐

‐‐

‐‐

□

期t檻:

。12V/24V切 り換えジヤンバ (石1賀」面に実装)

電圧 チャンネル ジヤンアヽ 設定

24V
1 Wl,2,3,7 1-2シ ョー ト

２ W4,5,6,8 1-2ショート

Ｖ２
1 Wl,2,3,7 23シ ョート

２ W4,5,6,8 23シ ョート

1チャンネル分のみ記載
P1272

期t紹躯:王∃⇒

一

十
　
　
　
　
一
　

　

一

く

　

　

オ

　

く

Ｖ
　
　
　
／
′
　

Ｖ

４

　

　

ダ

　

４

２

　

値
ン
　

２

Ｃ

　

定
ア
　

Ｃ

Ｄ
　
　
郭弔
く
　
　
Ｄ

ｒ

ｉ

ｌ

ｌ

ブ

ヽ

１

１

１

、

較
力

比
出

補足

モジユール側コネクタ
FCN-361P040-AU-2(富士通製)

ケーブル側コネクタ(標準添付品,ハ ンダ付けタイプ)

コネクタ :FCN-3613040-AU

力/ 一ヽ   : FCN-36C040-E
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2.仕 様 第 1部 ハードウェア説明

項  目
M C l l

( E X l O * M M C l l )

制御軸数 軸

入力指令単位 パルス、インチ、mm等

悟令値範囲 ±999,999指 令単位

悟令データ容量 64ポ イント

誌大速度 200kpps

運転送り速度 京点移動速度、最大移動速度、最低移動速度

'日減速方式 自動台形/三 角形力B減速

DB減速時間 0～ 26秒

ペックラッシュ補正 0～ 1000パ ルス

京点オフセット量 ±999, 999指 令単位

ドウェル時間 ○～ 99秒

1/O占 有点数 X+Y4ワ ー ド (64ビ ット)
′ミラメータ保存 EEPROM

外

部

入

力

入力電圧 DC12/24V(Z相 :5Vと 選択)

人刀電流 10mA(24V入 力時)

ON/〇 戸F電 圧 9. 6V/3. 2 V

〕N/OFFデ ィレー 5 m s ( Z 相 : l m s )

外
部

出

力 ノWレス

出力

モード
DIP―SW切替

1,CW/CCW(正 方向/負 方向パルス)、 偏
差カウンタクリア

2.P∪ LSE/DIR(パ ルス/方 向)、 偏差カ
ウンタクリア

出力方式 オープンコレクタ (5-24∨ ,50mA)

ЭN//OFF

デイレー
2μ s

Rt」N

出力

出力方式 オーブンコレクタ (5-24∨ , 50mA)

運 転 正再運転中 :ON/モ ジユール異常時 :OFF

消費電流

内部電源 200mA一 DC5V

400mA― DC5V(HP接 続時)

外部電源 100mA一 DC12/24∨

コネクタピン配列
日

RUN出 刀 (OV, くUN

'Wハ ルス/ハ ルスlYl刀 (OV) 2 うWパ ルス/パ ルス出刀

'CWパ ルス/万 同出刀 (OV) 〕CWパ ルス/万 同出力

隔産 刀 ワ ンタ ク リア 出刀 (OV) ４ ４ 隅産 カ ワ ン タ ク リア 出力

Z硝 バ ル ス人 力 (O V ) 5 ５ Z相 パ ル ス入 力 (E I C  5  V )

∠不日ハ ル ス 人 刀 ( O V ) ∠不ロハルス人刀 (DC]2/24V)

原点 リミ ツ トもW人 刀 7 7 宗点 リミ ツ トSW人 刀 (DC12/24V

HOLD入 力 ８ ８ H O L El人力 (DC12/24V

非再 停 止 入 力 リ リ 井吊停止メ、刀 (口C12/24V

CW側 オーバートラベルリミットSW入 力
テW側 牙―ハー トフベルリミツトS W人 刀
( D C 1 2 / 2 4∨ )

CCW側 オーバートラベルリミットSW入 力 1 1 1 1
3CW側オーバー トラベルリミットSW入 力
(EIC 1 2/24∨ )

(OV) P情も雪漁 (DC12/24V〕

補足

モジユール側コネクタ :

FCN-365P024-AU(富 士通製)

ケーブル側コネクタ :

① ハンダ付タイプ (標準添付品)

コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカバーFCN-360C024-E(富 士通製)

② 圧接タイプ (お客様手配)

FCN-367」 024-AU/F(富 士通製)
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第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

1軸 位置決め

(続き)

回路

出力回路

旺
里
妊
出
醒
畳
旺

Z本ロノWレス入力(DC5V

Z相 バルス入力(OV

Z相 パルス入力(DC 12/24V

Z相 バルス入力(O∨

: t
: |
: |
: |
: |

B 5

A 5

B 6

A 6

B 7

A 7

B 8

A 8

B 9

A 9

B 1 0

A 1 0

B  l l

A  l l

眠
盟
収
出
歴
壇
旺

原点リミットSW入 力 (DC 12/24V)

HOLD入 力 (DC 12/24V)

非常停止入力 (DC 12/24V)

CW側 オーバートラベルリミットSW入 力
(DC 12/24V)

CCW側 オーパートラベルリミットSW入 力
(DC 12/24V)

812:タト古[電源(EI C 12/24∨)

Bl:R∪ N出 力

Al:Rt」 N出 力 (O∨ )

B2:CWパ ルス/パ ルス出力

A2:CWバ ルス/パ ルス出力 (OV)

B3,CCWバ ルス/万 同出力

A3:CCWバ ルス/方 向出力 (OV)

B4:偏 差カウンタクリア出力

A4:偏 産カウンタクリア出力 (OV)

A12:外 部電源 (OV)

Z相 パルス入力は、DC5Vま たは

DC 12/24Vの 一方のみを使用ください。

- 6 3 -



2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

2軸 位置決め

図
R P I  Z  O E
OOO O OO

Ｏ

Ｅ

０

０

０

Ｚ

Ｏ

Ｉ∞
ＲＰ
南凹

C N H  C N 2

B  A A  B

図 □

(TMC212**S)

×十Y 4ワ ー

パルス入力
/Z相 入力

パルス出力
/偏 差カウンタ
クリア出力

ONデ ューティ

コネクタピン配列
A 列 ン番号 日夕」

CC W側 オ
ーパ トラベ ル LS人 刀 CW側 オーバトラベル LS入力

原 点 しも人 刀 外 部 非常 1亨止 人 力

〕込み(INT)入力 速 度 /口 直 切 換 人 刀

N C 1 タト部入カコモン(十/一

N C N C

サーボ正常人力 5 インポジシヨン人刀

サーホ人刀用コモン(Dじ24V) サーボ出力用コモン(OV)

逆転(CCW)許可出力 R 正転 (CW)訂可 出力

運 転 指 令 (サ
ー

ボ ON )出力 2 リセツト出刀

1屈麦 刀 ワ ンタ ク リ ノハ ル ス 出刀 1 N C

N C 0 N C

パ ル ス 人 刀 C W / A  t t H十 9 ノヽサレス入力 CW/A本日一

/ ナヽレス入力 CCW/B下目+ パルス人刀 CCW/U ttH十

パル火人刀 と不H十 7 パルス入力 Z相 一

パルス人出力 GND パルス人出刀 6ND

′Wレス Tr.‖刀 CW/PLS ノヽサレテスT「.出出ヲ'CW/PLS(OV)

パルス T「.出力 CCW/DIR 4 / )ヽレラR Tr.出ロフD CCW/DIR(OV)

パル ス 重 動 出力 CW / P L S十 ′Wレス矛動樹刀 じW/PLも一

/ ルヽス汗動lWl刀じじW/UlR十 2 ハルス左期出ノ」じしW/UlH一

タト科協gWtt P?4V(DC24V〕・1 タト色耐日B河表24G(OV)

*1:X軸 (CNl)のみ。Y軸 (CN2)では未使用ピンになります。

補足

モジユール側コネクタ
FCN-361P040-AU-2(富士通製)

ケーフル側コネクタ(標準添付品,ハ ンダ付けタイプ)
コネクタ :FCN-361」040-AU

カブヽ一   : FCN-36C040-E

- 6 4 -



第 1部  ハードウエア説明 2.仕 様

2軸 位置決め

(続き)

力回路

(1)パ ルス入力

A9, A8, A7

89, B8, B7

(2)汎 用入力

(3)外 部入力

出力回路
(1)パ ルス入力

A5, A4

B5, B4

A6/B6

(2)パ ルス出力 (差動)

Ａ２

　

　

Ｂ２

　

　

６

(3)汎用出力

8材
巾岬
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2.仕 様 第 1部 ハードウエア説明

項  目
C F 1 2  1  1

( T C F 2 1 1 * * S )

コモンメモリ 160ワ ード×2

機能 シリアルインターフエイス機器との無手llR通信

動作方式 非同期独立動作

伝送インターフエイス RS-232C準 拠  1チ ヤネル

伝送方式 調歩同期式 (非同期)

伝送フォーマツト スタートビット:1ビ ット

データ    :7/8ビ ット

パリテイ   :偶/奇 /無 し

(無しの時はデータ8ビ ットのみ)

ストップビット:1/2ビ ット

(2ビ ットの時はデータ7ビ ット

のみ)

伝送速度 300,600,1200,2400,4800,9600,19200bps

1/〇 割り付け iX+Y 4W

データ交換方式 T2E本 体からの READ/WRITE命 令による

表  示 伝送データ表示(LED)

絶  縁 なし(RS232Cポ ー トー内部ロジック間)

消費電流 5 5 0 mA以 下

回路構成

T2E/T2N

1/0

, ドス

リセットスイッチ

TXD

RXD

DTR

DSR

部接続

TXD

RXD

DSR

SG

DTR

D―SUB 9ピン (メス)
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第 1部  ハードウェア説明 3.1/0モ ジユール適用上の留意点

3 . 1

入カモジュール

適用上の留意点

(1)入 力信号の最小 ON/OFF時 間

入力信号の ON/OFF状 態を完全に読み込むための条件は、

入力 ON時 間 =ONデ ィレータイム +1ス キャンタイム

入力 OFF時 間 二OFFデ ィレータイム +1ス キャンタイム

ですので入力信号の ON/OFF時 間は、これ以上で使用するようご留意

下さい。

(2)接 点によつては規定の入力電流では接点の接触信頼性を保証できないも

のがあります。この様な場合、外部にブリーダ抵抗を取り付け、ダミー

電流を流して下さい。

入カモジュール

RE 
占

ワット数P〉半×(2.5～3)

(3)トランジスタ出力機器(近接スイッチなど)との接続例を下に示します。

・NPNオープンコレクタ型 (・コモン)

入カモジュール

LED表示付きスイッチを使用する場合、スイッチが OFFの 場合も、LEDに

点灯電流が流れるとOFFとして読み込めない場合があります。

この場合、ブリーダ抵抗 Rを取り付け入カインピーダンスを下げて下さい。

４

・PNP牙―プンコレクタ型 (一コモン)

入カモジュール

入カモジュール

- 6 7 -



3.1/0モ ジユール適用上の留意点 第 1部 ハードウェア説明

(5)交流入力信号適用時、外線ケーブルが長かつたり、一括ケーブルで心数

が多い場合、ケーブル相互間の容量により、充電線から開放線に誘導電

流が流れ、接点開放にもかかわらず入力 ONレ ベルに達する電圧が発生

する場合があります。(原因不明の誤動作はこの様な場合が多い)

この場合入カインピーダンスを下げて、誘導電流による電圧レベルを下

げる手段が一般的です。入力とコモン間に抵抗または抵抗+コンデンサを

取り付けるか、ケーブル容量の少ない一括シールドケーブルをご使用下

さい。

接点関放  ケーブル容量により充電線から誘導電流が流れる。

AC入カモジユールでの外線ケーブルの最大距離は、20芯の内 19芯が充

電線で 1芯が開放線の条件で約 100mを 目安として上記対策をするか、

本条件で入力電圧が OFF電 圧以下か、確認する必要があります。

多数の交流入力信号を扱う場合、以上のような注意が必要となりますの

で、システム全体としてのコストを考慮の上、直流信号によるインター

フェイスを検討するのも一方法です。

交流出力型センサなどを接続する場合、センサ OFF時 の漏れ電流により、

OFFが 検出できない場合が有ります。

この場合、下図のように外部にブリーダ抵抗を取り付けて対策して下さい。

ブリーダ抵抗は次のポイントを目安に選定して下さい。

1)セ ンサ OFF時 、入力端子間の電圧が OFF時 残留電圧以下となる

こと

2)セ ンサ ON時 の電流がセンサの許容値内であること

ブリーダ抵抗のワット数は、センサ ON時 の電流から3倍程度の

余裕を見込んで決定する。

Ａ
Ｕ

ブリーダ抵抗

交流出力型

センサ

- 6 8 -



第 1部  ハードウエア説明 3.1/0モ ジユール適用上の留意点

3 . 2

DC出カモジユール

適用上の留意点

(1)DC出カモジユールは、出カトランジスタを駆動するための電源を外部か

ら供給する必要があります。コモン毎に、定格負荷電圧範囲内の電圧を

所定の端子に接続してください。 (2.31/0モ ジユール|□別仕様を参照

してください。)

電源の極性を逆に接続するとモジユール故障の原因となりますので、絶

対に逆向きには接続しないでください。

(3)過度的な過電圧が発生する負荷において、 トランジスタを保護する目的

で下図のようにダイオードが取り付けてあります。

D:過 渡的な過電圧を電源にバイパスし、

ミッタ間の電圧を抑制する。

トランジスタのコレクターエ

(2)DC出 カモジユールの過電流保護協調の考え方は下表の通りです。

モジユール種別 保護協調

D031

(16点出力)

1コモン当り5Aの ヒューズが内蔵されています。過負

荷及び負荷短絡において、 トランジスタは保護できま

せんが、モジユールの焼損や外線ケーブルの焼損はヒ

ューズによつて保護されます。

D032

(32点 出力)

1コモン当り2Aのヒューズが内蔵されています。過負

荷及び負荷短絡において、 トランジスタは保護できま

せんが、モジユールの焼損や外線ケーブルの焼損はヒ

ューズによつて保護されます。

D0235

(64点 出力)

保護ヒューズは内蔵されていませんので、負荷短絡な

どがあるとモジユールの焼損や外線ケーブルの焼損の

原因となります。絶対に短絡などが起こらないよう注

意してください。焼損事故防止のため、外部側で負荷

に合つたヒューズを取り付けて下さい。

一- 69 -一



3.1/0モ ジュール適用上の留意点 第 1部 ハードウェア説明

(4)前 述のトランジスタ保護用ダイオードに起因する留意事項を以下に述べ

ますので、適用にあたつては十分注意してください。

(ケース 1〉

内部給電式の入力方式の機器と接続する場合、下図 Plの 電圧が P2

の電圧よりも高いとき、及び Plがオンの状態でP2がオフしたとき

に、ダイオードD通 して負荷電流が流れ、モジユール側の出力状態

にかかわらず外部機器側はオンとして入力する場合があります。

Plと P2は共通であることが基本ですが、上図のように別電源とな

る場合には、P2への逆流を防止するために、上図Aの位置に逆流防

止ダイオードを入れてください。また、P2カ`正常なときのみ Plを

生かすようなインタロックも有効です。

(ケース2〉

DC出カモジユールのP24端子への電源線が切断した場合には、下図

のように、出カオンとなつている回路に出カオフとなつている信号

の負荷電流が回り込み、外部負荷がオンしてしまう場合があります。

DO出 カモジュール

P24ラ インは切断されることがないように十分注意してください。

DO出 カモジュール

p

一- 70 -一



第 1部 ハードウェア説明 3.1/0モ ジュール適用上の留意点

(5)ラ ンプ負荷などの場合には、出力ON時に突入電流が流れます。

この突入電流によつて出カトランジスタが破壊されないように注意する

必要があります。

突入電流を制限するためには、負荷と直列に抵抗を接続するか、または

出力端子間に抵抗を接続しランプ負荷に暗電流を流しておくなどの対策

が有効です。

(6)出カモジユールに誘導負荷が接続される場合、OFF時 に比較的大きな工

ネルギーの過度電圧が発生します。このサージ電圧は前記夕
｀
イオード D

にて吸収されトランジスタは保護されますが、外部配線でヨ|き□されて

いる場合には他の信号系への悪影響も考えられます。これを防ぐため下

図のように誘導負荷と並列にサージ吸収素子を取り付けて下さい。

サージ吸収素子は用途により適切なものを選ぶ必要があります。

① フライホイルール

ダイオード

(電圧クランプ用)

② バリスタ

(電圧クランプ用)

③ スナバー (CR)回路

(高周波減衰用)

逆耐圧:電源電圧の 3倍 以上

順方向電流 :負荷電流以上

電圧定格が最大電源電圧の

2倍 程度のもの

R:コ イル電圧 lVに対し

0。5-lQ

C:コ イル電流 lAに対し

0。5～lμ F

(無極性コンデンサ)

キ

ヽ

引 酌 戸

トランジ

スタ出力

モジュール
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3.1/0モ ジユール適用上の留意点 第 1部 ハードウエア説明

3 . 3

トライアツク出力

モジユール適用上の

留意点

3 . 4

リレー出力 (1)

モジユール適用上の

留意点 (2)

① バリスタ

(電圧クランプ用)

② スナバー(OR)回路

(高周波減衰用)

(1)過電流保護協調

トライアック出カモジユールには、出力 4点 につき 2Aヒューズが 1本取

り付けられています。負荷短絡においてもヒューズ溶断にて素子が保護

される考えをとつていますが、ヒューズ溶断の際には少なからず半導体

がダメージを受けます。従つて短絡などがおこらないよう取り扱い、配

線にはご注意下さい。

(2)出カサージ保護

サージ吸収素子は用途により適切なものを選ぶ必要があります。

電圧定格が最大電源 (ピーク)

引 -0 電圧の1.2倍程度のもの

、  R:コ イル電圧lVに対し

0.5～ lΩ

Ciコ イル電流lAに対 し

0.5-lμ F

(無極性コンデンサ)

リレー出カモジユールは内部制御回路に+24Vの電源を供給する必要が

ありますので十、一の端子間に DC24V±10%の電源を接続して下さい。

リレー出カモジユールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませ

んので、電流容量に合つたヒューズを必ず取り付けて下さい。

(3)出カサージ保護

トランジスタ出カモジユール、トライアツク出カモジュールの項に述ベ

たように、誘導負荷に対しては、サージ吸収素子の取り付けを推奨致し

ます。

12点リレー出カモジュール

ヒューズ
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第 1部  ハードウエア説明 3.1/0モ ジユール適用上の留意点

3 . 5

アナログ入力

モジユール適用上の

留意点

△注意
1.リ レー出カモジユールには過負荷保護のため、電流容量に合つたヒュ

ーズを外部回路に必ず取り付けて下さい。

負荷短絡などにより機械の破損や事故の恐れがあります。

2.リ レー出力に使用している有接点リレーは、接点の磨耗による寿命が

あります。
本書に記載の接点寿命を確認して、寿命を超えないように使用して下

さい。また、寿命を超える場合は代品に交換して下さい。

リレーの接点寿命を超えると接点の接触不良などで出力異常が発生

し、機械破損や事故の恐れがあります。

(1)アナログ入力信号線としては、シールド付ツイストペアケーブルを使用し、

最短距離で配線して下さい。なお、ケーブルシールドの接地は、アナログ

入カモジユール側 (PC側)で 行います。なお、EMC指令適合のため、シー

ルドは、PCのシャーシに最短距離 (3cm以内)で 接続して下さい。

ただし、場合によつては下図②や③の方が動作が安定する場合もあります。

外部24V電源の電圧状態によつては変換値が安定しない場合があります。

変換結果が安定しない場合はアナログ用外部電源を専用電源にして下

さい。T2E/T2N用電源モジユールの 24V外部供給電源の使用を推奨しま

す。

２
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3.1/0モ ジユール適用上の留意点 第 1部 ハードウェア説明

3 . 6

アナログ出力

モジユール適用上の

留意点

(1)アナログ出力信号線としては、シールド付ツイストベアケーブルを使用

し、最短距離で配線して下さい。ケーブルシールドの接地は、負荷側で

行います。なお、EMC指 令適合のため、シールドは、最短距離で接地点

に接続して下さい。

ただし、場合によつては下図②や③の方が動作が安定する場合もあります。

外部 24V電源の電圧状態によつては変換値が安定しない場合があります。

変換結果が安定しない場合はアナログ用外部電源を専用電源にして下

さい。T2E/T2N用電源モジユールの 24V外部供給電源の使用を推奨しま

す。

２
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第 1部  ハードウェア説明 4.据 付、配線

4.1

設置場所環境  PCの設置にあたつては、次のような場所は避けて下さい。

(1)周 囲温度が 0～55Cの 範囲を超える場所。

(2)相 対湿度が 20～90%の 範囲を超える場所。

(3)急 激な温度変化により結露するような場所。

(4)許 容値を越える振動がDElわるような場所。

(5)許 容値を越える衝撃がDElわるような場所。

(6)腐 食性ガス、可燃性ガスのある場所。

(7)じ ん埃、塩分、鉄粉が多い場所。

(8)直 射日光の当る場所。

また、PCを収納した盤の設置にあたつては、次の事項に注意して下さい。

(1)高圧盤や動力盤とはできるだけ離して設置して下さい。(200mm以上)

(2)高周波機器や設備があるときには、収納盤を確実に接地して下さい。

(3)他 の盤とはチャンネルベースを共用するときには、他の盤や機器からの

漏洩電流がないことを確認して下さい。

注意
1.本 書に記載の環境で使用して下さい。

高温、多湿、塵挨、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると
感電、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

2.本 書に記載の取り付け方法に従つて取り付けて下さい。
指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、落下、
火災、故障、誤動作の原因になることがあります。
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4.据 付、配線 第 1部  ハー ドウエア説明

4 . 2

ベースユニツトの

取り付け

4 . 3

モジユールの

取り付け

基本ユエツト

拡張ユエット

200mlR
以上

一

嫌 取り付け寸法

240(BU266)

4-M4

14(BU260,UBA2,UBB2)

380(BU218.8U228)

215(UBAl,UBBl)

憲蟹王

取り付けにあたつては次の項目に注意して下さい。

(1)T2E/T2Nは 防じん構造ではありませんので、できるだけ防じんを考慮し

た制御盤に収納して下さい。

(2)発熱量の大きい機器(ヒータ、トランス、大容量に抵抗等)の真上に取り

付けることは避けて下さい。

(3)高圧機器、動力機器からは、保守、操作の安全性を考え、200mm以上離

すか、または鉄板等でしやへい分離して下さい。

(4)高圧線や動力線からは 200mm以上離して下さい。

(5)ユニットの周囲には通風のため、70mm以上の空間を空けて下さい。

(6)特 に高圧機器、動力機器の付近では、接地についても考慮が必要です。

(4.5接地を参照下さい)

(7)ユニットは必ず、電源モジユールを左側に配置し、垂直なパネル面に取

り付けて下さい。

(8)ユニット取付はM4サイズのネジを使用し、確実に取り付けて下さい。

(締付けトルクロ安 :1.47N e m工15kgf・cm)

電源モジユールは必ずベースユニットの左端のスロットに実装します。また

CPUモ ジユールは、基本ユエットの電源モジユールのとなりのスロットに実

装します。

モジユールの取り付けは次の手順で行います。

(1)ベ ースユニツトのスロットに確実

に挿入されるよう注意 しながら、

左端の電源モジユールからllH番に

取り付けていきます。

(2)モ ジユールの正面パネルがベース

ユエットにカチッと首がするまで

確実に押し込んで下さい。

補足

1.モ ジユールの着脱、端子台の着脱は作業の安全のため、必ず電源

を切つた状態で行つて下さい。

2.モ ジユール実装後は輸送中を含め、垂直に取り付けられるようユ

ニットを固定しておいて下さい。
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第 1部  ハードウエア説明 4.据 付、配線

△注意
1.電 源モジユール、CPUモ ジユール、1/0モ ジユールは T2E/T2N専用で

すので、必ずベースユニットに取り付けて使用して下さい。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめ下さい。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

2.モ ジユール、ユニット、端子台の着脱は、必ず電源を切つた状態で行

つて下さい。

感電、誤動作、故障の原因となります。

3.モ ジユールやユニットに電線くずなどの異物が入ることのないように

して下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

4.モ ジユールのベースユニットヘの装着は、カチッと首がするまで押し

込み、抜ける、ぐらつくということがないよう確実に固定されている

ことを確認して下さい。

装着が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

4 . 4

拡張ユニ ツ トの接続 T2E/T2Nは拡張ユニツト (8スロット又は6スロット)3台 まで接続可能です。

拡張ユニットには、拡張用のBU268(8スロット)ま たはBU266(6スロット)

をお使い下さい。

OPUモジュール

拡張ケーフル
(局」売)

亘猶料常岩
上

FG端子 (一点接地)
(詳細は 45接 地を参照下さい。)

補足

5ス ロット1/0形 (BU266)および 7ス ロット1/0形 (BU268)ベース

ユニットには、拡張コネクタが 2個付いていますが、右側が上段ユニ

ットからの入力、左側が下段ユニットヘの出力となります。

拡張コネクタ

電源モジュール

基本ユニット

拡張ユニット
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4.据 付、配線 第 1部 ハードウエア説明

補足

1.拡 張ケーブルは他の電線とは極力分離して下さい。特に動力線な

どとは 200mm以上離して下さい。

2.拡 張ケーブルは、0,3m,0.5m,0.7m,1.5mの 4種類が準備されて

います。ユエットの配置などにより選択して下さい。

4 . 5

接地 .接 地のポイント

電子装置の接地は動力系と分離された専用接地を行い、かつ 2台以上の電子

装置間は 1点接地するのが理想です。T2E/T2Nでは、実際の適用を考慮した

耐ノイズ設計が行なわれており、装置自身は充分な耐ノイズ性能があります

が、保安上、信頼性の面から正しい接地を行つて下さい。

接地を行う場合のポイントとして以下を参考にチェックして下さい。

(1)電子装置ケースが接地電流の通り道にならないこと

(特に高周波電流は悪影響を及ぼします)

(2)接続される2台以上の電子装置の接地電位を等しくする。

(1点接地が最良)

(3)動力系アースとは接続しない。

(高周波分離が必要です)

(4)不安定なアースとは接続しない。

(ネジ止め部塗装などインピーダンスの不安定な部分や、振動で影響を受

ける部分)

注意
必ず接地を行つて下さい。
接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。
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第 1部  ハードウェア説明 4.据 付、配線

4 . 6

接地方法 (1)導電性パネル取り付け (直接接地)

取り付けパネル自体が良好な導電性を持ち、他の動力系アースと共有さ

れていない場合は、以下のようにして下さい。

導電性パネル

ネジ止め4ヵ所
(塗装なし)

基本ユニットと

同一パネルでな
しヽ場合、取付きB

劣を絶縁し、F6

端子間を最短接

続する。

!

■ 専用接地

補足

良好な導電性パネルでない場合、あるいはパネルの接地が動力系アー

スや不安定接地の場合は、(2)に示す絶縁取り付けとして下さい。

電源モジュール

/
/

I FG接続 (同一パネルでない場合)
1

ヽ

と」Ｈ叫叫ｐＥ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　

一

一
　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

０

一‐―
何
］
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4.据 付、配線 第 1部 ハードウエア説明

電源モジュール

拡張ユニット

F6配線 (2mm2)最短配線

専用1点接地

基本ユニ ット

(2)絶縁取り付け

取り付け部分が不安定なアース電位となる場合や、絶縁体の場合は以下

のように確実にユエットを絶縁取り付けして下さい。

取り付け面と絶
縁する。

接地点のない場合

適当な接地がとれない (専用接地がない)場 合は、(2)絶縁取り付けに

準じた方法で取り付けます。

PC自体は相互の FG端子間を接続すれば動作上問題ありませんが、静電

気等による帯電が考えられるため、保安上、近くのフレームにインピー

ダンス*を介して 1点接地として下さい。

抵抗の場合 :lW-lK Ω 程度を介してフレーム接地。

インダクタンスの場合 : 2A-100H日 程度を介してフレーム接地。

(Qが低くロスの大きいもの)

ヽ
―

―

―

―

―

―

ノ
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第 1部  ハードウエア説明 4.据 付、配線

t堅幣出力|

4.7

電源【酉己線 電源モジユールヘ外部電源を以下のように配線します。

なお、拡張ユニツトを使用する場合には、基本ユニツトと拡張ユニツトに同

時に (又は拡張、基本の順に)電 源が投入されるようにして下さい。

PS31(D024V入 力)の 場合 PS261(AC100/200V入 力)の 場合

2 4 V出力 * 3

(内385Vと  24V
出力の電力合計が
15W以内であるこ
と、また、他の電源
系統とは接続でき
ません。

ラインフィルタ用接地 *1

(入力電源線と13ンデンサ接続されてしヽます。 (ユニットケースと接続されています。)

源電
Ｖ

ヵ
２４

入
Ｄ０

*1:ラ インフイルタ用接地 (L6)

通常は とG,FG端 子をシヨー トして接地し

ますが、周囲接地条件 (リーク電流の問題

がある場合、電源系接地が別にある場合な

ど)に よつては、LG端 子を開放あるいは、

専用接地配線します。

*2:フ レームグランド用接地 (F6)

詳細は 4.5接地を参照下さい。

*3:24V出 力

EMC指令に適合するため、本端子に接続するケーブルは、本端子の近傍でフエ

ライ トコアを通してから接続して下さい。

フレームグランド用接地 *2
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4.据 付、配線 第 1部 ハードウェア説明

△注意
1.ケ ーブルの配線は必ず電源を切つた状態で行つて下さい。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジユールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用しヽるか、テープで被覆
するなどして、導電部分が露出しないようにして下さい。
また、端子台カバーは脱落、破損のないように取り扱い、配線終了時
には端子台カバーを端子台に確実に取り付けて下さい。
導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3.必 ず接地を行つて下さい。
接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

4.定 格にあつた電源を接続して下さい。
定格と異なつた電源を接続すると爆発、火災の恐れがあります。

5.配 線作業は、資格のある専門家が行つて下さい。
配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。

4 . 8

入出力配線 1/0モジュールを実装、

弱電信号用
ダクト

配線する場合、以下の点にご注意下さい。

基本ユエット

200mm以 上

強電信号用
ダクト

動力線

強電系1/0

AC入 カモジユール

DC出 カモジュール

AC出 カモジユール

接点出カモジユール

拡張ユニット

弱電系 1/0

弱電系1/0

DC入 カモジユール

アナログ入カモジユール

アナログ出カモジユール

パルス入カモジュール

位置決めモジユール

伝送モジユール
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第 1部  ハードウェア説明 4.据 付、配線

(1)1/0モ ジユールの配置は、弱電系 1/0を左側に、強電系 1/0を右側に配

置し、配線も分離するようにして下さい。

(2)各ユニットの間隔は、保守、通風のため 70mm以 上とつて下さい。

(3)動力線、動力機器とは 200mm以上離すか、または鉄板でしやへいして下

さい (鉄板は接地すること)。

(4)入 出力線のサイズは下表を参考にして下さい。

モジユールの点数 使用電線サイズ

16点モジユール 0。5′∨1.25mm2

32/64点モジュール 0,1-0.3mm2

ただし、コモン線としては電流容量を検討の上、太めのサイズを使用し

て下さい。また盤外ケーブルとしては、インピーダンスを低く抑えるた

め 1.25mm2以上のケーブルの使用をお勧めします。

(5)端子ネジは M3.5です。適合圧着端子としては、M3.5ネ ジ用幅 7mm以

下のものを使用して下さい。

(6)盤 内外とも、入出力信号線と高圧線、動力線との東線、接近、平行配線

は絶対に避けて下さい。分離が難しいときには、入出力信号の種類別に
一括シールドケーブルを使用し、シールドは盤ヨ|き込み□で一点接地し

て下さい (AC入出力、DC入出力、リレー出カモジユールの場合)。

(7)3.1/0モジユール適用の留意点の事項にも従つて下さい。

注意
1.ケ ーフルの配線は必ず電源を切つた状態で行つて下さい。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジユールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆
するなどして、導電部分が露出しないようにして下さい。
また、端子台カバーは脱落、破損のないように取り扱い、配線終了時
には端子台カバーを端子台に確実に取り付けて下さい。
導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3.定 格にあつた外部電源を接続して下さい。
定格と異なつた外部電源を接続すると爆発、火災の恐れがあります。

4.配 線作業は、資格のある専門家が行つて下さい。
配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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4.据 付、配線 第 1部 ハードウエア説明

4 . 9

電源投入手 llk PCをより安全に、ご使用いただくために、電源の投入および切断は以下の順

序で行われるように外部で組んで下さい。

(電源投入順序)

(1)PCの電源を投入します。拡張ユニツトを使用する場合、基本ユニット、

拡張ユニット共、同一系統の電源とし投入は同時 (または拡張→基本の

llm)に行うようにして下さい。

(2)1/0モ ジユール供給外部電源と負荷電源を投入します。この外部電源と

負荷電源はなるべく共用して下さい。

これができない場合は外部電源と負荷電源が同時に投入 (または、外部

電源→負荷電源の順)さ れるようにして下さい。

２

(電源切断llF序)

1/0モ ジユール供給外部電源と負荷電源をオフにします。この外部電源

と負荷電源が共有できない場合は、同時にオフ (または負荷電源→外部

電源の順)さ れるようにして下さい。

PCの電源をオフします。

△注意
1.電 源は次の順序で投入するように外部回路を構成して下さい。

PC本体の電源投入→ 1/0モジユールと外部負荷電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機械の破損や事故
の恐れがあります。

2.1/0モ ジユールヘ供給する外部電源はできるだけ負荷電源と共用とし
て下さい。これができない場合は、外部電源と負荷電源が同時にオフ

するようシステムを構成して下さい。
システムの安全上、必ず負荷電源を PC本 体の電源よりも先にオフす
るようにして下さい。これらが守られていない場合、機械の破損、事
故の恐れがあります。
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第 1部  ハードウエア説明 4.据 付、配線

4 . 1 0

安全回路 PCは通常のリレーシーケンスでのリレーの持つ本質的な特性である停電時、

断線時には接点が開放になる考え方から、停止時、電源断線時、エラーダウ

ン時は出力を全てOFFとするフエイルセーフの考えをとつております。

しかし、CPUや 1/0モジユールの万一の故障や 1/0配線ケーブルの断線などを

考えた場合、PCのプログラムに全ての機能を含めることは最適とはいえません。

以下の安全回路は、PCの故障や配線の断線を十分考慮の上、PCの外部で回路

を組むようにして下さい。

① 非常停止回路

② 相互インタロック回路 (正転と逆転等)

◇危険
非常停止回路、インターロツク回路などは PCの外部で構成して下さい。

PCに故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れがあります。

(外部回路例)

RUNでON

直流電源確立待ち

C夏|

( 一 )

電圧リレー

直流電源が立ち上がると

XmにONが入力される

RUNR官ON

(非常)停 止て

負南電源OFF

インタロック

(正転 ・逆転等)

ス

T 2 E

/12N

~~｀
とヽ|

L

鞄仰倒
的
一一ド

直流電源

( + )

入カモ ジュール

０

| レ |

卜
一柿
出カモジュール
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5.保 守 ・点検 第 1部 ハードウエア説明

5.1

日常点検;頃ロ システムを正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常の運転状

態にて下記項目を確認して下さい。

項  目 点検内容 異常時の対策

電源及び CPUモジ

ュールの正面 LED

の確認

POWER(赤 ):5V電 源正常時点灯 LEDの 状態が異常な

ときには、6章 トラブ

ルシューティングの

手順に従つて下さい

RUN(緑 ):正常運転時点灯

FLT(赤)iCPU正 常時消灯

BAT(緑):バッテリ電圧正常時

点灯

入カモ ジユール

の LED表示の確認

(テ
｀
ィン

｀
タル入力)

外部入力信号が ONの とき、
するとEDが点灯すること

入力電圧が規定値内

か確認する

入力端子台のゆるみ

はないか確認する

モジユールはしつか

り装着されているか

確認する

出カモ ジユール

の LED表示の確認

(テ
｀
イン

｀
タル出力)

出力が ONの とき、対応する LED

が点灯し、対応する外部負荷が動

作すること

外部負荷電圧が規定

値内か確認する

内蔵ヒューズを確認

する

出力端子台のゆるみ

はないか確認する

モジユールはしつか

り装着されているか

確認する

Ｕ

ィ

認

ＣＰ

ス

確

モジユールの

ッチ位置の
運転モー ドスイツチ(HALT/RUN)

及び動作モード設定DIPスイッチ

(運転モードスイツチが RUNの と

きに運転を実行します)

スイッチを所定の位

置にします

T2Nの伝送状態表示用 LEDに関しては、T2N内蔵イーサネット部/TOSLINE―

S20LP部取扱説明書を参照して下さい。
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第 1部  ハードウェア説明 5.保 守 ・点検

△注意
1.シ ステムを正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点

検、定期点検、清掃を実施して下さい。

2.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないで下さい。
火災や感電の原因となります。
このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たは
サービス代理店に連絡して下さい。
お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないで下
さい。

補足

電源投入直後の自己診断にて、致命的エラー(システム RAM異常等)

が検出された場合には、CPU上の FLTの LEDが点滅となります。

この状態においてはプログラマとの交信も行えません。電源を再投

入してもこの状態が変わらない場合には CPUモ ジユールを交換し

て下さい。
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5.保 守 ・点検 第 1部 ハードウエア説明

5 . 2

定期庶民検項 目 下記の項目を定期的 (6ケ月に1度程度)に 確認して下さい。また、周囲の

状況 ・環境が変わつた場合にも確認を行つて下さい。

項  目 点検内容 判定基準

電源関係 電源電圧 (モジユールの電源端

子台にて測定する)

AC85-264V

DC20。4-28.8V

電源端子ネジのゆるみはないか ゆるみがないこと

配線ケーブルの損傷はないか 損傷がないこと

取付状態 基本ユニットはしつかり固定さ

れているか

ゆるみ、ガタがないこと

拡張ユニツトはしつかり固定さ

れているか

ゆるみ、ガタがないこと

各モジユールはしつかり装着さ

れているか

ゆるみ、ガタがないこと

拡張ケーブルのコネクタのゆる

み、ケーブルの損傷がないか

ゆるみ、損傷がないこと

プログラマ関係 プログラマの機能は問題ないか 簡単な操作を実施する

接続コネクタのゆるみ、ケーフ

ルの損傷はないか確認する

ゆるみ、損傷がないこと

1/0モジユール

関係

各1/0端子台にて電圧測定 規定値内であること

入力状態表示 LEDの確認 正常に点灯すること

出力状態表示 LEDの 確認 正常に点灯すること

1/0端子合はしつかり固定され

ているか

ゆるみ、ガタがないこと

端子ネジのゆるみはないか、ま

た隣と接触の恐れはないか

ゆるみ及び接触の恐れが

ないこと

配線ケーブルに損傷はないか 損傷がないこと

周囲環境 温度、湿度、振動、ほこり等が

規定値内か確認する

一般仕様内であること

プログラム関係 本体プログラムとマスタープロ

グラム (フロッピー等に保存)

の内容が一致しているか確認す

る

比較チエックを行い、内

容が一致していること

バツテリ関係 バッテリ交換の必要はないか

(オプションカードのケースに

バッテリ装着年月が言己入され

ています)

2年 経過 していたら交換

することを推奨 します

バッテリのコネクタはしつかり

接続されているか
ゆるみがないこと

△注意
1.点 検時にモジユールの電源端子部にて電源電圧を測定する場合は、十

分注意して作業を行つて下さい。

感電の恐れがあります。

2.PC本 体及びモジユールのハー ドウェア、バッテリの分解、改造、及

びOS等 のソフトウェアの改造は絶対に行わないで下さい。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。
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第 1部  ハードウエア説明 5.保 守 ・点検

5 。3

保萄培B品 故障発生時に早期復1日をはかるために、最低限下記の予備品を準備されるこ

とをお勧めします。

品   名 数 量 備  考

1/Oモ ジユール 使用種別

各 1 枚

リレー接点出力については、接点寿命に

ついて考慮が必要です。2.3項参照

ヒューズ 使用個数 5.5項 参照

バッテリ □ 緊急対応用。5。4項 参照

CPUモ ジユール 枚 システムダウンを最小限にくい止める

ために最低1枚予備として下さい。電源モジユール 枚

プログラマ 1 セット 異常時の原因究明に有効です。

マスタープログラム 必要数 FD等 に保存します。

注意
1.通 電中はモジユール、ユニットの端子台カバーを必ず付けた状態で便

用し、端子には絶対に触らないで下さい。感電の恐れがあります。

2.ヒ ューズ、バッテリーは指定品と交換して下さい。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。

補足

予備品の保管にあたつては、高温、多湿の場所は避けて下さい。特に

バッテリは周囲温度が高いと自己放電がおおきくなりますので常温

(25℃)以 下で保管して下さい。。
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5.保 守 ・点検 第 1部 ハードウェア説明

5 . 4

バ ッテ リー
交換 ●T2Eの バッテリ交換

(CM231E,CM232E,BT231E使用時のみ)

T2Eで はプログラムは内蔵の EEPROMに保存され、停電記憶i旨定されたレジ

スタ値、カレンダ等もコンデンサで3日 (25℃時)以上保持されていますので

バッテリーレスでの運転が可能です。

しかしながら、その期間以上停電時のデータ保持が必要な場合は、オプショ

ンカードを用いてバッテリーを装着し、T2Eの RAMのメモリを保持する必

要があります。

バッテリーは自己放電が少なく、使用温度範囲の広いリチウム電池を使用し

ていますので、使用期間中、特に無通電時間が長い場合でも安心して使用で

きます。

オプションカードに、バッテリー装着年月記入用のシールを添付しています

ので、オプションカード装着時に日付を記入し、定期的に確認して下さい。

通常の使用環境では2年 毎の交換を推奨しますので、その装着年月を確認の

上、下記の手順で交換を行つて下さい。

なお、バッテリー電圧正常を示す LED(BAT)がCPUモ ジユール正面にあり、

バッテリー正常時は点灯しています。この LEDが点滅や消灯したときには

バッテリーの寿命ですので 14国以内に交換を行つて下さい。

(プログラム保護のため、交換実施までは電源をOFFしないで下さい。)

を OFFし 、

取り出す。

難野幸

オプションカー ドのコネクタを取り外す。

オプションカー ド押さえ治具を取り外す。

オプションカードをCPUモジユールから取り

外す。

- 90 -



5.保 守 ・点検ハー ドウェア説明

ッヽテリーのコネクタを抜く。

新しいバッテリーを指をみぞに入れガイドし

ながらホルダに入れる。

◎オプションカードを CPUモ ジユールに取り付

け、コネクタを接続する。

ぞに指を入れバッテリーを押すようにして

バッテリーを取出す。

なズ鉢革部韮晶!

③新しいバッテリーのコネクタを接続する。

オプションカードを押え治具を取り付ける。



5.保 守 ・点検 第 1部 ハードウエア説明

●T2Nの バッテリ交換

T2Nで はプログラムは内蔵の EEPROMに保存され、停電記憶指定されたレジ

スタ値、カレンダ等もバッテリーで保持されています。

バッテリーは自己放電が少なく、使用温度範囲の広いリチウム電池を使用し

ていますので、使用期間中、特に無通電時間が長い場合でも安心して使用で

きます。

ノヽッテリー装着年月記入用のシール日付を記入してありますので、定期的に

確認して下さい。通常の使用環境では2年 毎の交換を推奨しますので、その

装着年月を確認の上、下記の手順で交換を行つて下さい。

なお、バッテリー電圧正常を示す LED(BAT)がCPUモ ジユール正面にあり、

バッテリー正常時は点灯しています。この LEDが点減や消灯したときには

バッテリーの寿命ですので 14日以内に交換を行つて下さい。

(プログラム保護のため、交換実施までは電源をOFFしないで下さい。)

①電源を OFFし、CPUモジユールをベースからを

取り出す。

ッヽテリー装着カードをCPUモジユールから取

り外す。

バッテリーが装着されているカー ドの取り付

けネジを取り外す。
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第 1部 ハードウエア説明 5.保 守 ・点検

④バッテリーのコネクタを抜く。

新しいバッテリーを指をみぞに入れガイドし

ながらホルダに入れる。

ッヽテリー装着カードをCPUモジユールに取り

付ける。

ぞに指を入れバッテリーを押すようにして

バッテリーを取出す。

|うも品■|

しいバッテリーのコネクタを接続する。

ミッテリー装着カー ドをネジを用いてCPUに

取り付ける。

● バッテリーの廃棄
バッテリーは一般の電池と同様に処理して下さい。

分解したり焼却したりすると爆発の恐れがあり、たいへん危険です。

分解、焼却はおこなわずそのまま廃棄して下さい。

リチウムバッテリーは、十、一をショートすると発煙、発火に到ります。

リード線等は切断、分解せず十、一がシ∃―卜しないように廃棄して下さい。

△注意
1.バ ッテリーの十,一 の逆接続、充電、分解、加熱、火中投下、シヨー

トは絶対に行わないで下さい。 破裂、発火の恐れがあります。

2.バ ッテリーは2年 毎に交換して下さい。
バッテリーの消耗により、PCに保存してあるデータやプログラムが消

失し、誤動作による機械の破損や事故の恐れがあります。
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5.保 守 ・点検 第 1部 ハードウェア説明

補足

1.バ ッテリー交換は必ず無通電状態で、電源を OFF後 1時間以内に

行つて下さい。

バッテリーを抜いたまま長時間放置すると RAMメモリの内容が消

えてしまいます。

2.オ プションカードを取り付けていない場合、及びバツテリーをコ

ネクタから完全に抜いた状態では、バッテリー正常 LED(BAT)は消

灯しています。

3.マ ンガン電池、アルカリ電池とは電圧の互換性がありませんので、

代用として使用しないで下さい。

4,製 造年月より3年 以上経過したものは使用しないで下さい。

5.バ ッテリーはリード線及びコネクタ付きの特注品ですので弊社支

社店 (販売店)ま たはサービス代理店にご請求下さい。

(製品コード:EX25SER6)

5 . 5

ヒューズ交換  故障発生時の早期復1日のために、下記の予備品を準備されることをおすすめ

します。

・入出カモジユール :使用している各入出カモジユール1枚
・ヒューズ :使用しているモジユール用のヒューズ (下表参照)

モジユール ヒューズ定格 型 式 数量

電

源

３ＳＰ 旬
｀
ラス管 125V-2A(普通浴断) EX1 0*SFB20 1

PS261 づラス管 250V-3A(普通溶断) TFU923*AS 1

出

力

３０Ｄ づラス管 250V-5A(速断) EX10*SFA50 1

２３０Ｄ づラス管 250V-2A(速断) EX10*SFA20 ４

６ＣＡ づラス管 250V-2A(普通溶断) EX10*SFC20 ３
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第 1部  ハードウェア説明 6.ト ラブルシューティング

6 。1

異常発生時の

確認事項

システムに異常が発生した場合には、まず異常内容を十分に把握した上で、

その原因が機械側にあるのか、それとも制御装置 (PC)側なのかを見極める

ことが大切です。

また 1つの異常原因が 2次的な異常をヨ|き起こしている場合も多くあります

ので、異常原因の究明にはシステムとして総合的に判断することが必要です。

PC本体あるいは PCの入出力に異常があると考えられる場合には、まず以下

の項目について確認して下さい。

消灯
“
POWER" LEDが消灯してしヽる場合

電源のチェックヘ|よ、6.2

韓

搾

韓

Ｅ
Ｌ

Ｖ
ｉ

Ｖ
ｌ

澄壇~~キ
W3埼 播済聖 杉ら次

る場合

―ケンス動作が異常と考えら
る場合は、6.4プ ログラムの
ェックヘ

カモジュール異常と考えられ
場合は、6.5入カモジュールの
ェックヘ

カモジュール異常ときえられ
場合は、6.6出カモジュールの
ェックヘ

異常現象が一過性で、かつシステム /機 械の動作と同期して発生する場合に

は、外部環境の影響 (ノイズ、電源変動など)が 原因と考えられます。この

場合のチェック項目を 6.7節 にまとめますので確認して下さい。

電源モジュールの
“
POWER" L E Dは点灯して

しヽるか

OPUモジュールの
“
RUN"

LEDは点灯してしヽるか

本体シーケンスの動作異

常と考えられるか

入カモジュールの異常と

考えられるか

出カモジュールの異常と

考えられるか

△注意
1.ユ ニット、端子台、配線ケーブルの着脱は、必ず電源を切つた状態で

行つて下さい。
電源が入つたままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、また誤
動作、故障の原因となることがあります。

2.PCが 正常に動作しない場合は、本書の 「異常発生時の確認事項」を参
考に確認して下さい。
故障発生時は、支店社 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し、返
却及び修理依頼をして下さい。
当社または指定サービス店以外での修理は、動作及び安全の保証は致
しかねます。

- 9 5 -



6. トラブルシューテイング 第 1部 ハードウエア説明

6 . 2

電源のチエツク 以下に、PCに電源を投入しても電源の POWERランプが点灯しない場合や、
一定時間後に電源不良となる場合のチェックフローを示します。

Ｖ

Ｖ

８

２６

”

”
　
・
４

８ ５

２ ０

０

０

覇
空

除

て

り

し

取

換
一
か

い

ユ
て

さ

ヒ

い

下

準
Ｌ

一

り

一昨

許容

範囲外

{昏『言呂隆楽嘉兵豪
たはべ~スユ

押し
程み

容範囲

{:空后好淫糞熟説好
装着したモジ

電源ヒューズは溶断して
しヽなしヽか

電源以外のモジュールと

拡張ケーブルを全て取り

外した状態でPOW[R LED

は点灯するか

内部5Vおよび外吉824V消
費電流が許容値以内か再
チェックする

モジュールを1枚づつ装
着してゆき、POW E R  L E D

消灯となる状態を特定
する

補足

1.上 記の確認を行う場合、必ず一度電源を OFFしてから各ステップ

を確認して下さい。

2.ヒ ューズ溶断の場合には、必ず溶断の原因を調査し、排除して下

さい。原因を排除しないでヒューズ交換、電源の再投入を行いま

すとモジユールの破壊が進行する恐れがあります。

溶断の原因が特定できない場合は、そのままの状態で弊社までご

相談下さい。
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第 1部  ハードウエア説明 6. トラフ
・
ルシューテイング

6 . 3

C P Uのチェック 電源モジユールの
“
POWER"

LEDが点灯しない場合には、

LEDは点灯しているが、CPUモジユールの
“
RUN"

以下の項目をチェックして下さい。

―――――RUNに切り換えて下さい

プログラムは実行しているが、シーケンスが思い通りに動作しない場合には、

次の項目を確認して下さい。

(1)1ス キヤン中に 2ケ 所以上で同一のコイルまたはレジスタに出力してい

ないか、また、コイル命令とフアンクション命令のデバイスが重なつて

いないか。

(2)スキャン同期よりも早く変化する信号を入力しようとしていないか。

(3)同 じタイマレジスタやカウンタレジスタを複数のタイマ命令やカウンタ

命令で使用していないか。

(4)割 り込みを使用している場合、割り込みルーチンの中でメインプログラ

ムの動作に影響のあるデバイス /レ ジスタを操作していないか。

(5)EEPROMの書込みエラーが発生してないか。(S0039,S0051=1)

この場合は、プログラマでもう一度 EEPROM書込みコマンドを実行して下

さい。

を

場

す

　

　

エ

ン
て

源

る

で

い

　

体

べ

し

遅

帽

わ

リ

チ

ロ
下
　
　
　
プ

ス
確

増

6 . 4

プログラムの

チェック他

消灯または点灯

C P Uモジュールの運転
モー ドスイ ッチはR U N
になつてしヽるか

R U N /ス タンバイ設定
スイッチをO Nにして電
源を立ち上げたか

RUN LEDは点減状態か
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6. トラブルシューテイング 第 1部 ハードウェア説明

外部機器をON/OFFしたと
き、入カモジュール上の
とEDはON/OFFするか

実際の 1/0モジュール実

装状態とプログラマでモ
ニタした入出力書」付情報
が一致してしヽるか

6 . 5

入力のチェック プログラムは実行しているが、入力信号が正常に読み込めない場合には、以

下の項目を確認して下さい。

権        
寧饗掛暦

{:魯営景器暑岳]昏F繁
留装只

キ〔尉責ボ窒葛琵晃藩
たは基本屯l~

1/0自動書」り付けを実行
してみる

正常に書」り付けされたか

特定の入カモジュールだ

け書」り付けが異常となる

のか

拡張ユニ ット上の 1/0全

てが書」り付け異常となる
のか

基本ユエ ット上の 1/0も

全て書」り付け異常となる
のか
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第 1部  ハードウェア説明 6. トラブルシューテイング

6 . 6

出力のチエツク プログラム上ではレジスタやデバイスに正しく出力されているのに、実際の

出力機器の動作が異常となる場合には、確認の準備として次のことをおこな

つて下さい。

(1)プ ログラムを保存する。

(フロッピーデイスク、EEPROMなど)

(2)CPUの メモリをクリアする。

(3)ROM/RAM切り替えスイッチを RAM側 (ON側)に する。

以上の準備をおこなつてから下記の順序で確認をして下さい。

黎換岳¥雫墓t(P異
常です。

達科裂
渇轟嬉蜜径経縄≧a宅辛

溶断あり ＞

断
ズ

　

カ

カ

。

番

器溶断な し

ら
　
　
　
　
て

か
　
・。
　

　

し

て

い

　

。
換

し
さ

　

す

交

除

下

　

で
を

排

て
　
常

ル

を

し
　

異

一

因

換

　

の

ユ

原
交

　

子
ジ

の
を

　

素

モ

ヒ ュ

下さ

電源を立上げ、1/0自動書」
り付けを実行する

1/0の書」り付け情報はモ

ジュールの実装状態と一

致しているか

END命令だけを書き込み、
RUNさせる

プログラマのデータ設定
により出力をON/OFFした
とき、出カモジュールの
LEDがON/OFFするか

出カモジュールの外吉B電

源電圧は正常か

ヒューズの溶断はなしヽか
(ヒューズがない場合は
下へ)

補足

1.ヒ ューズ溶断の場合は必ず溶断の原因を調査、排除して下さい。

原因を排除しないでヒューズ交換、電源の再投入をおこないます

とモジユールの破壊が進行する恐れがあります。

溶断の原因が特定できない場合はそのままの状態で弊社までご相談

下さい。
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6. トラブルシューティング 第 1部 ハードウエア説明

6 . 7

夕躍招要因による PCシステムの異常が、以下のような現象として発生する場合には、外部要因

トラブ)レ を疑つてみる必要があります。

(1)入 出力機器の動作と同期して発生する場合
一 この場合は、出力機器の ON/OFF時に発生するノイズが原因である

可能性があります。3章 1/0モジユール適用上の注意に述べたノイ

ズ対策を施して下さい。

(2)周辺の動力機器、高周波機器の動作と同期して発生する場合
一 この場合は、入出力信号線に誘導されるノイズの影響が考えられま

す。また電源系統、接地系統によつては、電源のサージ、電圧変動

及び接地電位の変動が原因である場合もあります。4章 据付 ・酉己

線に述べた注意事項を確認して下さい。場合によつては、接地を外

して様子をみるのも一方法です。

(3)機械の動作と同期して発生する場合
一 振動による影響も考えられます。ユニット /モ ジユールの取り付

け状態を確認すると共に、振動対策 (防振ゴムの使用等)を 検討し

て下さい。

(4)故 障モジユールを交換しても再び類似故障が発生する場合
一 金属くずの混入や水滴の落下などの恐れがないか十分確認して下

さい。

以上の他にも、例えば、周囲温度が仕様範囲を超えるような場合にはシステ

ムの安定動作は保証されません。環境条件にも十分注意して下さい。
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第 1部  ハードウエア説明 6. トラブルシュTテ イング

6 . 8

本体自己診断項目 PCの CPUが自己診断によつて異常を検出した場合、次ベージ以降の表に示す

エラーメッセージ (及び付随情報)を イベント履歴テーブルに登録し、異常

の内容が運転継続不可能なものである場合には、出力を全てOFFに落し、運

転を停止します。(エラーダウン)

イベント履歴テーブルには最新の 301回のエラーメッセージと発生時刻が格

納され、プログラマに表示させることができます。(電源の ON/OFFも登録さ

れます。但し、発生時刻はメモリバックアツプ可能時間内のみ格納されます。)

PC本体がエラーダウンした場合には、まずプログラマを接続してイベント履

歴を表示させ、エラーの内容を確認して下さい。

以下にイベント履歴を表示させるための操作手llFを示します。

① PCの CPUモジユールとプログラマ (T―PDS)を専用ケーブルにて接続す

る。

② プログラマ (T―PDS)の電源スイツチを ONす る。(PC本体の電源も ON

していること)

③ プログラマ (T―PDS)か ら TPDS回 とキーインして T―PDSを 立ち上

げる。

④ T―PDSの 初期メニュー画面が表示される。このとき 「受信タイムアウト」

の表示が出ていないこと。

⑤ この状態で S E とキーインするとイベント履歴が表示される。

(イベント履歴表示画面例)

< イベント履歴 >

日付  時刻 発生事象 回数 情報 , 情報2 情報3 運転モード

1,95-09-1215:26:10回D命軸 し

:i3:こ83121::28:t'朔;4寝揺群号:すうぉ
4.95-09-1215:26:02剛 命令無し

;馴難酷艦ヰ脚イお
3.9509-1215:22:261/0照 合チェック異常

曇竪陸i盤B窮霧彰靴
13,
14=
15.

H -001  H0003

H -001  10009

H -001  10009
‖00-02  H0000

H∩LT‐
IIIT.
ERB8R
HnLT ‐
IXIT.
ERR3R

:R群 ■
IHIT.
RUH
IHIT,
RUH

*)カ レンダー初期設定なしの場合またはカレンダーバツクアップ停止後

の場合でもイベン ト履歴は登録されますが、日付、時刻の表示は
“
??―??―????:??:??" となります。
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6. トラブルシューティング 第 1部 ハードウェア説明

前記手順④で 「受信タイムアウト」と表示されたときには、プログラマと T2E

本体の交信が確立していません。CPUモ ジユール上の FLTの LEDが点滅して

いるときは CPUモ ジユールの故障です。T2E本 体の電源を再投入してもこの

状態が変わらない場合には CPUモ ジユールを交換して下さい。FLTが 点減以

外の状態で「受信タイムアウト」と表示されるときには、プログラマ (T―PDS)

の環境設定の接続形態及び接続ケーブルの接続状態を確認して下さい。環境

設定及び接続ケーブルに問題がない場合には、PC本体またはプログラマの通

信回路の異常も考えられます。

イベント履歴が表示された場合には、登録されたエラーメッセージ (発生事

象)を 確認して下さい (番号 1が最新の登録内容)。

次ベージ以降に、イベント履歴に登録されるエラーメッセージとその付随情

報、関連する特殊リレー、発生後の LED表示状態、及びその意味をまとめま

す。エラー発生時にはその原因を確認の上、必要な処置を行つて下さい。

なお、エラーダウン状態ではプログラム修正などの操作は受け付けられませ

んので、プログラマからエラーリセットを実行してから修正などの操作を行

つて下さい。

その後再度 RUN起動させるためには、運転モー ドスイツチを一度 HALTに し

てから RUNに 切り換えるか、あるいはプログラマから運転コマン ドを実行

します。

次ページ以降の表中、本体 LED表 示の記号の意味は以下の通りです。

点灯

消灯

点滅

状態には影響なし

●

Ｏ

〇

一

補足

ROM/RAM切 換スイッチを ROM恨Jにした状態で RUN起 動をかけると、

EEPROMの内容が RAMメ モリに転送され、RAMメ モリを修正した内容は

消えてしまいます。従つて、プログラムを修正して、その動作確認の

ために RUNにする場合には、T―PDSの システム制御コマンドで
“
EEPROM

書き込み
" 

を行つてから RUN起動をかけて下さい。
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6. トラブルシューテイング 第 1部 ハードウエア説明
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Ｏ
托
里
く
黙
腔
墜
脚

。世
Ｄ
柘
Ｄ
羽
軽
母
雄
賦
】

里
Ｓ
か
Ｈ
卜
あ
コ
悪
享
瑠
回
電
会
―
日
お
申
配
ｏ

。こ
約
卜
）
Ｄ
罫
燃
Ｎ
会
―
付
お
申
配
ｏ
拓
一約
増

や
い
＝
黙
種
―
い
Ｈ

″ｐ
）
Ｄ
胆
部
旺
恥
ハ
ぬ
Ｒ

（く
コ
朽
Ｄ
担
ハ
Ｄ
転
―
い
Ｈ
）
。世

⊃

柘
⊃
ヨ
鮮
Ｎ
服
酬
里
転
―
卜
易
コ
転
ハ
△
Ｒ
値
電

。こ
約
卜
や
⊃
思
恵
Ｎ
食
―

付
為
牌
配
ｏ

″担
卓
帽
ｐ
い
ヽ
Ｏ
ｂ
＝
総
里
部
照

（く
コ
怖
⊃
担
ハ
Ｄ
転
―
い
Ｈ
）
。世

⊃
祐
む

脳
Ｎ
係
朋
赳
而
Ｇ
聴
湖
ｋ
）
旦
会
Ｉ
Ｈ
お
中
記
ｏ

。ら
約
卜
や
Ｄ
悪
燃
Ｎ
会
―

Ｈ
お
申
配
ｏ

″コ
ミ
Ｓ
ｐ
Ｏ
拓
Ｏ
ｂ
＝
黙
里
部
照

。
世
Ｄ

柘
Ｄ
ヨ
軽

Ｎ
雄
賦
膨

ヽ
輸
も

か
■
い

か
、
Ｄ

に
照

０
出

基
Ｋ

ト
コ
」

Ｏ ｅ | | ●

D
伍

○ ○ ○ | | ○

―
△
⊃
慈
翌

Ю
い
卿
超

一
一〇
〇
の

寸
〇
〇
〇
の

〇
一〇
〇
∽

寸
〇
〇
〇
∽

０
一〇
〇
の

寸
〇
〇
〇
の

<
〇
〇
〇
∽

」
一〇
〇
の

ヽ
〇
〇
〇
の

聯
理
型
セ
わ
ば
あ
―
や
か
Ｘ
Ｉ
い
日

∞
聯
埋

転
―
い

工
区
ト

困
韓
埋

島
―
ト

ー
い
Ｈ

困
ヽ
お
埜
卜

＝
ぷ
対
而

園
区
△
■
卜

劇
黙

一樟
埋

区
ぬ
■
ト

劇
総

転
―
い

柾
賦

ｏ
富

ユ
ー
同

十
い
Ｈ

一区
ぬ
■
卜

＝
黙
田
而

一ヽ

▲
埜
卜

劇
黙

お
―
や
か
六
―
い
日

柾
賦
Ｓ
か
Ｈ
卜
重
伍
く
い
ヽ
お

雄
賦
毬
∞
る
に
く
卜
ヽ
ハ

虻
賦
あ
コ
悪
再
瑠
回

泄
賦
Ｓ
か
Ｈ
い
市
醤
―
転
ハ
ぬ
Ｒ

狂
賦
終
襲
３
冊
く
は
ヽ
お

狂
賦
膨
ヽ
輪
雲

照
　
像
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第 1部 ハードウエア説明 6.トラブルシューテイング

側
思
『
首
胆
Ｇ
Ｉ
い
Ｈ

。
ら
約
ｒ
や
０
郎
思
Ｎ
会
Ｉ
Ｈ
お
申
Ｑ
Ｈ

世
Ｄ
瑚
ぷ
Ｇ
Ｉ
い
Ｈ

″Ｄ
る
Ｎ
巣
剛
ｐ
⊃
く
姓

０
０
革

一Ｎ
会
―
付
お
中
Ｑ
Ｈ
″Ｄ

里
性
ｏ
Ｎ
墜
剛

′担
里
廻
ぺ
世
Ｄ
里
軽
終
―
い
日
ｐ
く
黙
旺
墜
即

。ｂ
柘
Ｄ
郎
燃
膨
里
Ｇ
記
ｏ
↑
区
―
て

′担

里
廻
ぺ
や
い
＝
総
種
―
い
Ｈ
ｐ
ｐ
ミ
や

。い
柘
ミ

く
Ｎ
基
剛
四
腔

′網
ぷ
）
側
Ｎ
会
Ｉ
Ｈ
お
中
Ｑ
自

。
慨
め

柘
⊃
珂
軽

Ｎ
柾
賦

】
里

Ｓ

か
Ｈ
い
ヽ
＜
Ｑ

Ｈ

。
な
つ
打Ｗ

卜

）
Ｄ
胆
謡

Ｖ
Ｄ
円

Ｎ
韓
埋
む
セ

３
而
Ｒ
ョ
く

。い
柘
３
】
０
終

駅
穐
捜
楽
郎
Ⅸ
Ｇ
Ｒ
Ｈ
剰
聯
埋
む
セ

３
而
Ｒ
調
く

。
ら
約
卜
】
Ｄ
耐
型
ｐ
埜

―
中

（輝
卿
再
想
）
十
三
伍

′歪
Ｏ
ｂ
鮒
賦
Ｎ
Ｑ
Ｈ

。ｂ
ｐ
郎
駅
Ｋ
終
食
Ｉ
Ｈ

お
ｐ
Ｑ
Ｈ
里
上
か
□
区
世
ミ
０
む
セ

３
雨
終
Ｑ
Ｈ

。こ
約
卜
艇
樫
Ｎ
捜
楽
脚
鮒
Ｇ
会
Ｉ
Ｈ
為
ｐ
Ｑ
Ｈ

。世
Ｄ
柘
Ｄ
ヨ
軽
Ｎ
Ｉ
い
日
―
、

い
い
＜
里
留
担
輝
輪
―
い
Ｇ
増
会
Ｉ
Ｈ
お
ｐ
Ｑ
Ｈ

。３
約
卜
）
Ｄ
慨
謡
阻
旦
０
托

ら
終
Ｄ
蝉
剛
Ｎ
眼
理
転
ヽ
お
ぬ
旧
ば
ニ
ハ
ーー
同

。
世
Ｄ
柘
Ｄ
ヨ
鰹
Ｎ
蝉
剛

′世
む
セ

３
雨
Ｇ
て
転
ヽ
お
ぬ
Ｒ
羽
＜
Ｇ
食
Ｉ
Ｈ
為
甲
Ｑ
Ｈ

。
々
つ
ｈ‐Ｕ

件

】
⊃

０
更

Ｎ
む
セ

３
耐
Ｇ
会

―

付
お
申
Ｑ

Ｈ

。
世
Ｄ
柘
眠
肥

Ｎ
吾
ｃ
終
む
セ

３
而
Ｇ
て

島
ヽ
お
お
Ｒ
ヨ
く
Ｇ
会
―
付
お
申
Ｑ

Ｈ

隠
隠

０
出

抵
Ｋ

ト

● ● ● ● ● ●

Ｚ
⊃
伍

○ ○ ○ ○ ○ ○

―
△
⊃
慈
蝉

や
い
搬
超

め 〇
〇 困
〇 〇
〇 〇
の の

一困
〇
〇
の

ゆ
〇
〇
〇
∽

崎 弱
〇 困
〇 〇
〇 〇
の の

ゆ ∞
〇 困
〇 〇
〇 〇
の の

一い
〇
〇
の

ゆ
〇
〇
〇
の

一園
〇
〇
の

崎
〇
〇
〇
の

聯
埋
塁
セ
わ
ば
お
―
や
か
ス
ー
い
Ｈ

∞
聯
埋

側
聯
埋

恩
―
い ．Ｏ

Ｚ

輪
ヽ
お
お

転
区
,ハ .
ぬ 呈

．Ｏ
Ｚ

輪
ヽ
お
ぬ ．Ｏ

Ｚ

転
ヽ
お
ぬ ．Ｏ

Ｚ

転
ヽ
お
お

一解
理

上

ハ

| | .

日z O
．Ｏ

Ｚ

上
ハ
ロ
ヽ

１
．Ｏ

Ｚ

上
か
――
同 ．Ｏ

Ｚ

上
か
□
区

―
．Ｏ

Ｚ

上
ハ
ーー
日 ．Ｏ

Ｚ

上
か
□
区

―
．Ｏ

Ｚ

上
か
――
同 ．Ｏ

Ｚ

上
か
□
区

―
．Ｏ

Ｚ

上
ハ
ーー
同 ．Ｏ

Ｚ

上
か
□
区

―
．Ｏ

Ｚ

上
ハ
ーー
向

為
―
や
か
六
―
い
Ｈ

狂
酬
区
＜
Ｑ
【

避
賦
Ｓ
か
Ｈ
い
佃
蟹
Ｑ
自

狂
酬
Ｓ
か
Ｈ
卜
帥
控
厳
Ｑ
Ｈ

狂
酬
Ｓ
か
Ｈ
い
―
、
卜
⊃
＜
Ｑ
】

狂
酬
蝉
側
Ｑ
Ｈ

避
賦
答
耶
Ｑ
Ｈ

緊
　
Ｑ
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剛
忌
剰
皆
胆
Ｇ
Ｉ
い
Ｈ

。ら
約
卜
）
Ｄ
黙
燃
Ｎ
食
―
付
為
牌

⊃ら

′担
仰
増
３
徳
０
や
思
終
捜
楽
ｐ
ｐ
里
繍
型
旺

。世
め
柘
⊃
ヨ
鮮
田
狂

賦
里

（邑
）
い
か
や
□
い
旺
皿
興
ヽ
ハ
ふ
―
お

。ら
約
ｒ
ｐ
Ｄ
悪
思
Ｎ
会
―
付
お
ｐ
配
ｏ

″担
的
『
ら
終
Ｏ
Ｑ
縄
終
授
業
ｐ
ｐ
里
繍
瑠
陛

。世
⊃
ｐ
く
コ
柘
Ｄ
卜
望
里
電
蚕
極
世
胆
緊
種

峰
駅
Ｇ
倉
Ｊ
い
か
や
□
い
眠
皿
興
ヽ
ハ
ふ
―
〔

。こ
約
ｒ
ｐ
Ｄ
眠
盟
Ｎ

律
Ｇ

「
基
置
　
′歪

や
い
鍵
盟
Ｎ
煙
世
ハ
早
■
広

。
鯉
⊃
柘
眠
倒
Ｎ
窪
８
困
終
阿
世
ハ
早
■
区

。ら
約
卜
】
卓
く
Ｎ
律
Ｇ

「Ｌ
斉
」

″担
鯉
柘
律
Ｇ

「
曇
出

日
一巡
岨
Ｇ
て
い
も
□
い

。マ
ｐ
柘
ら
や
ミ
約

も
ハ
何
い
も
□
い

″種
律
Ｇ

「Ｌ
宮
」
や
里
く
い

ヽ
□
い
対
雨
重
ら
ゆ
Ｇ

″種
律
Ｇ

「
雲
出

や
里

て
い
ヽ
□
い
い
お
担
世
柘
て
い
も
□
い
ハ
ヽ
人

。ら
約
卜
羅
摺

歪
ら
Ｄ
円
る
コ
や
何
終
翌
Ｇ
律
Ｇ
く
誓
つ
ぃく

誓
〓

。ｂ
柘
Ｄ
娼
終
避
賦

里
英
Ｒ
眠
鰹
コ
や
佃
終
望
Ｇ
律
Ｇ
く
を
つ
ぃく

を
〓

。こ
約
卜
賠
摺
歪
う
終
る
膨
ミ

０
む
セ
３
雨
る

（こ

Ｒ
く
里
■
ハ
い
て
代
Ｒ
羽

。い
祐
い
碍
穐
避
蝋
里
慨
製
■

ハ
い
て
ヽ
Ｇ
律
Ｇ

ｚ
己

朽
一世
柘

″律
Ｇ
会
ヽ
同

。
ら
約
卜
）
Ｄ
Ｓ
ハ

ヽ
い
―
□

Ｎ
く
い
も
□
い
巴
旺

′巡
瑠
賦
卜
⊃
Ｓ
３
中
Ｋ

。
慨
Ｄ

柘
Ｄ
羽
鮮

Ｎ
狂
酬
里
解
埋
酬
剛
く
い
も

□
い

に
照

０
里

基
Ｋ

ト
コ
」

● ● ● ● ● ● ●

E D
伍

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

―
△
⊃
慈
空

Ｏ
ｂ
卿
駆

ｎ
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〇
∽

寸
〇
〇
〇
の

崎
一〇
〇
の

ヽ
〇
〇
〇
の

一∞
〇
〇
の

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
の

C O
O O
O O
O O
の の

CO
O∞
〇 〇
〇 〇
の の

〇
∞
〇
〇
の

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
の

C  O
O  ∞
〇  〇
〇  〇
0つ 0つ

韓
埋
盤
セ
わ
ば
為
―
や
か
ス
ー
い
日

∞
聯
埋

困
障
埋

島
―
は

―
い
Ｈ

区
お
■
卜

Ｅ
Ｓ
か
□
い

ヽ
ぬ
埜
卜

電
Ｓ
ハ
ロ
，い

区
Δ
埜
卜

Ｅ
Ｓ
か
□
，い

一群
埋

埜
―
同

―
い
Ｈ

肛
世
峰
駅 ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

‐
頭
躙

て
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
″い

‐
頭
理

て
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
ハ
ロ
い

‐
頭
理

く
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

，
試
理

て
い
も
□
い

お
―
や
か
六
十
い
日

柾
酬
Ｓ
か
Ｈ
い
謎
翠
皿
興
邑

狂
酬
Ｓ
か
Ｈ
い
胆
世
蝉
駅
邑

雄
駅
軽
胡
煙
世
ハ
単
十
区

Ｄ
厳
得
Ｇ
曇
ロ

食
Ｒ
Ｉ
⊃
ヽ
律
Ｇ
卜
て

狂
囃
■
ハ
い
て
ヽ

ぼ
離
て
い
も
□
い

照
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側
製
母
皆
胆
Ｇ
Ｉ
い
川

。五
約
卜
）
や
Ｓ

ハ
ｒｒｌ
い
も
□
い
Ｎ
律
Ｇ

「
呂
ど

日
ヤ剛
蝉
Ｇ
緊
円

（い
ハ
早
為
Ｒ

巡
）
。い

柘
昼
】
ミ
約
も
ハ
ｌｒｌ
い
ヽ
□
い
る
律
Ｇ

ヨ
雪
」
里
ヽ
お
■
卜
昼
榊
３
拓
律
Ｇ

「壁
弓
」

″担
慨
柘

。
ｔ
ｐ
柘
ら
や
卓
約
も
ハ
ｒｒｌ
い
も
□

い
里
電
頭
理
く
い
も
□
い
―
回
穐
律
Ｇ

「
呂
ど

Ｇ

さ
玉

（て
い
鯉
⊃
胆
製
Ｗ
里
律
Ｇ

「
些
弓
」

。
々
つ
拓門

卜

）

⊃
も

ハ

ーーー
い
も

□
い

Ｎ
律

Ｇ

「
雷

房

」

。せ
ｐ
柘
３
Ｖ

ミ
約
も
ハ
ｒｒｒ
い
も

□
い
種
律
Ｇ

「
富
易
」
Ｇ

さ
ｚ

ハ
い
―
ボ

い
い
鯉
Ｄ
慨
製

Ｗ
旦
律
Ｇ

「
ゴ
さ

」

。ら
約
ｒ
や
め
も
ハ
ｒｒｒ
い
も
□
い
Ｎ
律
Ｇ

Ｆ
聖
」

。く
コ
柘
こ
】
ミ
約
も
ハ
ーーー

い
も
□
い
穐
律
Ｇ

「
ｂ
圧

）
里
ハ
ト
ー
会
い
い

。ら
約
卜
）
０
ぼ
畑
て
い
ヽ
□
い

′里

卜
本
側
ｃ
Ｎ
Ｓ
ハ

ヽ
い
卜
ヽ
Ｇ
ハ
い
―
ギ
い
い

。い
朽
ら

】
眠
倒
Ｎ
剛
ｃ
る
も

、
卜
ヽ
ヽ
Ｇ
ハ
い
―
会
い
い

。
３
約
卜
）
⊃
朋
思
く
い
ヽ
□
い

′里
卜
本
側
０

Ｎ
ヽ
ハ
、
い
ヽ
時
Ｇ
律
Ｇ

「受
聖
」

ぃ
「る
と

。
ｂ
柘
こ
】
眠
倒
Ｎ
剛
０

ね
ヽ
ハ
、
ト
ト
時
Ｇ
律
Ｇ

「
受
望
」

（
「る
と

隠
隠

０
出

基
Ｋ

ト
コ
」

● ● ● ● ●

伍
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―
お
い
窓
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間
い
搬
樫

C O
O∞
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〇 〇
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〇
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〇
∽

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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〇
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〇
〇
の

Ｃ
Ｏ
０
０
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∞
〇
〇
の

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
の

〇
〇
〇
〇
の

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
の

特
埋
塁
セ
わ
ば
あ
―
や
か
Ｋ
Ｉ
い
Ｈ

∞
韓
埋

．Ｏ
Ｚ

会
て
い

い

ハ
早
為

．呈
ハ
ト

ー
会
い
い

．呈
ハ
ト

ー
会
，い
い

．呈
ハ
い

―
ミ
，い
い

困
聯
埋

区
お
■
卜

電
Ｓ
か
□
，い

区
Δ
■
卜

電
Ｓ
か
□
，い

区
△
ユ
ト

Ｅ
Ｓ
ハ
ロ
，い

ヽ
ぬ
埜
卜

Ｅ
Ｓ
か
□
い

ヽ
ぬ
埜
卜

Ｉ
Ｓ
か
□
い

一聯
理

。Ｏ
Ｚ

Ｓ
ハ
ロ
，い

‐
東
側

く
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

‐
頭
側

て
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

，
試
脚

て
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

，
霞
騨

く
い
も
□
い ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
か
□
，い

‐
霞
側

て
い
も
□
い

お
―
や
か
六
―
い
Ｈ

柾
賦
ば
ヽ
ハ
早
為

Ｄ
厳
⊃
上
ハ
Ｈ
ハ
い
―
会
い
い

⊃
厳
ハ
ー
転
⊃
ハ
ト
ー
会
い
い

狂
駅

も
ハ
、
卜
ヽ
ヽ
ハ
ト
ー
会
い
い

服
酬
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ハ
ヽ
卜
ヽ
ヤ
い
―
会
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側
忌
『
皆
胆
Ｇ
Ｉ
い
Ｈ

。こ
神
卜
）
０
峰
Ｎ
梅
摺
Ｇ

さ
ｚ
い
か
い
ヽ
Ｇ

い
か
卜
ヽ
■
ハ
Ｈ
重
区

″田
細
Ｇ

５
ｚ
い
か
卜
区

。く
コ
柘
ら
）
⊃
部
―

穐

さ
ｚ
い
か
卜
区
世
⊃
胆
製
Ｗ
里
い
か
い
ヽ
■
ハ

Ｈ
『
さ
ｚ
い
か
い
ヽ
会
早
ハ
ーー

ヽ

′歪
Ю
碍
穐
眠

巴
剛
輔
Ｇ

さ
ｚ
い
か
い
ヽ

′）
里
く
い
も
□
い
ま
の

。々
つ

約
卜
や
０
理
に
ふ
稲
）Ｄ
羽
わ
曽
Ｇ
て
い
ヽ
い
□

Ｓ
防
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第 2部  本体機能説明 1.概 要

1 . 1

システム槻 宏罫ゑ 継 蟹な ど晶 1誦隆 。
確E/T2Nシステ

TOSLINE―S20とP(T2Nのみ)

フ
°
ロク

Sラ
マホ

°―ト
基本ユニット

イーサネット(T2Nの み)

拡張ケーブル 拡張ユニツト

拡張ユエツト

例

周辺機器

T―PDS

ソフト

ハンデイプログラマ
HP911

TOSLINE― S20

TOSLINE―F10(ワイヤ)

遠隔診断

―‐113-



1.概 要 第 2部  本体機能説明

例2 コンピュータリンク機能

T2N:RS485選 択時 (1対 N)

T2E:CM231E使 用時 (1対 N)

例3 データリンク機能

例4 シリアル 1/F機 能

T2N:RS485選 択時 (NttN)
T2E:CM231E使 用時 (NttN)

T2N:RS232C選 択時 (1対 1)

T2E:CM232E使 用時 (1対 1)

T2N:RS232C選 択時 (1対 1

T2E:CM232E使 用時 (1対 1

T2E麟手CM231 E:RS485

T2E/T2N T 2 E / T 2 N

T2E/T2N

T2E

/T2N
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第 2部  本体機能説明 1.概 要

1 . 2

機能仕様一覧
項  目

仕  様

T2 E T2N

制御方式 ストアードプログラム・サイクリックスキヤン方式

入出力方式 一括入出力 (リフレッシュ)方 式/直接入出力 (ダイレクト)方 式
併用

入出力点数 1,024点 /64ワ ー ド 2,048点 /128ワ ード

ユ

ー

ザ

プ

ロ

グ

ラ

ム

プログラム言語
ラダー図 (リレーシンボル+フアンクシヨンフロック)
SFC(シーケンシャル ・フアンクシヨン ・チヤート)

プログラム容量 9.5Kステップ 23.5Kステップ

メモリ
メインメモリ :
RAM(コンデンサバックアップ)

周辺メモリ :EEPROM

メインメモリ :
RAM(パッテリバックアップ)

周辺メモリ :EEPROM

RAM
メモリバックアップ

内蔵コンデンサ (3日間/25℃ )
バッテリ (2年間/25℃ )

オプションパッテリ (2年間/25℃)

命令語

基本命令24種、応用命令190種 基本命令24種、応用命令192種

・転送 (早長 〆信長 /レ ジスターテーフル)
・四則演算 (単長 /倍 長 /ブ イヽナリ /BCD,符 号有 /無 )
・論理演算 (単長 /倍 長 /レ ジスタテーブル /ビ ットファイル)
・比較 (単長 /倍 長、符号有 /無 )
。実行制御 (ジャンプ /FOR～ NEXT/サ ブルーチン他)
・関数 (リミット /三 角関数 /植 分 /PID/関 数発生)
・変換 (ASCI1/BCD/7セ グメント他)/HEX TO ASCII他)
・浮動小数点演算      その他

演算速度
0.33 uS/接 点、0.44 μs/コ イル
1.2Hs/転 送、1.6uS/力 B算

スキャン方式
フローテイングスキャン /定 刻スキヤン
(定刻 :10～200ms,10ms単位)

マルチタスク機能
メインプログラム 1本、サブプログラム 1本

定周期書」り込み 1本 (5～1000ms,5ms単位)

ユ

|

ザ

ア

|

タ

入出カリレー /
レジスタ

1,024点/64ワード
(X/Y,XW/YWは 一括入出力)
(1/0,IW/OWは 直接入出力)
(1ワード=16ビット以下同様)

2,048点 /128ワ ー ド

補助リレー /
レジスタ

2,048点 /128ワ ード 4,096点 /256ワ ード

特殊リレー /
レジスタ

4,096点 /256ワ ード 4,096点 /256ワ ード

タイマリレー /
レジスタ

256点景 512点

カウンタリレー /
レジスタ

256Fミ 512点

データレジスタ 4,096ワード 8,192ワード

リンクレジスタ
リレー /
リンクレジスタ

8,192点 /1,024ワ ード
(前半512ワードはビット指定可能)
(TOSLINE―S20にて使用)

16,000点/2,048ワ ード
(TOSLINE S20とPにて使用)
(前半1000ワードはビット指定可能)

リンクリレー /
レジスタ

4,096点/256ワード
(TOSLINEギ10にて使用)

フアイサレレジスタ 1,024ワード

拡張ファイル
レジスタ

24,576ワード

(8,192ワードX3バンク、XFER命令にてアクセス)

インデックス
レジスタ

I,3,K(計 3ワード)

停電保持
補助リレー /レ ジスタ、タイマリレー /レ ジスタ、カウンタリレ
ー /レ ジスタ、及びデータレジスタにつしヽて、停電保持領域の指
定が可能

R

A

S

自己診断
バッテリレベル、1/0バ ス、1/0応 答、1/0照 合、1/0パ
リテイ、ウオッチドッグタイマ、イリーガル命令、LPチェック、他

監視機能 イベント履歴、実行時間計測、シーケンス渋滞検出、他

デバック /
メンテナンス

オンライントレースモニタ、フオース機能、他
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2.本 体動作 第 2部  本体機能説明

2.1

基本動作フロー PC本体の基本動作フローを下図に示します。

RUNモ ード

スキャン制御

PCは、電源が投入されると、最初にシステム初期化処理を実行し、次に自己

診断処理を行います。異常がなければ周辺サポート処理を行います。ただし

プログラマやコンピュータリンクからの要求がない場合には、この処理は実

行されません。

次にモード制御処理において RUNモ ードに入る条件が整つていれば、続いて

スキヤン制御に入ります。スキャン制御とはPCの基本機能であるユーザプロ

グラム実行を行う処理です。モード制御処理において、RUNモ ードに入る条

件が整わなければ、HALTモードとなり、ユーザプログラム不実行状態となり

ます。

この章では、各処理の内容について以降に説明します。また、自己診断につ

いては、第 5章 RAS機 能の中で説明します。
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第 2部  本体機能説明 2.本 体動作

ハードウェアチェック
及び初期化

パヮーOFF時 刻,
パワーON時 刻登録

バッテリーチエック

イニシャルロード

ユーザデータ初期化

ユーザプログラムチェック

2 . 2

システム初期化処理
システム初期化処理は、電源投入後最初に実行する処理で、ハードウェアの

自己診断、初期化を行い、その後、システムの初期化を行います。

下図に処理の流れを示し、各々内容について説明します。

電源確立からシステム初期化処理

終了まで

約2秒

(イエシャルロードなし)

約2～ 3秒

(イエシャルロードあり)

CPUハ ードウェアチエツク及び初期化

システムROMチェック、システム RAMチェックと初期設定、周辺 LSIの

チェックと初期設定、カレンダ LSIチェック、及びシーケンス演算プロ

セッサ(LP)のチエックを行います。

パワーOFF時 刻、パワーON時 刻登録

イベント履歴テーブルに、前回電源OFF日 時を登録し、さらにカレン

ダ LSIから読み出した現在日時をパワーON時 刻として登録します。ま

た特殊レジスタ(SW007～SW013)に現在時刻をセットします。(内蔵ヨン

デンサによる正常バツクアツプ時、及びバツテリー電圧正常時)

ノヽッテリチエツク

ユーザプログラム及びユーザバッテリバックアツプ用のバッテリ電圧

をチェックします。バッテリ電圧が規定値以下のときには、イベント履

歴テーブルに 「バッテリ電圧低下異常」のメッセージを登録すると共に、

特殊リレーのバッテリーアラームフラグ(S000F)を登録します。

また、T2Eに おいてはオプションカードを搭載しない標準CPUモ ジユ
ールにおいては、バッテリを搭載していませんのでコンデンサによるメ

モリバックアップ状態をチェックし、もし内容が異常な場合は上記と同

様の処理を行います。

イニシャルロード

ユーザプログラム実行に先だつて、ユーザプログラム及びデータレジス

タ前半2Kワ ード(D0000～2047)の内容を EEPROMわ らヽメインメモリ(RAM)

に転送することをイニシヤルロードと呼びます。

イニシャルロードの実行/不 実行は、電源投入時の運転モードスイツチ

及び動作モード設定スイッチ(DIPスイッチ)の状態によつて決まります。

イニシヤルロードの実行条件を次の表に示します。

①

②

③

④
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2.本 体動作 第 2部  本体機能説明

運転モード
スイッチ

プロテクト
スイッチ
(DIP SW.1)

ROM/RAM

切換スイッチ
(DIP SW.2)

イニシャルロード
実行/不 実行

Ｒ Uトト

(書込み許可)

0トト(ROM) 実 行

ON(RAM) 不実行
UN

(書込み禁止)

OFF(ROM)

ON(RAM)

HALT

(状態によらず)

OFF(ROM) 実 行

ON(RAM) 不実行

イニシャルロー ド実行条件 (電源投入時)

・T2Eでの条件

補足

イニシャルロー ドを実行すると、EEPROMの内容が RAMに転送され、

それまでの RAMの内容は失われてしまいます。従つてプログラムを変

更したら、電源を切る前に必ず EEPROMへの書き込みを行つて下さい。

⑤ ユーザデータ初期化
ユーザデータ (レジスタとデバイス)を下表の条件に従つて初期化します。

レジスタ/デ バイス 初期化状態

入カレプスタ/テ
｀
ドイス

(XW/X)
フォース領域 以前 の デ ー 勺 傑 帯

言ユ1以リト 0ク リア

』」ブ〕レン
'ス
タ/テ

'ハ`
イス

(YW/Y)

フォース領域 以前のデータ保持

上記E文タト 0ク リア

リツクレシ
｀
スタ/リレー

(W/Z)
フォース覚丞fttIリフ 以前のデータ保持

上記上文タト 0ク リア

リンクリレー

(LW/L)

フォース光と行雪工lJP 以前のデータ保持
高ユ以タト 0ク リア

特殊レプカ/リレー

(SW/S)

SWO-063 CPU設 定書□ 初期化

エサ
｀
設定部 保 持

SW064- 0ク リア

フアイルレジスタ(F) 保持

拡張フアイ)レレジスタ 0ク リア

インデックスレジスタ( 0ク リア

穂3且わレシ
｀
スタ/リレー

(RW/R)
停電保持指定領域 以前のデータ保持

フォース領域 以前のデータ保持

言Pじ双タト 0ク リア

タイマレシ
｀
スタ/リレー

(T/T.)

停雪保持指庁衛戯 り前 の 干 一 々 侵 格

卜言Pl),t9, nっ | |フ

カウツタレン
｀
スタ/リレー

rc/c_ゝ

停電保持指庁領域 )姉 の デ ー 勺 保 格

卜言ユ1)ア,「 nっ | ,フ

データレジスタ

(D )

停雷保持指庁領域 ) 2蔀の デ ー 勺 俣 活

上記

以外

〕0-2047 涌 宮 nっ |〕フ

)ア蔀 の デ ー 々 保 縛

〕クn4R― nっ | |フ

・T2Nで の条件

運転モード
スイッチ

ROM/RAM
切換スイッチ
(DIP SW.2)

イニシャルロード
実行/不 実行

HALI OFF(ROM) 竹

ON(RAM) 実ヽ 行
Ｒ OFF(ROM) 行

ON(RAM)

不実行P―RUN OFF(ROM)

ON(RAM)
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補足

フォース機能については、

停電保持指定については、

5。6デバッグ機能を参照して下さい。

第3部 2.2節を参照して下さい。

◎ ユーザプログラムチェック
メインメモリ(RAM)上のユーザプログラムの内容を BCCによリチェック

します。

2 . 3

モー
ド常陥 l処理  モード制御処理では、CPUモ ジユール上の運転モードスイツチの状態と周辺

装置 (プログラマ、コンピユータリンク、伝送装置)わ らヽのモード変更要求

をチェックし、PCの動作モードを決定します。

PCの動作モードとしては、大きく分けると、RUNモード、日ALTモード、及び

ERRORモードの 3つがあります。このうち、ERRORモードとは、各種自己診

断の結果、所定の動作が継続できないと判断される場合に入るモードであり、

ここで説明するモード制御処理のみでモード遷移条件が判定されるものでは

ありません。また、RUNモードの中には、通常の RUNモードの他に、主にデ

バッグ /調 整のために、RUN―F,HOLD,DEBU6の 各モードが準備されていま

す。

一 一 一 一 一 ― 一 ― ― 一 一 ― 一 一 一

¬

周辺装置のコマンドに l

よるモー ド変更要求  |

[三冒型 曾褒=トーー{璽 更□

HALTモード
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各モー ドでの動作について以下に説明し、次にこれらのモー ドに入るための

条件 (モー ド遷移条件)に ついて説明します。

HAとT :外部出力を全て OFFと し、ユーザプログラム実行及び入出

力処理を停止します。HALTモードでは、モード制御処理を

定期的 (50ms毎)に 実行し、空き時間は周辺サポート処理

及び自己診断処理に制御を移します。外部的には、ユーザ

プログラムの作成 /変 更を行うモードです。

:イニシャルロード (必要時)、ユーザデータ初期化、1/0モ

ジュール実装状態チエック、ユーザプログラムチェック、

及びスキヤンモードの決定を行つてから RUNモ ードに入り

ます。

RUNモードでは、モード制御処理、一括入出力処理、タイマ

更新処理、ユーザプログラム実行を繰り返し実行します。

これをスキャン制御と呼びます。

スキャンの方法には、連続的に繰り返すフローティングス

キヤン方式と一定の同期で繰り返す定刻スキャン方式の

2つがあり、この選択をスキャンモードの選択と呼びます。

スキヤン制御については、2.4節 及び第 3章 で詳しく説明

します。

:強制運転モードです。上記 RUNモ ードと異なる点は、起動

時の 1/0モ ジユール実装状態チエックにおいて、割り付

けされたモジユールが未実装の状態でもスキャン制御に入

る点です (割り付けと異なる種別のモジユールが実装され

ているときは運転不可)。

その他の処理は上記 RUNモードと同じです。

:スキヤンー時停止モードです。スキャン制御の各処理のう

ち、一括入出力処理のみを実行し、タイマ更新処理、ユー

ザプログラム実行処理は停止します。スキャンモードは、

それまで実行していた状態を継続します。

データモニタ /設 定機能により、入出カモジユールのテス

トが行えます。

:プログラムデバッグのための機能 (ステップ実行、回路実

行、Nスキャン実行、ブレークポイント設定、外部入力 /出

力処理の禁止等)が 使用できるモードです。

デバッグ機能については5.6節をご覧下さい。

:各種自己診断において、何らかの異常が検出され、所定の

リトライ処理によつても回復できないとき、正常動作不可

能と判断して、このモードに入ります。ERRORモードでは、

出力は全て OFFと なり、プログラマからのエラーリセット

コマンドのみが有効となります (エラーリセットコマンド

によつて HALTモードに復帰)。自己診断の内容については、

第 5章 RAS機 能をご覧下さい。

RUN―F

HOLD

DEBU6

ERROR

Ｄ
ｎ
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各モー ドヘの遷移条件を以下に示します。

・ 電源投入時

補足

デバックモードにつしヽては、5. 6節を参照下さい。なお、デバック

モードBきはC P Uモジュールの FとTの L E Dが点減します。

運転モー ド
スイッチの状態

RUN/スタンバイ

選択スイッチ
(DIP SW.3)

モード遷移要因 遷移後の

動作モー ド

ｍ
Ｎ

Ｈ
Ｕ

Ｄ
ｎ OFF(自動 RUN) 入 Ｎ

Ｎ
Ｄ
ｎ

ON(スタンバイ) 大 Ａ
【

ロ
ロ

‥
Ｌ

Ａ
〔

Ｕ
Ｒ

入 Ｔ
Ｉ

Ａ
〔

ｕ
Ｒ

・ 運転モー ドスイッチの切り替え

遷移前の状態 モード遷移要因 運移後の

動作モー ド動 作 千 ― ド 1転モ ー ド SW
Ｔ
Ｉ

Ａ
Ａ

Ｕ
ｎ

Ｔ
Ｉ

ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

ｕ
ｎ 十 一 W →RUN Ｎ

Ｎ
Ｄ
ｎ

ｍ
Ｎ

Ｄ
ｎ 十 一 W  →HALT Ａ

ハ
Ｕ
Ｒ

・ 周辺装置からのコマンド (運転モードスイッチRUNのときのみ有効)

遷移前の状 モード遷移要因 遷移後の

動作モー ド動 作 モ ー ド 云モードSW
RUNまたは卜RUN コマン ミ 停 J

Ｔ
‥

ｌ
Ｌ

Ａ
【

Ｕ
ロ

Ａ
〔

ｕ
Ｒ

Ｍ
Ｎ

Ｄ
ｎ たはP―RUN ¬ マ ツ 一

医
側
Ｎ

ｎ
ｈ

Ｎ
Ｗ

Ｈ
ｕ

Ｄ
ｎ たはP―RUN ¬マ ツ R3需賦軍亘五 一

側
Ｎ

RUNまたはP―RUN コマ ン 巧=メドッヽノフ D―HAとT

RUN/RUN―F RUNまたはP―RUN コマン 爪 ― ル ド 〔
υ

ｔ
Ｌ

ハ
Ｕ

日
同

〔
υ

〔
Ｕ

日
日 RUNまたはP―RUN コマンド ホール ド解除 RUN/RUN―F

(以前のモードに)
ＡＨ

一 RUNまたはP―RUN 各種デバ ックコマン ド実行
Ｍ
Ｎ

Ｄ
ｎ一

〔
υ

Ｈ
一 RUNまたはP―RUN 停

停
種
制

各
輪

上条件成立またほ

上コマン ド

D一STOP

D―STOP RUNまたはP―RUN 各種デパ ックコマ ン ド実行 D―RUN

RUNまたはP―RUN D―HALT遷 落 コマ ン ド D―HALT
Ｄ
ｎ

ｎ
ｕ

Ｄ
ｎ

Ｄ
ｎ

Ｅ
Ｅ コマン エラーリセット Ａ

Ａ
ｕ
口

表中、一はスイッチまたはモードの状態に依存しなしヽことを示します。
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2 . 4

スキ ヤン待」御  PCの基本機能であるスキャン制御について説明します。

2.3節に説明したように、モード制御処理において RUNモードに遷移する条

件が整うと、イニシャルロード (必要時)、ユーザデータ初期化、1/0実 装

状態チエック、プログラムチェック、スキヤンモード決定を行つた上で、ス

キヤン制御に入ります。スキャン制御では、モード制御処理、一括入出力処

理、タイマ更新処理、ユーザプログラム実行処理を繰り返し実行します。下

図にスキャン制御の処理の流れを示します。

噺言即磐蒻蘇可
L _ _ _ _ _ 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 二

RUNモー ド遷移処理

第2スキャン以降
(繰り返し)

イニシャルロード (必要時)

ユーザデータ初期化

1/0実 装状態チエック

ユーザプログラムチェック

スキャンモー ド設定

タイマ更新処理

ユーザプログラム実行

◎

⑥

①

②

一括入出力処理

ユーザプログラム実行
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第 2部  本体機能説明 2.本 体動作

① イニシャルロード

(T2E)

CPUモジュールの動作モー ド設定スイッチの SW.1(プロテクト)と SW。2

(ROM/RAM選択)が 共に OFFの状態で RUN起 動がかけられたとき、周

辺メモリ (EEPROM)からメインメモリ (RAM)へ、ユーザプログラムと

データレジスタ前半 2Kワー ド (D0000～2047)の 内容を転送します。

(T2N)

CPUモ ジユールの動作モー ド設定スイッチの SW.2(ROM/RAM選択)が

OFF(ROM)の状態でかつ動作モー ドスイツチが RUNの状態で RUN起動が

かけられたとき、周辺メモリ (EEPROM)からメインメモリ (RAM)へ、

ユーザプログラムとデータレジスタ前半 2Kワ ー ド (D0000～2047)の

内容を転送します。

● EEPROMにユーザプログラムが書き込まれていて、その内容が壊れて

いるとき (BCCエ ラー検出時)に は、イニシャルロー ドは行わず、

ERRORモ ー ドに遷移します。

② ユーザデータ初期化

HALTモ ー ドから RUNモ ー ドに遷移したとき、ユーザデータの初期化を

行います。初期化の内容については、2.2シ ステム初期化処理を参照し

て下さい。

③ 1/0実 装状態チェック

入出力割り付け情報を基に、1/0モ ジユールの実装状態をチェックし

ます。(詳細は第 5章 RAS機 能をご覧下さい)

④ ユーザプログラムチェック

メインメモリ (RAM)上のユーザプログラムを対象に BCCチ ェックを

行います。(詳細は第 5章 RAS機 能をご覧下さい)

⑤ スキャンモード設定

スキヤンモード (フローテイングスキャンまたは定刻スキャン)の 設

定を行います。

スキヤンモードについては、2.4.1節で説明します。
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⑥,⑥ 一括入出力処理

入出力割り付け情報を基に、入出カイメージテーブル (入出カレジスタ

/デ バイス)と 1/0モ ジユール間でデータのやり取りを行います。

また、データ伝送装置 (TOSLNE―S20(LP),TOSLINE―F10,TOSLINE-30)

とのデータ交信も行います。なお、第 1ス キヤンでは入力処理のみ

を行います。
一括入出力処理については、2.4.2節で説明します。

②,① タイマ更新処理

タイマ命令で使用しているタイマレジスタの更新、及び特殊リレーの

タイミングリレー (S0040～S0047)の更新を行います。

タイマ更新処理については、2,4.3節で説明します。

③,② ユーザプログラム実行

ユーザプログラムの命令語を先頭から END命令まで順に実行します。こ

こで実行の対象となるユーザプログラムは、メインプログラムとサブプ

ログラムです。

割り込みプログラムは割り込み要因発生時、他の処理を中断して即座に

実行されます。

ユーザプログラムの実行制御については、第 3章 で詳しく説明します。

◎ モード制御処理

運転モードスイツチ及びプログラマからのモード変更コマンドをチェ

ックし、動作モー ド変更の処理を行います。また、スキヤン周期及び

ユーザプログラム実行時間の計浸Jを行い、スキヤンのタイミング制御を

行います。

2 . 4 . 1

スキャンモー ド PCではスキヤンの方式として、フローテイングスキヤンと定刻スキヤンの選

択が可能です。

フローテイングスキヤンとは、1ス キヤンの処理終了後直ちに次スキャンの

処理を開始する処理方式です。最短のスキャン同期となりますが、スキャン

周期はユーザプログラムの実行状態によつて伸び縮みします。

フローティングスキヤンの動作を下図に示します。

スキャン同期 スキヤン同期

モード 力出入 タイマ ユーザプログラム モード 入出力 タイマ ユーザプログラム

▼

直ちに次スキヤン開始
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一方、定刻スキヤンとは、設定された時間同期でスキヤンの処理を実行する

処理方式です。同期の設定範囲は 10～200ms(10ms単位)で す。スキヤン周

期のばらつきをなくしたいときに使用します。

同期 50msに設定したときの定刻スキヤンの動作を下図に示します。

スキャン同期 (50ms固定) スキヤン同期 (50ms固定)

モード 入出力 タイマ ユーザプログラム モー ド 入出力 タイマ ユーザプログラム

スキヤンモー ドの選択は、プログラマから、システム情報のスキヤン時間の

項目にスキヤン同期を設定することによつて行われます。

フローテイングスキヤンの場合は、スキヤン時間を設定なし (ブランク)とし

ます。

定刻スキャンの場合は、スキヤン時間に 10～200ms(10ms単位)の 範囲でス

キャン同期を設定します。

(注釈)定 刻スキヤンにおいて、1スキヤンの処理時間が設定同期を越えた場

合には、フローティングスキヤンとなり、定刻スキャン渋滞フラグ(特

殊リレーS0008)が ONと なります。なお、スキャン処理時間が設定

同期以内に戻つた場合には、当初のスキヤン同期で定刻スキャンに復

帰します。

設定スキャン同期 設定スキャン同期

モード 入出力 タイマ ユーザプログラム モー ド 入出力 タイマ ユーザプログラム

V

直ちに次スキャンヘ

V

定刻モー ドに復帰
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2 . 4 . 2

-括
入出力処理 入カモジユールに入力された外部信号の状態を入カレジスタ /デ バイス(XW

/X)に 読み込み、出カレジスタ /デ バイス (YW/Y)の 状態を出カモジユ
ールに出力にします。この処理をユーザプログラム実行に先立つて、一括し

て実行しますので一括入出力処理と呼びます。一括入出力の対象は次の通り

です。

一括入力の対象 … 入出力割り付け上 i指定の付いていない入カモジユー

ルの信号で、かつフォース指定されていない入カレジ

スタ /デ バイス (XW/X)

一括出力の対象 … 入出力書」り付け上 i指 定の付いていない出カモジユー

ルに対応する出カレジスタ /デ バイス (YW/Y)

また、データ伝送装置 (TOSLINE―S20(LP),TOSLINE―F10,TOSLINE-30)と

CPUモ ジユール内のリンクレジスタ /リ レー (W/Z及 び LW/L)と のデ
ータ交信もこの処理で実行します。

入出カレジスタ/デバイス

XW000

XW001

YW002

YW003

TOSLINE一S20/S20LPに言」り
付けられたリンクレジスタ

TOSLINE―F10に割リイ寸け
られたリンクリレー

入カモジュール

出カモジユール

TOSLINE―S20/S20とP*

TOSLINE― F10

LW000

LW001

LW002

LW003

*T2E:TOSLINE―S20LP未サポート。

T2N:リンクレジスタ/リ レーはTOSLINE―S20LPに割り付きます。

TOSとINE―S20とは READ/WRITE命令でのやりとりとなります。

リンクレジスタ/1」レー
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スキャン

PCの動作を外部信号のやり取りの観点から単純化して考えると、下図のよう

に一括入出力処理とユーザプログラム実行を連続的に繰り返していると考え

ることができます。

このように、ユーザプログラム実行の最中には、基本的に、1/0モ ジユー

ルとのデータやり取りを行わないため、高速スキヤンを実現することができ、

またユーザプログラム実行の中では XWの データは変化しないためプログラ

ムの論理が考えやすいという特長があります。この方式を一括入出力方式

(リフレッシュ方式)と 呼びます。

なお、XW/Xの 代わりに IW/1を 、YW/Yの 代わりに OW/0を 使用す

ることによつて、ユーザプログラム実行の最中に 1/0モ ジユールとのデー

タやり取りを行う方式をとることもできます。この方式を直接入出力方式

(ダイレクト方式)と 呼びます。この場合には、直接入出力で使用する 1/0

モジユールを一括入出力の対象から外し (入出力割り付け上 i指 定を付け

ます)、一括入出力処理の処理時間を短くすることをお勧めします。

む

囀』
勢離

偏
一一一

一
「ア

ユ

の

ら

ＹＷ

が
　
ヽ

な

し

し
行

照

実

参

を

る

を

ム

す

タ

ラ
定

一
グ

決

デ

ロ
を

の
プ

タ

砲

じ
一一一ユーザープログラム実行

補足

1.一 括入出力処理の処理時間は下記を目安にして下さい。

餅淵}…伽ギしジスタ当り
リンク (W)… 22 μ s/1レ ジスタ当り

(LW)・… 22 μ s/1レ ジスタ当り

2.入 出力割り付け上、主指定の付いた 1/0モ ジユール (iX,iY,iX+Y)

は、一括入出力の対象外となります。入出力割り付けについては、

第 3部 をご覧下さい。

3.フ ォース指定がかかつた入カデバイス (X)、リンクレジスタリレー

(Z)、及びリンクリレー (L)は 一括入出力の対象外となります。

フォース機能については、第 5章にて説明します。

4.デ ータ伝送装置へのリンクレジスタ /リ レー (W/Z及 び L/LW)

の割り付けは、データ伝送装置の説明書をご覧ください。

5.直 接入出力方式とした場合、ビット (0)で指定してもレジスタ単位

で出力されます。直接入出カレジスタについては、第 3部 をご覧下

さい。
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2.本 体動作 第 2部  本体機能説明

2 . 4 . 3

タイマ更新処理 タイマ命令で使用しているタイマレジスタの更新 (加算)処 理、及び特殊

リレー中のタイミングリレー (S0040～S0047)の更新を行います。

● タイマレジスタの更新

10msシステム書」り込み      ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

スキヤン ::コ タイマ タイマ

タイマ更新同期 (毎スキヤン同期)内 に発生したシステム書」り込みの回

数をカウントし、タイマ命令 (TON,TOF,SS,TRG)で 起動がかかつて

いるタイマレジスタの内容に、このカウント値を力B算します。

0.01秒タイマ (T000～T063)については 10ms割 り込みを使用し、0。1

秒タイマ (T064～T255)については 100ms割り込みを使用します。タイ

マのリセット及びタイムアップの判定はタイマ命令実行時に行います。

タイマ
種別

タイマレジスタ

(タイマリレー)
設定値範囲 備考

0 . 0 1秒

タイマ

T000-T063

(T.000-T.063)

0-32767

(0～327.67秒 )
オンデイレイタイマ (TON)
オフデイレイタイマ (TOF)
シングルショツトタイマ (SS)
タイマトリガ (TR6)

0。1秒

タイマ

T064～T255'1/T51 lⅢ2

(T.064～T.255/511)
0-32767

(0～3276.7秒 )

* 1 : T 2 E

* 2 : T 2 N

*)タ イマレジスタ更新の処理時間は下記を目安に者えて下さい。

22 μ s/タ イマ 1点当り (更新時)

・ タイミングリレーの更新

10msシステム割り込みを使用して、特殊リレー中のタイミングリレー

(S0040～S0047)の ON/OFF状 態を制御します。次ベージのようにバイ

ナリカウンタを構成します。(RUN起動時は全て OFF)
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第 2部  本体機能説明 2.本 体動作

2 . 5

周辺サポート処理

S0040(0。1秒)

S0041(0。2秒)

S0042(0.4秒)

S0043(0.8秒)

S0044(1,0秒)

S0045(2.0秒)

S0046(4.0秒)

S0047(8.0秒)

周辺サポート処理は、周辺装置 (プログラマ,コ ンピユータリンク,伝 送装

置)力 らヽの要求コマンドを解釈し、要求処理を実行し、返答を返す処理を行

います。

周辺サポート処理は、スキヤンタイムのばらつきを抑えるため、時間制限付

き (2.5ms)で実行されます。この時間内に処理が終わらないときには、一旦

中断され、次回の周辺サポート処理で継続実行されます。

スキヤン

モード 入出力 タイマ 周辺サポート ユーザプログラム実行

卜名:‖,)引

*)2つ 以上の要求元から同時に要求コマンドを受け付けたときの処理の優

先順は次の通りです。

プログラマ〉コンピユータリンク〉TOSLINE―S20/S20とP

l度に行われる周辺サポート処理時間は最大 2.5msまでです。この時間

枠を越える処理は次のスキヤンに行います。

(周辺サポート処理延長モード)

特殊リレーS158を ONにすると、周辺サポート処理時間は受け付けた要

求コマンドの処理が完了するまで延長されます。

結果として、スキャンは一時的に伸びますが、周辺装置に対する応答は

速くなります。
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2.本 体動作 第 2部  本体機能説明

2 . 6

プログラミング プログラミングサポート機能は、周辺サポート処理の結果として実現される

サポート機台ヒ 健肇健ヲ革謁品ご景響承Fご召喜ぼ:抗督路鍾誹塙聖晋竹孔前露罫揮
モー ドとの関連について説明します。

(1)メ モリクリア

メモリクリアコマンドを受け付け、ユーザプログラムメモリ (RAM)の内

容を初期化し、ユーザデータメモリ (RAM)の内容を 0ク リアします。

(2)入 出力自動割り付け

入出力自動割り付けコマンドを受け付け、実装されている 1/0モ ジ

ュールの種別を読み出して、入出力割り付け情報としてシステム情報内

に格納します。(システム情報はユーザプログラムメモリ内)

(3)入 出力書」り付け情報読み出し

システム情報から入出力割り付け情報を読み出して、周辺装置に送

ります。

(4)入 出力割り付け情報書き込み

周辺装置から送られてきた入出力書」り付け情報を受け取り、システム情

報内に格納します。

(5)シ ステム情報読み出し

システム情報 (プログラム ID、停電記憶指定、使用ステツプ数、

スキヤンモード指定他)を 読み出して、周辺装置に送ります。

(6)シ ステム情報書き込み

周辺装置から送られてきたシステム情報 (ユーザ設定項目)を 受け取

り、システム情報に格納します。

(7)プ ログラム読み出し

周辺装置からの要求に応じて、所定の範囲のユーザプログラムメモリの

内容を読み出して、周辺装置に送ります。

(8)プ ログラム書き込み

周辺装置から送られてきた所定範囲のユーザプログラムを受け取り、

ユーザプログラムメモリの内容を書き換えます。また、書き換えた後で

BCC(チエックコード)を 作り直します。
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第 2部  本体機能説明 2.本 体動作

(9)オ ンラインプログラム変更

RUNモード中に、ユーザプログラムメモリの内容を書き換え (追加 /変

更 /挿 入 /肖」除)、BCC(チエツクコード)を 作り直します。この処理

は、1ス キャン終了後に行いますので、処理の間、スキヤン同期は伸び

ます。

オンラインプログラム変更には、以下の制約があります。

・ 実行制御にかかわる命令語 (下記)の 個数や実行順序が変わるよう

な変更はできません。

END, MCS, MCR, 3CS, 」CR, JUMP, LBL, FOR, NEXT, CALL, SUBR, RET,

IRET

● SFCプ ログラム部分については、SFC構 造の変更はできませんが、ス

テップおよび遷移に対応する実行詳細部 (ラダー図)部 分は変更で

きます。

△注意
運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運転)、HALT(停止)な どの操
作は十分安全を確認して行つて下さい。

操作ミスや安全確認の怠りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあり
ます。

(10)プログラムー括読み出し

ユーザプログラムメモリの内容 (システム情報含む)を 読み出して、同

辺装置に送ります。

プログラムのアップロード (PC→プログラマ→FD等 )に 使用します。

(11)プログラムー括書き込み

周辺装置から送られてきたユーザプログラム (システム情報含む)を

受け取り、ユーザプログラムメモリに格納します。

プログラムのダウンロード (FD→プログラマ→PC等 )に 使用します。

(12)検索

周辺装置から指定された命令語 /オ ペランドをユーザプログラムメモ

リから探し出し、そのアドレスを周辺装置に送ります。

(13)プログラムチェック

プログラムチェックコマンドを受け付け、ユーザプログラムの文法チェ

ツクを行います。そしてチェック結果を周辺装置に送ります。

(14)データ読み出し

周辺装置からの要求に応じて、ユーザデータメモリから指定のデータ内

容を読み出して、周辺装置に送ります。
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2.本 体動作 第 2部  本体機能説明

(15)データ書き込み

周辺装置から送られてきたユーザデータのアドレスとデータ内容を受

け取り、ユーザデータメモリに格納します。

(16)EEPROM読み出し

EEPROMの内容をチェックした上でメインメモリ (RAM)のユーザプロ

グラムメモリとユーザデータメモリ (RW,T,C,D)に 転送します。

(17)EEPROM書き込み

ユーザプログラムメモリとユーザデータメモリ (RW,T,C,D)の 内容

を EEPROMに転送します。

これらの機能の実行条件を下表に示します。

程覚    台ヒ 実行条件

入出力割り付け情報読み出し 常時実行可能(ただしシステム初期化処理
で異常を検出し、同辺装置との交信不能な
場合を除く)

システム情報読み出し

プログラム読み出し

データ読み出し

プログラムー括読み出し ERRORモー ド時以外実行可能

検索

プログラムチェック HALTモード時のみ実行可能

EEPROM書き込み

メモリクリア HALTモード時のみ実行可能
ただしプロテクト状態では不可。

入出力自動割り付け

入出力割り付け情報書き込み

システム情報書き込み

プログラム書き込み

プログラムー括書き込み

EEPROM読み出し

オンラインプログラム変更 ERRORモー ド以外かつプロテクト状態以外の
とき実行可能

データ書き込み ERRORモー ド以外実行可能、ただしプロテ
ク ト状態のときはデータレジスタの一部
(D0000～D2047)は書き込み禁止
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第 2部  本体機能説明 3.ユ ーザプログラム実行制御

3.1

プログラム種別  PCには、スキャン制御の主体となるメインプログラムの他に、サブプログラ

ムと定同期割込みプログラムという合計3種 類のプログラム種別があります。

これらのプログラム種別は各々実行条件が異なります。

これらのプログラム種別をうまく組み合わせることにより、制御対象に応じ

た最適の応答時間を実現することができます。

プログラム種別としては以下の通り3種 類、合計3本 があります。

・ メインプログラム(1本)

毎スキヤン必ず実行されるプログラムであり、スキヤン制御の主体となり

ます。

● サブプログラム(1本)

このプログラムはサブプログラム#1と 呼び、RUN起動時にメインプログ

ラムに先立ち、 1回だけ実行するものです。
一括入出力処理、タイマ更新処理実行後に起動します。

・ 定同期割込プログラム(1本)

割り込み要因が発生したときに他の処理を中断して即座に実行されるプ

ログラムです。ユーザが設定した同期で起動されるプログラム (定同期割

り込みプログラム)が 1本準備されています。

定同期プログラムによつて、細かい時間制御、効率的なマルチタスク制御

を行うことなどが可能となります。

この章ではサブプログラム#1、 書」り込みプログラムの実行方法、実行条件

について説明します。
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3.ユ ーザプログラム実行制御 第 2部  本体機能説明

3 . 2

サブプログラム帯1の

実行制御

サブプログラム#1は RUN起動時の第 1スキヤンのメインプログラム実行前

に1回だけ実行されます。従つて、サブプログラム#1は 運転開始時の初期

設定プログラムとして利用して下さい。

第 1スキヤンの動作を下図に示します。

HALTモート
｀
または

システム初期化処理

3 . 3

書」り込みプログラム

実行制御

―卜
｀
遷移処理 第 1ス キヤン

書」り込みプログラムは、割り込み要因発生時に他の処理を中断して即座に実

行されます。割り込みプログラムとしては、下表のように、設定した同期で

起動される定同期書」り込みが 1本登録できます。

定同期

↓
期周

―
キ

定期周
―
＋

定

定周期書」り込み

書」り込みの許可/禁 止

ユーザプログラムのDI命 令(書」り込み禁止)及びEI命 令(書」り込み許

可)を実行することによつて、書」り込み実行の禁止/許 可を切り換える

ことができます。DI命 令実行後の割り込み禁止状態に発生した書」り込

み要因は保留され、EI命 令実行によつて督」り込み許可状態となつた瞬

間に実行されます。

また、RUNモード遷移時の第 1スキヤン中は書」り込み禁止状態となつて

おり、第2ス キャンから割り込み許可となります。

工
し RUNモード遷移 入出力 マイぬ

ブ サフ
｀
帯1 メイン

割り込みプログラム 動 作

定同期割り込み システム情報内に設定 した書」り込み同期ごとに

実行されます。割り込み同期の設定は 5～1000ms

(5ms単位)です。
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第 2部  本体機能説明 4.周 辺メモリサポート機能

4.1

EEPROM PCは、ユーザプログラム及びレジスタデータ(D)の内容を EEPROMに格納し、

サポ
ー

ト
 茎手ン

ヤルロード機能によつて、メインメモリ(RAM)に読み出すことができ

また、特殊命令を用いれば運転中に EEPROM内のデータレジスタとのアクセス

が可能です。このようにEEPROMを使用することによつて、バッテリーレス運

転が可能となる他、万―のプログラム破壊時の復1日も容易となります。

更に付aEl機能として、プログラマ操作によつてユーザプログラム及びレジス

タデータの内容を EEPROMに格納したり、EEPROMわヽらメインメモリ(RAM)に読

み出すことが可能で、不具合発生時の状態を格納したり、確認することがで

きます。

EEPROMに対して、次の機能が可能です。

機 能 内 容 実行条件

イニシヤルロード EEPROM内 のユーサ
・
フ
°
Bク

｀
ラム、データレシ

｀
ス

タ(D0000-2047)の内容をメインメモ

リ(RAM)に転送します。

ただし HALTか ら RUNへ 遷移すると

き、停電保持指定されていないテ
Ⅲ―タ

レプスタの領域はクリアされます。

システム初期化処理時 :

ROM/RAM切換スイリチが ROMの状

態にて電源が投入されたとき

(プロテクト状態では不実行)

RUNモード遷移時 :

ROM/RAM切換スイッチが ROMの状

態で RUNモードに遷移したとき

(プロテクト状態では不実行)

EEPROM内テ
い―タレン

Ⅲ
沖

書き込み/読 み出し

ユーザフ
°
ロク

｀
ラムにより、EEPROM内のテ

'

―タレン
'ス

タ領域に対して、テ―`夕の書き

込み/読 み出しができます。

拡張テ
Ⅲ…夕転送命令(XFER)を使

用します。

EEPROM書き込み

(プログラマ
コマンド)

メインメモ リ(RAM)のユーサ
'デ

Bク
｀
ラム

(システム情報含む)及 びテ
'―

タレガスタ

(D)、タイマレン
｀
スタ(T)、カウツタレン

｀
スタ(C)、

補助リレーレシ
Ⅲ
スタ(RW)の内容を EEPROM

に書き込みます。

HALTモードにて、 フ
°
ロク

｀
ラマから

「ICカード(EEPROM)書き込み」

]マツドを実行したとき

EEPROM読み出し

(プログラマ

コマンド)

EEPROMの内容をメインメモリ(RAM)

のユーサリ
°
ロク

Ⅲ
ラム(システム情報含む)及

びテ
'一
タレシ

・
ル(D)、タイマレン

｀
スタ(T)、カウソ

タレプ妙( C ) 、升補助リレーレプスタ( R W ) に転

送します。

川ALTモート
・
にて、 フ

°
ロク

'ラ
マから

「ICカード(EEPROM)読み出し」

]マツドを実行したとき

(プロテク ト状態では不実行)

* プロテクト状態

T2E:運転モードスイツチが RUNでかつプロテクトスイッチ

(DIP SW.1)がONの状態。

T2N:運転モー ドスイツチか P―RUNの状態。

補足

1.イ ニシャルロー ド機能については、2.2シ ステム初期化処理及び

2.4スキャン制御を参照して下さい。

2.EEPROMの 繰り返し書き込み回数には、ハー ドウエアとして 10万

□ (保証値)の 制限があります。これ以上の使用は動作保証でき

なくなり、EEPROM異常として S0039を ONさせます。

但し、EEPROM書き込み中に電源を OFFさせた場合も同様の現象が

でる場合もあります。この時は、一度 EEPROM書き込みコマン ドを

使用して下さい。それでも、異常な場合は CPUモ ジユールの交換

を推奨致します。
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5.RAS機 能 第 2部  本体機能説明

5 。1

概要 RASとは、Reliability=信頼性,Availability=可用性,Serviceability=保

守性を意味し、PCを適用したシステムの信頼性、保守性を高め、システムの

稼動をサポートするための機能を総称して RAS機 能と呼びます。

この章では、PCが備えている自己診断機能、メンテナンス機能、デバッグ機

能、及びユーザが PCを使用してシステムのチェックを行うためのシステム診断

機台ヨこついて説明します。

5.2

自己診 断  PCが PC自身の健全性をチェックし、異常動作を起こさないようにするため

の自己診断の内容、診断実施のタイミング、及び異常検出時の動作について

以下に示します。

システム設計にあたつては、PCが異常を検出した場合のシステム動作の安全

性 (フェイルセーフ)、及びシステム動作のバックアップについて、十分に検

討して下さい。

なお、以下の説明中、異常登録とは異常内容と発生時亥」をイベント履歴テー

ブルに格納することを、エラーダウンとは出力を全て OFFに 落とし ERROR  ―

モードに遷移することを、またアラームとは異常登録、特殊リレーのセット

を行い、動作は継続することを意味します。

(1)シ ステム初期化処理時 (電源投入時)診 断項目

診断項目 容内断診 異常検出時の動作

システム ROM
BCCチエック

システム ROMの正当性をBCCにて

チェックします。

異常登録を行い、FLT LEDを点減

させます。(プログラマ交信不能)

システムRAMチェック システム RAMのリード/ラ イトチ
ェックを行います。

異常登録を行い、FLT LEDを点滅
させます。(プログラマ交信不能)

周辺 LSIチ ェック 周辺 LSIが 正常に初期化できたか

チェックします。(リードバツクチエ

ック)

異常登録を行い、FLT LEDを 点滅
させます。(ブログラマ交信不能)

LPチ ェック LP(シ ーケンス演算プロセツサ)が

正常に初期化できたかチェックしま

す。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。(エラーリセッ

トコマンド無効)

ユーザプログラム
メモリチェック

ユーザプログラムメモリの内容の正
当性を BCCにてチエックします。
(周辺メモリが存在する場合はイニ
シャルロード後にチェックします)

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。

ユーザデータメモリ
チェック

ユーザデータメモリのリード/ラ
イトチェックを行います。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。(エラーリセッ

トコマンド無効)

周辺メモリ

チェック
イニシャルロードの対象となる周辺
メモリ (EEPROM)の正当性をBCCに

よリチエツクします。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。
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カレンダLSIチ ェック カレンダ LSIか らの読み出しデー

タ (日付、時刻)の 有効性チエツク

を行い、特殊レジスタにデータをセ

ットします。

アラーム。カレンダ再設定まで日

付。時刻データ(特殊レジスタ内)

は HFFと します。

バッテリチェック メモリバックアツプ用のパツテリの

電圧をチエツクします。

アラーム。ユーザプログラムメモ
リの BCCが正常であれば正常に

立ち上がります。(ただし停電保

持指定されたユーザデータの内
容は保証外)

(2)RUN起 動時診断項目

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

1/0照 合チェック 1/0割 り付け情報と 1/0モ ジヨ
ールの実装状態を照合し、一致して

いることをチェックします。

異常登録し、エラーダウン。ただ

し、プログラマの運転コマンドに

よる起動時は、メッセージ表示の

みで HALTモー ドのまま、異常登

録もしません。

1/0バ スチエツク 1/0バ スが正常であることをチエ

ックします。

異常登録し、エラーダウン。ただ

し、プログラマの運転コマンドに

よる起動時は、メッセージ表示の

みで HALTモー ドのまま、異常登

録もしません。

/I 0応 答チェツク 1/0モジユールアクセス時に応答が

規定時間内に返つてくることをチェ

ックします。

異常登録し、エラーダウン。ただ

し、プログラマの運転コマンドに

よる起動時は、メッセージ表示の

みで HALTモー ドのまま、異常登

録もしません。

プログラム
チエック

ユーザプログラムの文法チェックを

行います。
異常登録し、エラーダウン。ただ

し、プログラマの運転コマンドに

よる起動時は、メッセージ表示の

みで HALTモー ドのまま、異常登

録もしません。

(3)ス キャン実行中診断項目

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

1/0バ スチェック 1/0パ スが正常であることをチェ

ックします。(一括入出力時)
異常登録後エラーダウン。

(ただし、規定個数のリトライ処

理によつて回復した場合には、

登録のみでエラーダウンはしま

せん)

/I 0応 答チエック 1/0モ ジュールアクセス時に応答

が規定時間内に返つてくることをチ

ェックします。(一括入力時及び直接

入出力命令実行時)

異常登録後エラーダウン。

(ただし、規定個数のリトライ

処理によつて回復 した場合に

は、登録のみでエラーダウンは

しません)
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1/0′ スヽパリテイ
チェック

1/0モ ジユールアクセス時のパス
パリティをチェックします。(一括入

出力及び直接入出力命令実行時)

異常登録後エラーダウン。

(ただし、規定回数のリトライ処
理によつて回復 した場合には、

登録のみでエラーダウンは じ
ません)

LP機 能チェック LP(シ ーケンス演算プロセッサ)に

所定のテストプログラムを実行さ

せ、正常な結果が得られることをチ
ェックします。(ユーザプログラム蒙

行時)

異常登録後エラーダウン。

(ただし、規定回数のリトライ

処理によつて回復 した場合に
は、登録のみでエラーダウンは

しません)

LPイ リーガル命令

検出チェック

LP(シ ーケンス演算ブロセツサ)に
て不正命令検出の有無をチェックし
ます。(ユーザプログラム実行時)

異常登録後エラーダウン

スキャンタイムオー

バチェック

スキャン同期が設定値(200ms)を越
えていないかチェックします。
ただし設定値はユーザ命令(WDT)に
て変更できます。(ユーザプログラム

実行時)

異常登録後エラーダウン

(4)常 時診断項目 (動作モードにかかわらず定期的に実行)

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

ウオッチドッグ
タイマチエツク

ウオッチドッグタイマにてシステム
の暴走をチェックします。(設定
350ms)

システムリセット後、異常登録し

て ERRORモードに遷移します。

ユーザメモリ
チェック

ユーザメモリ (RAM)のリード/ラ
イトチェックを行います。

異常登録後エラーダウン(リトラ
イあり)

バッテリチェック メモリバックアップ用のパッテリの

電圧をチェックします。

アラーム

カレンダLSIチェック 300ms毎にカレンダ LSIか ら日

付 ・時刻データを読み出し、有効

性チェックの上、特殊レジスタにデ
ータをセットします。

アラーム

カレンダ再設定まで、日付 ・時

刻データは HFFと します。

異常発生時にイベント履歴テーブルに登録される内容、及びセットさ

れる特殊リレーのアドレスについては、第 1部 6章をご覧下さい。
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5 。3

イベント履歴登録

機能

PCが自己診断にて異常を検出した場合、異常内容と発生時刻がイベント履歴

テーブルに登録されます (異常の他に、電源 ON/OFF時 刻も登録されます)。

イベント履歴テーブルには、最新の 30個 までの発生内容が登録され、新し

い内容が登録されるとそれまでの登録内容はllkに繰り下がり、最も古い内容

は捨てられます。

イベント履歴テーブルは、プログラマを接続することによつて、下図の例の

ように内容を表示させ確認することができますので、メンテナンス情報とし

て利用して下さい。なお、イベント履歴テーブルの内容は、プログラマから

イベント履歴クリアコマンド、またはメモリクリアコマンドを実行するまで

保持されます。

< イベント履歴 >

日付  時刻 発生事象

1.9予 09-1215:26:10 EHD命令無し
2. 95-09-12 15:26:10 システム動 fワーオン
3. 95-09-12 15:26:07 システム電冒》再A°ワーフェイll
4 95-09-1215:26:02 EHD命令無し

&推 樹 2鑑 辮 蛾 ピ 概 納
7.95-09-1215:25:44酎 D命令無し
B.95-0日-1215:22:261/8照合テエック異常
品推隅3艦舗 蛾域 概納
独鋒膨8無蹴 据二 概納

回数 情報 1 情報2 情報3 運転モード

H -001  H0009

11 -001  10009

H -001  10000
‖00-02  10000

HnLT
IHIT.
ERROR
H∩LT
IHIT.
ERROR
HttLT
H∩LT
IEIT.
RUH
IHIT.
RUH

一

田

一一

1 3 .
1 4 .
15.

*)カ レンダを初期設定してい場合、カレンダバックアップ許容時間を超え

た場合でもイベン ト履歴は登録されますが、日付、時刻の表示は
“
??―??―?? ??:??:??" となります。

表示画面中の各項目の意味は次の通りです。

(1)番 号 (1～30)

発生の順序を示します。1番が最新の発生内容となります。

(2)日 付 (年 一月 ―日)

発生の日付を示します。カレンダデータが異常だつた場合に

は、 ??―??―??と 表示されます。

(3)時 刻 (時 :分 :秒 )

発生の時刻を示 します。カ レンダデータが異常 だつた場合 に

は、??:??:??と 表示されます。
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(4)発 生事象

検出された異常の内容を示します。(システム電源パワーオンは電源 ON

を、システム電源パワーフエイルは電源 OFFを 示します)

(5)回 数

異常検出□数を示します。例えば、ある処理中に異常を検出し、再試行

(リトライ)を 3回 繰り返しても異常内容が変わらずエラーダウンした

場合には、回数が 4と 表示され、運転モードの項目に ダウン と表

示されます。

(6)情 報 1,情 報 2,情 報 3

異常発生内容の補足情報を示します。例えば、1/0異 常の場合には、

異常発生した 1/0モ ジユールの位置 (ユエット No,ス ロット No)

と読み書きしたレジスタアドレスなどが表示されます。

(7)運 転モード

異常を検出したときの本体モードを示します。また、この異常検出によ

つてエラーダウンに到つた場合には、  ダウン と表示されます。    
~

なお、モード表示中、INIT。とは電源投入後のシステム初期化処理を示

します。

*)異 常検出時の表示内容 (発生事象,情 報 1,情 報 2,情 報3)及 びこの意

味と処理方法については、第 1部 6章をご覧ください。
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5 . 4

メモリプロテクト

機能

T2Eで は CPUモ ジユールの正面にあるプロテクト運転設定スイツチ (DIP

SW.1)が ONで かつ運転モードスイツチが RUNの とき、T2Nで は運転モー

ドスイツチが P―RUNのときにはメモリプロテクト状態となります。

メモリプロテクト状態では、プログラマから下記操作を行つても実行されず、

プログラマの画面上にプロテクト状態であることがメッセージ表示されます。

メモリプロテクト状態で禁止される操作

(1)メ モリクリア

(2)入 出力自動割り付け

(3)入 出力書」り付け情報書き込み

(4)シ ステム情報書き込み

(5)プ ログラム編集 (オンライン変更含む)

(6)フ ロッピー等からT2E本体へのプログラムダウンロード

(7)EEPROM読み出し (イニシヤルロード含む)

(8)デ ータレジスタの先頭2Kワ ード (D0000～D2047)へのデータ書き込み

メモリプロテクト機能を使用することにより、プログラマの誤動作による

プログラム破壊を防ぐことができます。

だだし、上記の通り、プロテクト状態ではイエシヤルロードも行われません

ので注意して下さい。特にT2Eにバッテリーを装着しないで使用する場合に

は、本機能は使用せずに、パスワードによるプロテクトを使用されることを

お勧めします。
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5 . 5

実行】犬態モニタ機能 PCのスキャン制御実行状態をモニタ (監視)するために、本体がサポートす
る機能として以下の機能があります。(操作については、別冊のプログラマ説

明書をご覧下さい)

(1)実 行時間計測機能

次の実行時間を計測します。このデータはプログラマで読み出して確認

することができます。

● スキヤン同期…・現在値、最大値、最小値 (lms単位)

● メインプログラム実行時間…。現在値、最大値、最小値 (lms単位)

● サブプログラム実行時間 (サブプログラム#1)・…現在値、最大値、最

小値とも同じ値が入ります (lms単位)

・ 定周期割り込み実行時間…。最新値、最大値、最小値 (0。lms単 位)

２

スキヤン周期は、スキャンのオーバヘッド及びスキヤン中に

発生した割り込みも全て含んだ値です。

メインプログラム及びサブプログラム実行時間は、割り込み

発生によつて中断した時間は除きます。

オンライントレース機能

プログラマでモニタ中の回路範囲について、命令実行中の状態を トレー

スし、プログラマ画面上に実行状態を表示 (回路活線表示、レジスタ値

表示)し ます。

1ス キャン終了後のデータではなく、命令実行時点のデータを表示しま

すので、プログラムデバックにも有効です。

ステータスモニタ機能

プログラマのオンライントレース表示画面にて、補助表示機能によつて

指定された、8点 までのデバイス /レ ジスタの状態を、上記オンライン

トレース実行直後の時点で収集し、画面上に表示します。

２

３
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(4)サ ンプリングトレース機能

プログラマから設定されたサンプリング条件が成立したときの、指定デ

バイス /レ ジスタのデータを収集し、サンプリングバッフアに格納し

ます。またサンプリングデータ数は、

① 3レ ジスタ+8デバイス ・…   2048回

② 7レ ジスタ+8デバイス ・…   1024回

の選択ができます。

サンプリングトレースの条件判定とデータ収集はスキヤン終了後に行

われます。

サンプリングデータはプログラマに読み出して、タイミングチヤート等

で表示することができます。

補足

T2E/T2Nでは、サンプリングバッフアの設定は必要ありません。

サンプリングバッフア (8Kワード)は常時 CPUモジユール内に確

保されています。

ステータスラッチ機能

プログラマにて設定されたラツチ条件成立時、またはラツチ命令実行時

の指定デバイス /レ ジスタデータをラッチデータ格納エリアに一括転

送します。

ラツチ条件の判定とデータ収集は、スキヤン実行後に行われます。ただ

しラッチ命令の場合は、命令実行時にデータ収集が行われますので、

プログラムデバックに有効です。

ラッチデータはプログラマに読み出して表示することができます。

氏
Ｊ
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5 . 6

デノヽッグ機能 ユーザプログラムのデバッグを行うために、本体がサポートする機能を以下

に示します。(操作については、別冊のプログラマ説明書をご覧下さい)

(1)入 カフオTス /コ イルフォース機能 (常時可能)

入カフォース指定されたレジスタ /デ バイスについては、一括入力処

理においてデータの更新を行いません。入カフオースが可能なレジスタ

/デ バイスとしては、入カレジスタ /デ バイス(XW/X)、 受信エリア

のリンクレジスタ /リ レー (W/Z)、 及び受信エリアのリンクリレー

レジスタ /リ レー (LW/L)が あります。
一方、コイルフォース指定されたコイル命令については、命令実行時に

処理を行いませんので、コイルのデバイスは回路の実行状態にかかわら

ず、以前の状態を保持します。コイルフォースが可能なデバイスは、出

カデバイス (Y)、補助リレー (R)、送信エリアのリンクレジスタリレー

(Z)、及び送信エリアのリンクリレー (L)で す。

入カフォース /コ イルフオース機能とデータ設定機能を併用すること

によつて、模擬入力、模擬出力として利用することができます。

(2)定 数変更機能 (常時可能)

タイマ、カウンタ命令の定数 (設定1直)、及びフアンクション命令に使

用している定数をオンライン (RUN中 )で 変更する機能です。

タイマ、カウンタの設定値については、メモリプロテクト状態 (P―RUN

時)で も変更が可能です。    
‐

(3)オ ンラインプログラム変更機能 (常時可能)

オンライン (RUN中 )に ユーザプログラムの変更を行う機能です。変更

処理は 1スキャン終了後に行いますので、処理の間スキヤン同期は伸び

ます。

オンラインプログラム変更には以下の制約があります。

・ 実行制御にかかわる命令 (下記)の 個数や実行llM序が変わるような

変更は行えません。

END, MCS, MCR, 」CS, UCR, JUMP, とBと, FOR, NEXT, CALと, SUBR, RET,

IRET

● SFCプログラム部分については、SFC構造の変更はできませんが、ス

テップおよび遷移に対応する実行詳細部 (ラダー図)部 分は変更で

きます。
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以下はデバツグモードにおける機能です。

(4)シ ングルステップ実行機能 (DEBUGモード時のみ)

1命 令単位で実行、停止を繰り返します。プログラマでモニタ中の画面

については実行時の状態がトレース表示されます。

(5)回 路実行機能 (DEBU6モード時のみ)

1回 路単位で実行、停止を繰り返します。プログラマでモニタ中の画面

については実行時の状態がトレース表示されます。

(6)Nス キャン実行機能 (DEBUGモード時のみ)

指定スキヤン回数だけ実行して停止します。プログラマでモニタ中の画

面については実行時の状態がトレース表示されます。

(7)ブ レークポイント設定機能 (DEBUGモード時のみ)

実行停止状態から、ブレークポイントが設定された回路の直前まで実行

して停止します。ブレークポイントの設定は 1ケ所のみ可能です。プロ

グラマでモニタ中の画面については実行時の状態が トレース表示され

ます。

(8)入 出カシミユレーション (DEBUGモード時のみ)

スキヤン制御中、一括入出力処理を行いません。また直接入出力命令実

行時も 1/0モ ジユールとのデータ交信は行わず、イメージテーブル

(XW/YW)を 対象とします。

外部に出力を出さずにプログラムデバッグを行うときに使用します。入

力状態はプログラマから設定できます。また実行状態はオンライントレ
ース表示されます。

(9)ト レースバック機能 (DEBUGモード時のみ)

シングルステップ実行、回路実行以外のデバツグモード機能でプログラ

ムを実行しているときは、過去 5スキャン分のオンライントレース情報

(回路活線表示、レジスタ値表示データ)を 保存しています。

従つて、停止条件成立などで実行停止したとき、過去 10ス キヤンまで

順次さかのぼつて実行状態を表示し確認することができます。

(デバッグモードの操作方法は「プログラマi剰年説明書 応用編」をご覧下さい。)

補足

１

　

２

トレースバツクできるのは現在モニタ中の画面範囲のみです。

シングルステップ実行及び回路実行では、トレースバック機能は

無効です。
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5。7

ユーザ診断機能 制御対象の動作 /状 態を診断するために以下の機能を準備してしヽます。これ

らの機能を使用することにより、容易にシステム監視機能を実現することが

できます。

(1)診断表示機能

ユーザプログラムにて診断表示命令 (DIA6)を使用することによって、

制御対象に異常が発生したときに、該当エラーコード (1～64)及 び工

ラーメッセージ (1メッセージ最大 12文字)を プログラマ上に表示さ

せることができます。また、発生したエラーコードは、発生順に最大 16

個まで、特殊レジスタ (SW016～SW033)に格納され、エラーコードに対

応するアナンシェーターリレー (S0340～S037F)が ONと なります。特

殊レジスタ /リ レーを利用して、外部表示器等にエラーコードを表示

させることも司能です。

登録されたエラーコードは、プログラマ操作または診断表示リセット命

令 (DIAR)によって、1個 づつリセット (消去して以降シフトアップ)

することができます。

この機能は、以降に述べるビットパターンチェック、シーケンス渋滞検

出と組み合わせて使用するとさらに効果的です。

(診断表示命令の詳細は、局」冊の命令語説明書をご覧下さしヽ)

プログラマに表示… SW016

(対籍軍彗三夏]こ二の 群十1子

先頭エラーコー ド

′

登録1回数

先頭エラーコード

エラーコード2

エラーコード3

エラーコード4

診断表示命令実行

(エラーコードを最後尾に登録)

診断表示リセット命令実行

またはプログラマからリセット

操作

SW019

SW020

SW021

登録されてしヽるエラーコードが、例えば、3,10,29,58だ ったとき、

各泉に対応するアナンシェータリレー、S0342,S0349,S0350,S0379が

ONと なります。

(アナンシェータリレー)

SW034

SW035

SW036

SW037

9 3 7 6 5 4 2 1
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第 2部  本体機能説明 5.RAS機 能

(2)ビ ットパターンチエツク機能

複数のデバイスの ON/OFF状 態が、正常な組み合わせ (パターン)か

どうかをチェックする機能です。例えば、デバイス 1,2,3は 同時に 2

つ以上 ONす ることはないなどをチェックする場合に有効です。

登録は最大 8個のデバイスについて、最大 16パターンまで可能です。

チェックは 1ス キヤン終了後に行われ、結果は特殊リレー S0142に反

映されます。

登録デバイス

(最大8個)

X000

X003

登録ビットパターン

(最大16パターン)

1スキャン後の

デバイス状態

●

○

×

・―
‥
×

○

●
　
×

‥…
，
①

５

　

　

　

　

Ａ

ｌ

　

・
，
，
・

８

０

　

　

　

　

０

Ｘ

　

　

　

　

Ｙ

○

●

●

・…

○

⇔服・　
瞬ヤ
岬

いずれかの登録パターンに一致

どの登録パターンにも一致しない ・・・ S0142=1

なお、登録パターン中、○は OFF、●は ON、×は ON/OFFし ずヽれで

も可を表わします。

デバイス及びビツトパターンの登録は、プログラマのユーザ診断モー ド

にて行います。
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5.RAS機 能 第 2部  本体機能説明

(3)レ ジスタ値正当性チエック機能

レジスタの値が正当な数値範囲内かどうかをチェックする機能です。レ

ジスタは最大 4個 まで登録することができ、各々について最小値と最大

値を登録します。なお、レジスタの値を整数 (符号付き)と 見なすか、

正整数 (符号なし)と 見なすかの選択が可能です。

チエックは 1スキヤン終了後に行われ、結果は特殊リレー S0143～S0146

に格納されます (範囲内 :0、 範囲外 :1)。

登録レジスタ  タイプ  最小4直  最大値     1スキヤン後の

(最大4個)                      レジスタの値

XW034   符号なし   0    400        200

淵ず 昌督忌淵 艦 着 偶

レジスタ1(XW034)について …。S0143=0

レジスタ2(XW035)に ついて …。S0144=1

レジスタ3(00011)に ついて …。S0145=0

レジスタ4(W0100)に ついて …。S0146こ1

レジスタ及び数値範囲の登録は、プログラマのユーザ診断モードにて行

います。

一- 148 -―



第 2部  本体機能説明 5.RAS機 能

(4)シ ーケンス渋滞検出機能

SFC(シ ーケンシヤルフアンクションチヤート)の 命令の 1つ に渋滞検

出付きステツプがあります。この渋滞検出付きステツプは、ステップが

起動されてから、設定時間内に次ステップに移る条件が整わないときに、

指定デバイスを ONす る機能があります。

この機能を使用することによつて、工程歩進制御における動作停滞検出

を容易に実現することができます。

(SFC構造)
l
l

l

(遷移条件部)120

渋滞検出付きステツプ

監視タイマ=T003

監視時間三10秒

フラームデバイス=R1000

上記の例の場合、ワーク移動を開始してから 10秒以内に移動完了(ワー

ク到達信号 ON等 )し ない場合に、指定のアラームデバイス(R1000)が

ONと なります。これによつて、ワーク駆動系または検出系に異常が発

生したことを検出することができます。

SFCに ついては、本書第 3部及び別冊の命令語説明書をご覧下さい。

―……
1ワ

ーク移動
|
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第 3部  ユーザブログラム説明 1.概 要

1 , 1

第 3部 の 目的  PCの機能の主体は、ユーザプログラムを記憶し、記憶したユーザプログラム

を実行し、実行の結果として、機械 /プ ロセスの動作 /状 態を制御及び監

視することにあります。

ユーザプログラムとは、要求制御機能を実現するための動作順序、動作条件、

データカB工処理、オペレータとのインタフエース方法などを、一連の命令語

によつて記述し、ユーザプログラムメモリに記憶させたものです。ユーザプ

ログラムを実行するということは、外部入出カデータや制御パラメータが格

納されているユーザデータを読み出し、各々の命令語の処理を行い、その結

果をユーザデータメモリに格納するという処理を連続的に行うことと言うこ

とができます。

第 2部 では、PC本体の内部でどのような処理が行われ、ユーザプログラムは

どのように実行されるのか、また PC内部及び PC力端J御する機械 /プ ロセス

が正常状態を保つために PC本 体はどのような機能をサポートしているのか

などについて説明しました。この第 3部 では、ユーザプログラムを作成する

ために必要な情報、つまリユーザデータの詳細、入出力割り付けの詳細及び

プログラム言語について説明します。またユーザプログラムの構成について

整理して説明します。

1 , 2

ユーザメモリ構成 下図にユーザメモリ構成を示します。

(T2E)

メインメモリ 周辺メモリ

(RAM)

ユーザプロ

グラムメモリ

(10Kステップ)

ユーザデータ
メモリ

ユーザデータ
メモリ (拡張)

ユーザフロ

グラムメモリ

(10Kステップ)

ユーザデータ
メモリ
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1.概 要 第 3部  ユーザプログラム説明

(T2N)

メインメモリ 周辺メモリ

ユーザプロ
グラムメモリ

(24Kステップ)

ユーザデータ
メモリ

ユーザデータ

メモリ (拡張)

ユーザプロ
グラムメモリ

(24Kステップ)

ユーザデータ
メモリ

PCを使用する上で、ユーザが使用することのできるメモリエリアをユーザメ

モリと呼びます。ユーザメモリを形態で大別すると、メインメモリと周辺メ

モリに分けることができ、機能で分類すると、ユーザプログラムメモリとユ
ーザデータメモリに分けて考えることができます。

メインメモリとは、常に PCの CPUモジユール内に存在するメモリで、コンデ

ンサバックアップされた RAM(ス タティック RAM)に よつて構成されます。
一方周辺メモリとは、必要に応じてユーザが使用選択を行うことのできるメ

モリで、EEPROMによつて構成されます。周辺メモリは、メインメモリのバッ

クアップ (ユーザプログラム十レジスタデータ)と して使用することができ

ます。

ユーザプログラムメモリは、10Kス テップ (T2E)/24Kス テップ (T2N)ス

テップ (ステップは命令語記憶単位)の 容量があり、ラダー図、SFCな どの

プログラム言語によつて作成されたユーザプログラムを記憶します。

ユーザデータメモリは、制御のパラメータである入出カデータや変数を格納

するメモリで、機能によつて、入出カレジスタ、データレジスタ、フアイル

レジスタなど、いくつかの種別に分かれています。
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2.1

概要  ユーザプログラムメモリは、下図のようにシステム情報格納領域、ユーザプ

ログラム格納領域に分けられます。

ユーザプログラムメモリ構成

0。5Kステップ システム情報

ユーザプログラム
9.5Kステップ(T2E)
23.5Kステップ(T2N)

システム情報とは、ユーザプログラムを実行する際の実行制御パラメータ

や、ユーザプログラム管理情報を格納する領域で、常に 0.5Kステップを占

有します。

ユーザプログラムは、実行形態によつて、メインプログラム、サブプログラム、

割り込みプログラム、及びサブルーチンの各プログラム種別に分類されます。

このうち、メインプログラムは必ず存在しなければいけないプログラムで、

ユーザプログラムの中心となるものです。
一方、サブプログラムと言」り込みプログラムは、メインプログラムのみでは

要求制御機能を実現することが難しいときに、必要に応じて作成/使用するも

ので、無くてもかまいません。

また、サブルーチンとは、プログラム中で同じ処理を繰り返し行う必要があ

る場合や、1つ の機能をブロック化してプログラムを見やすくするためなど

に使用するもので、必要がなければ無くてもかまいません。
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2.ユ ーザプログラム構成 第 3部  ユーザプログラム説明

ユーザプログラム構成

(プログラム種別)

メインプログラム

サブブログラム 朴1

定同期割込プログラム

サブルーチン

プログラム種別内構成

(ブロツク)

ブロック1

ブロック2

ブロック3

ブロックn

(n=最大256)

ブロック1

また、各プログラム種別の中では、ブロックという単位で、ユーザプログラ

ムは管理されます。

内部的には、各ブロックの先頭にはブロック定義ラベルが存在しており、ブ

ロック定義ラベルには、プログラム種別、ブロツク番号、及びプログラム言

語情報が付随しています (ユーザはブロック定義ラベルを意識する必要はあ

りません)。

PCではラダー図、SFCの2つのプログラム言語を併用することができますが、

1つのブロック内では 1つの言語しか使用できません。

補足

1.各 プログラム種別及びブロックにおいて、プログラム容量 (ステ

ップ数)の 制約はありません。総容量 (9.5Kステップ(T2E)/

23.5Kステップ (T2N))によつてのみ制約されます。

2.ブ ロック番号は連続していなくてもかまいません。つまり途中に

空きブロックがあつてもかまいません。
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2 . 2

システム'情
報  システム情報とは、ユーザプログラムを実行する場合の実行制御パラメータ

やユーザプログラム管理情報を格納する領域で、ユーザプログラムメモリの

0。5Kステップを占有します。システム情報には以下の内容が含まれます。

(1)プログラムID

ユーザプログラム識別名です。半角英数字 10文字まで (漢字などの全

角文字は不可)の 設定ができます。プログラム IDは、プログラマのシ

ステム情報画面にて登録 /モ ニタできます。

システムコメント

ユーザプログラムに付けるコメントです。半角英数字 30文 字まで (全

角文字も可能)の 設定ができます。システムコメントは、プログラマの

システム情報画面にて登録 /モ ニタできます。

メモリ容量

本体のメモリタイプ (ユーザプログラム容量 /デ ータレジスタ容量)

を格納します。システム側が自動登録しますので、ユーザによる登録は

不要です。メモリ容量は、プログラマのシステム情報画面にてモニタで

きます。

使用ステツプ

ユーザプログラムで使用しているステップ数を格納します。ユーザプロ

グラムの作成 /変 更の都度、システム側が自動更新しますので、ユー

ザによる登録は不要です。使用ステツプは、プログラマのシステム情報

画面にてモニタできます。

PCタ イプ

本体の機種タイプを格納します。システム側が自動登録しますので、ユ
ーザによる登録は不用です。PCタ イプは、プログラマのシステム情報

画面にてモニタできます。

プログラム容量

T2Eは 10Kステップ、T2Nは 24Kステップ固定です。プログラム容量は、

プログラマのシステム情報画面にて登録 /モ ニタできます。(設定不要)

サンプリングバツフア容量

サンプリングトレース機能によるサンプリングデータの格納容量を設

定し登録します。自動的に 8Kワ ードの設定となります。サンプリング

バッファ容量は、プログラマのシステム情報画面にてモニタできます。

(設定不要)

２

３

４

５

６

７
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2.ユーザプログラム構成 第 3部  ユーザプログラム説明

２

３

(8)停 電保持範囲指定

ユーザデータのうち、補助レジスタ (RW),タイマレジスタ (T),カ ウ

ンタレジスタ (C)及 びデータレジスタ (D)に ついて、停電 /復 電時

に停電前のデータを保持するアドレス範囲を設定し登録します。ここで

登録した範囲は、ユーザデータ初期化処理の対象外となります。これら

のレジスタ各々について、先頭アドレス (0)か ら指定アドレスまでの

範囲が、停電保持領域となります。停電保持範囲指定は、プログラマの

システム情報画面にて登録 /モ ニタできます。

(1)10msタ ィマ範囲指定

無効 (設定不要)で す。

スタートモード

無効 (設定不要)で す。

スキヤン時間

スキャンモード (フローテイング /定 刻)の 設定を行い登録します。

スキャン時間が登録なし (ブランク)の とき、フローテイングスキヤン

モードとなり、スキヤン時間に数値が設定されたとき、その時間をスキ

ャン同期とする定刻スキヤンモードとなります。スキヤン同期の設定は、

10～200ms(10ms単位)で す。スキヤン時間は、プログラマのシステム

情報画面にて登録 /モ ニタできます。

サブプログラム実行時間

無効 (設定不要)で す。

定周期害」り込み同期

定同期割り込みプログラムの割り込み同期を設定し登録します。設定範

囲は、5～1000ms(5ms単 位)で す。定同期書」り込み同期は、プログラ

マのシステム情報画面にて登録 /モ ニタできます。

コンピュータリンク伝送パラメータ

通信機能 (コンピュータリンク、シリアル 1/F、データリンク)を 使用

する場合の伝送パラメータを設定し登録します。プログラマのシステム

情報画面にて登録 /モ ニタできます。

伝送パラメータの項目及び設定範囲は次の通りです。

1)コ ンピュータリンク、シリアル 1/F

● ステーション No,1～ 32(初 期値=1)

。 ボーレート (bps)300,600,1200,2400,4800,9600,

19200(初期値 9600)

・ パリテイ ・………。無し、奇数、偶数 (初期値二奇数)

・ データ長(ビツト)7,8(初 期値=8)

・ ストップビット … 1,2(初 期値=1)

il)デ ータリンク

● ステーション No,1(初 期値こ1):親 局

2(～ 32)  :子 局

４

氏
Ｊ

６
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

(15)入出力割り付け情報

入出力書」り付け情報及びユニツト先頭アドレス指定情報が格納されま

す。これらの情報は、プログラマの一般 1/0書 」り付け情報画面にて、

入出力自動割り付けコマンドを選択実行するか、またはスロット毎に

1/0モ ジユール種別を設定し登録することによつて作成されます。

(16)伝送入出力割り付け情報

データ伝送装置 (TOSLINE―S20/S20LP,TOSLINE―F10)に割り付けられる

リンクレジスタの領域、及びデータ入出力方法の情報が格納されます。

伝送入出力割り付け情報は、プログラマの伝送入出力書」り付け情報画面

にて、登録 /モ ニタできます。

も
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2.ユ ーザプログラム構成 第 3部  ユーザプログラム説明

2 . 3

ユーザプログラム ユーザプログラムは、メインプログラム、サブプログラム帯1、割り込みプロ
グラム (定同期)、及びサブルーチンの各プログラム種別から構成されます。

これらのプログラム種別のうち、メインプログラムは必ず存在しなければい

けませんが、他のプログラム種別は使用しなければ全く存在しなくてもかま

いません。従つて、ユーザプログラムはメインプログラムのみ、という構成

も当然可能です。

また、各プログラム種別の中では、ブロックという単位でプログラムを分割

することができます (必要がなければブロツク分割は不要)。ブロツク分割は

次の場合に行います。

● ラダー図以外の言語を使用するとき (1言語 /1ブ ロック)

・ 複数本の SFCプ ログラムを作成するとき (SFC l本 /ブ ロツク,5,3節

参照)

・ 複数個のサブルーチンを作成するとき

・ 制御機能単位でブロック分割した方が、プログラムが見やすくなるとき

各プログラム種別及びブロツクによる、プログラム容量 (ステップ数)の 制

限はありません。(SFCの場合を除く)

ブロック番号としては、1カ らヽ 256ま でが有効です。ただしブロック番号は

連続していなくてもかまいません。プログラム実行上は、若いブロック番号

から順に存在するブロックのプログラムが実行されます。

プログラミングにおいては、プログラマのプログラム読み出し機能によつて、

プログラム種別とブロック番号を指定して所定の部分を画面上に表示させた

上で、必要なプログラム作成 /編 集を行うことになります。

補足

プログラム種別によるラダー、SFCの 使用可/不 可は次の通りです。

プログラム種別 ラダー SFC

メインプログラム ○ ○

割り込みプログラム ○

サブプログラム ○

サブルーチン ○
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2 . 3 . 1

メインプログラム メインプログラムは、毎スキヤン必ず 1回実行される、ユーザプロク
｀
ラムの

中心となる部分です。メインプログラムとして認識されるのは次の範囲です。

・ 種別 (メインプログラム)内 の最も若いブロツク番号の先頭の命令から

・ 種別内のラダー図の END命令まで (別ブロックでも可)

なお、END命令の後に命令が存在していてもかまいませんが、その部分は実

行はされません。(ただし使用ステツプ数としてはカウントされます)

(メインプログラムの構成例)

1日
日『

:

8 0 0 L H 月 中

「

‥

，

‐

‥

対

印
∴
Ｔ
Ｉ
凸

(ラダー図ブロツク)

(SFCブロック)

(SFCブロック)

(ラダー図ブロック)

ブロック1

フロック10

ブロック11

ブロック20
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2.ユ ーザプログラム構成 第 3部  ユーザプログラム説明

2 . 3 . 2

サブプログラム RUN起動時、第 1スキヤンロの先頭で 1回だけ実行するサブプログラム帯1を

作成することができます。

したがつて各種データの初期値入力などに用いると、メインプログラム上で

作成しなくても済むため、トータルスキャンタイムの低減にもつながります。

サブプログラム帯1と して認識されるのは次の範囲です。

・ 種別 (サブプログラム#1)内 の先頭の命令から

・ 種別内のラダー図の END命令まで (別ブロックでも可)

*)サ ブプログラムの動作の詳細については、第 2部 3。2節をご覧下さい。

● サブプログラム#1の入力手順

プログラムを初めて作成する時、無指定でプログラム編集モードに入る

とメインプログラムの編集が選択されています。

したがってサブプログラム帯1を編集する場合には、編集開始時に次の手   _

順でサブプログラムの編集を選択して下さい。

(1)プ ログラム編集画面で、
"[F2]読

出し
"を

押します。

(2)ウ ィンドウの中から
“
サブプロク

｀
ラム

"を
選択します。

(3)ウ ィンドウの中から
“
ブロック指定

"を
選択します。

(4)プ ログラム番号を指定します。必ず
“1"を指定して下さい。

(5)ブ ロック番号を指定 (通常は
“1")し た後、メインプログラムと同

様に回路の作成を行つて下さい。

(6)サ ブプログラムの終わりにも END命令を入れて下さい。

*)詳 細はプログラマ操作説明書…。応用編 3章 3.1節をご覧下さい。
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2 . 3 . 3

割り込みプログラム 割り込みプログラムとしては、システム情報に設定された同期で同期的に実

行される定同期割り込みプログラム (1本)が あります。

定周期割り込みプログラム

システム情報に登録された同期 5～1000ms(5ms単 位)で 周期的に実行され

ます。同期の登録がない (ブランク)と きは不実行となります。

定同期割り込みの周期設定は、T―PDSの システム制御情報画面の項目 16に

5ms単 位で設定して下さい。

詳細はプログラマ説明書 ・… 応用編 2章 2.1節をご覧下さい。

定同期割り込みプログラムとして認識されるのは次の範囲です。

・ 種別 (定同期割り込み)内 の先頭の命令から

・ 種別内のラダー図の IRET命令まで (別ブロックでも可)

割り込みプログラムの入力手順

プログラムを初めて作成する時、無指定でプログラム編集モードに入る

とメインプログラムの編集が選択されています。したがって割り込みプ

ログラムを編集する場合には、編集開始時に次の手llkで書Uり込みプログ

ラムの編集を選択して下さい。

(1)プ ログラム編集画面で、
"[F2]読

出し
"を

押します。

(2)ウ ィンドウの中から
“
定同期書Uり込みプログラム"を

選択します。

(3)ウ ィンドウの中から
“
ブロック指定

"を
選択します。

(4)ブ ロック番号を指定 (通常は
“1")し た後、メインプログラムと同

様に回路の作成を行つて下さい。

*)詳 細はプログラマ操作説明書…。応用編 3章 3.1節 をご覧下さい。

割 り込みプログラムの動作の詳細については第 2部 3 . 3節をご覧

下さしヽ。
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2.ユ ーザプログラム構成 第 3部  ユーザプログラム説明

2.3.4

サブ)レーチン プログラム中で、同じ処理を繰り返し行わせる必要がある場合、この処理を
サブルーチンとして登録しておき、必要な場所でこのサブルーチンを呼び出

して (これをサブルーチンをコールするといいます)実 行させることができ

ます。これによつて、プログラムステップ数を短縮することができると共に、

機能が整理できてプログラムが見やすくなります。

サブルーチンは他のプログラム種別 (メインプログラム、サブプログラム、

割り込みプログラム)、及び他のサブルーチンから呼び出すことができます

(SFCの実行プログラム部からの呼び出しも可能)。

次の範囲が 1つのサブルーチンとして登録されます。

・ 種別 (サブルーチン)内 のラダー図の SUBR命令から

・ 種別内のラダー図の RET命 令 (別ブロックでも可)まで

最大 256個の登録が可能です。

SUBR命令 (サブルーチンエントリ命令)に は、サブルーチン番暑を付ける必  一

要があり、有効な番号は 0わ らヽ 255の 範囲です。

{SUBR(000)]一
代

サブルーチン番暑

RET命令 (サブルーチンリターン命令)に はサブルーチン番号はありません。
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第 3部  ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

登録されたサブルーチンを呼び出す命令は、ラダー図の CALL命令 (サブル
ーチンコール命令)で す。CALと命令には呼び出すサブルーチン番号が必要

です。

{CALL N,000]一一―

代
サブルーチン番号

サブルーチンを含む場合の実行順序を下図に示します。

実行中のプログラム               サブルーチン

も

にSUBR(001)]一引

RET封

ドSUBR(w)]一引

トーーギRET封

①
　
　
②
　
③
　
　
④
　
⑤

⑥

サブルーチン 001の CALL命 令実行により、サブルーチン 001に 実行

が移る

RET命 令まで進むと、①の CALL命 令の次の命令に実行が移る

デバイス①が ONの とき CALL命 令が実行され、サブルーチン 001に

実行が移る

RET命 令まで進むと、③の CALL命 令の次の命令に実行が移る

デバイス①が ONの とき CALL命 令が実行され、サブルーチン 031に

実行が移る

RET命 令まで進むと、⑤の CALL命令の次の命令 (この例では MOV

命令)に 実行が移る

叫
０

・
　

・
　

・

　

　

　

０

　

　

，
　

・

　

・
　

・
　

・

Ａ
ハ

か
し

に

ＡＬ

　

「
ゴ

Ｃ

　

　

Ｖ

齢

他軌比剛引
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2.ユ ーザプログラム構成 第 3部  ユーザブログラム説明

補足

1.1つ のブロックに複数十日のサブルーチンを作成することもできま

すが、オンライントレースモニタのため 1ブロック 1サブルーチ

ンとすることをお勧めします。

2.サ ブルーチンには SFCは 使用できません。

3.サ ブルーチンから他のサブルーチンの呼び出し (ネステイング)

は 6重 までです。

4.サ ブルーチンの実行途中に同一のサブルーチンが呼び出されるよ

うな場合は動作が異常となりますので、このようなことがないよ

うに注意して下さい。

・ メイン /サ ブプログラムでサブルーチン実行中に書」り込みが

発生し、割り込みの中で同一のサブルーチンを実行した場合

● サブルーチンプログラムの入力手順

プログラムを初めて作成する時、無指定でプログラム編集モードに入る

と、メインプログラムの編集が選択されています。

したがってサブルーチンプログラムを編集する場合には、編集開始時に

次の手順でサブルーチンプログラムの編集を選択して下さい。

(1)プ ログラム編集画面で、
"[F2]読

出し
"を

押します。

(2)ウ ィンドウの中から
“
サブルーチンプロク

｀
ラム"を

選択します。

(3)ウ ィンドウの中から
“
ブロック指定

"を
選択します。

(4)ブ ロック番号を指定 (通常
“1")し た後、メインプログラムと同様

に回路の作成を行つて下さい。

*)詳 細はプログラマ操作説明書…・応用編 3章 3.1季節をご覧下

さい。
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

3.1

概要  ユーザプログラムで使用する、外部入出カデータ、タイマ命令やカウンタ命

令の現在値、及びデータ処理を行うための変数の値を格納する領域をユーザ

データ領域と総称します。

ユーザデータは、機能を表す英記号 (これを機能種別と呼びます)と 、0か

ら始まる一連の番号 (これをアドレスと呼びます)の 組み合わせによつて、

データの格納場所を表します。

例 XW  005

XW005の内容が 100ということは、XW005が示すユーザデータメモリ上

の場所に 100という数値が格納されているということ。

また、ユーザデータは、格納するデータの種類によつて、レジスタとデバ

イスに分けられます。(リレーという表現も用いますが、リレーはデバイス

の 1種として考えて下さい)

レジスタとは、16ビットのデータ (正の整数とすれば、0か ら 65535までの

数値を表すことができる)を 格納する領域で、機能種別とレジスタアドレス

の組み合わせで表現されます。(レジスタアドレスは 10進数)

例)D 1024

理 ≧権誕逢気弓路 け甥

一方、デバイスとは、1ビットのデータ (1か 0か、つまり ONわ OヽFFか を

表す)を 格納する領域で、機能種別とデバイスアドレスの組み合わせで表現

されます。ただし、デバイスは、独立したメモリ領域を使用する訳ではなく、

対応するレジスタの 16ビット中の 1ビ ットとして割り当てられています。

従つて、デバイスアドレスは、対応するレジスタアドレス十ビット位置という

形で表現されます。

りJ) X 005 6
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

レジスタデータとデバイスデータの対応は次のように考えます。

例)XW005の 内容が 100ということは、10進数の 100を 2進数で表すと、

1100100となりますので、XW005の各ビットは次のようになつているこ

とを示しています。

F E D C B A9 8 7 6 5 4 3 2 1 0… ビツト位置

0 0 0 1 1 1

L X005駅まON(1)

XW005

このとき、XW005のビット位置 
“
6" に対応するデバイス X0056のデ

ータは、1、つまり X0056は ONと いうことになります。

レジスタとデバイスの対応を機能種別で示します。

・ 入カデバイス (X)・…   入カレジスタ (XW)の 1ビットに対応

・ 出カデバイス (Y)・…   出カレジスタ (YW)の 1ビットに対応

・ 補助リレー (R)………   補助レジスタ (RW)の 1ビットに対応

・ 特殊リレー (S)………   特殊レジスタ (SW)の 1ビットに対応

・ リンクレジスタリレー (Z)・…リンクレジスタ (W)の 1ビットに対応

(ただし先頭 512ワードのみ)

・ リンクリレー (L)。…   リンクリレーレジスタ (とW)の 1ビ ットに

対応

他のデバイス、I,0,T.,C.に ついては、扱いが多少異なります。
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

レジスタとデバイスの種別とアドレス範囲を下表に示します。機能及び使用

方法については、3.2節で説明します。

し

T2E T 2 N

機能種別 種男帽幡 アドレス範区 個  数 アドレス範区 個  数 表現例

入カレジスタ Ｗ

000ハV063
合計64

ワード
000 v々127 合計128

ワード

XW001

出カレジスタ ＷＹ YW034

直接入カレジスタ Ｗ IW001

直接出カレジスタ ＷＯ ４３０ＷＯ

入カデバイス Ｘ

0000 V々063F 合計1024点 0000-127F 合計2048点

X001A

出カデバイス Ｙ Y0348

直接入カデバイス I 10012

直接出カデバイス ０ ０４３００

補助レジスタ Ｗ 000かV127 128ワー ド 000 V々255 256ワード RW100

補助リレー R 0000ハV127F 2048兵ヨ 0000 ▽々255F 4096点 R1001

特殊レジスタ Ｗ 000 V々255 256ワー ド 000-255 256ワード SW01 4

特殊リレー 0000ハV255F 4096F寂 0000 V々255F 4096点 S0140

タイマレジスタ T 000 V々255 256ワード 000′∨511 512ワー ド ０３０

タイマリレー T. 000 V々255 256F塩 000 V々511 512点 T.030

カウンタレジスタ C 000ハV255 256ワード 000-511 512ワード C199

カウンタリレー Ｃ 000-255 256F項 000 V々511 512点 C。199

データレジスタ D 0000 v々4095 4096ワード 0000 V々8191 8192ワード D4055

リンクレジスタ Ｗ 0000ハV1023 1024ワード 0000 V々2047 2048ワード W0200

リンクレジスタ

リレー Z 0000 V々51lF 8192点 0000-999F 16000Fヨ Z2001

リンクリレー

レジスタ
Ｗ

LW000 ▽々

LW255
256ワー ド

LW000-

LW255
256ワ ー ド LW123

リンクリレー L 0000かV255F 4096点ヨ 0000 V々255F 4096F駁 L123F

フアイ)レレジスタ F 0000か▽1023 1024ワード 0000 V々1023 1024ワード ００

インデックス

レジスタ

I な し 1ワード な し 1ワー ド I

な し 1ワード な し 1ワー ド 」

K な し 1ワー ド な し 1ワー ド

拡張フアイル

レジスタ

XF[R命令で

アクセス
24576ワーード

XFER命令で

アクセス
24576ワード

PCでは 1ワー ドニ16ビットとして扱い、レジスタ個数はワー ド単位で

数えます。
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

3 . 2

レジスタとデ/ イヽス レジスタとデバイスの各 の々機能種別について、機能とアドレス範囲を以下
に説明します。

入カレジスタと

入カデバイス

出カレジスタと

出カデバイス

言己    モ3
入カレジスタ

入カデバイス X

アドレス

入カレジスタ ・… 000～063(64ワード)

入カデバイス ・… 0000～063F(1024点) 出カレジスタ /

出カデバイスと共用
入カレジスタ ・… 000～127(128ワード)

入カデバイス ・… 0000～127F(2048点)

機  能

入出力割り付けを行うことによつて、レジスタ単位 (ワー ド単位)で 、入カモ

ジュールに割り付けられます。入カモジユールに入力された信号状態は、一括

入出力のタイミングで対応する入カレジスタに格納されます (割り付け上 I

指定が付いているモジュールを除く)。入カデバイスは、対応する入カレジス

タの1ビットを示します。

入カレジスタ /入 カデバイスのデータは基本的に 1スキヤン中は変化しませ

ん。ただし、直接入出力命令 (FUN235)を実行したときには、命令実行時に対応

する入カモジユールからデータを読み込んで入カレジスタ /入 カデバイス (XW

/X)に 格納しますので、スキヤンの中でデータが変化する場合があります。

記   号
出カレジスタ ・"YW

出カデバイス ・… Y

アドレス

出カレジスタ ・… 000～063(64ワード)

出カデバイス ・… 0000～063F(1024点) 出カレジスタ /

出カデバイスと共同
出カレジスタ ・・・000～127(128ワード)

出カデバイス ・… 0000～127F(2048点)

将蛤    台ヒ

入出力割り付けを行うことによつて、レジスタ単位 (ワード単位)で 、出カモジ

ュールに割り付けられます。出カレジスタに格納されたデータは、一括入出力の

タイミングで対応する出カモジユールに書き込まれ、出カモジユールの出力信号

の状態が決定されます (割り付け上 ユ指定が付いているモジユールを除く)。

出カデバイスは出カレジスタの 1ビットを示します。
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

t

直接入カレジスタと

直接入カデバイス

直接出カレジスタと

直接出カデバイス

記  号
直接入カレジスタ

直接入カデバイス

ア ドレス

直接入カレジスタ ・… 000～063(入カレジスタ (XW)に対応)

直接入カデバイス ・… 0000～063F(入カデバイス (X)に対応)

直接入カレジスタ ・"000～ 127(入カレジスタ (XW)に対応)

直接入カデバイス ,… 0000～127F(入カデバイス (X)に対応)

弔登    倉ヒ

直接入カレジスタ /直 接入カデバイスは、これ自体が特定のメモリを指し示す

訳ではなく、このレジスタ /デ バイスを使用した命令語が実行されたときに、

アドレスに対応する入カモジユールから直接データを読み込む動作となります。

一括入出力方式 (リフレッシュ方式)で はなく、直接入出力方式 (ダイレクト方

式)で 使用するときに、このレジスタ /デ バイスを使用します。

(例)
10000

引卜  1 0 0 0 0のa接点命令

命令実行時に、XW000に対応する入カモジユールからX0000に対応するビ

ットデータを読み出し、そのデータによつて命令を実行します。

(X0000のデータは影響を受けません)

一
モ IW005 MOV RW100}IW005か らRW100への転送命令

命令実行時に、XW005に対応する入カモジユールからXW005に対応するワ

ードデータを読み出し、RW1 00に 転送します。

(XW005のデータは影響を受けません)

言己    モチ
直接出カレジスタ

直接出カデバイス

Ｏ

Ｏ

アドレス

直接出カレジスタ ・… 000～063(出カレジスタ (YW)に対応)

直接出カデバイス ・… 0000～063F(出カデバイス (Y)に対応)

直接出カレジスタ ・… 000～127(出カレジスタ (YW)に対応)

直接出カデバイス ・… 0000～127F(出カデバイス (Y)に対応)

機  能

直接出カレジスタ /直 接出カデバイスを使用した命令語が実行されたとき、対

応する出カレジスタ /出 カデバイス (YW/Y)に データを格納し、さらにこの

出カレジスタ (YW)のデータを対応する出カモジユールに直接書き込みます。一

括入出力方式 (リフレッシュ方式)で はなく、直接入出力方式 (ダイレクト方

式)で 使用するときに、このレジスタ/デバイスを使用します。

(例)
o0020

く 対 o0020のコイル命令

命令実行時に、直前の信号状態に応じたデータ(ON/OFFデ ータ)を

Y0020に格納し、さらにこのときの YW002の 16ビットデータを対応する

出カモジュールに書き込みます。
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補助レジスタと

補助リレー

特殊レジスタと

特殊リレー

タイマレジスタと

タイマリレー

カウンタレジスタと

カウンタリレー

記  号
補助レジスタ ・

補助リレー  ・

ア ドレス

出カレジスタ ・… 000～127(128ワード)

出カデバイス ・… 0000～127F(レジスタ内の1ビットに対応、2048点)

出カレジスタ ・… 000～255(256ワード)

出カデバイス ・… 0000～255F(レジスタ内の1ビットに対応、4096点)

機  能

プログラムの実行途中結果の一時記憶などに使用できる汎用レジスタ /汎 用デ

バイスです。補助レジスタは 16ビ ットデータの格納用に使用します。補助リレー

は補助レジスタ内の 1ビットを示します。

補助レジスタ /リ レーは停電保持領域の指定ができます。

記  号
特殊レジスタ

特殊リレー

アドレス

特殊レジスタ ・… 000～255(256ワード)

特殊リレー  ・・・0000～255F(レジスタ内の1ビツトに対応、4096点)

特殊レジスタ ,… 000～255(256ワード)

特殊リレー  …・0000～255F(レジスタ内の1ビットに対応、4096点)

機  能

CPUが異常を検出したときにセットする異常クラフ (エラーダウン /番 告)、

CPUが更新するタイミングリレーやカレンダタイマのデータ (年,月 ,日 ,時 ,

分,秒 ,曜 日)、サブプログラムの動作制御を行うためにユーザが設定するフラグ

/デ ータなどの特殊機能を持つたレジスタ /デ バイスです。詳細は一覧表をご

覧下さい。

記  号
タイマレジスタ ・

タイマリレー  ・
T

アドレス
雪子軍しま歪

夕:!i‖‖:定;::|を::昌戸
ド)}l将

手摺婦応

雲子軍しご歪夕iii‖‖‖定:|||:1据戸ド)}臀手留婦応

将蟻    台ヒ

タイマレジスタはタイマ命令 (TON, TOF, SS, TRG)と共に使用し、タイマ動

作時に経過時間 (カロ算式)が 格納されます。また、タイマリレーは同じアドレス

のタイマレジスタの動作に連動し、タイマ命令の出力結果が格納されます。

T000～T063は0.01秒タイマとして、T064～T255は0.1秒タイマとして動作

します。

タイマレジスタは停電保持領域の指定ができます。

記  号
カウンタレジスタ

カウンタリレー

アドレス
召号彰雪しま歪

夕iii‖‖‖定;::|;::昌下
ド)!1培

『青:婦応

名:チヨしま歪
夕
H艦酬 呂揺ギ }臀博婦応

機  能

カウンタレジスタはカウンタ命令 (CNT, U/0)と 共に使用し、カウンタ動作

時にカウント現在値が格納されます。また、カウンタリレーは同じアドレスのカ

ウンタレジスタの動作に連動し、カウンタ命令の出力結果が格納されます。

カウンタレジスタは停電保持領域の指定ができます。
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t

データレジスタ

リンクレジスタと

リンクレジスタリレー

(TOSLINE―S20/S20とP)

(TOSとINE-30)

l」ンクリレーレジスタと

リンクリレー

(TOSLINE―F10)

フアイルレジスタ

記  号 D

アドレス
0000～4095(4096ワ ード)

0000～8191(8192ワ ード)

格蛇    台ヒ

演算結果の一時記憶、制御バラメータの格納などに使用できる汎用レジスタで

す。ビット指定ができない点以外は補助レジスタと同様の使用ができます。

データレジスタは停電保持領域の指定ができます。またROM(EEPROM)運転の場

合には 00000～D2047はイニシャルロードの対象となります。なお、メモリプロ

テクト状態では D0000～D2047はデータ書き込みが禁止されます。

記  暑
リンクレジスタ

リンクレジスタリレー
W

Z

アドレス

リンクレジスタ    …・0000～1023(1024ワード)

リンクレジスタリレー …・0000～51lF(レジスタの先頭 512ワード

のビットに対応、8192点)

リンクレジスタ    …・0000～2047(1024ワード)

リンクレジスタリレー …・0000～999F(レジスタの先頭 1000ワード

の 1ビ ツトに対応、16000点)

機  能

データ伝送装置 TOSLINE一S20及 び TOSLINE 30に よるデータリンクに使用しま

す。T2Eではリンクレジスタの先頭 512ワ ード (W0000～W0511)について、T2N

では先頭 1000ワード (W0000～W0999)について、リンクレジスタリレーとして

ビット指定が可能です (T2E:Z0000～Z51lF、T2N:Z0000～ Z999F)。

TOSLINE―S20又 は TOSLINE-30に割り付けていない領域については、補助レジス

タやデータレジスタと同様の使用ができます。

記  号
リンクリレーレジスタ

リンクリレー

アドレス

リンクリレーレジスタ  …・000～255(256ワード)

リンクリレー      …・0000～255F(レ ジスタ内の 1ビ ットに

対応 4096点)

リンクリレーレジスタ  …・000～255(256ワード)

リンクリレー      …・0000～255F(レジスタ内の 1ビ ットに

対応 4096点)

機  能

データ伝送装置 TOSLINE―F10に よるリモート 1/0構 成用のリレーとして使用

します。

TOSLINE―F10を 使用しないとき、及び使用していても TOSLINE F10に 割り付け

ていない領域については、補助リレーと同様の使用ができます。

記  号 F

ア ドレス
0000～1023(1024ワ ード)

0000ハフ1023 (10241フーード)

将鱗    台ヒ

制御バラメータの格納、フイール ド収集データの格納など、データレジスタと同

様の使用ができます。ビット指定はできません。フアイルレジスタは全領域停電

保持されます。

また、24Kワードの (8192ワード×3バンク)の 拡張フアイルレジスタがあり、拡

張データ転送命令 (XFER)によリデータの読み書きを行うことができます。

但し、拡張フアイルレジスタは停電保持はされませんので注意して下さい。

記   号 I,」,K(3種 類、3ワード)

アドレス なし (T2E、T2N共)

帯覚    台ヒ

命令語でレジスタ (インデックスレジスタ以外)を 使用する場合、通常のアドレ

ス指定方法 (直接アドレス指定、例えば D0100)の他に、インデックスレジスタ

を用いて間接的に指定すること(間接アドレス指定、例えば D0100・ I)が でき

ます。(D0100, Iは 、Iの内容が例えば 5なら、D0105を示します)

間接アドレス指定については、3.4節をご覧下さい。

インデックスレジスタ
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊レジスタ /特 殊リレーの一覧を以下に示します。

特殊レジスタ全体マツプ

レジスタ 内  容

SW000 本体動作モー ド、異常フラグ、警告フラグ

SW001 CPU異 常関連フラグ

SW002 1/0異 常関連フラグ

３００ＷＳ プログラム異常関連フラグ

４００ＷＳ タイミングリレー

SW005 キヤリーフラグ、エラーフラグ

SW006 プログラム実行中エラー関連フラグ

００

～

０ ‐

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｓ

　

　

Ｓ

カレンダタイマデータ
( 年, 月, 日, 時, 分, 秒, 曜日)

SW014 リザーブ (将来用)

SW015 周辺サポート処理関連デバイス

SW016

5
SW033

診断表示登録 (ユーザ診断)

０３

～

０３

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｓ

　

　

Ｓ

アナンシェータリレー (ユーザ診断)

８３０ＷＳ プログラマポート応答ディレー

SW039 割り込みプログラム実行ステータス

０４０ＷＳ HOLDデバイス

４０ＷＳ サブプログラム実行ステータス

０４

～

０５

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｓ

　

　

Ｓ

リザーブ (将来用)

SW057 コンピュータリンクポート応答デイレー

SW058

5
SW067

リザーブ (将来用)

SW068 通信機能関連

SW069 リザーブ (将来用)

０７

～

０７

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｓ

　

　

Ｓ

TOSLINE-30スキャンヘルシーステータス

SW078

;
SW093

TOSLINE―F10 コマンド/ス テータス
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ヒ

特殊レジスタ全体マツプ

レジスタ 内  容

SW094

5
SW0109

TOSLINE―F10 スキャンエラーマツプ

SWl10 TOSLINE―S20(T2E)/S20LP(T2N)ス テーションステータス

SWlll リザーブ (将来用)

SWl1 2

5
SWl15

TOSLINE―S20(T2E)/S20LP(T2N)オ ンラインマツプ

SWl16

5
SWl19

リザーブ (将来用)

SW120

5
SW1 23

T O S L I N E―S 2 0 ( T 2 E ) / S 2 0 L P ( T 2 N )ス タンバイマ ツプ

SW1 24

5
SW127

リザーブ (将来用)

SW128

5
SW1 91

TOSLINE―S20 スキャンヘルシーマツプ (T2Eのみ)

‐９

～

２５

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｓ

　

　

Ｓ

リザーブ (将来用)
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特殊リレー 名  称 機  能

S0000

本体動作モード

0:初 期化中   4:HOLDモ ード     B:D― STOP

l:HALTモ ード  6:ERRORモ ード    D:S― HALT

2:RUNモ ード  9:D― HALT       E:S― RUN

3 : RUN―F ttE――ド  A: D―RUN           F i S―STOP
S0002

S0003

異常 (ダウン) 異常発生時 ON(SW001内 の関連フラグの OR条 件)

S0005 1/0異 常 (ダウン) 異常発生時 ON(SW002内 の関連フラグの OR条 件)

プログラム異常 (ダウン) 異常発生時 ON(SW003内 の関連フラグの OR条 件)

S0007 EEPROM書 込回数オーバー (警告) EEPROM書 込回数 10万回超過時 ON(運 転継続)

定刻スキャン渋滞 (警告) 定刻スキャン渋滞発生時 ON(運 転継続)

リザーブ (将来用)

カレンダ LSI異 常 (警告) カレンダタイマデータ異常時 ON(運 転継続)

S000B リザーブ (将来用)

S000C TOSLINE-30異 常 (警告) TOSLINE-30異 常時 ON(運 転継続)

TOSLINE一F10異 常 (警告) TOSLINE一F10異 常時 ON(運 転継続)

TOSLINE―S20異 常 (警告)
T2E:TOSLINE一 S20異 常時 (運転継続)

T2N:TOSLINE― S20LP異 常時 (運転継続)

S000F バッテリ電圧異常 (警告) バッテリ電圧低下時 ON(運 転継続)

S0010 システム ROM異 常 (ダウン) システムROM異常時 ON

S0011 システム RAM異 常 (ダウン) システムRAM異常時 ON

S0012 プログラムメモリ異常 (ダウン) プログラムメモリ (RAM)異 常時 ON

S0013 EEPROM異 常 (ダウン) EEPROM異 常時 ON

S0014 リザーブ (将来用)

S0015 異常 (ダウン) ンーケンス演算プロセッサ (LP)異 常時 ON

S0016

リザーブ (将来用)

S0017

S0018

S0019

S001A

S001B

S001C

S001D

S001E

S001F ウオツチドッグタイマ異常 (ダウン) ウオッチドッグタイマエラー発生時 ON

ネ1)本 エリアは参照のみ (書き込みは行わないこと)

*2)異 常フラグは要因発生にて ONと なり保持 (RUN起動時にリセット)
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t

特殊リレー 名  称 親覚    台ヒ

S0020 1/0バ ス異常 (ダウン) 1/0パ ス異常時 ON

S0021 1/0照 台異常 (ダウン) 1/0照 台異常 (割り付け情報と実装状態が不一致)時 ON

S0022 1/0応 答異常 (ダウン) 1/0無 応答時 ON

S0023 1/0パ リティ異常 (ダウン) I / 0デ ータのパリテイエラー発生時 ON

リザーブ (将来用)

S0025 1/0割 り込み異常 (警告) 不使用 1/0書 」り込み発生時 ON(運 転継続)

S0026 特殊モジュール異常 (警告) 特殊モジユールに異常発生時ON(運 転継続)

S0027

リザーブ (将来用)

S0028

S002A

S002C

S002D

S002E

S002F

S0030 プログラム異常 プログラム異常発生時 ON(SW006の 関連フラグの OR条 件)

S0031 スキャンタイム異常 (ダウン) スキャン同期が設定値を超えた時に ON

S0032

リザーブ (将来用)

S0033

S0035

S0037

S0038 EEPROM初 期化中 0:通 常         1:初 期化中

EEPROM異 常 0:正 常         1:異 常

リザーブ (将来用)

S0038

S003C

S003D

S003E

S003F

*1)本 エリアは参照のみ (書き込みは行わないこと)

承2)異 常フラグは要因発生にて ONと なり保持 (RUN起動時にリセット)

一- 177 -一



3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 将蛤    台ヒ

S0040 タイミングリレー 0。ls 0.05秒 OFF/0.05秒 ON(同 期 0.1秒)

RUN起 動時は全て

OFF

S0041 タイミングリレー 0.2s 0.1秒 OFF/0.1秒 ON(同 期 0.2秒)

S0042 タイミングリレー 0.4s 0。2秒 OFF/0.2秒 ON(同 期 0.4秒)

タイミングリレー 0.8s 0.4秒 OFF/0.4秒 ON(同 期 0.8秒)

タイミングリレー 1.OS 0.5秒 OFF/0.5秒 ON(同 期 1.0秒)

タイミングリレー 2.Os 1.0秒 OFF/1.0秒 ON(同 期 2.0秒)

S0046 タイミングリレー 4.Os 2,0秒 OFF/2.0秒 ON(同 期 4.0秒)

S0047 タイミングリレー 8.Os 4.0秒 OFF/4.0秒 ON(同 期 8.0秒)

S0048

リザーブ (将来用)

S0049

S004A

S004B

S004D

S004E 常時 OFF 常に OFF

S004F 常時 ON 岸軸こ ON

CF(キ ャリーフラグ) キャリー付き命令にて使用

S0051 ERF(エ ラーフラグ) 命令実行時にエラー発生にて ON(SW006の 各フラグに運動)

S0052

リザーブ (将来用)

S0055

S0057

S0058

S0059

S005A

S005C

S005D

S005E

S005F

子1)本 エリア (S0050,S0051を 除く)は 参照のみ (書き込みは無効)
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特殊リレー 名  称 機  能

イリーガル命令検出 (ダウン) 不正命令検出時 ON

S0061

リザーブ (将来用)S0062

S0063

バウンダリエラー (警告) 間接アドレス指定にてアドレス範囲オーバーのときON(運 転継続)

S0065 アドレスバウンダリエラー (警告) CALL命 令、」UMP命 令にて飛び先ラベル異常時 ON(運 転継続)

S0066
リザーフ (将来用)

S0067

除算エラー (警告) 除算命令にてエラー発生時 ON(運 転継続)

S0069 BCDデータエラー (番告) BCD命 令にて異常データ検出時 ON(運 転継続)

テーフルオペレーションエラー

(警告)
テーブル操作命令にてテーブル範囲オーバーのときON(運 転継続)

S006B エンコードエラー (警告) エンコード命令にてエラー発生時 ON(運 転継続)

アドレス登録エラー (警告) CALL命 令、」UMP命 令にて飛び先末登録のとき ON(運 転継続)

ネステイングエラー (警告)
CALL命令、FOR命令、MCSn命令にてネステイングオーバー時 ON(運

転継続)

S006E

リザーブ (将来用)

t

*1)エ ラー要因発生にて ONと なり保持 (RUN起動時にリセット)

ネ2)警 告フラグのリセットは必要に応じてユーザプログラムで行う

ネ1)カ レンダデータの設定は、カレンダ設定命令またはプログラマによるシステム情報設定によつて行う。(特殊レジス

タに直接データを書き込んでも無効)

*2)カ レンダ LSI異常等によリデータが正常に読み込めないときは、これらのレジスタは H00FFとなる。

*3)カ レンダの精度は ±30秒 /月

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW007 カレンダデータ (年) 西暦年下位2桁 (91, 92,… 。)

下位 8ビットにBCD

コードで格納

SW008 カレンダデータ (月) 月 (01～12)

SW009 カレンダデータ (日) 日 (01～31)

SW010 カレンダデータ (時) 時 (00～23)

SW011 カレンダデータ (分) 分 (00～59)

SW012 カレンダデータ (秒) 秒 (00～59)

SW013 カレンダデータ (曜日) 曜日 (日=00, 月=01,・・・土=06)
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特殊

レジスタ
名  称 機  能

S0150

リザーブ (将采用)

S0151

S0152

S0153

S0154

S0155

S0156

S0157

S0158 周辺サポート優先 ONで周辺サポート処理時間の延長 (コマンド処理完了まで)

S0159

リザーブ (将来用)

S015A

S015B

S015C

S015D

S015E

S015F

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW016 先頭エラーコード

診断表示命令の実行により、指定のエラーコード(1～64)が SW018

～SW033に実行順 (早いものが若いアドレス)に 格納され、登録個数

(SW017)が更新される。

先頭エラーコード (SW01 6)に は、登録されているエラーコードの

中で最も早く発生したもの (SW01 8の内容)が 格納される。

診断表示リセット命令の実行、またはプログラマによるリセット操

作によつて、登録エラーコードは 1つづつ削除される。

このとき、登録個数は 1減少し、エラーヨードの格納位置はシフト

アップされる。

SW017 登録|□数

SW018 エラーコード(先頭)

SW019 エラーコード (2)

SW020 エラーコード (3)

SW021 エラーコード (4)

SW022 エラーコー ド (5)

SW023 エラーコード (6)

SW024 エラーコード (7)

SW025 エラーコード (8)

SW026 エラーコード (9)

SW027 エラーコード (10)

SW028 エラーコード (11)

エラーコード (12)

エラーコード (13)

SW031 エラーコード (14)

SW032 エラーコード (15)

SW033 エラーコード (16)
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特殊リレー 名  称 弔覚    台ヒ

アナンシエータリレ ー1

S W 0 1 8～S W 0 3 3に登録されているエラーコー ドに対応するアナン

シェータリレーが ONと なる。

S0341 アナンシェータリレー 2

アナンシエータリレー 3

アナンシエータリレー 4

アナンシェータリレー 5

S0345 アナンシエータリレー 6

S0346 アナンシエータリレー 7

S0347 アナンシエータリレー 8

S0348 アナンシエータリレー 9

アナンシェータリレー 10

アナンシェータリレー 11

アナンシェータリレー 12

S034C アナンシェータリレー 13

アナンシエータリレー 14

S034E アナンシエータリレー 15

S034F アナンシエータリレー 16
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 相鰐    台ヒ

S0350 アナンシエータリレー 17

SW018～SW033に登録されているエラーコードに対応するアナン

シェータリレーが ONとなる

S0351 アナンシエータリレー 18

S0352 アナンシエータリレー 19

S0353 アナンシエータリレー 20

アナンシエータリレー 21

S0355 アナンシエータリレー 22

S0356 アナンシエータリレー 23

アナンシエータリレー 24

アナンシェータリレー 25

S0359 アナンシエータリレー 26

アナンシエータリレー 27

S035B アナンシエータリレー 28

S035C アナンシエータリレー 29

アナンシエータリレー 30

アナンシエータリレー 31

アナンシエータリレー 32

アナンシエータリレー 33

S0361 アナンシェータリレー 34

S0362 アナンシエータリレー 35

アナンシエータリレー 36

S0364 アナンシエータリレー 37

S0365 アナンシエータリレー 38

S0366 アナンシェータリレー 39

S0367 アナンシェータリレー 40

S0368 アナンシエータリレー 41

S0369 アナンシェータリレー 42

S036A アナンシェータリレー 43

S036B アナンシエータリレー 44

S036C アナンシエータリレー 45

S036D アナンシエータリレー 46

S036E アナンシェータリレー 47

アナンシエータリレー 48
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特殊リレー 名  称 将鱗    百ヒ

アナンシエータリレー 49

S W 0 1  8～S W 0 3 3に登録されているエラーヨードに対応するアナン

シェータリレーが ONと なる。
S0371 アナンシエータリレー 50

S0372 アナンシェータリレー 51

S0373 アナンシエータリレー 52

S0374 アナンシェータリレー 53

S0375 アナンシエータリレー 54

アナンシエータリレー 55

S0377 アナンシエータリレー 56

S0378 アナンシエータリレー 57

S0379 アナンシエータリレー 58

S037A アナンシェータリレー 59

S037B アナンシエータリレー 60

S037C アナンシェータリレー 61

S037D アナンシエータリレー 62

アナンシエータリレー 63

S037F アナンシェータリレー 64

特殊レプスタ 名  称 様鱗    台ヒ

SW038 プログラマボート応答デイレー 設定範囲 :0～30

設定値*10ms待つてから、外部機器への通信応答を行う。

特殊リレー 名  称 格鰐    台ヒ

定同期割り込み実行ステータス 実行中 ON

リザーブ (将来用)

S0392

S0393

S0395

S0396

S0397

S0399

S039B

S039D

S039E

S039F
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 格路    台ヒ

リザーブ (将来用)

S0401 HOLDデバイス HOLDモ ード中ON(プ ログラムで ONに しても HOLDに 遷移)

S0402

リザーブ (将来用)

S0405

S0407

S0408

S040A

S040B

S0400

S040E

S040F

S0410 サブプログラムⅢl実行ステータス サブプログラム ‖1実 行中のとき ON

S0411

リザープ (将来用)

S0412

S0413

S0414

S0415

S0416

S0417

S0418

S0419

S041A

S041B

S041C

S041D

S041E

S041F
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特殊レン
・
スタ 名  称 機  能

SW042

5
SW056

リザーブ (将来用)

SW057 コンピユーリンクポート応答デイレー 設定範囲 :0～30

設定値辛10mS待つてから、外部機器への通信応答を行う。

SW058

5
SW067

リザーブ (将来用)

特殊リレー 名  称 帯鰐    台ヒ

S0680

S0681

S0682

S0683

S0684

S0685

S0686

S0687

シリアル 1/F機 能用

エンドテキスト

通信カードでシリアル 1/F機能を使用する際

伝送テキストの最終コードを設定する。

初期値=00H

インタフエース選択 (4/2線式) OFF:4線式 ON:2線 式 (9600,19200bps時のみ,シリアル1/Fモードで有効|

リザーブ (将来用)

S068D データリンクモード 相手局ステータス データリンクモードにおいて、相手局が RUNと きON

S068E データリンクモード 伝送ステータス データリンクモードにおいて、伝送正常時 ON

S068F シリアル 1/Fモ ードリセット ONでリセット (シリアル 1/Fモ ードで有効)

t

特殊レシ
'ス

タ 名  称 機  能

SW069 リザープ (将来用)
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0700

データリンクステータス

(TOSLINE-30)

W0000正 常伝送時 ON

W0001正 常伝送時 ON

W0002正 常伝送時 ON

S0703 W0003正 常伝送時 ON

S0704 W0004正 常伝送時 ON

W0005正 常伝送時 ON

S0706 W0006正 常伝送時 ON

S0707 W0007正 常伝送時 ON

S0708 W0008正 常伝送時 ON

S0709 W0009正 常伝送時 ON

S070A W0010正 常伝送時 ON

W0011正 常伝送時 ON

S070C W0012正 常伝送時 ON

S070D W0013正 常伝送時 ON

S070E W0014正 常伝送時 ON

S070F W0015正 常伝送時 ON

S0710 W0016正 常伝送時 ON

S0711 W0017正 常伝送時 ON

S0712 W0018正 常伝送時 ON

S0713 W0019正 常伝送時 ON

S0714 W0020正 常伝送時

S0715 W0021正 常伝送時 ON

S0716 W0022正 常伝送時 ON

S0717 W0023正 常伝送時 ON

S0718 W0024正 常伝送時 ON

S0719 W0025正 常伝送時 ON

S071A W0026正 常伝送時 ON

S071B W0027正 常伝送時 ON

S071C W0028正 常伝送時 ON

S071D W0029正 常伝送時 ON

S071E W0030正 常伝送時 ON

S071F W0031正 常伝送時 ON
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

し

特殊リレー 名  称 機  能

S0720

データリンクステータス

(TOSLINE-30)

W0032正 常伝送時 ON

S0721 W0033正 常伝送時

S0722 W0034正 常伝送時 ON

S0723 W0035正 常伝送時 ON

S0724 W0036正 常伝送時 ON

S0725 W0037正 常伝送時 ON

S0726 W0038正 常伝送時 ON

S0727 W0039正 常伝送時 ON

S0728 W0040正 常伝送時 ON

W0041正 常伝送時 ON

S072A W0042正 常伝送時

S072B W0043正 常伝送時 ON

S072C W0044正 常伝送時 ON

S072D W0045正 常伝送時 ON

S072E W0046正 常伝送時

S072F W0047正 常伝送時 ON

S0730 W0048正 常伝送時 ON

S0731 W0049正 常伝送時 ON

S0732 W0050正 常伝送時 ON

S0733 W0051正 常伝送時 ON

S0734 W0052正 常伝送時 ON

S0735 W0053正 常伝送時 ON

S0736 W0054正 常伝送時 ON

S0737 W0055正 常伝送時 ON

S0738 W0056正 常伝送時 ON

S0739 W0057正 常伝送時 ON

S073A W0058正 常伝送時 ON

S0738 W0059正 常伝送時 ON

S073C W0060正 常伝送崎

S073D W0061正 常伝送時 ON

S073E W0062正 常伝送時 ON

W0063正 常伝送時 ON
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0740

データリンクステータス

(TOSLINE-30)

W0064正 常伝送時 ON

S0741 W0065正 常伝送崎 ON

S0742 W0066正 常伝送時 ON

S0743 W0067正 常伝送時 ON

S0744 W0068正 常伝送時 ON

S0745 W0069正 常伝送時 ON

S0746 W0070正 常伝送時 ON

S0747 W0071正 常伝送時 ON

S0748 W0072正 常伝送時 ON

S0749 W0073正 常伝送時 ON

S074A ‖0074正 常伝送時 ON

S074B W0075正 常伝送時 ON

S074C W0076正 常伝送時 ON

S074D W0077正 常伝送時 ON

S074E W0078正 常伝送時 ON

S074F W0079正 常伝送時 ON

S0750 W0080正 常伝送時 ON

S0751 W0081正 常伝送時 ON

S0752 W0082正 常伝送時 ON

S0753 W0083正 常伝送時 ON

S0754 W0084正 常伝送時 ON

S0755 W0085正 常伝送時 ON

W0086正 常伝送時 ON

S0757 W0087正 常伝送時 ON

S0758 W0088正 常伝送時 ON

S0759 W0089正 常伝送時 ON

S075A W0090正 常伝送時 ON

S075B W0091正 常伝送時 ON

S075C W0092正 常伝送時 ON

S075D W0093正 常伝送時 ON

S075E W0094正 常伝送時 ON

S075F W0095正 常伝送時 ON

―- 188 -一



第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

し

特殊リレー 名  称 相鰐    台ヒ

S0760

データリンクステータス

(TOSLINE-30)

W0096正 常伝送時 ON

S0761 W0097正 常伝送時 ON

S0762 W0098正 常伝送時 ON

S0763 W0099正 常伝送時 ON

S0764 W0100正 常伝送時 ON

S0765 W0101正 常伝送時 ON

S0766 W0102正 常伝送時 ON

W0103正 常伝送時 ON

W0104正 常伝送時 ON

S0769 W0105正 常伝送時 ON

W0106正 常伝送時 ON

S076B W0107正 常伝送時 ON

S076C W0108正 常伝送時 ON

S076D W0109正 常伝送時 ON

S076E W0110正 常伝送時 ON

S076F W0111正 常伝送時 ON

S0770 W0112正 常伝送時 ON

S0771 W0113正 常伝送時 ON

S0772 W0114正 常伝送時 ON

S0773 W0115正 常伝送時 ON

S0774 W0116正 常伝送時 ON

W0117正 常伝送時 ON

S0776 W0118正 常伝送時 ON

S0777 W0119正 常伝送時 ON

S0778 W0120正 常伝送時 ON

S0779 W0121正 常伝送時 ON

S077A W0122正 常伝送時 ON

S077B W0123正 常伝送時 ON

S077C W0124正 常伝送時 ON

S077D W0125正 常伝送時 ON

S077E W0126正 常伝送時 ON

S077F W0127正 常伝送時 ON
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博殊レジス多 名  称 機  能

S0780

TOSLINE一F10

C H lコマンド

通信動作状態 通信実行中 ON

S0781 出力禁止動作完了フラグ 出力禁止動作完了にて ON

S0782 再構成中フラグ 再構成中 ON

S0783 リザーブ (将来用)

S0784 スキャン伝送エラーフラグ スキャン伝送エラー発生時 ON

S0785

リザーブ (将来用)S0786

S0787

S0788 通信停止要求 ONにて通信停止要求

S0789 出力禁止要求 ONにて出力禁止要求

S078A

リザーブ (将来用)

S0788

S078C

S0780

S078E

S078F

S0790

TOSLINE―F10

C H lス テータス

通信動作状態 通信実行中 ON

S0791 スキャン伝送状態 スキヤン伝送実行中 ON

S0792

リザーフ (将来用)S0793

S0794

S0795 MS動作モード OFF:通 常モード  ON:テ ストモード

S0796

リザーブ (将来用)

S0797

S0798

S0799

S079A

S079B

S079C

S079D

S079F

十) 詳細はデータ伝送装置 TOSLINE―F10概説書参照
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特殊レジスう 名  称 将蛤    台ヒ

SW080 TOSLINEギ10 CH2コマンド レジスタ内各ビットの内容は、前ページ (SW078,

SW079)と同様
TOSLINE一F10 CH2ステータス

SW082 TOSLINE―F10 CH3コマンド

SW083 TOSLINE F10 CH3ステータス

TOSLINE―F10 CH4コマンド

SW085 TOSLINE―F10 CH4ステータス

SW086 TOSLINE―F10 CH5コマン ド

SW087 TOSLINEギ10 CH5ステータス

SW088 TOSLINEギ10 CH6コマンド

SW089 TOSLINE―F10  CH6,スモテーー4フテス

TOSLINE―F10 CH7コマンド

TOSLINE―F10  CH7テスモテーー4フテス

SW092 TOSLINE―F10 CH8コマンド

TOSLINE―F10 CH8ステータス

博殊レジスタ 名  称 相路    台ヒ

SW094

TOSLINE―F10

スキヤンエラーマップ

LW000ハVLW015 TOSLINE―F10のスキャン伝送において、リンクリ

レーレジスタ (LW)に 対応するスキャンデータ

が正常に更新されていないとき対応するビッ ト

がONとなる。

リンクリレーレジスタ (LW)と特殊レジスタのビ

ットとの対応は、リンクリレーレジスタLWnに対応

する特殊レジスタをSWm、対応するビット位置をPと

すれば、次式により決まる。

{‖:十1+;nlを法類
)

(例)

LW100のとき、100/16=6余 り4より

骨:子
4i〔
[|;十、|;W100)  } →S1004

SW095 LW01 6′`ΨLW031

LW032-LW047

SW097 LW048ヘソLW063

SW098 LW064-LW079

SW099 LW080-LW095

SW100 LW096かVLWlll

Ｗ LWl12ハvLW127

SW102 LW1 28ハvとWi 43

SW103 LW144-LW1 59

SW104 LW160ハフLW175

SW105 LW176 ウ々LW191

SW106 LW192ハVLW207

SW107 LW208-LW223

SW108 LW224 V々LW239

SW109 LW240かVLW255

ホ) 詳細はデータ伝送装置 TOSLINE―F10概説書参照
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特殊レジス会 名  称 機  能

Sl100

TOSLINE―S20 (T2E)

TOSLINE―S20LP (T2N)

ステーシヨン

ステータス

テス トモード テストモード実行中 ON

Sl1 01

リザープ (将来用)Sl102

Sl103

Sl104 親局 /子 局 親局のとき ON

Sl105 スキャン伝送禁止 /許 可 スキャン伝送禁止のとき ON

Sl106

Ｔ

２

Ｎ

の

み

終端 終端局動作実行中 ON

Sl107 リピート状態 リピート状態 ON,カ ット状態 OFF

Sl108 ループ系2送信禁止/許 可 ループ系2送信禁止のとき ON

Sl109 ループ系2受信禁止/許 可 ループ系2受信禁止のとき ON

Sl10A ループ系1送信禁止/許 可 ループ系1送信禁止のとき ON

Sl10B ループ系1受信禁止/計 可 ループ系1受信禁止のとき ON

Sl10C オンライン オンライン状態のとき ON

Sl10D スタンバイ スタンバイ 状態のとき ON

Sl10E オフライン オフライン】犬態のとき ON

Sl10F ダウン ダウン状態のとき ON

Sll10

リザーブ (将采用)

Sllll

S l l 1 2

Sll13

Sll14

S l l 1 5

Sll16

S l l 1 7

S l l 1 8

Sll19

S l l l A

SlllB

S l l l C

S l l l D

S l l l E

SlllF

*) 詳細はデータ伝送装置 TOSLINE―S20概説書、T2N内蔵 TOSLINE―S20LP部取扱説明書参照
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

し

博殊レジスう 名  称 梅覺    台し

SWl12

TOSLINE―S20 / S20LP

オンラインマツプ

ステーションNo.1～No.16
● ステーションNo.の ステーシヨンがオンライン状

態のとき、対応するビツトがONとなる。

● ステーションNo.と 特殊レジスタのビットとの対

応は、若いステーションNo。から順にビット0,

ビット1の順で対応する。

SWl13 ステーションNo.17～No,32

SWl14 ステーションNo.33～ No.48

SWl15 ステーションNo。49～No.64

SWl16

リザーブ (将来用)
SWl17

SWl18

SWl19

SW120

TOSLINE―S20 / S20LP

スタンバイマツプ

ステーションNo.1～No.16
・ ステーションNo,の ステーシヨンがスタンパイ状

態のとき、対応するビットがONとなる。

・ ステーションNo。と特殊レジスタのビットとの対

応は、若いステーションNo.か ら順にビット0, ビ

ット1の順で対応する。

SW121 ステーションNo。17～No.32

SW122 ステーションNo.33～No。48

SW123 ステーションNo.49～ No.64

SW124

リザーブ (将来用)

SW125

SW126

SW127

特殊レジスう 名  称 相覚    台ヒ

SW128

TOSLINE―S20

スキヤンヘルシー

マツプ

W0000-W0015 TOSLINE―S20のスキヤン伝送において、リンクレジ

スタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更新

されているとき対応するビットがONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対応は、リンクレジスタWnに対応する特殊レジスタ

をSWm、対応するビット位置をPとすれば、次式によ

り決まる。

m=128+(n/16の商)

P=(n/16の 余り)

(例)

W0200のとき、200/16=12余 り8より

骨:12キとを,lr告)(SW1 
40) 
}→s1408

SW129 W0016‐ W0031

SW130 W0032ハフW0047

SW1 31 W0048-W0063

SW132 W0064かΨW0079

SW133 W0080かVW0095

SW134 W0096ハフW0111

SW135 W0112-W0127

SW136 W0128 V々W0143

SW137 W0144-W0159

SW138 W0160ハVW0175

SW139 W0176ハVW01 91

SW140 W0192-W0207

SW141 W0208-W0223

SW1 42 W0224ハvW0239

SW143 W0240ハVW0255
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特殊レジスタ 名 小 機

SW144

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マツプ

W0256-W0271 TOSLINE S20のスキャン伝送において、リンクレジ

スタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更新

されているとき、対応するビットがONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対応は、リンクレジスタWnに対応する特殊レジスタ

をSWm、対応するビット位置をPとすれば、次式によ

り決まる。

冊=128+(n/16の商)

P=(n/16の 余り)

(例)

W0500のとき、500/16=31余り4より

‖:12iどjf;)(SW1 
59) 
}→s1594

SW145 W0272 ウ々W0287

SW1 46 W0288-W0303

SW147 W0304-W0319

SW1 48 W0320-W0335

SW149 W0336ハフW0351

SW1 50 W0352″ハVW0367

SW1 51 W0368ハVW0383

SW152 W0384-W0399

SW153 W0400ハvW0415

SW1 54 W0416かVW0431

SW155 W0432-W0447

SW156 W0448ハフW0463

SW1 57 W0464-W0479

SW158 W0480-W0495

SW159 W0496ヘツW0511

SW160 W0512かVW0527

SW1 61 W0528 ウ々W0543

SW162 W0544-W0559

SW163 W0560-W0575

SW164 W0576-W0591

SW165 W0592ヘフW0607

SW166 W0608々VW0623

SW167 W0624ハVW0639

SW1 68 W0640-W0655

SW169 W0656ハツW0671

SW1 70 W0672ハウW0687

SW1 71 W0688ハVW0703

SW172 W0704かウW0719

SW173 W0720ハvW0735

SW1 74 W0736ハvW0751

SW1 75 W0752ハ▽W0767
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し

侍殊レジスタ 名  称 将蛤    台ヒ

SW176

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マツプ

W0768々VW0783 TOSLINE―S20のスキャン伝送において、リンクレジ

スタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更新

されているとき、対応するビットがONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対応は、リンクレジスタWnに対応する特殊レジスタ

をSWm、対応するビット位置をPとすれば、次式によ

り決まる。

m=128+(n/16の商)

P=(n/16の 余り)

(例)

W0990のとき、990/16=61余 り14より

|:1子
81を
]晋EISW189) }→s189E

SW177 W0784ハVW0799

SW178 W0800ハレW0815

SW179 W0816 V々W0831

SW180 W0832かVW0847

SW1 81 W0848ハフW0863

SW1 82 W0864ハvW0879

SW183 W0880ハVW0895

SW184 W0896ハ′W0911

SW185 W0912ハフW0927

SW186 W0928々ウW0943

SW187 W0944かVW0959

SW188 W0960 V々W0975

SW189 W0976 V々W0991

Ｗ W0992々ウW1007

SW1 91 W1008 Ψ々W1023
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3 . 3

レジスタデータの

扱い

レジスタとは 「16ビットのデータを格納する場所」ということは前にも説明

しましたが、T2Eの 命令語では、単独のレジスタまたは連続する複数のレジ

スタを用いて次の種類のデータを扱うことができます。

正整数 (0～65535の範囲の整数)

整数 (-32768～32767の範囲の整数)

BCD(BCDコ ードで表現された 0～9999の範囲の整数)

正の倍長整数 (0～4294967295の範囲の整数)

倍長整数 (-2147483648～2147483647の範囲の整数)

倍長 BCD(BCDコ ードで表現された 0～99999999の範囲の整数)

実数 (-340282×1038～340282×1038の範囲の実数)

ただし、これらの種類のデータを扱うために、種類に応じた専用のレジスタ

がある訳ではなく、どの命令語を使用するかによつてレジスタデータの扱い

が変わつてきます。

つまり、下記の例のように、同じレジスタを用いた場合でも、命令語のデータ

タイプが異なれば、レジスタデータの扱いも変わります。

例)

D0005の 値が HFFFF(16進 数の FFFF)の とき、

① 符号なし比較命令(より大きい)では、

{ D0005 U〉 100 ]一  判定出力 (真のとき ON)

D0005の 値は 65535(正整数)と 見なされ、従つて比較値 (100)よ

りも大きいと判断されて、命令の出力は ONと なる。

② 符号付き比較命令(より大きい)では、

{ D0005 〉 100 コー  判定出力 (真のとき ON)

D0005の 値は -1(整 数)と 見なされ、従つて比較値 (100)よ り

も大きくないと判断されて、命令の出力は OFFと なる。

このように、レジスタにはデータタイプによる区別はないため、よく理解

して使用すれば複雑なデータ操作を行うことも可能です。ただし、プログ

ラムを見やすくするために、できるだけデータタイプ別にレジスタを割り

当てて (1つ のレジスタは 1つ のデータタイプで扱う)使 用することをお

勧めします。
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(1)正 整数

レジスタ 1個で表現される 16ビットの正の整数です。レジスタ内部の

ビット構成は下図のようになります。

(MSB) ( L S 8 )

FED OBA 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0-ビ ット位置

レジスタ

ビット 0が 最下位ビット、ビット Fが 最上位ビットとなります。扱え

る数値範囲は下表の通りです。

数値 (10進) 2進数表現 16進数表現

65535 1111 1111 FFFF

65534 1111 1111 1111 1110 FFFE

2 ぞ 2

1 0000  0000  0000  0001 0001

０ 0000  0000  0000  0000 ００００

補足

プログラミング時及びプログラムモニタ時、レジスタデータの表示 /

設定は、10進数と 16進数の切換えが可能です。16進数表示のときは、

数値の前に
“H"が付きます。

例)H89AB(16進 数の 89AB)

(2)整 数

レジスタ 11□で表現される 16ビ ットの整数です。負の数は 2の 補数

表現となります。

(MS8) (LS8)

FE D OBA 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0キ ービット位置

し

レジスタ

i｀
一一一一一一

ェ「=三Yて
~下~~~~ ~一―ジ

符暑ビット     ア~夕 15ビット

ビット0か らビットEま での 15ビ ットで数イ直を表現し、ビットFで

符号(正のとき 0, 負のとき 1)を 表わします。
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扱える数値範囲及び表現形式は下表の通りです。

数値 (10進) 2進数表現 16進数表現

32767
０ 7FFF

32766
０ ０ 7FFE

2 ぞ 2

1 0000  0000  0000  0001 ０００

０ 0000  0000  0000  0000 0000

一 FFFF

2 2 2

-32767 1000  0000  0000  0001 ００８

-32768 1000  0000  0000  0000 ０００８

2の 補数表現とは、互いに足し合わせると下位 16ビットが全て 0と な

る数値のことです。

例)

+  )  ♀;;8   8;l;   ;;;;   古881   1を革言|  :__32子:子
1 0000   0000   0000   0000

計算上は、数値の各ビットを反転し、1を 加えるという操作によつて、

その数値の 2の 補数を求めることができます。

例)

0111 1111 1111 1111(2進 )=32767

(ビット反転)

1000  0000  0000  0000  (2挺圭)

(1を 加える)

1000  0000  0000  0001  (2誕圭)=―-32767

(3) BCD

BCDと は、Binary Coded Decimalの略で 2進 化 10進数とも呼びます。

2進 数の 4ビ ットで 10進数の 1桁 (0～9)を 表現します。従つて l lEl

のレジスタで 4桁 の 10進数の数値を表わすことができます。

(MSB) ( L S B )

FEDCBA987654321 0← ビット位置

レジスタ

早 早 早 早
1 0 3       1 0 2       1 0 1       1 0 0
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扱える数値範囲及び表現形式は下表の通りです。

数 値 2進数表現 16進数表現

9999 ００ ００ ００ ００ ９９９９

9998 ００ ００ ００ ０００ 9998

2 2 ぞ

０ 0000  0000  0001  0000 ０００

９ 0000  0000  0000  1001 ９０００

2 2 2

1 0000  0000  0000  0001 ０００

０ 0000  0000  0000  0000 ００００

も

補足

BCDデ ータは基本的には、BCD出力形の数値設定器等からのデータ

入力、及び BCD入力形の数値表示器等へのデータ出力などに使用す

るデータ形式ですが、PCでは、BCDデータのまま四則演算を行う専

用命令も備えています。

(4)正 の倍長整数

連続する2つのレジスタを用いて表現される32ビットの正の整数です。

倍長データの場合、レジスタは①+1・①のように指定し、①が下位 16

ビットを、①+1が上位 16ビットを示します。(①+1はレジスタ① の

次のレジスタ)

(MSB)                (LSB)

F― ―――――――-OF― ―――――――-04-ビ
ツ ト位置

例)レ ジスタ D0201・D0200で正の倍長整数を扱うとすれば、D0200が

① に、D0201が①+1に なり、D0200側が下位、D0201側が上位と

なります。

プログラミング上は、命令語の倍長オペランドを指定する位置で、

D0200と入力すると自動的に D0201・D0200と表示されます。

正の倍長整数が扱える数値範囲を次ベージの表に示します。

トツビ６位下①タス一ツ
　
ト

レ

　

ツ

▲
Ｉ
Ｌ
　
に位上力に

，
①タスやジレ

↑
Ｉ
Ｌ
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数 値

16進数表現

レジスタ①+1 レジスタ①

4294967295 FFFF FFFF

2 2 2

65536 ０００ 0000

65535 ００００ FFFF

2 2 せ

０ ００００ 0000

(5)倍 長整数

連続する 2つ のレジスタを用いて表現される 32ビ ットの整数です。

負の数は 2の 補数表現となります。((2)整 数の項参照)

レジスタは①+1・① のように指定し、① が下位、①+1が 上位となり

ます。

(MSB)                (LSB)
FE― ―――――-OF― ――――――-0← ビット位置

レジスタ①の 0ビットからレジスタ①+1の Eビットまでの 31ビット

で数値を表わし、レジスタ①+1の Fビ ットで符号 (正のとき 0、負の

とき 1)を表わします。

例)レ ジスタ D1002・D1001で倍長整数を扱うとすれば、D1001が① に、

D1002が①Ⅲlに なり、D1001が下位、D1002が上位となります。

また符号は D1002の Fビットで表わされます。

プログラミング上は、命令語の倍長オペランドを指定する位置で、

D1001と入力すると自動的に D1002・D1001と表示されます。

倍長整数の扱える数値範囲を次ベージの表に示します。

トツビ

　

　

＞

６

　

　

　

　

　

１

①〓下位叫　０，負…

例
　
〓符

「

　

ト

①

　

ツ

タ

　

ビ

以
　
び

比

抑
ス「ジレ

ー

ー

ー

Ｌ

レジスタ①は奇数アドレスでも偶数アドレスでもかまいません。
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し

数 値

16進数表現

レジスタ①+1 レジスタ①

2147483647 7FFF FFFF

2 2 2

65536 ０００ ００００

65535 0000 FFFF

2 2 2

０ 0000 ００００

- 1 FFFF FFFF

2 2 ぞ

-65536 FFFF ００００

-65537 FFFE FFFF

2 2 2

-2147483648 ０００８ ００００

(6)倍 長 BCD

連続する 2つのレジスタを用いて表現される 8桁の BCDデ ータです。

(MSB) ( L S B )
F― ―CB― -87- -43- -O F― ―CB― -87- -43- -0-ビ ットね立建重

ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ

1 0 7   1 0 6   1 0 5   1 0 4    1 0 3   1 0 2   1 0 1   1 0 0

レジスタは①+1・① のように指定し、① が下位 4桁 、①+1が上位 4

桁となります。

例 )レ ジスタ XW001・XW000で 倍長 BCDを 扱うとすれば、XW000が ① 、

XW001が①+1と なり、XW000が下位 4桁、XW001が上位 4桁とな

ります。

倍長 BCDデータが扱える数値範囲及び表現形式を下表に示します。

数 値

16進数表現

レジスタ①+1 レジスタ①

99999999 9999 9999

2 2 2

1 ００００ ０００

０ ００００ ００００

レジスタ①+1 レジスタ①
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(7)実 数

連続する2つ のレジスタを用いて表現される実数 (浮動小数点データ)

です。レジスタは①+1・①のように指定し、内部的には次のようなフォ
ーマツトでデータが格納されます (IEEE754に準拠)

(MSB)

F E ― ― ― -76 - ―
(LSB)

-OF― ――――――――-04-ビ ツト位置

仮数部 (23ビット)

レジスタ①+1 レジスタ①

値=(符 号)1.(仮 数部)× 2(指数部-12つ

実数 (浮動小数点データ)は 、下記の浮動小数点命令においてのみ使用され

ます。従つて、上記の浮動小数点データ格納フオーマツトを意識する必要は

ありません。

・ 変換命令 (浮動小数点◆倍長整数)

・ 浮動小数点四則演算命令

・ 浮動小数点命令

実数 (浮動小数点データ)で 扱える数値範囲は以下の通りです。

数 値 表 現 備 考

3.40282× 1038 3.40282E38 最大値

ぞ 2

1.17549× 1038 1.17549E-38 0に 近い数

2 ぞ

-1.17549× 1038 -1.17549E-38 0に 近い数

2 2

-3.40282× 1038 -3.40282E38 最小1直
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3 . 4

インデツクス修飾 命令語にてレジスタを使用する場合、下記例 1)のように直接レジスタを指

定する方法を直接アドレス指定といいます。

これに対し、下記例 2)の ようにインデツクスレジスタ (1, 3, K)の 内容

との組み合わせで、レジスタを関接的に指定する方法を関接アドレス指定と

いいます。特にこの場合は、インデツクスレジスタを用いてアドレスの修飾

を行いますので、インデックス修飾と呼びます。

RW400 MOV D3500   ト

データ転送命令

RW1 00の 内容を D3500に転送する

例 2 )

{RWl100 MOv開品0ト

データ転送命令 (インデツクス修飾付き)

RW(100+I)の 内容を D(3500+3)に 転送する

(Ii3,」=200な ら、RW1 03の 内容を D3700に 転送することになる)

インデックスレジスタとしては、I, 」, Kの 3種 類があり、各々 16ビ ッ

トの整数 (-32768～32767)を扱います。これら 3種類のインデツクスレジ

スタには特に機能上の違いはありません。

これらのインデックス命令に値を代入するための特別な命令はありません。

通常の転送命令や演算命令の転送先として指定します。

例 1)  インデックスレジスタに定数を代入する

―
屯

64 MOV I卜
 

(インデックスレジスタ |に 64を 代入)

一
{-2 

MOV J]一  (イ ン デ ッ ク ス レ ジ ス タ 」 に
-2を

代 入 )

例 2)  インデックスレジスタにレジスタデータを代入する

{D0035 
MOV K]一  (インデックスレジスタ Kに D0035の値を代入)

{RW078 
MOV I 

卜   
(インデックスレジスタ |に RW078の 値を代入)

脚
王

し
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例 3)  インデックスレジスタに演算の結果を代入する

{RW200-鍋 →|}一
(RW200から 30を31しヽた結果を |に代入)

(XW004の最上位 ONビットの位置を 」に代入 (エンコード))

{XW004 ENO M)」ト

」

D02 0 1  , D 0 2 0 0

Ｉ
「ア
　
　
　
一

ンイ卜に
タスやジレ すま

き

き

き

き

き

と

と

と

と

と

の

の

の

の

の

１

２

０

１

２

一

一

一
一
　

〓
¨
　

】
一
　

一
一
　

〓

ト
ーー
Ｈ
中

↓

D0201・D0200を示す
D0202,D0201を示す
D0203・D0202を示す
D0200,D0199を示す
D0199・D0198を示す

補足

インデックスレジスタは単長 (16ビ ット)と して扱うことが基本で

すが、例えば乗算命令などのように結果が倍長となる命令の結果格納

先としてインデックスレジスタを使用する場合には、」・Iま たは K・

Jと いう組み合わせのみ有効です。この場合、倍長オペランドの位置

で Iと 指定することにより、J・Iと なり、」が上位 Iが 下位となり

ます。同様に 」と指定することにより K・Jと なり、Kが 上位 Jわヽ

下位となります。

例)

{M3研*10→」・|ト
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X001

インデックス修飾を命令語に適用した場合の動作例を以下に示します。

例)

0000 * 3 → D2001 'D2000

D2000 MOV I 
 H  

XW005 MOV D3000

・1 l 
 H  

XW010 MOV D3000

+4 1 
 H  

XW012 MOV D3000

X0010が OFFから ONに変化したときに以下の処理を行う

① C000の内容を 3倍した値をインデツクスレジスタ I に代入する

② XW005の内容を D(3000+I)に格納する

③ Iの 内容に 1を 力Bえ、XW010の内容を D(3000+I)に格納する

④ さらに Iの 内容に 1を加え、XW012の内容をD(3000+I)に格納する

なお、

猟 昼塁デ熱穐ギwt鮮浜黙9ティ場げ徒孔重ぎ
ンのこの

{①*①→⑥+1・⑥卜賢め凸罫換覺嘉岳
Ⅲl・⑥の倍長レジ

rE+l①
]―

は、①の内容に 1を 力Bえ①に格納するインクリメント命令

J:①
 MOV ①

:卜
は、①の内容を①に代入するデータ転送命令

０
①
②

ｌ

に

ｒ

Ｊ

し

補足

1.

２

インデックスレジスタヘの値の代入及びインデックス修飾は、プ

ログラム中何回行つてもかまいません。従つて通常は、インデッ

クス修飾を行う直前にインデックスレジスタヘの値の代入を行つ

た方がプログラムが見やすくなります。

インデックス修飾によつてレジスタがアドレス範囲を超えないよう

注意して下さい。インデツクス修飾の結果がアドレス範囲を超えて

しまう場合には、その命令は不実行となり、バウンダリエラー発生

を示す特殊リレー(S0051とS0064)がONとなります。
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

3.5

桁指定  レジスタデータの特殊な指定方法として桁指定という方法があります。

桁指定とは、16進数の 1桁 (4ビット)を データの単位として扱い、指定し

たデバイス (ビット位置)か ら何桁分をデータ操作の対象とするか、という

指定の方法となります。桁指定は転送命令 (FUN18)およびデータ交換

(FUN22)で使用することができます。

具体的には、下の例の場合は、X0008から 2桁 分 (つまり XW000の上位 8

ビット)が データ操作の対象となります。

例)

_桁
指定 (この場合 2桁指定)

Q2

X00 8

/ 斜

線部領域を指示

F 一 一 - 0 8 - ― - 8 7

j ヌ とが | | |
R0300～R0318の16ビット(数値としては
R0300が最下位ビットとなる)

桁指定先頭デバイス

ＷＸ

桁指定には 00,Ql,… ・,04の 5種類があり、各々以下の意味となります。

00・…指定デバイス 1ビットをデータ操作の対象とする

Ql ,…指定デバイスを先頭とする 1桁 (4ビット)を データ操作の対象と

する

02・…指定デバイスを先頭とする2桁 (8ビット)を データ操作の対象と

する

Q3・…指定デバイスを先頭とする 3桁 (12ビット)を データ操作の対象と

する

Q4・…指定デバイスを先頭とする 4桁 (16ビット)を データ操作の対象と

する

なお、桁指定で指示した領域が複数のレジスタに渡る場合には、下の例の

ように、アドレスの小さい方から大きい方に渡つて領域が指定されます。

例)

RW031           RW030

F  8     0   F 0      0

骨1300   ~

X008

T2E/T2NではQ5～Q8を使用することはできません。
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第 3部  ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

し

以下に、参照オペランド (そのデータを使用して命令を実行するためのレジ

スタ)と して桁指定を行う場合、及び転送先オペランド (命令実行の結果を

格納するレジスタ)と して桁指定を行う場合の各々について、桁指定の働き

を説明します。

なお、1つ の命令で参照オペランドと転送先オペランドの両方に桁指定をか

けることも可能です。

(1)MOV命令の桁指定

例 1 )

Ql

{ 
X0054 MOV D1000 

卜   
(データ転送命令)

X0054から始まる 1桁 (4ビット)分 のデータを下位 4ビ ット (ビ

ットNo.0～3)の 内容とし、上位 12ビット (ビツトNo.4～F)は 0

となるデータを D1000に転送する。

XW005

D1000

例 2 )

転送前のRW001の値が

残る。

一
屯  

XW000 MOV R0018 
卜   

(データ転送命令)

XW000の 下位 2桁 (8ビ ット)の データを R0018わ らヽ始まる 2桁

(8ビット)に 転送する。

XW000

転送データ

RW001
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3.ユ ーザデータ 第 3部  ユーザプログラム説明

(2)デ ータ交換命令の桁指定

例 2 )

RW000

D0000

Q2

{R0000 
XOHG D0000]一  (データ交換命令)

R0000から始まる 2桁 (8ビ ット)分 のデータを下位 8ビ ット (ビ

ット No,0～7)の 内容とし、上位 8ビ ット (ビットNo.8～F)は 0

となるデータを D0000に転送する。また、D0000の下位 8ビ ットデ
ータを R0000～R0007の 8ビ ットに転送する。

D0000

一

0を代入

ＷＲ

一

交換前の

RW000の値が残る。

補足

1.桁 指定の結果がレジスタのアドレス範囲を超えないように注意し

て下さい。なお、アドレス範囲を超えて桁指定がかかつた場合に

は、バウンダリエラーが発生し超えた部分は無視されます。

2.桁 指定とインデックス修飾を組み合わせて使用することも可能

です。

例)

Ql l   l=H0010であれば  、 Ql     と同じ意味
R0000 R0010
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第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

し

4.1

概要  PCの入カモジユールに入力される外部入力信号の状態は、スキヤン制御実行時

に、入カレジスタ /デ バイス (XW/Xま たは IW/1)を 介して読み込まれま

す。一方、ユーザプログラム実行において決定された出カデータは、出カレジ

スタ /デ バイス (YW/Yま たは OW/0)を 介して出カモジユールに出力さ

れ、このデータに基づいて出カモジユールから外部負荷に出力されます。

入出力割り付けとは、入カレジスタ /デ バイスと入カモジユールとの対応

付け、及び出カレジスタ /デ パイスと出カモジユールとの対応付けを行う

ことです。言い換えると、レジスタ /デ バイスという論理装置に、1/0モ

ジュールという物理装置を割り当てることと言えます。

入カレジスタ/デバイスと出カレジスタ /デ バイスは、各々独立したメモリ

領域を使用する訳ではなく、入出カレジスタ /デ バイスと言うべき一連の

メモリ領域を使用します。

レジスタアドレス範囲

T2E:000か ら 063ま での 64ワ ード

T2N:000か ら 127ま での 128ワード

入出力割り付けを行うことによつて、入カモジユールに割り当てられたアド

レスは入カレジスタ /デ バイスとして、出カモジユールに割り当てられたア

ドレスは出カレジスタ /デ バイスとして、機能種別の決定が行われることに

なります。

入出カレジスタ

(YW)000

(YW)001

(YW)002

(YW)003

(YW)004

XW000

XW001

YW002

YW003

*1(YW)004

↓全縄力割り付け
出カレジスタ

16点出力

16点出力

①

①

⑥

⑥

1/0モ ジュール

32点入力
入力信暑①
入力信暑①

出力信号⑥

出力信号⑥

入

*l 1/0モ ジユールに割り付けられていないアドレスは、内部的には出力

(YW)となります。
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4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

入出カレジスタは 16ビットのレジスタであり、レジスタの個数としては 64

個準備されています。 (16ビットということは、16点分の ON/OFF情報を格

納するということです。)

入カレジスタは、ユーザプログラムで使用する場合、次のように表現します。

入カレジスタの場合 …XW□ □□

出カレジスタの場合 …YW□ □□

上記の□□□はレジスタのアドレス (またはレジスタ番号とも呼びます)を

表し、T2Eは 000から063まで、T2Nは 000から 127までの 10進数です。

また入出カレジスタ内の各ビット (これをデバイスと呼びます)を 次のよう

に表現します。

入カレジスタ内のビット (入カデバイス)の 場合 …×□□□回

出カレジスタ内のビット (出カデバイス)の 場合 …Y□ □□□

上記□□□はレジスタのアドレスを表し、回 はレジスタ内のビット位置を

表します。

ビット位置としては、0,1,……,9,A,B,C,D,E,Fの16位置があります。

例えば、16点入カモジユールに入カレジスタ XW05が割り付けられたと仮定

すると、入カデバイス (X050～X05F)は下図ように各入力信号に書」り当てら

れます。

16点 入カモジュール

(XW05)

- 2 1 0 -



第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

4 . 2

ユエットNo。の設定 第 1部 1.5項で説明した通り、基本ユエット ・拡張ユエット共用のベース

ユニット (BU268,BU266)を用いてシステム構成を行う場合、□―タリース

イッチによつてユニットNo.の設定を行う必要があります。

(例)

。T2E(基本ユニットに BU268、BU266を用いた場合)

B U 2 6 8

(基本ユニット)

8 U 2 6 8

(拡張ユニット11)

BU268
(拡張ユニット12)

8 U 2 6 6

(拡張ユエット13)
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4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

つ
４

Ｔ
，

B U 2 2 8 N

(基本ユニット)

BU268

(拡張ユニット11)

BU268
(拡張ユニット12)

B U 2 6 6

(拡張ユニット‖3)

ベースユニット スイッチ設定

基本ユニット 0(T2Eで BU268、BU266を使用する場合のみ)

拡張ユニツト 基本ユニツトに近いものから1→2→3の順で設定し
て下さい。

１

２

３

出荷時は 0に設定されています。

ユニットNo。がユニット同士で重複しないようにして下さい。

4～9の 設定は未使用ですので使わないで下さい。
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第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

4 . 3

入出力割り付けの

方法

自動害」り付け

入出力割り付けを行うということは、システム情報内に入出力割り付け情

報を登録することと言い換えることができます。PCの CPUは RUN起 動時

に、この入出力割り付け情報に基づいて、1/0モ ジユールが正常に実装

されているかどうかをチェックします。また、同時に、この入出力書」り付

け情報を基に入出カレジスタ (XW/YW)と 1/0モ ジユールとの対応を

決定します。一方プログラマは PCと の交信時に、この入出力割り付け情

報を読み出し、入出カレジスタのアドレス毎に入力 (XW)か 出力(YW)か の

区別を認識します。

システム情報内に入出力割り付け情報を登録するために 2つ の方法があり

ます。自動割り付けと個別割り付けです。

なお、入出力割り付け情報の登録は、PCが HALTモードでかつメモリプロテ

クト状態でないときのみ可能です。

入出力割り付け情報の作成 /登 録を PC本 体に行わせる方法です。プログラ

マの一般 1/0割 り付け情報画面にて、自動割り付けコマンドを選択し実行

することによつて行われます。

自動割り付けコマンドが実行されると、PCの CPUは 実装されている 1/0

モジユールの状態 (どの位置にどんな種別のモジユールが実装されている

か)を 読み取り、入出力割り付け情報を作成 /登 録します。

各々の 1/0モ ジユールは次頁に示すモジュール種別を持つています。

し
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4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

型  式 概  要 モジユール種別

D1 3 1 16点 DC/AC1 2-24V入力(シツク/ツース) X l VV

D 1 3 2 32点 DC24V入力(シツク/ツース) X 2W

Ｄ 1 2 3 5 64点 DC24V入力(シツク/ツース) × 4W

I N 5 1 16点 AC1 00-120V入 力 X lW

I N 6 1 16点 AC200-240V入 力 ×  lW

R061 12点 リレー出力(AC240V/DC24V) Y lW

R062 8点 独立リレー出力(AC240V/DC24V) Y  l VV

R0263 16点 リレー出力(AC240V/DC24V) Y lW

D031 16点 DC5-24Vト ランジスタ出力(シツク) Y  l VV

D032 32点 DC5-24Vト ランジスタ出力(シツク) Y 2W

D0235 64点 DC5-24Vト ランジスタ出力(シツク) Y 4W

D0233P 16点 DC5-24Vト ランジスタ出力(ツース) Y  lW

AC61 12点 トライアック出力(AC100-240V) Y  l 河ヽ

A 1 2 1 4ch アナログ入力 4～20mA/1～ 5V) X 4W

A 1 3 1 4ch アナログ入力 0-10V) × 4W

A 1 2 2 4ch アナログ入力 4～20mA/1～ 5V) × 4W

A 1 3 2 4ch アナログ入力 ±10V) X 4W

A031 2ch アナログ出力(5/10v,20mA) Y 2W

A022 2ch アナログ出力 4-20mA /1-5V) Y 2W

A① 32 2ch アナログ出力 ±10V) Y 2W

P 1 2 1 lch パルス入力(5/12V) × 2W

P1232 2ch パルス入力(DC入 力) iX+Y 2W章 1

P 1 2 7 2 2ch パルス入力(差動入力) i X + Y  2 W - 1

MCll 1軸 位置決め ×十Y 4W

MC212 2軸 位置決め X+Y 4W

CF211 汎用通信インタフェース iX+Y 4W11

SN221 TOSLINE―S20(同軸ケーブル) TL―S

SN222 TOSLINE―S20(光フアイバ) TL―S

MS211 TOSとINEギ10マスターステーション

(ツイストペア)

TL―F

RS211 TOSLINEギ10リモートステーション

(ツイストペア)

TL―F

L K l l TOSLINE-30

(ツイストペア)

伝送容量 8W設 定 Z  8W

伝送容量 16W設 定 Z 16W

伝送容量 32W設 定 Z 32W

L K 1 2 TOSLINE-30

( 光ファイバ)

伝送容量 8W設 定 Z  8W

伝送容量 16W設 定 Z 16W

伝送容量 32W設 定 Z 32W

DN211 DevュceNet ＴＰ０

つ
乙

Ｔ
Ｉ

PU235N イーサネット内蔵 ETHER Ⅲ2

Ｎ氏
Ｊ

４つ
乙

Ｈ
リ

ｎ
Ｆ イーサネット内蔵十TOSLINE―S20LP E/S Ⅲ2

1/0モジユールの種別は、別表の通り、機能区分 (X:入力、Y:出 力、X+Y:

入出力混合)と 占有するレジスタ数 (W)の 組み合わせによつて表されます。

自動割付では X+Y4W(CF211)、 X+Y2W(P1232/P1272)と して登録されま

すので、個別割り付けで各々iX+Y4W、 iX+Y2Wに 変更して下さい。

PU235N/PU245Nの場合は自動的に内蔵伝送装置が言」り付けられ、設定は

不要です。

２
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第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

し

例えば、下図の 1/0モ ジユール実装状態のときに自動割り付けを実行する

と、CPUは 実装されている 1/0モ ジユールの種別を読み出して、入出力書」

り付け情報を作成し、システム情報内に登録します。
● モジユール実装状態     Pu  0 1 2 3 4 5 6 7

T2Eの 場合
基本ユニツト

(ユニット0)

基本ベース :BU21 8

拡張ユニット 帯1

(ユニット1)

拡張ユエツト 科2

(ユニット2)

拡張ユニツト ‖3

(ユニット3)

T2Nの 場合

基本ユニツト

(ユニット0)

拡張ユニツト ‖1

(ユニット1)

拡張ユニット 梓2

(ユニット2)

拡張ユニット 幹3

(ユニット3)

ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

４
ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

４
ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

２

ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
出
力

２
硫
ア
ナ
ロ
グ
出
力

４
Ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

４
Ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

４
Ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
入
力

２

Ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
出
力

２

Ｃｈ
ア
ナ
ロ
グ
出
力

３２
点
出
力
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4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

・ 入出力割り付け情報

ユニット 0 ユニット 1 ユニット 2 ユニット3

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール
種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール
種別

ｎ
ｒ 0 X 4W ０ Y lW ０ Y lW

０ TL―F 1 X 4W 1 Y lW 1 Y lW

1 X lW 2 X 4W ２ Y lW ２ Y lW

２ X lW ３ ３ Y lW ３

３ X lW ４ ４ Y 2W ４

４ X lW 5 Y 2W
民
Ｊ Y 2W

Ｒ
Ｊ

質
Ｊ X 2W 6 Y 2W ６ Y 2W

資
Ｕ

６ X 2W 7
７ Y 2W ７

X 2W

● T2EでBU268/BU266を基本ユニットとして使用した場合

0

基本ユニツト

(BU266)

ユニット 0

ス
ロ
ツ
ト

モジユール
種別

Ｈ
Ｕ

Ｄ
ｒ

０

1 X lW

２ X 2W

３ X 2W

４ Y 2W
民
υ Y 2W

BU268または BU266を基本ベースユエットとして使用した場合、スロット0

は空きとみなされ、割付はスロット1から開始されます。

PU   1   2   3   4   5

電
源

‐６
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力
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第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

し

個別割り付け プログラマの一般 1/0割 り付け情報画面にて、ユーザが入出力割り付け情

報を作成し、PC本体に書き込む方法です。

個別割り付けは次のような場合に使用します。

● 1/0モ ジユールがフル実装されていない状態でプログラミングを行う

とき

・ 特定のモジユールを一括入出力の対象から外したいとき

・ ユニット先頭アドレス設定を行うとき

・ 将来の追力Bのため、空きスロツトに所定のレジスタ数を割り当てておく

とき

。 オフラインプログラミングを行うとき

・ シリアルインターフエイスモジユール (CF211)を使用するとき

(lX+Y4Wに変更する必要がある)

個別割り付けでは、スロツト毎にモジユール種別を設定していきます。この

とき設定できるモジユール種別は下表の通りです。なおモジユール種別は、

機台ヒ区分と占有レジスタ数の組み合わせで表現します。(MMR, TL―S, TL―F

を除く)

(1)X及 び iXは 入カモジユールに、Y及 び ユYは 出カモジユールに、X+Y

及び iX+Yは入出力混合モジユールに各々割り付けます。なお、主指定

を付けたモジユールに対応する入出カレジスタは、一括入出力の対象外

となります。

(2)SPは 空きスロットに任意のレジスタ数を割り付けておくときに使用し

ます。出カレジスタ (YW)が割り当てられます。

(3)MMRは T2E/T2Nでは使用しません。

(4)TL―Sは データ伝送装置 TOSLINE―S20に 書はり付けます。

(5)TL―Fは データ伝送装置 TOSLINE―F10に 割り付けます。

(6)Zは データ伝送装置 TOSLINE-30に書」り付けます。

機能区分 占有 L/ジスタ数 備  考

Ｘ 01, 02, 04, 08 入力 (一括入出力対象)

Ｙ 01, 02, 04, 08 出力 (一括入出力対象)

X+Y 02, 04, 08 入カキ出力 (一括入出力対象)
Ｘ 01, 02, 04, 08 入力 (一括入出力対象外)
Ｙ 01. 02, 04, 08 出力 (一括入出力対象外)

iX+Y 02, 04・ 08 入カキ出力 (一括入出力対象外)

Z 08。 16, 32 TOSLINE-30使用時

ｎ
ｒ

Ｇ
０ 01, 02, 04, 08 スペース

ＲＭＭ メモリカード(T2E/T2Nでは不使用)

TL―S TOSLINE―S20 炉円

TL―F TOSLINE―F10 F目
Ｔ
Ｉ

ｎ
ｒ

〔
∪ オプション
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4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

補足

個別割り付けを行うことによつて、入出力割り付け情報を自由に作成

/登 録することができますが、RUN起 動させるためには登録されに入

出力割り付け情報と 1/0モ ジユールの実装状態が一致していること

が必要です。

なお、強制運転コマンドを実行したときには、書」り付け情報に登録され

たモジユールが未実装の状態でも運転 (RUN―Fモ ード)は 可能です。

ただしこの場合も、登録されたモジユールと異なる種別のモジュー

ルが実装されているときには運転は行えません (1/0照 合チェッ

ク異常)。

補足

T2Eで は基本ユニットとして、BU21 8以 外のベースを使用する場合に

は、スロット0は常に空きとなりますので、個別割り付け実施時には

注意して下さい。

ユニット先頭 個別割り付けにおいて、各ユニットの先頭レジスタアドレス (入出カレジス

アドレス設定 夕)を 設定し登録することができます。

この機能を使用することによつて、ユニット毎にレジスタアドレスを整理す

ることができます。また、将来空きスロットに 1/0モ ジユールを追加する

場合にも、他のユニットのレジスタアドレスには影響を及ぼさないようにす

ることができます。

(ユエット先頭アドレス設定 /表 示画面)

ユニット ‖0    ユニット 絆1

先頭レジスタ No. 先頭レジスタ No.

[   0   ] [   15   ]

ユニット #2    ユニット 梓3

先頭レジスタ No. 先頭レジスタ No。

[   35   ] [   50   ]

この画面例の場合、

基本ユニットは XW/YW000か ら、

拡張ユニット ‖1は XW/YW015か ら、

拡張ユニット #2は XW/YW035か ら、

拡張ユエット 帯3は XW/YW050か ら、

ア ドレスの割り付けが行われます。

補足

後段のユニットが若いレジスタアドレスとなるような設定はでき

ません。

- 2 1 8 -



第 3部  ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

4 。4

レジスタと

モジユールの対応

自動割り付けまたは1□別割り付けを行うことによつて入出力割り付け情報が

登録されると、レジスタとモジユールの対応は以下のルールによつて自動的

に決まります。

(1)ユ ニット上では、左端のモジユールから順に若いアドレスのレジスタが

書」り付けられます。

(2)ユ ニット先頭アドレスが設定されていない場合は (自動割り付けでは

常に設定なし)、前段ユニツトに続けてレジスタが書」り付けられます。

(3)モ ジユール種別が設定されていないスロットは (自動割り付けにおけ

る空きスロットも同様)、レジスタを占有しません。

(4)ス ロット数が 8ス ロット以外のベースを使用した場合も、入出力割り付

け上は標準サイズ (8ス ロット)の ベースと同じ扱いとなり、ユエット

後半に、設定なしのスロツトがあると見なされます。従つてこの部分は

レジスタを占有しません。

(5)SP(ス ペース)設 定されたスロツトには、内部的に出カレジスタが、設

定ワード数分割り当てられます。

(6)Z,TL―S,TLギ の設定がされたモジユールは、入出カレジスタ(XW/YW)

を占有しません。

(7)1/0モ ジユールに割り付けられていない入出カレジスタは、プログラ

ミング上は出カレジスタ (YW)と なりますので、補助レジスタ /リ レ
ー (RW/R)と 同様の使い方ができます。

補足

データ伝送装置に対するリンクレジスタ /リ ンクリレーの割り付け

については、別冊のデータ伝送装置の取扱説明書をご覧下さい。

し

―

郷

一



4.入 出力割り付け 第 3部  ユーザプログラム説明

入出力書」り付け情報が登録された場合のレジスタの割り付けを以下の例に示

します。

例 1 )

・ 入出力割り付け情報

・ レジスタ割り付け

Ⅲl TL―S(TOSとINE―S20)、TL―F(TOSLINEギ10)の設定がされたモジユールは、入出カレジスタ(XW/YW)ヘ

は言」り付きません。よつてXW/YWのアドレスを占有しません.

ユニット0 ユエット1 ユニット2 ユニット3

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ス
ロ
ツ
ト

モジユール

種別

ｎ
ｒ

０ X 4W ０ Y lW ０ Y lW

０ TL―F 1 X 4W 1 Y lW 1 Y lW

1 X lW ２ X 4W ２ Y lW
２ Y lW

２ X lW ３ ３ Y lW ３

３ X lW ４ ４ Y 2W ４

４ X lW 5 Y 2W
氏
Ｊ Y 2W

民
υ

Ｒ
υ X 2W 6 Y 2W

６ Y 2W ６

6 X 2W 7
７ Y 2W 7

7 X 2W

ユニット0 ユニット1 ユニット2 ユニット3

スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ

Ｈ
リ

Ｐ ０ くW010 V々XW013 ０ YW026 ０ YW038

0 TL―F辛1 1 XW014-XW017 1 rW027 1
９３０ＷＹ

1
０００Ｗ ２ くW018′VXW021 2 rW028

つ
乙

０４０ＷＹ

2 くW001 ３ ３ rW029 ３

3
２００Ｗ ４ ４ rW030, YW031

４

４ くW003
氏
Ｊ YW022, YW023

氏
Ｊ rW032, YW033 5

５ 〈W004, XW005 ６ YW024, YW025 ６ rW034, YW035 6

6 くW006, XW007 7
７
′ rW036, YW037 7

７ くW008, XW009
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

5.1

概要 POは、ユーザプログラムを構成するプログラム言語として、ラダー図および

SFCの 2種類をサポートしてしヽます。プログラムのブロックを切り換えるこ

とにより、1つ のユーザプログラムで複数のプログラム言語を混在使用する

ことができますので、制御機能に最適のプログラム構成をとることが司能で

す。

(1)ラダー図

PCのプログラム言語の中bと なる言語です。リレーシンボルとフアンク

ションフロックの組み合わせによってプログラムを構成します。条件制

御、時間制御に適した言語です。

リレーシンボル ・…・a接点、b接点、コイルなどがあります。

フアンクシヨン ・…・1つの機能を表す箱型の命令です。リレーのブロ

ック接点のような扱いでラダー図のネットワー

ク中に自由に配置し、フアンクションフロックの

出力を他のフアンクションプロックの入力とす

ることができます。

J性 柵0〉D101

例

RW12 MOV D102

-221-



5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

(遷移条件吉B)

(2)SFC(シ ーケンシャルフアンクシヨンチャート)

工程歩進制御 (順序制御)に 適したプログラム言語です。また制御の流

れが見やすい言語ですので、プログラムのメンテナンス及び標準化にも

有効です。SFOは、制御の流れを示す SFC構 造部、各工程での動作を

示す実行プログラム部、及び工程を進める条件を示す遷移条件きBから成

ります。実行プログラム部と遷移条件部はラダー図で作成します。

SFOとは、単独のプログラム言語としヽうよりも、むしろ制御工程や条件

を整理し、プログラムを見やすくするための実行制御要素と考えること

ができます。

(SFC構造部)

/条

件分岐

(実行プログラム部)

制御の流れは、イニシャルステップから下方に向かって進み、エンドス

テップまで到達すると再びイエシャルステップに戻ります。

ステップは動作工程に対応し、各短のステップに対応する実行プログラ

ム吉『があります。あるステップから次のステップに移る条件を遷移と呼

び、各々の遷移に対応する遷移条件部があります。直前のステップが実

行状態でかつ遷移条件が ONしたときに、直前のステップは実行停止と

なり、次のステップが実行状態となります。

ニシャルステップ

一 エンドステップ
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第 3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

各プログラム種局」/部 分で使用司能なプログラム言語を下表に示します。

プログラム種別 /吉日分 ラダー図 SFC

メインプログラム ○ ○

サブプログラム ○ ○

書」り込みプログラム ○ ×

サフルーチン ○ × *

SFO実 行プログラム部 ○ ＊×

SFO遷 移条件部 ○ ×

○

×

:使 用司
:使 用不司

し
*)SFOを 階層構造とすること (SFCの

付けること)は 司能です。この場合、

チンに相当)を 使用します。

1つのステップに他の SFOを対応

マクロステップ (SFCのサブルー

- 2 2 3 -



5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

5。2

ラダー図 PCでは、ラダー図、SFOの2種類のプログラム言語を混在使用することがで

きますが、このうちラダー図は、ユーザプログラムの中に必す存在しなけれ

ばならない基本言語です。

ここでは、ラダー図のプログラムにつしヽて、構成、実行順序、ラダー図命令

の一般的事項について説明します。

前に説明したように、ユーザプログラムはプログラム種居」という機能的な種

別毎に登録されます。さらに各プログラム種居」の中では、ユーザプログラム

は、1つまたは複数のブロックという単位で登録されます。

プログラム種別 .て
お玉斉写呂雰写会i写 チ再呈写ラ

ム ‖1、定同期書」

ブロック .………   ブロック 1～256(1言語 /1ブ ロック)

新し<登 録するブロックのプログラミングを始める際には、そのプログラム

をどの言語で作成するかを指定します (言語指定と呼びます)。

ただし、ラダー図の場合には言語指定の操作は不要です (デフォルトはラダ
ー図となつています)。

1つ のブロックの中では、ラダー図のプログラムは回路という単位で登録 /

管理されます。回路とは、下図のように、互いに接続緑によつて結合された

1つのネットワークとして定義します。

回路番暑

_回

路

↓

日 日

引 日

引 卜引卜引 卜十 一 一 一 ― ― 一 く
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第 3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

t

‐
引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

引
‐

回路番暑は 1か ら始まる一連の番号 (10進数)で あり、途中で回路番号を

飛ばすことはできません。回路数の制約はありません。

1つの回路の大きさは、下図のように 11行×12列 (最大 132ステップ)に

制限されます。

1 0  1 1  1 2

押

……t 4 - ――| 一一―トーー+ 一 一」一――ト ーー+ ― ― t t 一― - 1 - 一―トーー

l    1    1    1    l    l    1    l    i    l

1    l    l    l    1    l    l    l    l    i

―― t 4 - 一―| ―一一トーー+ 一 ― J ― ――ト ー…Ⅲ……J 一 ― - 1 - ――ト ーー

!    l    l    l    1    1    l    1    1    1

1    1    1    1    1    1    1    1    1    1

_ _ J ― ― 一
| ―

― ― ト
ー ー + ―

一
J 一

― ― ト
ー ー ■ ― 一 J ― ― ― | ―

一 ― ト ー ー

1    1    !    1    1    l    l    i    l    l

l    l    l    i    l    1    1    l    l    l

…… J _ _ 一 l ―一―トーー+ 一 _ J ― ――ト ーー■―_ J 一 一 - 1 _ ―― 卜 _ ―

1    1    1    1    1    1    1    1    1    1

1    1    1    1    l    1    1    1    1    1

_ _ J _ _ _ 1 _ _ _ 上 _ … ユ _ _ J _ _ _ L _ … Ⅲ……J _ _ _ l _ _ _ L _ _

1    1    1    1    1    1    1    1    1    1

l    l    l    1    1    1    1    1    1    1

_ _ J _ _ _ 1 _ _ _ L _ _ ユ _ _ 」 ………L _ _ 上 _ _ 」 _ _ _ | _ _ _ L _ _

1    1    1    1    l    1    1    1    1    1

1    1    1    1    1    l    l    l    l    i

_ _ 」 _ _ _ l _ _ _ L _ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L … …上 _ _ 」 _ _ _ 1 _ _ _ L _ _

l    1    l    1    1    1    1    1    l    l

1    l    i    l    l    1    1    1    1    1

_ _ 」 _ _ _ 1 _ _ _ L _ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 上 _ _ 」 _ _ _ 十_ _ _ L _ _

l    l    1    l    l    l    l    l    l    l

l    1    1    1    1    1    l    l    l    l

_ _ 」 _ _ _ | … …… L _ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 上 _ _ 」 _ _ _ l _ _ _ L _ _

ラダー図は、ハードワイヤードのリレーシーケンスと同様のイメージで、リ

レーシンボルをベースとしてプログラムを作成する言語です。T2では効率的

なデータ処理プログラムを司能とするために、リレーシンボルとフアンクシ

ョンフロックを組み合わせたラダー図を採用してしヽます。

リレーシンボル a接点、b接 点、コイル、及び特別の機能を持たせた

接点とコイルです。これらの 1つ 1つ を命令と呼び

ます。

例)a接 点

①
入カ ー

引ト
ー出力

デバイス① が ONのとき入力側と出力側が導通となる。

プログラム実行の面からみると、入力が ONでかつデバイス①の内容が

ONのとき出力をONにする、としヽう動作となる。

- 2 2 5 -



5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

フアンクションブロック .….1つ の機能を示す箱として表現します。機能

の種類としては、データ転送、四則演算、論

理演算、比較判定、各種関数などがあります。

これらの 1つ 1つを命令語と呼びます。

フアンクションフロックには、1つ または複

数の入力と 1つの出力があり、入力の状態が

ある条件を満たしたときに所定の機能を実

行し、実行の結果によって出力の ON/OFF

を決定します。

例 1)加 算命令

入カー{ ①+①→⑥  }―出力

入力が ONのとき、レジスタ① の内容と① の内容を加算し、結果

をレジスタ⑥ に格納する。加算の結果、オーバフローまたはアンダ

フローが発生したら出力を ONにする。

例2)リ レーシンボルとフアンクションブロックの組み合わせ

鼈
引

―
―

―

X 0 0 3 0文)｀

となる。

Y0105は

なる。

ONかまたは XW004の内容が 500を超えるとき Y0105がON

X0030が OFFかつ XW004の内容が 500以下となつても

ONのままで、X0027がONになつたときに Y0105はOFFと

補足

２

フアンクションフロックは、ラダー図の動作としてきえると特局」

な機能を持つた接点のように考えることができます。命令の実行

llH序に注意してファンクションブロックを配置することにより、

複雑な制往l機能を合かりやすしヽプログラムで実現することができ

ます。

ラダー図の命令語一覧を 5.5節に示します。なお各命令語の詳細

仕様につしヽては、居」冊の命令語説明書をご覧下さしヽ。
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

命令実行順序 ラダー図によって構成されたブロック内での命令語実行順序を以下に示

します。

① 回路1,回路2,回路3,… ・の順にブロック内最終回路まで実行されま

す (END命令のあるブロックの場合は END命令のある回路まで)。

② lつの回路上では次のルールに従つて実行されます。

出

‐‐‐Ｆ

杵

肖 出 トー 去 刈

串 刈

出芦tr王土J

ずt障王土

(1)上下接続がないとき
は、左から右へ実行さ
れます。

(2)OR接続があるときは、
OR論 理部が先に実行
されます。

(3)分流があるときは、上
の行から下の行の順に
実行されます。

(4)上記 (2)と (3)の組
み合わせ

淵
毬
旬
―

フアンクション命令を含んだ場合の命令実行順序も上記のルールに従しヽます。

ただし、プログラム実行制御命令につしヽては、各命令の仕様によります。

主なプログラム実行制御命令を組み合わせた場合の実行順序を以下に示

します。

● マスターコントロール (MCS/MCR,MCSn/MORn)

MCSの 入力が ONの ときは通常の

実行。

MCSの入力が OFFのときは MCSの次

の回路から MORの 直前の回路までの

母線を OFFと して実行 (実行順序は

芦ｔ

- 2 2 7 -



5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

● ジャンプコントロール (30S/30R)

(」UMP / とBL)

」UMP N.03

」CSの 入力が ONの とき、JOSの 次の

回路から 」ORの 直前の回路までの命

令を高速読み飛ばし (命令読み出しの

みで不実行)。

30Sの 入力が OFFの ときは通常の

』UMP命令の入力が ONの とき、指定ラ

ベル番号 (左の例では 03)の LBL命

令に続く回路に実行を移す (左図中の

番号はこのときの実行順序)。

IUUMP命 令の入力が OFFの ときは通常

件

　

ｎ
　
４

条
　
　
　
ド

ル鉾

‐‐

日 H

l            
・

1            

・

|

・ 繰り返し ( F O R / N E X T )

ド
竺
[FOR

NEXT

● サブルーチン (OALL/SUBR/RET)

FOR命令の入力が ONの とき、FORと

NEXT間の命令を指定回数 (左の例で

は 10□)繰 り返し実行し、指定回数に

達すると NEXT命令の次の回路に実行

を移す。

FOR命 令の入力が OFFの ときは通常

の実行。

OALL命令の入力が ONの とき、指定サ

フルーチン番号 (左の例では 20)の

SUBR命令に続く回路に実行を移す。

RET命 令に達すると、呼び出 し先の

CALL命令の次の命令に実行を移す

(左図中の番号はこのときの実行順序)。

CALL命令の入力が OFFの ときは通常

の実行。( 2 0 )
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し

第 3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

ラダー図命令全般事項 ラダー図でプログラムを作成するために、全般的に勝要な事項について以下

に列記します。

(1)全てのプログラム種周」におしヽて、少なくとも 1つのブロックはラダー図

で作成する必要があります。つまリメインプログラム及び各サブプログ

ラムの最終はラダー図の END命 令によつて判断されます。また、各書」

り込みプログラムの最終はラダー図の IRET命令によつて判断されま

す。また、サブルーチンの入口と出□はラダー図の SUBR命令とRET命

令によつて構成する必要があります。

(2)リ レーシンボル形の各命令にタイマ命令 (4種)、カウンタ命令、ジャン

プコントロール命令、マスターコントロール命令及び [ND命 令を加え

た命令群を基本命令と称します。

(3)基本命令以外の命令をファンクション命令と称します。ファンクション

命令は各々個別のフアンクシヨン番号 (FUN No.)を持つてしヽます。な

お、同じフアンクション番号の命令でも、下記のように実行条件の選択

が司能です。(選択できない命令も 1部あります)

通常 命令の入力が ONの 間毎スキャン実行します。

パルス化 .…… 命令の入力が OFFか ら ONに 変化 したスキャンだ

け実行します。

例)デ ータ転送命令

離

灘わ 10 MOv Dl剛
R0000がONの間毎スキャン MOV命令 (D1000に10を代

入)を 実行する。

r―
、パルス化記暑

岬 嚇 ひ 剛
R0000がOFFから ONに変化 したスキャンだけ MOV命令

(D1000に10を代入)を 実行する。

なお、パルス化したファンクション命令の後 (右側)に は命令語を配置

することはできません。

例)

10A MOv D1000 コ
ーー

[  20 MOV D1001

D2000A+ 300 -→ D2000  ニトーーーーーーキーlll

これらは 2つ の回路はいすれも作成不司
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

(4)1つ の命令が必要とするステップ数は命令の種類によって異なります。

また、同じ命令でもオペランドに桁指定を使用するかどうか、倍長オペ

ランドに定数を使用するかレジスタを使用するか、などによって占有ス

テップ数は変化します (1～10ステップ /1命 令)。

なお、縦接続線と横接続線は基本的にステップ数を財要としません。

(5)複数の入力を持つ命令におしヽて、入力の直前に合流 /の 流の縦接続線

を置くことはできません。この場合には、ダミー接点 (常時 ONの 特殊

リレー S004Fの a接 点など)を 入力の直前に入れて下さしヽ。

例)

ONT

10 0030

作成不司

田
咽
何
―

ｏｏｏ
卜

ｏｏｌ
卜

ｏｏ２
卜

円
需
門
巴
ド

ONT

10 0030

作成可能

なお、複数入力のうち、最下段の入力につしヽては上記の配慮は不要です。

例)

R0000

引
R0001

引

↓  
変更

明
咽
＝
―

Ｄ
ｎ

R0002

引
R0005

引

ONT

10 0030

作成司能
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

5 。3

SFC SFCは 、シーケンシヤルフアンクションチヤートの略で、工程歩進制御(llM序

制御)に 適したプログラム言語です。PCで は一般の SFCに 次の機能を付力B

した SFCを採用しています。

● ジャンプ …・ 条件成立時任意のステップに実行を移す

。 待ち時間付きステツプ  …・ 遷移条件が成立しても設定時間経過まで

はステップ遷移しない

。 渋滞検出付きステツプ  …。 設定時間が経過しても次ステツプに遷移

しないとき指定デバイスを ONす る

SFCは メインプログラム及びサブプログラムに使用することができます。

ここでは、SFCの全体構成、SFCの構成要素、プログラム作成上の注意事項

などについて説明します。

SFCプ ログラムは、SFC構造部、実行プログラム部、遷移条件部から構成さ

れます。

一　
　
　
　
　
　
　
テ

司
―

＋

―

ヨ
　

　

　

ス

SFC構造部は、制御動作の流れを規定するもので、ステップと遷移を基本要

素とします。ステップは上記のように 1つの箱で表現され、各々のステップ

は固有のステップ番号を持ちます。また、ステツプには 1対 1に 対応する実

行プログラムが付随します。

ステップはアクティブ (活性)と インアクテイブ (不活性)の 2つ の状態

を持ち、ステツプがアクティブなときに対応する実行プログラムの母線が活

きた状態 (母線 ON)と なります。ステップがインアクテイブなときには、対

応する実行プログラムの母線が切れた状態 (母線 OFF)となります。

一方遷移は、ステツプとステツプの間に位置し、直前 (上側)の ステップか

ら次 (下恨1)のステップヘアクティブ状態を遷移させるための条件を表わし

ます。遷移には、1対 1に 対応する遷移条件部が付随します。

例えば上の図で、ステツプ 120がアクティブなとき、ステップ 120に対応

する実行プログラムの母線が ONと なります。この状態でデバイス① が ON

すると遷移条件成立となり、ステップ 120がインアクテイブ、ステップ 121

がアクティブとなります。これに伴い、ステツプ 120に対応する実行プログ

ラムの母線は OFFと なり (母線 OFFで 実行されます)、ステツプ 121に対

応する実行プログラムの母線が ONと なります。

し

(遷移条件部)

岬

(実行プログラム部)

「中 ‖
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

全体構成 PCに 作成することのできる SFCプ ログラムの全体構成を以下に説明し

ます。

(SFCメインプログラム) (マクロプログラム)

N00
X0010

100
― SFCイ ニシャライズ

イニシャルステップ

マクロステツプ

マクロ
エントリ

マクロ
番号

― 100

″
' ″

字

22

/
マクロエンド

ネ

ラベル
0

1

マクロ番号 ‐―一Ⅲ 100

ステッフ
ホ

ステツプ番号 -2

遷移  3
/ h並

夕」分岐

０２

h条
件分岐

０＠ /エ
ンド

SFCプ ログラム全体は、SFCメ インプログラムとマクロプログラムに分けて

考えることができます。

SFCメ インプログラムとは、イエシャルステップを持ち、エンドまたはエン

ドステツプで終わる一連の SFCプ ログラムです。最大 64本 の SFCメ イン

プログラムを作成することができます。(プログラム種別メインプログラム、

サブプログラム合計)
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

一方、マクロプログラムは、マクロエントリから始まリマクロエンドで終わ

る一連の SFCプ ログラムです。マクロプログラムは各々個別のマクロ番号を

持ち、SFCメ インプログラムまたは他のマクロプログラムに存在するマクロ

ステップに、1対 1に 対応します。マクロプログラムは、SFCプ ログラムを

階層構造にしてプログラムを見やすくするために使用します。マクロプログ

ラムは全体で 128本まで作成することができます。

マクロエントリ

＼

10

①

30

し

性

マクロステツプ

⑥

31

⑥

1 2

マクロエンド

SFCの プログラミングは、ブロックを指定し、さらに言語指定にて SFCを 選

択することによつて可能となります。

1つのブロックには、SFCメ インプログラムまたはマクロプログラムが 1本

だけ作成できます。(SFCl本 /ブ ロツク)

また、1ブロック当りのSFCステップの個数は最大 128個です。言い換える

と、SFCメ インプログラム及びマクロプログラムの 1本当りのステップの個

数は 128個 までということになります。(命令語ステップ数によつても制限

されます。)

補足

(1)マクロプログラム内にマクロステツプを作成すること (SFC多段

階層)も可能です。段数の制限はありません。

(2)マクロプログラムとマクロステツプは 1対 1に 対応している必

要があります。つまり、同一のマクロ番号を指定したマクロステ

ップを複数箇所で使用することはできません。
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

SFC構 成要素 SFCプ ログラムを構成する要素について以下に説明します。

(1)SFCイ ニシャライズ

指定範囲のステップをインアクテイブにして、指定のイニシャルステップ

に起動をかける (アクテイブにする)機 能です。SFC命令とラダー図命令

の 2つの方法があり、どちらかを使用します。SFCメ インプログラム 1

本に 1つの SFCイニシャライズが必要です。

① SFC命令

Nxx

①
n n n n

S S S S

本命令はイニシヤルステ
ップに接続します

オペランド : xx=プログラム番号(0～63)

① =起動デバイス (T.,C.以外)

nnnni初期化ステップ1固数 (1～2048)

機能 : ①で指定されるデバイス (タイマリレー、カウンタリレーを除

く)が OFFから ONに変化したとき、下に続くイニシヤルス

テップ (ssss)から nnnnで指定される個数分のステップ

(ステップ番号 ssssから ssssttnnnn-1)をインアクティブ

にして、イニシヤルステップ (ssss)をアクティブにします。

② ラダー図命令

入 カ
ーー

{ S F I Z ( n n n n ) s s s s }一
一

出 カ

オペランド : nnnni初期化ステップ個数 (1～2048)

SSSSiイニシヤルステップのステップ番号 (0～2047)

機能 : 入力が OFFから ONに 変化したとき、ssssで指定されるステ

ップ番号から nnnnで指定される個数分のステップ(ステップ

番号 ssssから ssss+nnnn-1)をインアクテイブにして、

ssssで指定されるイニシヤルステップをアクティブにします。
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

(2)イ ニシャルステップ

SFCメ インプログラムの開始を示すステツプです。固有のステップ番号

を持ち、1対 1に 対応する実行プログラムを持つことができます。

イニシャルステップは 1つ のブロックに 11□だけ作成することができ

ます。

SSSS[i「
] SSSS=ステツプ番号(0～2047)

(3)ステップ

制御の 1単位です。固有のステップ番号と、1対 1に 対応する実行プロ

グラムを持ちます。

SSSStt 

      

SSSSエス テ ツ プ 番 号 (0-2047)

(4)遷 移

あるステップから次のステップヘ、アクティブ状態を遷移させるための

条件を表わします。遷移は、1対 1に 対応する遷移条件部を持ちます。

十
(5)エ ンド

SFCメ インプログラムの終了を表わします。SFCメ インプログラムには、

このエンドかまたは (6)のエンドステップのいずれか 1つ が必要です。

エンドは、1対 1に 対応する遷移条件部と戻り先ラベル番号を持ちます。

直前のステップがアクティブな状態で遷移条件が成立すると、直前のス

テップをインアクテイブにして、指定ラベルに続くステップをアクティ

ブにします。(後に述べるジヤンプと同様の動作です)

”口百番ルベラ‐ヽＥ
，

上

↓０
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

(6)エンドステツプ

SFCメインプログラムの終了を表わします。SFCメインプログラムには

エンドステツプかまたは (5)のエンドのいずれか 1つが必要です。

エンドステップは、イエシヤルステップと同じステツプ番号を持ち、直

前の運移条件が成立するとイニシヤルステップにアクテイブ状態を戻

します。

SSSS 
[」!] SSSS=イエシヤルステップ番号 (0～2047)

(7)条 件分岐 (分流)

接続されている複数のステップのうち、遷移条件が成立している 1つの

ステップにアクテイブ状態を移します。遷移条件が同時に成立した場合

には左側のステップが優先です。(分岐数は最大 5列 )

条件分岐 (台流)

条件分岐で分かれた経路を 1つのステップにまとめます。

８
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

(9)並 列分岐 (分流)

直前の遷移条件が成立したら、接続されている全てのステツプをアク

ティブにします。(分岐数は最大 5列 )

(10)並列分岐 (合流)

直前のステツプが全てアクティフ
｀
で、かつ運移条件が成立したときに、

次の 1つのステップにアクテイブ状態を移します。

(11)マクロステツプ

マクロステツプは 1つのマクロプログラムに対応します。直前の遷移条

件が成立すると、指定したマクロ番号のマクロプログラムにアクテイブ

状態を移します。マクロプログラム内で遷移が進み、マクロエンドまで

達すると、マクロステツプに続くステップにアクテイブ状態を移します。

マクロステツプは遷移条件部を持たない (常に ON)の ダミー遷移を伴

います。

SSSS=ステツプ番暑(0～2047)
mmmニマクロ番暑(0～427)
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

(12)マクロエントリ

マクロプログラムの開始を表わします。マクロエントリは実行プログラ

ムを持ちません。マクロエントリの下にはステップがつながります。マ

クロエントリは 1つのブロックに 1個だけ作成することができます。

mmm=マクロ番号 (0～127)

(13)マクロエンド

マクロプログラムの終了を表わします。マクロエンドは、1対 1に 対応

する遷移条件部を持ち、この遷移条件が成立したとき対応するマクロス

テップに戻ります。

(14)ジャンプ

任意のステップヘのジヤンプを表わします。ジャンプは 1対 1に 対応

する遷移条件部とジャンプ先ラベル番号を持ち、遷移条件が成立したと

きに指定のラベルヘジャンプします。ジャンプの遷移条件と下に続くス

テップヘの遷移条件が同時に成立したときにはジヤンプが優先します。

ジヤンプはステツプの直後に配置します。なお、同じラベル番号を持つ

たジャンプが複数箇所に存在してもかまいません。
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

(15)ラベル

エンドからの戻り先及びジヤンプからの飛び先を表わします。

ラベルは遷移の直後に配置します。

1111=ラベル番暑 (0～1023)

補足

ジヤンプ及びエンドに対応するラベルが存在しないとき、及び同一の

ラベル番号を持つたラベルが複数箇所に存在するときは、RUN起動時

にエラーとなりますのでご注意下さい。

(16)待ち時間付きステツプ

アクティブになつてからの時間を計測し、設定時間が経過するまでは、

遷移条件が成立しても遷移を行わないステップです。1対 1に 対応する

実行プログラムを持ちます。

ssssEステップ番号 (0～2047)

① =タイマレジスタ T2E(T000～T255)
T2N(T000～T511)

xxxxxE設定Bき間 (0～65535)

(注)T000～T063は0.01秒タイマ

T064～は0。1秒タイマ

(17)渋浦検出付きステップ

アクティブになつてからの時間を計温」し、設定時間内に遷移条件が成立

しないときに、指定されたアラームデバイスを ONに するステップです。

1対 1に 対応する実行プログラムを持ちます。なお、遷移条件が成立し、

渋滞検出付きステップがインアクテイブになると、アラームデバイスも

OFFと なります。

S S S S

①

X X X X X

①

SSSS=ステツプ番暑 (0～2047)
① ニタイマレジスタ T2E(T000～T255)

T2N(T000～T511)
xxxxx=設定8き間 (0～65535)
① エアラームデバイス (X,T.,0,,以外)

(注)T 0 0 0～T0 6 3は0. 0 1秒タイマ

T06 4～は0.1秒タイマ
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザブログラム説明

詳細部 1つ のステップに対応する実行プログラム部を実行詳細部と称し、1つ の道移

に対応する遵移条件部を遷移詳細部と称します。

これらの詳細部はラダー図で作成します。

(1)実 行詳細部

1つの実行詳細部の大きさは下記の通り 11行×11列、命令語ステップ

数最大 121ステップです。

―一―| ………Ⅲ……+ 一 一 J 一 ――ト ーー■――t t 一――| ―一 ―トー ー

l    l    l    l    l    l    l    1    1

1    1    l    l    l    1    1    1    1
- 一 一l ―一―トーーキーー」一――ト ーー十一― t 4 - ―- 1 - ――トー ー

1    1    1    1    l    l    1    1    1

1    1    1    1    1    1    1    1    1
- 一 一| 一一―トーー+ … …」―――ト ーー■一 ―J ― ― - 1 - ――トー ー

1    1    1    1    1    1    1    1    1

1    1    1    1    1    1    l    t    l
_ _ _ 1 _ _ _ 卜 _ _ + ― ― J ― ――ト ーー■一- 4 _ _ _ 1 _ _ _ 卜 _ _

l    l    1    1    l    l    l    l    Ⅲ

l    l    i    l    l    1    l    l    '
_ _ _ 1 _ _ _ 卜 _ … + _ _ J _ _ _ 卜 _ _ Ⅲ ……■_ _ _ 1 _ _ _ 卜 _ _

l    l    1    l    1    1    !    l    l

1    l    l    i    i    l    l    l    l
………1 _ _ _ 卜 _ _ ユ _ _ J _ _ _ L _ _ ■ _ _ J _ _ _ l _ _ _ 卜 _ _

t    i    l    ,    !    1    !    l    l

l    l    l    '    l    l    1    l    l

_ _ _ ! _ _ _ L _ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 工 _ _ J _ _ _ l _ _ _ L _ _

l    l    l    !    l    l    l    l    l

l    l    1    l    1    1    1    1    1

_ _ _ l _ _ _ L _ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L … …上 _ _ 」 _ _ _ l _ _ _ L _ _

l    l    1    l    l    l    l    l    l

l    1    1    1    1    1    1    1    1

_ _ _ 1 … …… L _ _ 土 _ _ 」 _ _ _ L _ _ 上 _ _ 」 _ _ _ l _ _ _ L _ _
l    l    l    l    l    l    l    l    l
l    1    1    1    1    l    l    l    l

実行詳細部として上記以上の大きさが必要な場合にはサブルーチンを

利用します。(CALL命令)

なお、ステップに対応する実行詳細部が無くても SFCの 動作には影響

はありません。この場合、そのステップはダミーステツプ (次の遷移条

件成立を待つだけのステップ)と なります。

プログラミングにおいては、SFC画 面でステップを指定して詳細部表示

モードを選択することにより、そのステップに対応する実行詳細部のモ

ニタ /編 集画面となります。

なお、実行詳細部の内容が、SET命 令、RST命 令、コイル、インバート

コイル、ポジティブパルスコイル、ネガテイブパルスコイルの中の 1命

令のみの場合には、詳細部表示画面とすることなく、直接編集が行えま

す。操作については別冊のプログラマの説明書をご覧下さい。

０

　

　

１

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

　

　

５

　

　

６

　

　

７

　

　

８

　

　

９

　

　

１

　

　

１

SSSS
2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

用 料 村 村 甲 料 村 村 単 汁
l   l   l   1   l   i   l   l   l
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

(2)遷 移詳細部

1つの遷移詳細部の大きさは、11行×10列、命令語ステップ数最大 110

ステップです。

2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

甲 村 甲 村 料 村 料 甲 特斗
1   1   1   1   1   1   1   1   1

し

一一キーーJ ― ――ト ーー■一―キー……l 一一―トーーキ ーー」

l    l    1    1    1    1    1    1    1

1    1    1    1    1    1    1    '    |
――キーー」一――ト ーー■――キーーー| ―――トー ー+ ― ―」

1    1    1    l    l    l    l    l    l

l    l    l    l    1    l    Ⅲ   i    l
――キーーJ … …―ト ーー■――■――- 1 - ―…トーー + ― ― J

I    l    1    l    l    l    l    l    l

l    i    l    l    1    l    1    1    1
- ― + ― ― J ― ――ト ーー■―- 4 - ― ―| ―一― トー…Ⅲ… …J

l    1    l    l    l    l    1    1    1

1    1    l    1    1    1    1    1    1
_ _ + _ _ J _ _ _ L _ _ Ⅲ ……■_ _ _ 卜 _ _ ト ーー + _ _ J

l    1    1    1    Ⅲ   1    l    t    l

l    l    1    1    1    1    '    l    l

_ _ ■ _ _ J _ _ _ L _ _ ■ _ _ ユ _ _ _ | _ _ _ 卜 _ _ ユ _ … J

l    i    1    1    1    1    1    !    |

1    ,    1    1    1    1    1    1    1

_ _ 上 _ _ J _ _ _ L _ _ 上 _ _ J _ _ J _ _ … L _ _ ユ _ _ 」

l    l    l    l    l    l    l    l    l

l    l    l    l    l    l    1    1    1

_ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 二 _ _ ユ _ _ _ l _ _ _ L _ _ 土 _ _ 」

l    l    l    1    l    1    1    1    Ⅲ

l    1    1    1    i    l    1    1    !

_ _ ユ _ _ 」 _ _ _ L _ _ L _ _ ユ _ _ J _ _ _ L _ _ ■ _ _ 」

1    l    l    !    l    1    1    1    1

1    1    1    1    1    1    !    l    l

_ _ ■ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 上 _ _ ■ _ _ 」 _ _ _ L _ _ 上 _ _ 」

ある遷移に対応する遷移詳細部がない場合には、その運移条件は常に成立と

見なされます。(ダミー遷移)

プログラミングにおいては、SFC画面で遷移を指定して詳細部表示モードを

選択することにより、その遷移に対応する遷移詳細部のモニタ /編 集画面と

なります。

なお、遷移詳細部の内容が、3接点または b接点の 1命令のみの場合には、

詳細部表示画面とすることなく直接編集が行えます。操作については別冊の

プログラマの説明書をご覧下さい。

補足

実行詳細部及び遷移詳細部には、下記の実行制御命令は使用できま

せん。
● ジャンプ (」SC/JCR,JUMP/LBと )
● マスターコントロール (MCS/MCR,MCSn/MCRn)
● エンド (END)
●   FOR―NEXT (FOR / NEXT)

また遷移詳細部には、インバート接点及び各種コイル命令は使用でき

ません。
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザブログラム説明

実行方式 1つ の SFCプ ログラムにおける実行方式の考え方を以下に示します。

(1)1ス キヤン内では、遷移条件の評価、ステツプ遷移処理、実行プログラ

ム部の実行の順に動作します。

(2)遷 移条件の評価とは、アクテイブなステップにつながる遷移条件部を実

行し、遷移条件成立のチェックを行うことです。このとき、アクティブ

なステップについてのみ評価するため、連続的につながるステップにお

いて 1スキャンで複数ステツプ遷移することはありません。

例えば右図のように、ステップ 100か ら 101

の遷移条件とステップ 101か ら 102の 遷移

条件が同一であるプログラムにおいて、前回ス

キヤン時にステップ 100が アクティブとなつ

ていて、今回のスキャンでデバイス⑥ が ON

していたとき、今回のスキヤンではステップ

101に遷移します。(ステップ 102への遷移は

次回スキヤン以降となります)

ステップ遷移処理とは、遷移条件の評価結果に基づいて、遷移条件成立

なら前ステツプをインアクテイブにして次ステップをアクティブにす

ることです。

実行プログラム部の実行は、アクティブなステップに対応する実行プロ

グラム部は母線 ONと して実行し、インアクテイブなステップに対応す

る実行プログラム部は母線 OFFと して実行します。このときの実行順

序は下図のように、上から下へ、分岐では左から右へのllFに実行します。

図中の数字は実行プログラム部の

実行順序を示しています

ギ

３

４
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

注意事項 SFCプ ログラムを作る上での注意事項について以下に列記します。

し

(1)SFCプ ログラムの容量制限を下表にまとめます。この容量を越えないよ

う注意して下さい。

・ 全体容量 (作成することのできる最大数)

SFCメ インプログラム本数 64本 (0～63)

マクロプログラム本数 128本 (0～127)

SFCス テップ|□数 20481固 (0～2047)

SFCラ ベル数 1024個 (0～1023)

● SFCメ インプロク
｀
ラム /マ クロプログラム 1本当りの容量

SFCス テップ1固数 1281固

命令語ステップ数 (SFC,詳 細都合計) 1024ステップ*

同時分岐数 5

SFC編 集画面容量 1 2 8行×5列

・ 詳細部容量 (ステップ /遷 移 1個 当り)

実行詳細部容量 121ス テップ*

遷移詳細部容量 110ス テップ*

*)SFC命 令、ラダー図命令の所要ステツプ数については、5.5命令語
一覧を参照して下さい。

SFCプ ログラムの起動及びリセツトは、SFCイ ニシャライズ命令 (SFC

命令 /ラ ダー図命令)に よつて行われます。SFCイ ニシャライズは、

指定範囲のステップをインアクテイブにし、イニシヤルステップをアク

ティブにするという動作を行います。従つて、SFCイ エシャライズで指

定するステツプの範囲 (初期化ステップ1回数)は 、その SFCプ ログラ

ム (マクロプログラムも含む)で 使用しているステップ番号を全て含

み、他の SFCプ ログラムで使用しているステップ番号にはかからない

ように考慮して下さい。

例えば、SFCイ ニシャライズの指定がステップ番号 0か ら 50個で、そ

の SFCプ ログラムの中で 50と いうステップを使用していたとすると、

ステップ 50が アクティブの状態で SFCイ ニシャライズを実行したと

きには、ステップ 50は アクティブのままとなつてしまいます。

一方、SFCイ ニシャライズの指定がステップ番号 100 から 201 1El

で、他の SFCプ ログラムで 300と いうステップを使用していたとす

ると、ステップ 300が アクティブの状態で SFCイ ニシャライズを実

行したときには、ステップ 300は 無条件でインアクテイブとなつてし

まいます。

２
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

(3)1つ の SFCプ ログラム (マクロプログラム含む)の 中で使用するステ

ップ番号のllF序には制約はありません。ただし、イニシャルステップ

はその中で最も若いステップ番号とする必要があります。(前述 (2)

参照)

(4)条 件分岐は遷移の上で分流し、遷移の下で台流します。また並列分岐は

ステップの上で分流し、ステップの下で合流します。

ただし、条件分岐、並列分岐共、対応する合流で終結する必要がありま

す。従つて次のようなプログラムは作成できません。

1      1      1

1      1      1
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

(5)シ ヤンプの飛び先は、上方向でも下方向でも、あるいは同一プログラム

種別内の他の SFCプ ログラムでもかまいません。また、分岐の中から

外ヘジヤンプすることもできます。

このように、ジヤンプはきわめて自由な使い方ができますので、ジヤン

プすることによつて SFCの論理が異常とならないように (一連の SFC

の中で関連のない複数のステップがアクテイブになつたりしないよう

に)十 分注意して下さい。

なお、ジャンプは常にステツプの直後に配置します。また、ラベルは遷

移の直後に配置するのが基本ですが、条件分岐 (台流)の 場合は合流線

とステップの間に西己置します。

SFCス テップの状態 (アクテイブ /イ ンアクテイブ)は 停電保持され

ません。起動時には全てのステップはインアクテイブとなります。

SFCプ ログラムブロックをラダー図のマスターコントロール (MCS/

MCR)で挟むことによつて、SFCス テップの出力をコントロールするこ

とができます。MCSの 入力が OFFの とき、SFCの ステップは遷移しま

すが、アクティブなステップの実行部も母線 OFFと なります。

６

７
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

5 . 4

プログラム作成上

の注意

T2E/T2Nは割り込み機能をサポートしています。割り込み機能を使用した場

合には、メインプログラムは割り込みプログラムによつて、中断される可能

性があります。これに起因する注意事項を以下に述べますので、プログラム

作成時に考慮して下さい。

(1)メ インプログラム、及び書」り込みプログラムで同一のサブルーチンを使

用することは避けて下さい。サブルーチン実行中に中断され、この状態

で同じサブルーチンが実行された場合、再開後の結果が期待通りとなら

ない場合があります。

(2)ユ ーザデータ (レジスタ /デ バイス)に はプログラム種別による区分

はありません。従つて、各々のデータについて、プログラム種別間での

混用がないように十分注意して下さい。

例)

上図のタイミングで中断が発生し、中断中に ROの 内容が変更され

た場合には、本来起こり得ない YOと Ylの 同時 ON(ま たは同時

OFF)が 発生します。

(3)異 なるプログラム種別間でのデータの受け渡しは、データ転送命令

(MOV)やテーブル転送命令 (TMOV)など1つの命令で行うようにして下

さい。そうしないと上記 (2)と 同じことが起こり得ます。

例)言」り込みプログラムからメインプログラムヘ D1000,D1001

D1002の 3つ のデータを渡す場合のメインプログラムの構成

D1000  MOV  D2000

D1001  MOV  D2001

D1002  MOV  D2002

肝
世
圧
Ｉ
Ｆ卜
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

し

前記のプログラムでは、命令間で割り込みが発生した場合、D2000,

D2001,D2002の 同期が保証できなくなります。この場合下のよう

にテーブル転送命令を使用して 1命令にします。

任
D1000 T M O V ( 3 ) D 2 0 0 0引

1つ の命令にすることが難しい場合は、割り込み禁止命令 (DI)/

書」り込み許可命令 (EI)を 使用することも可能です。

(4)異 なるプログラム種別間で同じインデックスレジスタを使用する場合

には特に注意して下さい。場合によつては下の例のようにインデックス

レジスタの退避が必要となります。

例)

ここで中断され Iの 内容が変わつてしまう可能性がある

]二とE  D1080MOV  RW050 
 引

(割り込みプログラム)

任  
RW030  MOV  I

1

n-1

n

D1000  -
●             |

●              l

インデックスレジスタIの退避
(メインプロク

｀
ラムのため)

インデックスレジスタIの復帰
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

5 。5

命令語一覧 次ベージ以降にラダー図命令、SFC命令の順で命令語リストを示します。

リスト中のグループは、プログラム開発システム (T―PDS)で採用しているフ

アンクション命令のグループ分けに対応します。(SFCを除く)

所要ステップ数は、その命令を記憶するために必要とするメモリの大きさを

意味します。所要ステツプ数を 4～7の ように範囲で示してあるのは、同じ

命令でも次の条件によつてステップ数が変わることによります。

・ 桁指定を使用した場合にはオペランド 1個当り 1ステップ増加します。

・ 倍長オペランドに定数を使用した場合には 1ステップ増加します。

・ 定数にインデックス修飾を行つた場合には 1ステップ増加します。

補足

ここでは各命令の概要について記述します。詳細については別冊の命

令語説明書をご覧下さい。

所要実行時間は、その命令をメモリから読み出し、解説し、必要な処理を行

い、処理の結果を所定のメモリに書き込むという 1サイクルに要する時間を

表わします。

次頁からの命令一覧に記載してある所要実行時間は、インデツクス修飾無し、

桁指定無しでユーザデータメモリ (および定数)を アクセス対象とした条件

の値です。

所要実行時間は、インデックス修飾付き、桁指定付き、直接入カレジスタ/

デバイス (IW/1)及び直接出カレジスタ/デ バイス (OW/0)を対象とする等

によつて増力]します。
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叩

堰
増

Ｑ

妊
出

０

収
赳
Ｑ
筆
世

ｚｏ

堰
蛸
Ｑ
筆
世

」
も

会
ヽ
同

食
ヽ
日
と
ヽ
十
末
い

転
―
＜
ハ

ヽ

会
ヽ
同
二
―
＜
ハ
ヽ

堰
出
ヽ
会
＜
い
ヽ
い
お
指

堰
増
ヽ
会
＜
い
ヽ
い
Ｒ
梓

会
ヽ
日
ヽ
会
＜
い

、
い
お
指

ミ
ヽ
日
ヽ
ミ
＜
い
、
い
Ｒ
梓

二
か
や
食
―
□
上
ハ
ロ
い
ハ
早
お

と
か
や
⊃
食
―
□
上
ハ
同
い
ハ
早
〔

卜
望

い
―

会
Ｓ 測 (Gぐ P

し

（律
Ｇ
Ｋ
田
）
得
侶
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神

埋

行
ュ
）限
世

崚
駅
附
に

ヽ
ヽ
．〇

章
ヽ
．〇

ヽ
ヽ
．〇

寸
寸
．〇

∞
困
．〇

困
的
．〇

轟
い
か
い
区

朋
に

困 困 ∞

掛

　

聾

。輪
ヽ
お
Δ
防
ヽ
輸
重
①

。や
い

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
羽
巡
回

型
橿
醤
胆
謡
０
い
胆
製
ｐ
④

Ｏ
各
膨
Ｄ

ｚｏ
る
Ｒ
く

。島
区
〔
▲
防
ヽ
輪
担
①

。Ю
い

」も

Ｎ
Ｒ
珂
巡
回

製
胆
坦
胆
謡
Ю
ｂ
慨
製
膨
④

Ｏ
各
膨
⊃

」巻

種
Ｒ
く

。
恥
区
お
お
防

ヽ
輪
担

倫
）

。
や
ｂ

ｚ
ｏ

Ｎ
Ｒ
ヨ
む

把

煙
醤
胆
謡

Ｏ
ｂ
胆
製

ｐ

④

Ｏ
る

】
Ｄ

ｚ
ｏ

る

Ｒ
く

。島
ヽ
お
ぬ
輪
ハ
Ｄ
Ｒ
担

⑥
）
。Ｏ

ｂ

ｚｏ
Ｎ

（９

Ｒ
ヨ

岬
爬
●
終
〉
め
帥
増
廻
慨
謡
Ю
ｂ
胆
製
ｐ
④
る
理
上

ハ
Ｄ
Ｒ

。や
い
上
ハ
Ｄ
Ｒ
Ｎ
慈
回
Ｏ
ｂ

ｚｏ
る

（せ

Ｒ

く
上
ハ
Ｄ
Ｒ

″約
『
Ｇ

ｚｏ
終

（Ｕ

Ｒ
く
会
い
―
や
ヽ

。
Ю
ｂ

ｚｏ

Ｎ
整
口
Ｇ
田

伍
望
あ
望

″約
『
Ｇ

ｚｏ
終
Ｒ
く
Ｇ

の
望

β
ぞ
じ

．望

ヽ
ハ
ヽ
卜
区
時
担

∈
。Ю

ｂ

ｚｏ
Ｎ
整
ロ

Ｇ
膨
朽

伍
望

や
い
壇
預

″約
増
Ｇ

ｚｏ
る
Ｒ
く
Ｇ

の
望

。
や
い
爾

型
Ｎ
膨
ヽ
輪
や
Ｄ
卜
３
Ｓ
や
恩
ヽ
お
ぬ
防
ヽ
島
Ｏ
ｂ
慨

製
ｐ

④

″約
増
世
Ｄ
翌
縄
里

ｚｏ
い
る

」
あ

る
Ｒ
く

球
　
　
隠

占

①

ｚＰ

④

▼

占

⑥

巻
卜
④
Ｔ

占

⑥

稼

④

Ｔ

告
O①

こ④

常

高

望

Ｔ

高

肇

王

高

こ

誓
〓
▼

高

⊂

基
〓
呈

∴

④

樫
卜▼

緯
　
　
岬

防
ヽ
輪
ヽ
お
ヽ
い
ハ
末

併
ヽ
輪
ヽ
お

ヽ
い
い
や

ニ
ハ
ｍ
お
会
ヽ
ハ
お

輪
ハ
Ｄ
Ｒ

上
ハ
や
会
―
□
上
ハ
同
―
輪
ヽ
膨

ニ
ハ
や
⊃
会
―
□
上
ハ
ロ
ー
輪
ヽ
膨

上
ハ
や
会
―
□
上
ハ
ロ
ー
輪
ヽ
併

上
ハ
や
⊃
会
―
□
ニ
ハ
ロ
ー
島
ヽ
防

Ｒ
⊃
上
膨
ヽ
輪

ヽ
∞
一

∞
ヽ
一

い
―

ミ
ふ 脚 (G(P

（得
Ｇ
Ｋ
珊
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
樫

の
ュ
）胆
世

峰
駅
附
に

〇
側
．

一

ひ
ト

ヽ
ヽ
一

Ｃ
Ｘ
国
十

章
Φ
一

Ｅ
Ｘ
Ｏ
．め

＋

Ｃ
Ｏ
へ

Ｅ
Ｘ
Ｏ
．∞

＋

Ｃ
Ｏ
へ

鏑
い
か
い
ヽ

朋
に

い
フヽく
∞

章
，ヽｔ
∞

章
，
く
∞

０
≫
く
∞

０
≫
ｔ
寸

ゆ
う
く
寸

０
≫
く
寸

Ｃ
≫
く
寸

∞
う
く
寸

∞
ブヽく
章

郎

　

聾

。Ю
い
判
韻
里
①
Ｎ
紳
電
Ｇ
④

。や
ｂ
担
輝
里
③

・
Ｔ
①

Ｎ
細
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。や
ｂ
担
輝
里
①

Ｎ
輪
―
い
輝
ば
二
か
コ
Ｇ
約
電
Ｇ
④

。口
ｂ
捜
輝
里
①

Ｔ
①
Ｎ
輪
―
い
博
唱
二
か
コ
Ｇ
細
電
Ｇ
④

二
十
④

。巾
ｂ
悪
燃
田
細
電
Ｇ
③
『
④

。Ю
ｂ
悪
燃
Ｎ
細
電
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
対
④

・
Ｔ
④

。問
ｂ
導
霞
早
里
細
電
Ｇ
①

Ｎ
細
電
Ｇ
食
い
―
卜
Ｇ

⊂
ヽ
ヽ
い
Ю
ｂ
『
隠
ば
Ｎ
④

。や
ｂ
烈
順
〕
蛍
蚕
⑥

Ｎ
細
電
Ｇ
会
い
―
卜
Ｇ

Ｅ
ヽ
ヽ
い
や
い
『
隅
ば
Ｎ
④

。や
ｂ
製
順
里
避
△
⑥
Ｎ
島
―
い
順
唱
上
か
コ

Ｇ
紳
電
Ｇ
会
い
―
卜
Ｇ

Ｅ
Ｘ
ヽ
い
や
ｂ
『
隅
ば
Ｎ
④

。や
ｂ
霊

理
里
◎
Ｎ
昧
鰹

′Ｄ
皿
思
Ｎ
約
電
Ｇ
③

『
紳
電
Ｇ
④

。や
い
霊
理

里
◎
Ｎ
昧
把

′Ｄ
皿
慎
Ｎ
細
電
Ｇ
①

Ｏ
る
細
電
Ｇ
④

。Ю
ｂ
霊
翌
里
◎

Ｔ
◎
Ｎ
昧
翌

″め
皿
艦
伸
細
Ｅ
Ｇ
⑥
『
細
電
Ｇ
④

。Ю
ｂ
摂
理
里
Ｔ
◎
母
Ｄ

体

″里
◎
Ｎ
概

″Ｄ
皿
鐘
膨
約
電
Ｇ
①

Ｎ
細
電
Ｇ
④

。時
い
軍
弾
里
◎

二
＋
◎

悶
球
鯉

５
皿
口Ｒ
Ｎ
輸
Ｅ
Ｇ
⑥

・
Ｔ
③
増
紳
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。や
ｂ
軍
理
里
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
昧
翌

′め

皿
更
Ｎ
紳
電
Ｇ

⑥
。
▼

③
い
る
輸
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

ば

　

照

占

◎

＞豊

④

▼

占

⑥

二
＋
⑥

重

Ｏ
④

と
キ
④

▼

∴

⑥

る
ｚ

④

Ｔ

∴

⑥

二
十
⑥

ら
吾

④

二
＋
④

▼

占

①
　
ｏ
工受

④

回Ｔ

占

①

と
＋
①

褒

ｏ
④

二
＋
④

▼

占

①

Ｃ

堅
Ｆ

④

Ｔ

∴

③

ぞ
ご

言

④

Ｔ

∴

①

ぞ
ご

吾

④

▼

∴

◎

↑

③

＋
③

Ｔ

上
日

◎

↑

①

ｌ
④

▼

∴

◎

―

◎

↑

①

十
④

▼

∴

◎

↑

①

＼
④

Ｔ

占

◎

‥

◎

↑

③

二
十
①

と

④

二
十
④

Ｔ

占

◎

と
＋
◎

↑

①

と
＋
①

と

④

二
十
④

Ｔ

長
　
　
叩

製
順
輪
―
ト

判
臨
輪
―
い
唱
迎

判
暉
胆
陶
島
―
ト

判
臨
口
畑
輪
―
い
唱
処

照
思
輪
―
い

慰
燃
輪
―
い
唱
処

導
察
黒
食
い
―
ト

製
順
会
い
―
い

瀬
輝
胆
畑
会
い
―
い

皿
尽

皿
便

皿
艦

皿
蛍

皿
思
唱
迎

皿
更
唱
廻

∞
一

一
ミ

い
―

会
Ｓ 輝 判 G(P 国 言 興 皿

し

（律
Ｇ
ハ
同
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

榊
　
鰹

ａ
ュ
）廻
醤

ｔ
Ⅸ
附
に

章
∞
一

〇
卜
一

卜
∞

ヽ
国
一

倒
∞

０
∞

キ
一
一

国
０

嘉
い
か
い
区

附
に

∞
う
く
村

∞
う
く
章

０
＞
ヽ
寸

Ｃ
う
く
寸

∞
≫
く
寸

∞
ゝ
く
寸

０
≫
ヽ
す

０
う
く
寸

卜
≫
ヽ
寸

困

附

　

聾

。Ю
停
軍
理
里
◎

・
Ｔ
◎

・
騨
◎

・
マ
◎
Ｎ
昧
製

″Ｄ
皿
艦
Ｎ
鮨
電
Ｇ
③

・
Ｔ
①
『
約
Ｅ
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。Ю
ｂ

霊
理
里
宰

◎

，
亨

◎

Ｎ
３
係

″里

◎

。
Ｔ
◎
Ｎ
煙

′Ｄ
皿
蟹
ｐ
細
Ｅ
Ｇ
⑥

・
Ｔ
③
Ｎ
紳
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。導
熙
通
ヽ
い
い
―
⊃
早
け
３

拓
里
昧
理
恐
択

。Ю
ｂ
霊
理
里
◎

Ｎ
昧
把

″め
賦
思
Ｎ

細
Ｅ
Ｇ
も
い
い
―
い
学
■
増
細
電
Ｇ
①

『
紳
Ｅ
Ｇ
④

。導
熙
担
ヽ
い
い
１
３
早
■
３
托

里
昧
把
皿
興

。Ю
ｂ
畏
理
型
◎

Ｎ
昧
理

″Ｄ
皿
更
Ｎ
紳

電
Ｇ
も
い
い
１
３
早
十
『
紳
電
Ｇ

⑥
Ｏ
る
細
電
Ｇ
④

。導
思
し
ヽ
い
い
―
⊃
早
や
い
ち
里
昧
把
皿
照

。配
ｂ
霊

理
里
◎
二
＋
◎
Ｎ
昧
把

夕０
賦
尽
脚
約
電
Ｇ
も
い
い
―

⊃
早
■
『
細
電
Ｇ

③

二
＋
①
増
約
電
Ｇ

④

・
手
④

。導
釈
担
も
い
い
―
∋
早
■
３
拓
里
昧
把
駅
興

。や
ｂ
霊

理
里
◎
・
Ｔ
◎

Ｎ
昧
把

″Ｄ
恐
更
Ｎ
細
電
Ｇ
ヽ
い
い
―

ｎ
予
■
『
紳
電
Ｇ
③
二
＋
⑥
岬
Ｑ
約
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

（皿
眠
頴
測
Ｇ
日
）
。Ｑ

ｂ
翼
翌
里
◎

Ｔ
◎
Ｎ
昧
理

″Ｄ
皿
憾
Ｎ
約
電
Ｇ
①

『
細
電
Ｇ
④

（蹴
冥
慈
割
Ｇ
円
）
。Ю

ｂ
軍
理
里
子
◎

母
３

体

″里
◎
Ｎ
煙

５
獣
埜
や
細
Ｅ
Ｇ
①
Ｎ
約
電
Ｇ
④

（皿
賦
慈
測
Ｇ
円
）
。や

い
選
理
里
▼
◎
Ｎ
３
無

朽
一◎

Ｎ
煙

″Ｄ
皿
鐘
膨
紳
電
Ｇ
①
Ｎ
約
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。Ю
コ
拘
思
型
む
確
一Ｎ
紳
Ｅ
Ｇ
④

。臨
コ
約
口Ｒ
製
卜
通

一Ｎ
細
電
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。Ю
コ
約
Ｓ
更
む
控
一Ｎ
紳
電
Ｇ
④

球

　

隠

上
日
◎

ニ
キ
◎

↑

①

・
Ｔ
①

△

④

・
Ｔ
④

Ｔ

上
回
◎

ニ
キ
◎

↑

①
・
Ｔ

①
ヽ
ｏ
④

・
Ｔ
④

▼

土
中
　
◎

↑

①

マ
④

▼

占

◎

↑

⑥

マ

④

▼

占

◎

二

十
◎

↑

③

二

＋
③

マ

Ｏ

④

二

十
④

Ｔ

占

◎

二
＋
◎

↑

③

二
十
①

Ｏ
と

④

・
ｆ
④

▼

∴

◎

―

◎

↑

⑥

当

④

▼

占

◎

↑

③

≧

④

▼

占

◎

↑

⑥

己
ｏ
④

と
＋
④

▼

占

④

〓
▼

上
‐‐
④

，
Ｔ
④

Ｔ
Ｒ
Ｔ

占

④

Ｔ

▼

樟
　
　
叩

掛
隠
唱
担

鮒
埜
叫
迎

鮒
目
神
セ
ー
⊃
早
十

皿
更
網
セ
ー
⊃
ゃ
ヰ

皿
震
唱
鯉
神
セ
ー
い
ゃ
十

皿
慎
唱
担
仙
セ
ー
⊃
早
＝

鮒
熙
Ｄ
厳
い
控

皿
鐘
Ｄ
厳
い
控

Ⅲ
鐘
唱
＝
唱
担
Ｄ
厳
い
控

ニ
ハ
ス
⊃
Ｓ
ハ
ヽ

上
ハ
ス
ｎ
Ｓ
ハ
ヽ
唱
担

ニ
ハ
Ｘ
３
Ｓ
い

Ｃ
∞

卜
∞

０
寸

食 い
も |

国 置 興 皿

（律
Ｇ
ハ
ｍ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
信
図
―
転
い
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
樫

（
．Ｘ
∞窪
）

の
ュ

ｃ
Ｏ
∞

（
，Ｘ
Ｃ
Ｅ
）

の
ュ

ひ
ひ
Φ

（
．Ｘ
ＣＥ
）

の
ュ

∞
∞
ｎ

（
ｔＸ
∞Ｅ
）

の
ュ

∞
困
ト

の
ュ
）回
醤

ｕ
駅
掛
に

一∞
卜
〇
一

卜
０

〇
〇
一

慈
い
か
い
Ｋ

郎
に

困 寸 ヽ
Ｃ
ゝ
く
ヽ

∞
う
く
寸

０
う
く
ヽ

∞
う
て
章

０
う
く
ヽ

∞
う
ぐ
章

０
≫
く
村

∞
う
く
章

掛

　

聾

。Ю
コ
約
３
更
む
控
一伸
細
電
Ｇ

④

・
▼
④

。Ю
い
軍
理
担
◎

・
耳
◎
田
昧
把

″Ｄ
鮒
目

Ｎ
輪
―
い
妊
轟
冬
爾
駄
Ｇ

①

・
耳
⑥
対
④

・
一
キ
④

。や
い
畏
翌

里
◎

・
耳
◎
Ｎ
昧
把

′Ｄ
皿
慣
Ｎ
転
―
卜
妊
頴
る
喬
職

Ｇ
①

二
十
⑥
い
る
輪
―
卜
収
慈
冬
爾
状
Ｇ
④

・
耳
④

。や
い
霊
翌
里

◎
・
子
◎
Ｎ
昧
把

′Ｄ
皿
眠

田
島
―
い
妊
頴
冬
緑
駄
Ｇ

③
二
十
①

対
④

・
耳
④

。臨
ｂ
霊
理

〕

◎

・
耳
◎
田
昧
把

′Ｄ
皿
蟹
ｐ
島
―
い
堰
轟
冬
爾
駄

Ｇ

③

。
子

①
鱒
輪
―
卜
収
慈
冬
届
駄
Ｇ

④

・
耳
④

。や
い
軍
把
里
◎
６
係
Ｎ
鰹
田
儒
Ｇ
③
増
④

。Ｏ
ｂ
翼
翌
里
◎

・
Ｔ
◎
８
係
Ｎ
翌
烈
儒
Ｇ

①

・
Ｔ
③
『
④

。
Ｔ
④

。や
い
軍
理
里
◎
６
係
Ｎ
黒
烈
儒
Ｇ
⑥
増
④

。や
い
霊
理
里
◎

Ｔ
◎
ｅ
Ｘ
Ｎ
黒
製
儒
Ｇ

⑥

。
手
①
対
④

ｏ
手
④

。や
ｂ
畏
翌
里
◎
ｅ
係
Ｎ
黒
四
儒
日
翌
送
Ｇ
③
対
④

。臨
ｂ
翌
理
里
◎

・
▼
◎

Ｇ
係
Ｎ
震
田
儒
日
早
送
Ｇ

③

・
Ｔ
③
増
④

・
Ｔ
④

。Ｏ
ｂ

畏
理
里
◎

ｅ
係
Ｎ
震
烈
儒
３
翌
本
慨
陶
Ｇ

⑥

対
④

。Ю
ｂ
畏
理
里
◎

。
〓
◎
Ｇ
係

Ｎ
震
酬
絹
ｇ
翌
叫聡
慨
陶
Ｇ

③

・
Ｔ
⑥
対
④

・
Ｔ
④

ば
　
　
艦 占

④

・
Ｔ
④

一Ｉ
Ｒ
Ｔ

土

Ｈ

◎

二

十

◎

↑

⑥

二

＋
①

正

④

二

十
④

▼

∴

　
◎

二
十
◎

↑

⑥

・
Ｔ
①

止

④

二
十
④

▼

占

　
◎

・
Ｔ

◎

↑

⑥

・
▼
①

正
④

二
十
④

▼

占

　
◎

と
■
◎

↑

⑥

・
Ｔ
⑥

ざ

④

二
十
④

▼

上
口
　
◎

↑

①

曇
＜
④

日Ｔ

∴

◎

―

◎

↑

⑥

ｌ

①

晏

ｏ
④

ｌ

④

▼

占

◎

↑

⑥

基
④

Ｔ

占

◎

二
＋
◎

↑

⑥

二
＋
①

誉
Ｏ
④

と
＋
④

▼

占

　

◎

↑

①

ら
口
④

▼

上
‐‐
◎

と
＋
◎

↑

①
二
十
③

昏
岩
④

と
キ
④

▼

占

　

◎

↑

③

肇
口
④

Ｔ

上
日

◎

二
十
◎

↑

①

と
＋
⑥

肇
岩
④

と
キ
④

Ｔ

る
時　
　
叩

上
ハ
Ｘ
Ｄ
Ｓ
い
唱
処

駅
思
堰
窺
冬
繍
駄

皿
便
堰
窺
冬
耐
駄

鮒
眠
堰
轟
吾
爾
残

皿
鐘
収
悪
る
漏
駄

鰹
製
儒

延
田
儒
唱
廻

露
酬
儒

黒
四
儒
唱
理

震
四
儒
Ｂ
翌
益

震
酬
儒
８
製
ぷ
岨
処

黒
製
儒
日
製
本
慨
陶

黒
盟
儒
ｇ
翠
ぷ
慨
絢
叫
迎

∞
〇
困

ひ
〇
倒

∞
０

ヽ
い

Ｄ
ゆ

い
―

会
ヽ

国 霞 照 l T l 儒 製 照 皿

し

（律
Ｇ
ハ
岡
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
得
Ｇ
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
埋

Ｇ
ュ
）胆
幽

悼
駅
附
に

Ｅ
Ｘ
Ｏ
．∞

＋

一〇
∞

Ｅ
Ｘ
Ｏ
．∞

十

一〇
∞

⊂
Ｘ
Ｏ
．∞

＋

一〇
∞

Ｃ
Ｘ
ゆ
．∞

十

一〇
∞

困
ひ

轟
い
か
卜
ヽ

掛
に

ｎ
ゆ
ｊ
く
∞

卜
う
く
Φ

Ｏ
ｊ
く
０

困
Ｏ
ｊ
く
ヽ

い
ブヽヽ
寸

附
　
　
聾

。Ю
ｂ
軍
理
里
壁
蚕
◎

′ｅ

係
Ｎ
鰹
酬
儒
Ｇ
会
い
―
卜
Ｇ

Ｅ
Ｘ
ヽ
い
Ю
ｂ
『
ほ
ば

Ｎ
①

判
食
い
―
い
Ｇ

に
ヽ
ヽ
い
Ｏ
ｂ
『
隅
ば
Ｎ
④

。時
ｂ
軍
翌
里
蛍
蚕
◎

″Ｇ

係
Ｎ
震
割
儒
Ｇ
会
い
―
卜
Ｇ

⊂
ヽ
ヽ
お
や
い
増
隅
求

や
①

『
食
い
―
卜
Ｇ

ｃ
ヽ
ヽ
い
や
い
『
隅
ば
Ｎ
④

。や
ｂ
霊
翌
里
壁
蚕
◎

″ｅ
係
Ｎ
震

四
儒
雷
翌
本
Ｇ
会
〔
―
卜
Ｇ

⊂
卜
ヽ
い
Ю
い
増
隅
択

Ｎ
③

増
会
い
―
い
Ｇ

Ｅ
ヽ
ヽ
い
や
い
『
隠
択
田
④

。Ｏ
ｂ
露
理
里
堂
蚕
◎

′８
係
Ｎ
震
製
儒

８
翌
誌
胆
畑
Ｇ
会
い
―
卜
Ｇ

Ｅ
Ｘ
や
お
Ｏ
ｂ
対
日
ば

Ｎ
①

『
会
い
―
卜
Ｇ

⊂
ヽ
ヽ
い
や
い
『
ほ
ば
Ｎ
④

。や
い
里

ｚｏ

田
Ｒ
羽
冊
『
Ｇ
志
蚕
ｏ
ね
昧
翌
Ｇ
鰹
四
儒
Ｇ

⑥

対
④

。や
い
里

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
神
『
Ｇ

ま
△
ｏる
昧
翌
Ｇ
鰹
四
絹
Ｇ
①

・
Ｔ
⑥
『
④

・
Ｔ
④

。
Ｏ
ｂ
胆
罫

Ｎ
出
Ｋ
本」
巻

＼
る
Ｇ
上
ハ
コ
Ｇ
□
帥

④

島
ヽ
お
ぬ
Ｇ
ヽ

ヽ
い
会
い
―
卜
上
ハ
コ
Ю
ミ
約
胆
製
ｐ

①

輪
区
お
ぬ

。翌
細
担
ヽ
い
い

―
∋
早
け
い
ち
里
昧
鰹

。Ｏ
ｂ
運
理
里
④

Ｎ
昧
鯉

″Ｄ

と
い
お
旦

（口
Ｒ

湯
せ

押
上
ハ
コ
一Ｎ
輪
―
卜
Ｇ
④

。翌
照
担
も
い
い

１
３
早
十
い
拓
里
昧
把

。や
ｂ
霊
翌
里
④

Ｎ
昧
埋

″Ｄ

上
い
お
里

（口
Ｒ

∞望
）
田
上
か
コ
一Ｎ
輪
―
い
Ｇ
④

。導
細
担
Ｓ
い
い
―

⊃
早
け
い
ヽ
里
昧
把

。や
ｂ
翌
理
里
⑥

Ｎ
昧
埋

″０
上

い
お
里

（Ｅ
Ｒ

Ｏ電
）
廻
上
ハ
コ

⊂
Ｎ
輪
―
卜
Ｇ
④

。導
畑
匝
も
い
い
―

⊃
早
■
３
拓
里
昧
翌

。や
ｂ
選
翌
里
⑥
Ｎ
昧
埋

′０
■

い
お
里

（口
Ｒ

∞
望
）
田
■
か
コ

Ｅ
Ｎ
輪
―
い
Ｇ
④

ば

　

隠

∴

◎

↑

③

（こ

曇
ざ

④

Ｔ

占

◎

↑

①

ぞ
ご

卜
④

Ｔ

占

◎

↑

①

ぞ
こ

出

④

Ｔ

占

◎

⑥

（５

肇
岸

④

▼

占

①

一∽蝉

④

▼

占

①

・
Ｔ
①

あ
る

④

二
＋④

Ｔ

占

　
　
　
③
　
（こ

あ
と

④

Ｔ

∴

④

一
義

▼

占

④

一
諾

Ｔ

占

⑥

↑

仁
第

④

▼

占

⑥

↑

宣

あ

④

▼

緯
　
　
叩

鰹
圏
儒
会
い
―
い

震
酬
艦
会
い
―
ト

黒
四
絹
ｇ
翌
本
会
〔
―
ト

露
田
儒
日
翌
本
慨
陶
会
い
―
ト

上
ヽ
ト

二
ヽ
卜
昭
担

二
ヽ
卜
上
か
コ
会
や
卜
い
と
か
コ

と
い
お
廻
上
か
コ
一

上
い
お
田

上
ハ
コ

一

上
い
ハ
押
上
か
コ

⊂

上
い
お
田
上
ハ
コ

ｃ

卜
０

∞
ｎ

Ｏ
Ｃ

い
―

食
も 儒 酬 照 l l l ′ヽ い エ

（律
Ｇ
ハ
耐
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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轟
ｍ

一一一一ロ
ムラグ□プ質

Ｕ第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
埋

あ
ミ
）
回
幽

峰
駅
附
忘

〇
キ
ヤ

ふ

嘉
卜
か
は
広

朋
ほ

い
だ
寸

ゆ
そ
章

樹
　
　
聾

。や
い
と
い

お
里

⌒口
恨
区
ら
生
は
二
抑
）
伸
上
捜
嘉
生
―
い
い
に

Ｐ

④
や
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
生
Ｉ
Ｄ

Ｅ
や
い
増
隠
眠
田
①

¨
佃
唄
Ｇ
恥
区
お
う
る
①

。導
組
迪
ふ
い
い
―
い
，
十
Ｇ
ヽ
里
昧
捜

。や
い
上

〔
か
里

（Ｅ
Ｒ

ω密
）
押
む
把
悪
上
ハ
コ
ｂ
隠
ｐ
④

Ｎ
ミ
Ｖ
ト
ト
と
ハ
コ
Ｇ
上
ハ
コ

Ｅ
や
い
句
日
求
Ｎ
⑥

¨
廻
ぺ
Ｇ
Ｘ
ヽ
く
い
や
①

。や
い
上
卜
か

理

（口
恨
区
ぬ
■
は
二
相
Ｋ
）
相
士
把
窓
生
―
い
い
に

Ｗ
④

Ｎ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

Ｅ
や
い
増
ほ
求
Ｎ
⑥

¨
佃
蝦
Ｇ
恥
区
〔
ぬ
終
⑥

。翌
細
迪
ふ
い
い
―
い
ゃ
十
い
ヽ
理
昧
翌

。や
い
上

卜
か
旦

（口
Ｒ

∞空
）
田
上
投
嘉
上
ハ
コ
い
に
ｐ
④

Ｎ
会
ヽ
ト
ト
上
ハ
コ
Ｇ
上
ハ
コ

Ｅ
や
い
『
隠
ば
田
①

¨
佃
唄
Ｇ
区
Ｖ
く
体
穐
⑥

。翌
細
迪
ふ
い
い
―
い
学
十
Ｓ
ヽ
理
昧
理

。や
い
と
い
か
理
田
上
小
コ
ヤや
鮒
巴
Ｇ
Ｘ
や
く
い
Ｇ
里

ｃ
や
い
増
隠
眠
悶

④

区
Ｖ
く
は
増
や
い

ｚ
ｏ
穐

（を

Ｒ
く
と
い
か

″榊
増
Ｇ

ｚΦ
ね

⌒〕

Ｒ
く
ミ
ト
ー
時
▼

。導
畑
担
ふ
い
い
―
い
，
十
Ｓ
ヽ
理
昧

鯉

。
⌒や
ヽ
里
搬
≦
Ｇ

⌒翌

Ｒ
く
口
Ｒ
担
口
恨
上
い
か
）

や
い
と
い
か
里
伸
迪
鯉
桶
相
上
小
コ

十
や
細
ｇ
Ｇ
国

ｃ
や
い
判
ほ
択
Ｎ

④

区
▼
く
卜
増
や
い

ｚ
ｏ
や

あ
）

Ｒ
く
と
い
か

夕相
増
Ｇ

ｚｏ
終

⌒〕

Ｒ
く
ミ
ト
ー
や
、

。や
い
理
ｏ迪

Ｔ
④

夕０
霊
理
型
④
Ｎ
鮒

巴
Ｇ

（
Ｔ

④

）

区

■
く
小

Ｇ
温
∩

十Ｇ

④

区

■
く
ト

隠
　
　
照

∴

⑥

↑

（こ

肇
探

④

▼

占

⑥

↑
　
⌒重

翌
誓

④

Ｔ

」
申舞
中申”

与
O   ④

占

④

正
∽
Ｔ

長

　

　

岬

上
い
か
押
上
、
コ

∈

会
や
は
い
上
ハ
コ

Ｅ

上
い
か
相
上
ハ
コ

こ

ミ
ヽ
卜
い
上
ハ
コ

Ｅ

恥
卜
か
金
上
い
か

恥
ヽ
お
お
と
い
か
Ｅ
Ｒ
戻

エ
ト
ハ
区
Ｖ
く
ト

ト
ー

ミ
ふ

か 卜 上

し

（律
に
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
Ｇ
囲
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
讐

行
ュ
）口
轡

ｕ
眠
附
に

章

轟
い
か
卜
区

掛
に

０
う
く
ヽ

ｎ
う
く
寸

０
う
く
ヽ

い
う
く
ヽ

附

　

暮

。導
熙
迪
も
い
い
―
⊃
早
十
３
拓
里
昧
翌

。や
い
エ
ー

ト
ー
□
里

（Ｅ
Ｒ

∞
盟
）
伸
上
か
コ
一Ｎ
島
―
卜
Ｇ
④

。導
思
担
ヽ
い
い
―
コ
早
キ
３
拓
里
昧
弾

。Ю
ｂ
ユ
ー

ト
ー
□
里

（Ｅ
Ｒ

∞望
）
田
上
か
コ
一Ｎ
輪
―
卜
Ｇ
④

。翌
網
担
ヽ
い
い
―
「
早
■
Ｄ
拓
里
昧
翠

。Ю
ｂ
上
―
ト

ー
□
里

（口
Ｒ

∞
望
）
押
上
か
コ

ｃ
Ｎ
島
―
い
Ｇ
④

。翌
思
担
ヽ
い
い
１
３
早
十
い
拓
里
昧
把

。や
ｂ
ニ
ー
ト

ー
□
里

（Ｅ
Ｒ

□望
）
相
工
か
コ

Ｅ
Ｎ
島
―
い
Ｇ
④

。
問
ｂ
ユ
ー
ト
ー
□

里

（
Ｅ
Ｒ
区
△
■
卜
こ
抑
）
押
む
檀
頴
ユ
Ｉ
Ｄ
わ
隠

ｐ

④

Ｎ
会
い
―
卜
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｏ
ｂ
対
ほ
ば
Ｎ
①

“
佃
ぺ
Ｇ
輪
ヽ
お
△
終
⑥

。導
熙
担
ヽ
い
い
―
∋
早
■
い
ち
里
昧
把

。や
ｂ
ュ
ー
い

―
□
里

（Ｅ
Ｒ

∞電
）
押
む
把
嘉
と
か
コ
ｂ
に
移
④

伸
食
ヽ
卜
い
と
か
コ
Ｇ
上
か
コ

Ｅ
Ｏ
ｂ
『
隅
眠
Ｎ
①

”
廻
ぺ
Ｇ
区
ヽ
＜
い
る
①

。や
ｂ
ユ
ー
い
―
□

里

（口
Ｒ
区
▲
■
卜
ら
約
＜
）
相
む
控
頴
■
Ｉ
Ｄ
ｂ
時

膨

④

伸
会
い
―
い
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ю
ｂ
『
ほ
ば
Ｎ
①

”
佃
ぺ
Ｇ
輪
ヽ
お
Δ
る
①

。導
熙
担
ヽ
い
い
―
⊃
早
■
３
拓
里
昧
弾

。Ю
ｂ
上
―
ト

ー
□
里

（Ｅ
Ｒ

∞望
）
Ｎ
士
控
悪
上
か
コ
い
に
ｐ
④

Ｎ
会
ヽ
卜
〔
上
か
コ
Ｇ
上
か
コ

摩
Ю
ｂ
判
隅
ば
Ｎ
③

”
畑
ぺ
Ｇ
卜
ヽ
イ
いヽ
る
③

。導
思
担
ヽ
い
い
―
⊃
早
十

３
托
里
昧
捜

。
や
い
上
―
ト
ー
□
里

（Ｅ
Ｒ

ｍ
電
）
廻

と
か
コ
一膨
Ｇ
佃
や
ヽ
い
い
―
い
学
十
Ｎ
輪
―
い
Ｇ
④

ば
　
　
隠

占

④

こ
と
Ｔ

占

④

一
選

▼

Ａ

①

↑

Ｅ
達

④

Ｔ

占

①

↑

垣

臣

④

▼

占

③

（こ

拝
任

④

▼

∴

　
①

（こ

ギ
拝

④

▼

占

④

一
選

Ｔ

緯
　
　
岬

二
―
い
―
□
伸
上
か
コ
一

上
―
ト
ー
□
田
上
ハ
コ
一

エ
ー
ト
ー
□
押
上
か
コ

Ｅ

二
十
ト
ー
□
田
上
か
コ

⊂

上
―
い
―
□
押
上
ハ
コ

会
ヽ
卜
い
と
か
コ

ユ
ー
ト
ー
□
田
工
か
コ

会
ヽ
卜
い
と
か
コ

上
十
い
―
□
廻
上
か
コ
一

網
セ
ー
い
早
■

∞
ト

い
―

食
ヽ

□ ― | トー 上

（律
Ｇ
ハ
ｍ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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第 3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
鰹

あ
革
）
回
留

峰
駅
附
ほ

〇
〇
十

一
〇
ヤ

嘉
卜
か
は
く

樹
濫

ゆ
２
章

ゆ
―
章

ゆ
―
章

い
―
章

一
２
ト

朋
　
　
革

。導
細
担
ふ
い
い
１
３
字
や

０
ヽ
里
昧
鯉

。や
い
上
―
ト
ー
□
理

⌒口
Ｒ

∞
望
）
田

上
ハ
コ
十Ｗ
ｅ
佃
Ｎ
ふ
い
い
―
コ
■
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ

④

。翌
畑
迪
ふ
い
い
―
い
，
十
や
ヽ
理
昧
鯉

。や
い
霊
理

担
①
Ｎ
昧
鯉

″０
上
―
ト
ー
ロ
里

（口
択

∞空
）
伸
上

ハ
コ

ｃ
ｗ
ｅ
制
Ｎ
ふ
い
い
―
い
卜
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

。翌
劇
担
ふ
い
い
―
い
学
十
０
ヽ
理
昧
鯉

。や
い
霊
鯉

里
⑥
Ｎ
昧
鯉

′０
ユ
ー
ト
ー
ロ
里

⌒口
Ｒ

∞望
）
用
上

小
コ

Ｅ
ｗ
ｅ
制
悶
ふ
い
い
―
い
学
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

（⊃
回
増
腰
製
恥
区
〔
Ｓ
Ｇ

∞室
己
）
。や

い
上
―
は
―

口
理

（口
Ｒ
Ｋ
ぬ
生
卜
こ
神
）
伸
上
捜
嘉
生
―
い
い
に

Ｗ
④

田
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
■
―
い

電
や
い
増
ほ
求
Ｎ
⑥

¨
佃
唄
Ｇ
恥
区
お
ぬ
ね
⑥

。導
細
迪
ふ
い
い
１
３
，
十
Ｇ

ヽ
理
昧
把

。や
い
と
―
は
―
□
理

（口
Ｒ

∞
哲
）
相
と

捜
悪
上
ハ
コ
い
隠
】

④

Ｖ
ｅ
制
Ｎ
ふ
い
い
１
３
亭
十

Ｎ
ミ
■
卜
〔
上
か
コ
Ｇ
上
ハ
コ

Ｅ
や
い
判
ほ
眠
Ｎ

①

¨
佃
噂
Ｇ
区
や
く
卜
穐

⑥

（０
回

句
艘
製
恥
ヽ
お
ぬ
Ｇ

∞
望
配
）
。や

い
上
―
ト
ー
□
里

（口
Ｒ
Ｋ
ぬ
生
は
二
相
Ｋ
）
田
む
捜
嘉
生
―
い
い
に

Ｗ

④

Ｎ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
生
―
い

Ｅ
や
い
母
ほ
求
や

①

中
廻
唄
Ｇ
恥
ヽ
お
お
穐

①

。翌
畑
担
ふ
い
い
―
い
，
十
０

ヽ
里
昧
理

。や
い
上
―
ト
ー
ロ
里

（口
恨

∞望
）
田
む

理
嘉
上
ハ
コ
い
に
Ｗ

④
）
ｅ
制
Ｎ
ふ
い
い
―
い
ゃ
十

悶
ミ
ヽ
ト
ト
上
ハ
コ
Ｇ
上
ハ
コ

Ｅ
や
い
増
思
眠
Ｎ
⑥

一
佃
唄
Ｇ
Ｘ
や
く
い
穐

①
。や

い

霊
理
里
◎

恥
Ｘ
お
お
Ｎ
駒
巴
Ｇ
恥
区
ハ
△
Ｇ
□
脚
⑥

Ｇ
会
ト
ー
ト
Ｇ
ＥＸ
■
い
喪
め
判
ほ
求
や
④

恥
Ｘ
か
ぬ

隠
　
　
照

占

④

こ
芝
Ｔ

占

⑥

↑

こ
緩
∝
④

▼

占

①

↑

ｃ
翌

④

▼

Ａ

⑥
　
（毎

翌
拝

④

▼

∴

⑥

堂
任

④

Ｔ

∴

◎

↑

⑥

こ

奎

④

Ｔ

緯

　

　

硼

上
―
ト
ー
ロ
用
上
ハ
コ
ヤ

約
連
１
３
■
十

上
―
ト
ー
□
押
上
ハ
コ

ｃ

約
セ
ー
コ
■
十

上
―
ト
ー
ロ
用
上
ハ
コ

こ

約
セ
ー
い
早
十

上
―
ト
ー
□
仰
上
ハ
軸

こ

ミ
▼
ト
ト
上
ハ
コ

Ｅ

榊
迫
―
コ
■
十

エ
ー
ト
ー
□
用
上
ハ
コ

こ

ミ
■
ト
ト
上
ハ
コ

Ｅ

榊
コ
ー
い
学
十

小
ふ
ぬ
ト
ト
ミ
伊

ト
ー

ミ
ふ

□ 一 | トー 上

し

（律
Ｇ
ハ
ｍ
ハ
ふ
ハ
ト
ト
）
律
ほ
図
，
恥
い
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

神
　
埋

あ
ミ
）回
幽

悼
郎
附
ほ

嘉
卜
、
卜
区

樹
ほ

０
１
ト

卜
を
ｏ

卜
で
ｏ

樹
　
　
聾

。や
い

霊
理
型
恥
Ｘ
か
ら
Ｇ
□
脚

◎
Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
ＥＸ
▼
い

や
い
増
思
求
Ｎ
⑥

邸
区
お
金
Ｎ
輸
超
Ｇ
④

邸
区
お
お

。や
い

霊
理
担
◎

区
▼
く
い
国
上
ハ
コ
Ｇ
□
舶
⑥

Ｏ
食
悟
眠

Ｇ
ミ
ト
ー
は
Ｇ
ｃＸ
ヽ
い
世
め
母
思
求
悶
④

恥
区
か
ぬ

。や
い
軍

理
里
上
小
コ
Ｇ
側
脚

◎

Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
ｃ
Ｘ
ヽ
い
や

い
用
隠
求
田

⑥

恥
ば
か
ら
Ｎ
駒
巴
Ｇ

④

ば
ヽ
く
ト

隠

　

　

隠

占

◎

↑

⑥

こ

と
Ｏ
④

Ｔ

占

◎

↑

⑥

を
玉

辞

④

▼

占

◎

↑

①

を
）
〓昼

④

Ｔ

長

　

　

叩

小
Ｓ
Ｓ
ヽ
卜
会
伊
体

瀬
標
上
ハ
コ
↑
ミ
ト
ー
ト

郷
ぷ
ミ
ト
ー
ト
↑
上
、
コ

い
―

ミ
ふ

□ 一 | トー 上

（律
Ｇ
ハ
ｍ
ハ
ふ
ハ
ト
い
）
や
侶
囲
―
恥
い
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
撃

の
ュ
）田
世

峰
駅
附
に

〇
一

０
０

Φ
∞

慈
い
か
い
ヽ

郎
ほ

ｎ
う
く
∞

り
ブヽく
∞

０
，
ヽ
い

０
くヽ
∞

０
≫
く
〇

い
う
く
∞

い
う
く
的

卜
ゝ
く
∞

卜
う
く
∞

卜
う
く
め

卜
，
ヽ
い

卜
う
く
的

卜
，
く
∞

掛
　
　
聾

。Ю
ｂ
尾
理
里
◎
Ｎ
上
か
コ
品
―
時

″Ｄ

障
蛍
Ｎ
会
い
―
卜
輪
ヽ
お
ぬ
Ю
柘
費
０
る
③
わ
ば
④

（臨
蛍
姦
剛
）
。臨

い

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
約
『
Ｇ
⑥
∧
〇

（臨
封
窺
測
）
。０

い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
的
『
Ｇ
①
州
④

（臨
増
慈
測
）
。や

い

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
仙
対
Ｇ
①

Ｈ
④
・

（臨
遵
頴
翻
）
。Ю

い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
約
『
Ｇ
③
＝
④

（臨
還
悪
削
）
。や

い

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
約
剰
Ｇ
①
Ｖ
Ｏ

（臨
週
慈
測
）
。Ｏ

ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
抱
対
Ｇ
⑥
ＶＩｌ
④

（臨
選
轟
剛
岨
迎
）

。や
ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
佃
対
Ｇ

③

・
Ｔ
⑥
∧
④

・
Ｔ
Ｏ

（臨
選
窺
剛
叫
迎
）

。
０

い

る

Ｎ

Ｒ

ヨ

側

対

Ｇ

③

二

十

①

ＡＩ‐

④

・

Ｔ

Ｏ

（臨
蛍
慈
剛
叫
担
）

。Ю
い

る

Ｎ
Ｒ
司
約
判
Ｇ
①

・
Ｔ
①
‐‐
④

・
▼
④

（臨
退
轟
測
唱
担
）

。
や
い

ｚ
ｏ
Ｎ
Ｒ
割
約
『
Ｇ

①

・
Ｔ

③

朴
④

・
Ｔ
④

（臨
選
鑑
測
唱
迎
〉

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
約
『
Ｇ
⑥

。
Ｔ
⑥

∨
④

・
Ｔ
④

（障
蛍
悪
剛
唱
担
）

。Ｏ
ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
抑
『
Ｇ

①

・
了
①
Ⅶ
④

・
Ｔ
④

ば

　

照

占

◎

↑

⑥

Ｔ
雪

ゼ
④
▼

占

①

〈
　
④
▼

占

③
　
＝〈
　

④
▼

上
口
⑥

Ｈ
　
④
Ｔ

占

③

〈〉

④
Ｔ

∴

⑥

〉

④
Ｔ

占

①
　
＝
〉

④
▼

占

③

と
＋
①

△

④

二
＋
④
Ｔ

占

①

÷

③

人
Ｏ
④

二
十
④
Ｔ

占

⑥

二
十
①

占

④

二
十
④
▼

占

①

÷

①

◇
ｏ
④

二
＋
④
Ｔ

占

①

‥

①

こ

④

二
＋
④
▼

占

①

÷

①

↓
ｏ
④

二
十
④
Ｔ

長
　
　
叩

臨
蛍
△
や

卜
い
と
か
コ

ら
神
く
い
托

ら
⊃
柿
担
把
柘
ら
約
く
３
托

缶
⊃
柿

ら
終
〉
⊃
帥

ら
約
る
０
拓

ら
⊃
齢
〕
世
怖
ら
約
冬
３
托

ら
約
く
３
拓

唱
処

ら
⊃
帥
〕
世
柘
ら
約
Ｘ
３
托

唱
担

る
０
帥

唱
担

る
終

〉
Ｄ
帥

唱
迎

る
約
吾
３
托

唱
処

る
０
帥
担
慨
柘
ら
約
る
３
拓

叫
処

ｎ
Ｏ

∞
ひ

ひ
ひ

弱
〇
一

∞
〇
一

マ
〇
一

０
０
一

Ｃ
〇
一

い
―

全
Ｓ 」 臨

し

（律
Ｇ
ハ
ロ
ハ
Ｓ
ハ
い
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
埋

（
．Ｘ
口
Ｅ
）

の
ュ

∞
〇
困

ユ 支
（
．Ｘ
ＣＥ
）

リ
ュ

∞
ｎ
中

（
．Ｘ
口Ｅ
）

∽
ュ

Ｏ
埋

（
．Ｘ
Ｃぼ
）

の
ュ

Ｃ
Ｏ
弱

（
．Ｘ
∞こ
）

∽
ュ

∞
〇
弱

ａ
ュ
）回
世

鯉
駅
朋
に

一
ゆ

一〇
一
〇

ヽ
∞

寸
∞

章
∞

慈
い
か
い
区

附
ほ

ゆ
うく
∞

め
う
く
∞

０
＞
く
∞

い
う
く
∞

０
う
く
Φ

０
う
く
の

∞ Φ ∞

掛

　

聾

（臨
蛍
鑑
測
日
）
。Ю

ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
的
対
Ｇ
①
Ａ
④

（臨
主
慈
割
円
）
。Ｑ

ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
網
判
Ｇ
①
測
④

（障
週
鑑
測
円
）
。や

い

ｚｏ
母
Ｒ
ヨ
制
対
Ｇ
③
＝
④

（臨
蛍
悪
訓
円
）
。Ю

ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
冊
『
Ｇ
①
＋
④

（摩
選
慈
測
円
）
。０

い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
神
『
Ｇ
①
Ｖ
④

（麟
増
嘉
測
円
）
。Ю

ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
約
『
Ｇ
⑥
Ｗ
④

（臨
営
鑑
駅
）

。臨
ｂ
ｚｏ
伸
Ｒ
羽
約
対
Ｇ

③
と
≡
①
Ａ

④

，
耳
④

５
障
選
Ｎ
島
―
卜
轟
Ⅸ
Ｇ

①
と
≡
⑥
『
④

，
耳
④

（臨
蛍
轟
Ⅸ
）

甫

堕

ｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
約
『
Ｇ

③
・
耳
①
村

④
・
耳

④

″め
邸
蛍
Ｎ
輪
―
卜
慈
駅
Ｇ

①

・
耳
⑥

対

④

と
≡
④

（ほ
蛍
鏡
駅
）

。
Ю

ｂ

ｚ
ｏ

Ｎ

Ｒ

羽

約

対

Ｇ

⑥

二

十

⑥

日

④

二

十

④

″Ｄ
臨
ギ
Ｎ
輪
―
い
轟
眠
Ｇ

③

・
耳
③
『
④

・
耳
④

（尊
選
悪
照
）

。
Ｏ
ｂ
ｚ
ｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
約
増
Ｇ

①

二

十
①

■
④

二

十
④

め
博
蛍
Ｎ
輪
―
卜
慈
駅
Ｇ

③

二
十

③

対

④

ｏ
耳
④

（邸
主
轟
照
）

。
Ю

ｂ

ｚ
ｏ

Ｎ

Ｒ

ヨ

抱

『

Ｇ

①

二

十

①

Ｖ

④

二

十

④

″Ｄ
ほ
蛍
伸
輪
―
い
鏑
駅
Ｇ

①

・
耳
③
『
④

・
耳
④

（臨
封
頴
照
）

。
や
い
る
Ｎ
Ｒ
ヨ
抱
対
Ｇ

⑥

二

十
①

Ⅶ

④

ｏ
耳

④

″Ｄ
臨
コ
虫
Ｎ
輪
―
卜
頴
眠
Ｇ

③

・
耳

⑥

『

④

。
子
④

球

　

隠

占

⑥

〈⊃
　
④

▼

上
同
③
　
“全
　
④

Ｔ

占

①
　
＝⊃
　
④

Ｔ

占

①

〈当
　
④

▼

占

①
　
〉Ｄ
　
④

▼

上
口
①
　
＝当
　
④

▼

∴

⑥

二
十
①
止

④

二
■
④
Ｔ

占

⑥
二
十
①
火
」
④

二
十
④
▼

占

①

二
十
③
世

④

二
十
④

Ｔ

占

①
二
十
⑥
Ａど

④

二
■
④
▼

占

⑥

二
■
①

ど
④

・
耳
④
Ｔ

∴

①
二
十
⑥
＝
正

④
二
十
④
▼

授
　
　
叩

ら
約
く
∋
拓

め
離
い
控

３
め
柿
担
世
祐
二
約
く
い
拓

め
厳
い
控

３
め
帥

め
離
い
控

五
終
Ｖ
Ｄ
柿

Ｄ
厳
い
控

ら
約
る
い
ヽ

Ｄ
離
い
控

こ
Ｄ
帥
担
鯉
踊
る
約
吾
∋
拓

め
厳
い
鯉

五
約
く
い
ち

堰
窺
冬
爾
駄

ら
⊃
帥
担
慨
祐
３
仰
Ｋ
３
拓

妊
悪
キ
爾
姓

る
０
帥

堰
轟
る
緑
雅

二
終
〉
Ｄ
帥

収
鑑
〓
届
職

昼
約
冬
３
屯

堰
慈
冬
爾
駄

る
０
帥
担
鯉
朽
二
約
る
３
屯

堰
轟
冬
漏
状

〇
〇
一

〇
一
一

側
一
一

べ
一
へ

寸
一
困

０
一国

い
―

食
ヽ 」 臨

（律
Ｇ
ハ
岡
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い

- 2 6 0 -



第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
讐

０
ュ
）煙
世

ｔ
駅
附
に

∞
ト

一０
一

一
ヽ

〇
一困

〇
卜
一

０
∞
困

悪
い
か
卜
区

朋
に

困
め
ゝ
く
ヽ

０
う
く
ヽ

ヽ
≫
ｔ
∞

ヽ
ゝ
く
Φ

ヽ
≫
ヽ
∞

０
ヽ
く
∞

附

　

聾

。や
い
上
か
や
日
三
〇
Ｎ
④
区
＞

いヽ

”
佃
聡
Ｇ
ば
ヽ
て
い
る
④

。Ю
ｂ
霊
理
Ｎ

」と
圭

日
一④
輪
ヽ
お
お

”
廻
ぺ
Ｇ
輪
ヽ
お
▲
る
④

。や
い
上
か
や
「
一理

性
ｏ
Ｎ
④
卜
ヽ
ア
いヽ

”
廻
娘
Ｇ
ば
ヽ
＜
い
る
④

。や
い
霊
理
Ｎ
ｏ
里
④

輪
区
為
ぬ

”
廻
ぺ
Ｇ
輪
ヽ
お
ぬ
る

④

。
Ю
ｂ
上
ハ
や
翌

ｚＯ
や
二
か
コ
Ｇ
側
担
Ю
卓
約
に
膨

④

″膨
翌
会
ヽ
ト

い
と
か
コ
Ｇ
坐
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｑ
ｂ
判
隅
眠
Ｎ

①

島
ヽ
お
ぬ

。Ю
ｂ
上
か
や
い
里

世
ｏ
Ｎ
上
か
コ
Ｇ
剛
担
Ю
卓
約
に
移

④

″】
里
会
ヽ
ト

〔
上
小
コ
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

Ｅ
臨
ｂ
『
日
ば
Ｎ
③

輪
ヽ
お
△

。
や
い
と
か
や
や
も
い
い
―
⊃
早
■

。
Ю
ｂ
二
か
や
⊃
Ｎ
ヽ
い
い
―
い
学
■

。Ю
ｂ
摂
理
型
①

輪
ヽ
お
Ｓ
Ｎ
剛
週
上
か
コ

ｚＯ
Ｂ
判
暇

″膨
里
会
ヽ
卜

い
二
か
コ
Ｇ
と
か
コ

Ｅへ
ヽ
ヽ
い
や
ｂ
『
ほ
ば
伸
④

。
や
い
対

」
も

や
佃
担
製

″
Ｄ
『

ｚｏ

Ｎ
個
Ｂ
上
ハ
コ
Ю
卓
的
に
移

と
か
コ

ｃ
Ｂ
卜
Ｇ

④

輪
ヽ
お
△

″ゃ
０
女
ｔＪ
一食
ヽ
ト

い
と
か
コ
Ｇ
上
か
コ

Ｅ
困
Ｘ
ヽ
い
Ю
ｂ
対
日
ば
Ｎ
①

。や
い
霊
理
里
⑥

Ｄ
上
ハ

Ｄ
Ｒ
Ｎ
窺
Ｇ
上
か
コ
Ю
こ
】
め

ｚｏ
″〓

輪
―
卜
Ｇ
④

。や
い
軍
理
里
①

Ｄ
上
ハ
Ｄ
Ｒ
Ｎ
頴
Ｇ
上

ハ
コ
Ю
二
や
Ｄ

る

″〓
島
―
卜
唱
鯉
Ｇ

④

・　
一キ
④

球

　

照

∴

④

Ｌ
∽
Ｔ

占

④

あ
伍
Ｔ

占

⑥

Ｃ

瞬

卜

④

Ｔ

上
‐‐
③

ぞ
）
卜の拝

④

▼

占

電

の
Ｔ

占

虜

Ｅ
Ｔ

占

⑥

ぞ
）
望
口
④

▼

占

①

Ｃ

ｏ岩

④

Ｔ

占

③

ｏ∞

④

▼

上
同
①

Ｏ呂

④

Ｔ

長

　
　
叩

上
か
い
品
ヽ
お
お

ヽ
区
ヽ
＜
卜

二
か
や
コ
島
ヽ
お
△

＼
卜
ヽ
＜
卜

上
か
や
上
ハ
コ
会
い
―
ト

上
か
や
⊃
上
か
コ
会
い
―
は

上
か
や
―
⊃
早
＝

工
か
や
い
―
⊃
早
■

■
十
ロ
ハ
Ｈ

■
十
日
は

上
ハ
Ｇ
Ｒ
上
か
コ

上
ハ
Ｄ
Ｒ
上
か
コ
唱
迎

Ｃ
キ
一

∞
一
一

ひ
一
一

〇
困
一

い
―

食
も

「トー 輪 思 田

し

（律
Ｇ
ハ
ｍ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
，輪
い
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5.プ ログラム言語 第3部  ユーザプログラム説明

神
　
埋

Ｇ
五
）胆
世

ｔ
Ⅸ
附
に

Ｃ
卜
一

卜
ヽ
一

０
や
一

慈
い
か
い
ヽ

附
に

０
フヽく
い

０
う
く
め

め

附

　

聾

。や
い
霊
理
里
Ｔ
◎

Ｎ
区
ぬ
■
卜
島
ヽ
お
お
ら

榊
ｐ
暇
ｐ
Ｏ
Ｇ
島
ヽ
お
お
世
め
部
―

″里
◎
Ｎ
悪
里
慨

Ｄ
蒜
―

夕Ｄ
様
鰹
対
Ｇ
ｐ
Ｏ
ｂ
斎
―
『
紳
Ｅ
Ｇ
④

″〓

会
い
―
い
輪
―
い
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

⊂
Ｏ
ｂ
対
隅
求
伸
①

。Ю
ｐ
約
思
製
一Ｎ
廻
Ｇ
③

夕０
ロ
ハ
か
い
Ｎ
島
―
い

Ｇ

④

里

会

い

―

卜

Ｇ

ユ

Ｉ

Ｄ

ｃ

や

い

増

隅

択

Ｎ

◎

。や
コ
約
Ｓ
更
一Ｎ
廻
Ｇ
①

里
駅
対
Ю
ｂ

軍
理
里
◎
）
Ｄ
ヨ
３
篤
Ｎ
輪
―
卜
世
Ｄ
付
お
か
い
里

巡
暇
０
会
会
い
―
い
Ｇ
■
Ｉ
Ｄ

⊂
臨
ｂ
『
隅
求
Ｎ
④

。Ю
コ
約
Ｓ
更
一や
り
Ｇ
⑥

里
求
対
Ю
ｂ

選
理
里
◎
や
Ｄ
ヨ
３
富
Ｎ
輪
―
い
理
Ｄ
付
お
ぉ
い
里

雫
幡
い
る
会
い
―
卜
Ｇ
上
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ю
ｂ
『
隅
択
Ｎ
④

（求
聾
上

か
や
コ
）
。Ю

ｂ
と
か
り
⊃
里

」巻

伸
④

卜
ヽ
く
い
神

対
Ｇ

ｚｏ
る

（じ

Ｒ
く
と
か
や
い

″０
と
か
仰
里

ｚｏ

Ｎ

④

ば
、
＜
卜
約
対
Ｇ

ｚｏ
る

分
）
Ｒ
く
と
か
や

（皿
更
）
上
ハ
Ｄ
Ｒ
ハ
Ｇ
転

・
…
。　
」
巻

（皿
目
）
と
ハ
Ｄ
Ｒ
い
か
卜

・
‥
・
　

ｚｏ

（備
卜
）
謎
口
軍
四
）
●

拓
旦
捜
楽
Ｇ

（己

Ｒ
く
軍
卿

ｚる
０
ヽ
≧

朽
一
（皿
便

＼
皿
思
）
Ｅ
Ｒ
島
ハ
Ｄ
Ｒ

。や
い
軍
理
里
④

輪
区
お
お

島
ハ
Ｄ
Ｒ

″０
上
ハ
Ｄ
Ｒ
Ｎ
鑑
□
Ｏ
ｂ

ｚｏ
る

（せ

Ｒ

く
上
ハ
Ｄ
Ｒ

夕制
対
Ｇ

ｚｏ
終

（じ

Ｒ
く
会
い
―
時
ヽ

ば
　
　
艦

占

◎

↑

③

ぞ
こ

∽
④

▼

占

◎

↑

①

Ｃ

重

住
④
▼

占

◎

↑

⑥

Ｃ

ぎ

住
④
Ｔ

占

◎

↑

①

Ｃ

告

住
④
▼

告
抱
き

い村

告O  ④

村

長
　
　
叩 い

―
い
輪
―
い

付
お
い
い

上
ヽ
い
い
か
指

と
ヽ
―
卜
い
い
か
格

い
か
□
い
い
か
い
い

輪
ハ
Ｄ
Ｒ
ハ
Ｄ
転
い
か
卜

い
―

食
蕊

F トー 輪 思 製

（律
Ｇ
ハ
岡
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
樫

ａ
ュ
）樫
坦

峰
駅
朋
に

へ
い

卜
Ｃ

ｎ
ｎ

〇
寸

一Ю
一
ヽ

一
一
一

轟
い
か
い
ヽ

附
に

∞
≫
ヽ
ヘ

∞
＞
く
国

Φ

郎

　

聾

。
Ｏ
ｂ
食
十
日
Ｎ
ハ
い
―
食
い

い
Ｇ

Ｅ
ｃ
さ
ｚ
ハ
ふ
―
会
い
お

″約
『
Ｇ

ｚｏ
る
Ｒ
く

。い
に
Ｎ
卜
望
Ｇ
ハ
い
―
会
い
い

。
Ю
い
い
ハ
早
お
蝉
四

て
会
て
い
Ｇ

Ｅ
ｃ

さ
ｚ
会
て
い

″約
『
Ｇ

ｚｏ
る
Ｒ
く

。い
に
即
ば
わ
ぼ
Ｇ
い
ハ
早
お
士
球

。や
い
に
は

０
四
３
畦
窺
回
Ю
卓
約
胆
製
や

Ｅ
Ｎ
廻

卜
西
Ｚ
ぞ
暦
Ｌ

。い
に
Ｎ
□
く
Ｇ

（屋

，２
）
ハ
ト
ー
会
い
い

。Ю
い
引
姓
Ｎ
て
い
ヽ
□
い

。
間
ｂ
口
結
Ｎ
峰
駅
Ｇ
く
い
も
□
い
終
閑
３
罵

。
Ю
ｂ
「
郎
Ｎ
ｔ
駅
く
い
ヽ
□
い
代
閑
３
雨

。い
に
Ｎ
卜
望
Ｇ
て
い
も
□
い
終
因
３
耐

。い
と
母
Ｎ
廻
ヨ
軽
＜
―
末
く
ヽ
輪
ハ
早
け
ヽ

。
や
ｂ
想

躍
伸
ヽ
ハ
ふ
―
お

い
か
い
ヽ
Ｇ
慨
―

（爾
型
Ｇ

ｏ
あ
）
。Ю

い
理
い
ヽ
卜
Ｓ
卜
Ｎ
④

い
か
卜
区

″Ｄ
上
ハ
ｐ
⊃
Ｎ
い
か
い
ヽ
Ｇ
Ｒ
廻

Ｅ
Ｏ
各

④
い
か

い
ヽ

ｏ
あ

″神
『
世
０
選
熙
里

ｚｏ
Ｏ
歪

」
巻

る
Ｒ
く

（爾
瑠

Ｇ
区
ハ
ふ
―
お
い
か
い
ヽ
）
。Ю

い

る
Ｎ
④

″Ｄ
と
ｏ
Ｎ
区
ヽ
＜
い
Ｇ

廻
仁
Ю
ｂ
『
ほ
ば
Ｎ
④

卜
ヽ
＜
ト

。Ю
ｂ
里
る
Ｎ
Ｒ
羽
約
『
Ｇ

る
る
④

ば
ヽ
＜
い
や
る
る
Ｒ
く

。や
い
日
吾

Ｎ
④

ば
ヽ

＜
い
０
理
性
ｏ
Ｎ
ば
ヽ
＜
い
Ｇ
律

Ｇ
Ｒ
く
ヽ
ハ
ふ
―
お
い
か
い
ヽ
Ｇ

「
製
□
―
匝

″網
増
Ｇ
る
る
Ｒ
く

球

　

隠
占

ｃ⊂

ｚ
コ選

▼

高

臣

王

∴

ＥＥ

ｚ
住電

Ｔ

高

官

）
ヨ

呈

高

Ｅ
臣

Ｔ

高

受
望

王

高

ぞ
Ｅ）
区揚

呈

占

ら
あ

▼

占

□
▼

占

昼
▼

Ｔ‥占日
卜凹伍
【
王

占

∈

卜
ｏ
〓
　
回
Ｔ
‐

占

④

Ｃ

営

の
Ｔ

―
同
④
　
ｚ】あ
岬
―

Ｔ
Ｉ
向
④

卜ｏあ
□
―

占

④

Ｃ

営

の
Ｔ

緯
　
　
叩

食
―
同
ハ
い
―
会
い
い

ハ
ー
輪
⊃
ハ
ト
ー
会
い
い

い
ハ
早
お
士
黙

全
て
い
い
ハ
早
お

る
」
０
四
い
壁

卜
西
ｚ
Ｄ
四
３
難

３
ニ
ハ
Ｈ
ハ
い
―
食
い
い

ヨ
姓

口
品
て
い
も
□
い
終
襲
３
冊

判
郎
く
い
ヽ
□
い
終
報
３
雨

卜
望
く
い
応
□
い
終
襲
３
雨

上
か
や
い
膨
ヽ
輪
＄
小
■
卜
か
ヽ
３

ヽ
ヽ
い
ゃ
ハ
Ｈ
ヽ

ヽ
ハ
ふ
―
お
い
か
い
ヽ

Ｒ
く
ヽ
ハ
ふ
―
お
い
か
卜
区

Ｒ
羽
ヽ
ハ
ふ
―
お
い
か
い
ヽ

ヽ
ヽ
い
ゃ
お
――
ヽ

ｏ
あ

Ю
∞
一

困
め
一

〇
寸
一

ゆ
寸
一

Ｃ
ヽ
一

い
―

ミ
蕊

C L  C E  O 雇 悪

し

（律
Ｇ
ハ
ロ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神

埋

行
ュ
）煙
世

〕
駅
附
に

Ｃ
一
一

Ｃ
一寸

困
寸

∞
弱
弱

キ 井

窺
い
か
い
ヽ

掛
に

寸
ｊ
く
∞

∞
う
く
困

∞ ｎ
０
う
く
ヽ

附
　
　
聾

。倒把
ｈＨ

隠
選
や
里
四
部
瑠
回
〕

（い
Ｘ
翌
＜
岨
）
お
―
や
か
Ｘ

Ｉ
い
Ｈ
理
卓
約
暗
湖
里
会
い
―
小
島
ヽ
お
お
Ю
い
増
隅

ば
伸
③

。Ю
ｂ

ｚｏ
Ｎ
Ｉ
△
⊃
転
Ｉ
Ｈ
お
ハ
ト
ト
Ю
ｂ

壇
按

″Ｄ
賠
綱
里
輪
区
お
ぬ
ま
控
Ｎ
■
―
同
十
い
Ｈ
ｂ

に
移

④

″榊
『
世
Ｄ
導
釈
里

ｚｏ
い
る

」巻

る
Ｒ
く

。臨
ｂ
鐘
衰
Ｎ
■
―
同
―
い
Ｈ
Ｇ

④

Ｏ
各
―
お
い
輪
Ｉ
Ｈ
ハ
ハ
ホ
ト
わ
選
上
区
⊃
坐
―

日
―
い
Ｈ
鯉
卓
約
聴
刑
膨

（景
こ
己
）
律
Ｇ
に
隠
塩
硝

。Ю
ｂ
畏
弾
里
卜
⊃
Ｈ
卜
か
い
Ｎ
輪
ヽ
お
お

ヽ
区
汁
＜

い
Ｇ
里
樹
＜
帽
爬
Ｄ
胆
硝
ｐ
膨
い
ヽ
□
い
Ｓ
つ
る
Ｏ
Ｓ

。
Ю
ｂ
鐘
饉
Ｎ
捜
楽
い
か
い
ヽ
島
―
卜
ヽ （胆

謡
雨
世

・】
セ
ロ
）
。

Ю
ｂ
二
か
や
里

【望

弘
ハ
ぬ
Ｒ

Ｎ
輪
―
い
Ｇ
■
―
い

卜
Ю
ｂ
対
日
恨
Ｎ

④

輪
区
お
▲

。配
ｂ
選
弾
里
ユ
ー
い

卜
Ｇ
壁
ぶ

⑥
Ｎ
昧
把

″Ｄ
鮒
更
Ｎ
恥
―
い
ミ
坦

（・
セ

□
Ｇ
ユ
Ｉ
Ｄ

卜
Ю
ｂ
『
ほ
択
Ｎ
④

Ｏ
会
幽
□
赳
球

。
０
わ
Ｒ
ヨ
里
◎

食
い
―
い
と
か
コ

″Ｄ
既
総
Ｎ
ハ
ー
島
＜
Ｒ
ヨ
や
ｂ
壇
預
里

．皇
い
か
い

ヽ
Ｇ
日

″３
托
旦
Ｑ
玉
（〔
―
ト
ハ
ー
島
＜
Ｒ
ヨ
島
―
ト

。や
い
畏
理
里
千
①

夕Ｄ

胆
Ｘ
Ｎ

．呈
い
か
卜
区

″）
Ｄ
邸
増
対

（ぞ
馬
■
④
）

ミ
い
―
い
胆
硝
型
上
ハ
３
Ｒ
Ｎ

③

倒
〓

ハ
Ｄ
Ｒ

。
い
い
や伸
“導
「把
」
」
〇
ヽ
ｚＯ
Ｇ

Ｘ
ヽ
て
い
や
い
壇
預

″】
⊃
臨
営
対
廻
胆
謡
い
卜
料

＼

い
「
料
Ｇ
卓
巾
卓
申
Ｇ

④

会
い
―
卜
Ｎ

①

輪
ヽ
お
▲

。や
い
翼
理
旦
◎

脚
球
捜

″ど

歪
Ｎ
ニ
ハ
ｌｒｒ
⊃
墜
引
ｐ
廻
Ｇ
⑥

Ｄ
預
里
細
Ｅ
Ｇ
④

球

　

照

占

①

④

選

晶

―

∴

④

隻
昼
Ｔ

占

控

∽
▼

Ａ

筆

∽
Ｔ

占

⑥

皇
さ

④

Ｔ

占

召
さ

④

Ｔ

土
買

５

◎

↑

⑥

ぞ
と

言

④

▼

∴

◎

↑

⑥

ぞ
≧

ｏ
④

Ｔ

∴

◎

↑

③

当

④

Ｔ

緯

　

岬

隠
隠
蝠
硝

と
か
や
⊃
隠
隠
塩
硝

上
か
や
い
か
い
ヽ
輪
―
卜
ヽ

上
か
や
⊃
い
か
い
ヽ
島
―
卜
ヽ

慨
謡
転
ハ
△
Ｒ

皿
興
転
ハ
ぬ
Ｒ

い
ハ
ふ
―
お
く
い
■

「
ハ
ふ
―
〔
く
Ｒ

■
か
ｒｒｌ
⊃
墜
引

一０
一

ｎ
ゆ
一

∞
０
一

い
０
一

０
〇
一

い
―

会
も

（律
Ｇ
ハ
ロ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

神
　
撃

Ｇ
ュ
）廻
幽

建
駅
掛
に

Ｅ
×

ヽ
お

一

＋
卜
∞
困

Ｅ
Ｘ

翌

十
０
〇
一

ｃ
×

望

■
〇
ゆ
一

Ｅ
×
卜
一

＋
∞
∞
一

〇
寸
一

一
ひ

困
〇
一

対
ｎ
一

Ｃ
章
弱

ｎ
卜
章

慈
い
か
い
ヽ

附
に

０ ヽ
Ｏ
ｊ
く
寸

章
０
≫
く
０

Ｃ
ゝ
く
寸

０
う
く
∞

い
う
く
寸

い
ｊ
く
ヽ

ヽ

隅

　

聾

。や
い

軍
理
里
◎
Ｎ
廻
雲
岸
Ｇ
巾

″め
翻
健
里
島
ヽ
お
▲
Ｇ
Ｒ

廻
ｃ
Ю
ｂ
判
隅
求
Ｎ
①

Ｎ
島
―
卜
Ｇ
輪
ヽ
お
ぬ
Ｇ
④

。や
ｂ

霊
理
里
◎

″５
終
ｕ
Ｎ
ヽ
ハ
い
輪
食
ヽ
い
う
ヽ
里
型
島

区
朴
Ｓ
や
い
隈
製
膨
①

Ｎ
島
―
い
Ｇ
島
ヽ
お
Ｓ
Ｇ
④

。Ю
ｂ
畏
理
里
◎
Ｎ
昧
翌

下
一

る
Ｎ
上
か
ｒｒｌ
⊃
墜
卜
ｐ
廻
Ｇ

①

Ｏ
預
里
細
電
Ｇ
④

。や
い
軍
理
里
Ｔ
①
Ｎ
輪
ハ
ヽ
格
Ю
ｂ
蝉
性
る

り
＜
略

″里
⑥
Ｎ
理
＜
帽

′Ｄ
ほ
軽
Ｎ
廻
Ｋ
鴫

″ｐ
〓

Ｇ
会
い
―
い
輪
―
い
Ｇ
■
―
い

⊂
Ｏ
ｂ
『
ほ
ば
Ｎ
④

。Ю
ｂ
軍
理
里
Ｔ
③
Ｎ
島
ハ
ヽ
格
的
ｂ
鯉
性
終

型
吾
帽

″里
①
Ｎ
理
〓
帽

′Ｄ
ほ
軽
伸
廻
冬
贈

″ｐ
〓

Ｇ
会
い
―
卜
輪
―
い
Ｇ
上
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ю
ｂ
『
ほ
択
Ｎ
④

。や
い
霊
理
里
⑥
⊃
皿
統
伸
型
容
岸

′ｐ
〓

Ｇ
会
い
―
い

軸
―
い

Ｇ
■
ｌ
Ｄ

Ｅ

Ю
ｂ

対
日
ば

Ｎ

④

。Ю
ｂ
畏
翌
里
◎
Ｓ
係
伸
廻
慈
樫
Ｏ
ｂ

『
鑑
古
Ｎ
細
電
Ｇ
④

′や
い
ヽ
里
鑑
超
や
ミ
約
婦
胆
）

い
ヽ
里
島
Ｉ
Ｘ
い
＜
Ｇ
廻

Ｅ
×
へ
Ю
ｂ
増
ほ
ば
Ｎ
⑥

。Ю
ｂ
畏
理
里
◎

Ｎ
廻
鯉
コ
慨
蛇

Ｎ
■
ハ
＜
■
か
い
い
に
移

①

″膨
Ｄ
預
里
紳
電
Ｇ
④

。Ю
ｂ

露
理
里
①
Ｇ
係
Ｎ
単
Ｒ
併
Ｇ
④

・
Ｔ
④

輪
―
い
唱
担

。や
い
軍
理
里
◎

二
＋
◎

Ｎ
昧
把

″め

皿
興
い
ヽ
悪
慨
Ｑ
型
Ｇ

③
・
Ｔ
⑥
Ｏ
女
理
型
Ｇ
④

。Ｏ
ｂ
霊
理
里
◎

ｐ
約
劇
黙
Ｎ
姦
超
い

ハ
い
い
拓
里
輪
―
ヽ
い
＜
Ｇ
壁
蚕

⑥
Ｄ
預
里
廻
Ｇ
④

。Ю
ｂ
霊
理
里
◎
５
ｔ
や
皿
眠

ｏ
Ｉ

訓

巴
四
３
拓
里
輪
十
六
い
て
Ｇ
豊
蚕

③
Ｄ
貿
ｔＪ
面
ヤＧ
④

球

　

隠

占

◎

↑

①

Ｃ

塁

〓
④
Ｔ

占

◎

↑

◎

選

④
Ｔ

占

◎

↑

③

ヨ

④
▼

占

①
　
（こ

輩
〓
　
④
▼

∴

⑥
　
（こ

言
〓
　
④
∵

∴

①

（５

寧
＜
　
④
▼

∴

◎

↑

③

ぞ
ご

④
▼

占

◎

↑

①

呂

④
▼

占

①

桂

④
ｌ

④
▼

∴

◎

↑

⑥

解
言

④
▼

占

◎

↑

③

肇
窪

④
Ｔ

占

◎

↑

①

ｅ
ユ
④
▼

緯
　
　
岬

（寧
差
）
雲
併
繍
捜

合
占
）
転
会
ヽ
い
会
輪
お
ヽ
卜

上
か
ｒｒｒ
∋
墜
ト

廻
く
岨

幽
吾
帽

廻
雲
併

灘
＝
黙
鑑
超

■
ハ
＜
■
か
い

上
十
会

負
型

頴
超
い
ハ
い

日
住
副
凹
四

Ｃ
ｎ 一〇

一Ｃ
一

的
Ｃ
一

Ｃ
Ｃ
一

卜
０
一

∞
０
一

〇
卜
一

い
―

会
ヽ

超 姦

し

（律
Ｇ
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
・輪
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
嬰

Ｇ
ュ
）煙
世

ｔ
は
鮒
に

悪
い
か
い
ヽ

郎
に

ヽ
う
く
∞

ヽ
ｊ
く
の

寸
う
く
∞

寸
＞
く
∞

ヽ
≫
ヽ
∞

章
≫
く
∞

寸
う
く
∞

マ
う
く
ω

附

　

聾

。Ｏ
ｂ
翌
理
里
◎
こ
ｔ
Ｎ
鮒
眠

ｏ
狂

副
四
四
艦
困

拙
曝
３
拓
里
転
―
六
い
＜
Ｇ
避
△

①
⊃
預
里
廻
Ｇ
④

。や
ｂ
霊
理
里
◎

つ々ｕ
Ｎ
皿
興
日
住副
悼
求
負
韮
側

ば
く
３
屯
里
輪
Ｉ
Ｘ
い
＜
Ｇ
避
蚕

③
Ｏ
預
里
廻
Ｇ
④

。時
ｂ
霊
理
里
①
Ｎ
廻
Ｇ
迎

ｏ８
Ｐ

Ｇ
廻
ぷ
円
Ｇ

（承
こ

Щ
収
世
め

ｏ口

ヽ
一
Ｎ
廻
Ｇ
④

。や
い
霊
理
里
①
伸
型
Ｇ
迎

ｏ８
Ｐ

Ｇ
理
想
体
Ｇ

（留
こ

四
眠
理
Ｄ

ｏＰ

＼
一
や
廻
Ｇ
④

。や
い
軍
理
里
③
Ｎ
廻
Ｇ
担

ｏ８
Ｐ

Ｇ
型
出
日
Ｇ

（思
こ

巴
眠
世
Ｄ

ｏＰ

＼
一
Ｎ
廻
Ｇ
④

。Ю
ｂ
霊
理
里
①

″ぷ
迎

８
一
Ｎ
廻
ぷ
円
料
０

８
８
一
＼
一
Ｎ
廻
Ｇ
④

。Ｏ
ｂ
露
理
里
⑥

″巡
処

ｏ？

Ｎ
廻
ぷ
体
製
Ｄ

ｏ８
Ｐ

ヽ
一
Ｎ
型
Ｇ
④

。Ю
ｂ
摂
理
里
①

夕巡
鯉

ｏＰ

Ｎ
廻
蝉
円
料
め

８
８
一
ヽ
一
回
廻
Ｇ
④

。０
い
畏
理
里
①

・
Ｔ

①
６
栄
Ｎ
慈
超
頴
製
Ｇ

ｏ８
一
＼
一
Ｇ
廻
預
翌
Ｇ
④

。Ｏ
ｂ
軍
理
里
③
Ｎ
廻

世
０
理

ｏ８
一
Ｄ
賦
興
Ｎ
鑑
預
眠
狂
Ｇ
廻
預
翌
Ｇ
④

球

　

隠

占

◎

↑

⑥

樹
Ｉ

④
Ｔ

占

◎

↑

⑥

富
Ｉ

④
Ｔ

占

⑥

ｚ
あ

④
Ｔ

∴

①

の８

④
▼

占

③

ｚド
　
④
Ｔ

∴

①

ｚ
【望

④
▼

占

①

の〇
望

④
▼

占

⑥

ｚ＜宝

④
▼

占

⑥

ｌ

①

裳
口
④
▼

占

①

ｏ日

④
▼

長

　
　
岬 震

住
副
艦
∞
拙
暉

Ｏ
Ｉ
副
隠
製
団
Ｋ

２
易
）
鏑
超
ぷ
円

分
８
）
姦
樫
ぷ
体

２
ド
）
鑑
超
蝉
円

↑
ｌ
ｚ
あ
）
慈
樫
ぷ
日
料

含
―
の８
）
慈
超
ぷ
無
料

含
ｌ
ｚド
）
頴
超
蝉
円
剰

慈
超
難
製

姦
樫
慈
按
眠
狂

一卜
一

０
い
一

∞
卜
一

Ｏ
卜
一

い
―

ミ
も 超 悪

（律
Ｇ
ハ
ｍ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

Ｗ
　
磐

（
．Ｘ
口Ｅ
）

∽
ュ

∞
０
∞

（
．Ｘ
∞
Ｅ
）

の
ュ

〇
∞
〇

分
ュ
）回
醤

ｕ
駅
附
に

Ｅ
×

め

ぶ

ト

＋
Ｏ
Ｃ
一

Ｅ
×

章

ぶ

∞

キ
〇
ヽ
一

∞
〇
一

∞
Ｃ

∞
ト

弱
Ｃ
困

い
０
一

い
卜
一

０
０
一

０
ひ

窺
い
い
い
ヽ

朋
に

章
う
く
∞

ゆ
う
く
∞

寸
≫
ヽ
∞

い
≫
ヽ
∞

寸
＞
く
∞

ヽ
ｊ
く
∞

〇
一
≫
ヽ
∞

ヽ
う
く
∞

め
ブヽく
的

章
う
く
的

ゆ
う
く
的

０
≫
ヽ
∞

〇

郎

　

聾

。や
い
軍
翌

里
壁
蚕
③

″⊃
黙
釈
里
島
―
い
呂
材
＜
Ｎ
島
―
卜
益
一
Ю

ら
）
Ｄ
翌
翌
旦
は
ヽ
お
お
Ｇ
廻
ｃ
や
い
増
隅
ば
Ｎ
④

。Ю
ｂ
霊
理

旦
避
蚕
⑥

″０
悪
畑
里
輪
―
体
西
一
Ｎ
輸
―
い
呂
ｏ望
Ю

昼
膨
Ｄ
翼
理
里
島
区
為
▲
Ｇ
廻
⊆
０
い
対
ほ
ば
母
④

。Ю
ｂ
塁
理
里
⑥
伸
廻
預
翌
Ｇ
④

。や
い
露
理
里
⑥

・
Ｔ
⑥
Ｎ
廻
預
翌
Ｇ
④

・
Ｔ
④

。や
い
軍
理
里
①
Ｎ
轟
躍
Ｇ
側Ｇ
④

。
や
ｂ
霊
理

里

③

・
Ｔ

③

Ｎ
慈
鮮
Ｇ
側
Ｇ

④

・
Ｔ
④

。間
ｂ
罫
熙
里
明
理
Ｎ
輪
―
い
約
セ
い
控
Ｇ
④

。問
い

郎
熙
里
上
―
日
ニ
ハ
ス
も
や
卜
Ｎ
上
か
コ
寸
Ｂ
ｒ
Ｇ

④

。
時
ｂ
軍
理
里
壁
蚕

①

Ｄ
黙
縄
里
■
―

日

冨
秘
＜
Ｎ
い
鏑
思
Ｇ
い
Ｘ
】
＜
帽
Ю
ミ
約
に
移

④

。
や
ｂ
露
理
里

①

Ｄ
思
釈
里
輪
―
い

い
ホ
ヽ
＜
Ｎ
輪
―
い

０
富

Ｇ

④

。や
い
運
理
里
①

二
＋
①
Ｄ
堅
思
里

輪
―
体
⊃
卜
ヽ
＜
Ｎ
輪
―
い

０富

唱
処
Ｇ
④

二
＋
④

。や
ｂ
霊
理
里

①

Ｏ
悪
熙
里
転
―
い

０富

Ｎ
島
―
い
⊃
ふ
ヽ
＜
Ｇ
④

。Ю
い
畏
理
里
①

・
Ｔ
①
Ｄ
黙

熙
日
転
―
い

０富

Ｎ
島
―
卜
「
一卜
、
ィ
、Ｇ
④

・
Ｔ
④

。Ｏ
ｂ
霊
翌
里
①

・
Ｔ
③
Ｄ
悪
熙
里
島

―
い
収
慈
冬
繍
職
伸
島
―
い
轟
測
唱
鯉
Ｇ

④
，
Ｔ
④

。や
い
霊
翌
里
⑥

・
Ｔ
③
Ｄ
郎
熙
ｔＪ
一島

―
卜
悪
測
唱
処
Ｎ
島
―
卜
堰
慈
冬
爾
残
Ｇ

④

と
＋
④

ば

　

照 占

①

Ｃ

巨

〓
④
▼

占

①

ｅ

芭

＜
④
▼

占

③

∽望

④
▼

∴

③

ｌ

⑥

毬
さ

④

ｌ

④
▼

占

①

ｏ望

④
▼

占

①

ｌ

③

協
乙

④

ｌ

④
▼

占

①

÷

⑥

嵩

④
Ｔ

占

①

ｏ以

卜

④
Ｔ

占

①

ｏ望

④
Ｔ

占

①

ｚ
昼

④
Ｔ

占

③

÷

⑥

言
魯

④

‥

④
Ｔ

占

③

ｏ富
　
④
▼

占

⑥

ｌ

③

８
富

④
÷

④
▼

上

口

⑥

。
Ｔ
⑥

　

卜
己

④

二

十

④

Ｔ

∴

①

，
Ｔ
①
　
ｘ
正

④
と
＋
④
Ｔ

る
時　
　
叩

黙
縄

申
Ｓ
望
↑
西
一

黙
熙

ｘ
聖
↑
呂
材
＜

廻
預
翌

廻
貿
翌
叫
担

轟
躍
Ｇ
弱

鏑
躍
Ｇ
へ
岨
担

黙
細
ユ
Ｉ
Ｄ
食
い
転

■
―
口
い
上
ハ
Ｋ
も
や
ト

慰
熙

【
Ｓ
望

盛
思
い
卜
ヽ
＜

悪
熙
⊃
卜
▼
＜
岨
処

郎
畑

０
富

思
熙

０
富

唱
処

思
熙
呼
姦
冬
爾
駄

患
思
収
慈
冬
胆
□

へ
０

〇
∞
一

Φ
∞
一

マ
∞
一

Ｃ
∞
一

∞
∞
一

ひ
∞
一

〇
ひ
一

一ひ
一

寸
〇
困

ｎ
Ｏ
弱

い
―

ミ
ヽ

「トー略組悪

し

（律
Ｇ
ハ
ロ
お
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
Ｇ
図
―
転
い
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明

神
　
撃

６
ュ
）廻
坦

建
駅
附
に

ｎ
Ｏ
困

Ｏ
∞
ｎ

困
ミ
ヘ

０
一困

∞
∞
∞

悪
い
か
い
ヽ

附
に

０
う
く
寸

０
う
く
ヽ

Ｏ
ｊ
く
章

Ｃ
う
く
ヽ

∞
う
く
ヽ

∞
ｊ
く
寸

∞
う
く
ヽ

∞
う
く
寸

０
う
く
章

Ｃ
≫
ヽ
寸

∞
ｊ
く
寸

∞
≫
く
寸

掛

　

聾

。Ю
ｂ
霊

理
里
◎

Ｎ
昧
捜

″Ｄ
皿
思

８
ｍ
Ｎ
細
電
Ｇ
①

判
④

。Ю
ｂ
露
理

里
◎

Ｎ
昧
鯉

″Ｄ
賦
賞

０
富

Ｎ
紳
電
Ｇ
①

Ｏ
各

④

。や
ｂ
摂
理
里
◎

▼
◎
Ｎ
昧
把

夕つ
皿
艦

８
∞
Ｎ
紳
電
Ｇ
⑥

『
④

。や
ｂ
霊
理
里

一＋
◎
Ｎ
⊃

体

″里

◎
Ｎ
超

″Ｄ
皿
鐘

８
∞
や
約
電
Ｇ
⑥

Ｎ
④

。Ю
ｂ
罵
理
里
◎

・
Ｔ
◎

田
昧
把

５

鮒
思

８
□
Ｎ
紳
電
Ｇ

⑥

二
＋
①
『
④

，
Ｔ
④

。
Ю
ｂ
霊
理
里

◎

・
Ｔ
◎

Ｎ
駅
捜

′０
獣
更

８
い
Ｎ
紳
電
Ｇ

①

二
十
③
Ｏ
会

④

二
＋
④

。や
い
軍
理
里
◎

・
Ｔ
◎

・
騨
◎

・
？
◎

Ｎ
昧
把

″Ｄ
賦
眠

０富

Ｎ
紳
電
Ｇ

①

・
Ｔ
⑥
判
④

・
Ｔ
④

。Ю
い
罵
翌
里
騨

◎

∞＋
◎
Ｎ
３
係

再
一◎

，
Ｔ
◎
Ｎ

服

″Ｄ
皿
鐘
８
ｍ
ｐ
細
電
Ｇ
①

・
Ｔ
①
田
④

・
Ｔ
④

。導
思
題
ヽ
い
い
―
⊃
早

■
】
●
拓
里
昧
翌
皿
眠

。Ю
ｂ
畏
理
里
◎

Ｎ
昧
把

″Ｄ

皿
尽

０富

伸
紳
巴
Ｇ
ヽ
い
い
―
い
学
十
対

⑥
『
④

。導
熙
壺
ヽ
い
い
―
コ
早
■

】
い
ヽ
里
昧
翌
皿
狐

。Ю
い
霊
理
里
◎

Ｎ
昧
螺

夕０
ぷ

更

０富

Ｎ
紳
電
Ｇ
ヽ
い
い
１
３
学
■
『

①
い
る

④

。導
縄
〕
ヽ
い
い
―
い
学
十
膨
●
托
里
昧
捜
蹴
駅

。Ю
い
霊
理
里
◎

二
十
◎

Ｎ
昧
把

″Ｄ
皿
Ｒ

８
∞
Ｎ
細

電
Ｇ
ヽ
い
い
―
⊃
早
＝
『

①

・
Ｔ
③
対
④

・
Ｔ
④

。導
熙
担
も
い
い
Ｉ
Ｄ
早
■
】
０
拓
里
昧
鯉
皿
照

。Ю

ｂ
霊
理
里
◎

二
十
◎

Ｎ
昧
埋

′Ｄ
賦
更

ｏ
富

Ｎ
約
電

Ｇ
ヽ
い
い
―
「
予

時
対

①

と
＋
③

ｇ
Ｑ
④

と
■
④

蝶

　

隠

占

◎

↑

③

畠

④
▼

占

◎

↑

③

ム

④
▼

∴

◎

―

◎

↑

③

占

④
Ｔ

占

◎

↑

⑥

苫

④
Ｔ

占

◎

―

◎

↑

③

ｌ

⑥

畠

④

‥

④
▼

∴

◎
と
＋
◎

↑

①

二
十
①

ｌ
基

④

二
＋
④
▼

∴

◎

―

◎

↑

①

÷

①

菖

④

ｌ

④
▼

Ａ

◎

‥

◎

↑

①

÷

①

苫

④

…

④
Ｔ

占

◎

↑

③

富

④
Ｔ

占

◎

↑
　

⑥
Ｅ

④
▼

占

◎

二
＋
◎

↑

③

二
＋
①

マ
基

④

と
キ
④
▼

占

◎

と
＋
◎

↑
①

。
▼
⑥

ｏ
ｌ
富
④

二
＋
④
▼

緯
　
　
叩

鮒
思

０
富

Ⅲ
質

０
富

Ⅲ
眠

０
毬

鮒
鐘

０
富

賦
思
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プログラム言語
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第 3部  ユーザプログラム説明 5.プログラム言語
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5.プ ログラム言語 第 3部  ユーザプログラム説明
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第 3部  ユニザプログラム説明 5.プ ログラム言語

命令語処理時間

補足事項 T2E各命令のオペランド修飾条件による処理時間増加分 (1オペランド当たり)

オペランドサイズ 単 長 倍長

インデックス修飾 ８５ ０４

桁指定 ４５

薩郵妾1/0(IW/OW) 力
中

ｎ
フ

２７

桁指定付き直接 1/0

(IW/OW)

０３

し

命令語処理時間補足

備考 No. 処理速度 (μ s)

FNC018

(MOV)

レジスタ → レジスタ 1.20

定数  → レジスタ ９５

FNC027

( 十)

レジスタ 十 レジスタ ３６

定数  十 レジスタ フ
′

資
Ｕ

FNC028

( 一 )

レジスタ ー レジスタ ３６

定数  ― レジスタ ７６
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T2本体機能について

付録

・T2本 体機能 について  T2と T2Eには以下の部分に違しヽがあります。

T2を ご使用いただ<場 合は、次の部分を 「T2E製 品説明書」の内容から置

き換えてご使用ください。

,CPUモ ジュール

・基本/拡 張共用ベースを基本ユニットで使用Bきの 1/0枚数と 1/0書」付

・機能仕様

・10メモリカードサポート

・特殊レジスタ

・命令語末サポート

・プログラマポート

し
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T2本体機能について

■T2本 体機能について

1.CPUモ ジユーサレ CPUモジュールには、機能により下表の2種類があります。

状態表示 LED

(RUN、 FAULT、 1/0、 BATT、 ROM)

プログラマ用
コネクタ

コンピュータリンク用

コネクタ (RS485)

(PU224のみ)

RAM/ROM切換えスイッチ

RUN/スタンバイ切換え

スイッチ (背面)

運転モー ドスイッチ

(HALT//RUN//P―RUN)

バッテリ/

10メモリーカー ドカバー

△ 注意
T2本体や 1/0モジュールの動作設定スイッチは、指定された設定力法及び

内容を設定して下さしヽ。指定外のスイッチ設定は故障、誤動作の原因とな

ります。

状態表示 LED:T2の 運転状態を表示します。

ＲＵＮ
御

点畑 運転状態 (RUN状 態)

点減 HOLD状 態

消 灯 停止状態 (HALT状 態)ま たはエラー状態

FAULT

(デ景)

点灯 CPU異 常0き

点滅 プログラム異常時

消灯 正常時

灼
痢

点灯 1/0異常Bき

消灯 1/0正常8き

BATT バッテリ正常8き点灯 (緑)

CPUモジュールのRAM/ROM切 換えスイッチがROM侵」のとき点灯 (緑)

形 式 様仕

PU21 4 SRAM(バッテリバックアップ)、ユーザプログラム9.5Kステップ、

ラダー、SF0

PU224 EEPROMttSRAM(バッテリパックアップ)、 ユーザプログラム 9.5Kス

テップ、ラダー、SFO、カレンダ、コンピュータリンク

:鞘

ビ
!Aダ
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T2本体機能について

し

●動作モード設定スイッチ

T2CPUモ ジュール基板上の DIPスイッチの 5および 6番を切換えること

により、電源投入時の動作モードの設定ができます。

RAM/ROM切 換え

スイッチ

RUN/ス タンバイ

設定スイッチ

補足

RAM/ROM切 換えスイッチは出荷時 RAM側 (ON側 )に なつてしヽます。

(1)RAM/ROM切 換えスイッチ

設定位置 OPU種 別
CPUの動作

(RAMへのプログラム転送の有無及び転送元)

ON: RAM
PU214

PU224

10メモリカード装着の有無にかかわらす RAMの内容で

立ち上がります。 (プログラム転送なし)

PU21 4

ユーザプログラムが格納された 10メモリカードが装

着されているときは、10メモリカードの内容を RAMに

転送してから立ろ上がります。 (運転モードスイッチ

が P―RUNのときは、転送を行いません。)

10メモリカード非装着Bき、または装着された 10メモ

リカードの内容がユーザプログラムでないときには、

転送は行わす、RAMの内容で立ち上がります。

PU224

ユーザプログラムが格納された 10メモリカードが装

着されているときには、10メモリカードの内容を RAM

に転送してから立ち上がります。 (運転モードスイッ

チが P―RUNのときは、転送を行いません)

10メモリカード非装着時、または装著された 10メモ

リカードの内容がユーザプログラムでないときには、

EEPROMの内容を RAMに転送してから立ち上がります。

(運転モードスイッチが P―RUNのときは、転送を行い

ません)
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T2本体機能について

(2)RUN/ス タンバイ設定スイッチ

設定位置
運転モード

スイッチ

立ろ上|プ後

のモード
備  者

ON:HALT緋

(STBY)

Ａ
〔

Ａ

RUN

P―RUN

Ａ

　
Ａ

HALTモードで立上がり、プログラマからの

運転コマンドまたは運転モードスイッチ

切換え (→HALT→RUN)による起動待ちと

なります。

OFF!自動RUN

(RUN)

Ａ
Ａ

Ａ

自動 RUNス ター トとなります。

補足

自動 RUNモード切換えスイッチは出荷時、自動 RUN側 (OFF側)に なつ

ています。

●運転モードスイッチ

スイッチ位置 機  能

Ａ
【

ユーザプログラム実行は停止されます。 (HALTモード)

プログラマによる運転モード変更は無効です。

プログラミングは通常この状態で行います。

スイッチをRUNに切り換えるとユーザプログラム実行が開始さ

れます。 (RUNモード)

プログラマによる運転モード変更が□能です。

ユーザプログラム、ユーザデータ共書き込みプロテクトは解除

状態となります。

P―RUN

スイッチをP―RUNに切り換えるとユーザプログラム実行が開始

されます。 (RUNモード)

プログラマによる運転モード変更が可能です。
ユーザプログラムとデータレジスタの先頭 2Kワードは書き込

みプロテクト状態となります。 (ユーザプログラムによる書き

込みも不司)

補 足

1.運 転モードスイッチは出荷8き、HALT側になつてしヽます。

2.RAM/ROM切換スイッチが ROM側の状態で、RUNモードに切り換えたと

き、前ページの表の条件に従ってプログラム転送が行われてから運転

が開始されます。

3.運 転モードスイッチをHALTから P―RUNに切り換える時はゆつくりと

操作を行つて下さい。

特にRAM/ROMスイッチが ROM側の場合、日ALTからRUNに切換えた時、

RAMへのプログラムの転送を行しヽます。RUNの位置で約 1秒間待機し

た後、P―RUNへ切換えて下さい。
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T2本体機能について

2.ベ ースユエ ッ トと  (1)T2の ベースユニットは T2Eと同じですが、BU268と BU266は基本ベー

1/0書」付   スとして使用する場合、1/0モジュールの装着枚数が1枚少な<なつて

います。

形  式 用  途 T2で の装置モジュール数

BU21 8 基本専用 1/0モ ジュール 8枚 、 (拡張ベース接続可)

BU268
基本 ・拡張共同

基本使用時同 6枚 、拡張使用時同 8枚

BU266 基本使用時同 4枚 、拡張使用時同 6枚

(2)基本/拡 張共用ベース (BU268,8U266)を基本ユニットとして使用し

た場合は、入出力書」り付け上は、基本専用のベース (BU218)と異なり、

スロットPU,0,1が CPUに割り当てられるため空きと見なされ、スロ

ット2から書」付が始まります。

PU

O,1 2 3 4 5 6 7     レジスタ書」付表

基本

(‖0)

拡張

( 1 1 )

電

源

Ｏ

Ｐ

Ｕ

Ｘ

　

２

Ｗ

Ｘ

　

２

Ｗ

Ｙ

　

２

Ｗ

Ｙ

　

ｌ

Ｗ

Ｙ

　

ｌ

Ｗ

空

き

0 1 2 3 4 5

電

源

Ｘ

　

２

Ｗ

Ｘ

　

２

Ｗ

Ｘ

　

２

Ｗ

Ｙ

　

２

Ｗ

Ｙ

　

２

Ｗ

Ｙ

　

ｌ

Ｗ

ユ

一
一
ツ
Ｌｒ

ス

ロ

ツ
ト

局種 レジスタ

0 0 空 き

1 空き

2
Ｗ XW000、 XW001

3 Ｗ XW002、 XW003

4 ＷＹ YW004、 YW005

5 ＷＹ YW006

6 ＷＹ YW007

7 空き

1 0
Ｗ XW008、 XW009

1
Ｗ XW01 0、 XW011

2 Ｗ XW012、 XW01 3

3 Y2W YW014、 YW015

4
ＷＹ YW016、 YW017

5
ＷＹ YW018

6 空き

7 空き
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3,機 能仕様

機能仕様一覧

項   目 仕  様

制往l汚式 ストアードプログラム・サイクリックスキヤン方式

入出カカ式
一括入出力 (リフレッシュ)力 式/直 接入出力 (ダイレク ト)

方式併用

入出力点数 1,024点 /64ワ ード

ユ

ー

ザ

プ

ロ

グ

ラ

ム

プログラム言語
ラダー図 (リレーシンボル十フアンクションフロック)
SFO(シーケンシャル・フアンクション・チャート)

プログラム容量 9.5Kステップ

メモリ
メインメモリ i SRAM(パッテリバックアップ)

周辺メモリ :[EPROM/10メモリカード

命令語

基本命令 25種、応用命令 175種
・転送 (単長/倍 長/レ ジスタテーブル)
・四則演算 (単長/倍 長/バ イナリ/BOD、 符号有/無 )
・論理演算 (単長/倍 長/レ ジスタテーフル/ビ ットファイル)
・比較 (単長/倍 長、符号有/無 )
・実行制御 (ジャンプ/FOR～ N[XT/サ ブルーチン他)
・関数 (リミット/三 角関数/積 分/PID/関 数発生)
・変換 (ASOII/80D/7セ グメント他)

その他

演算速度
0.46ぃs/接 点、0.62ぃs/コ イル

1.7帆s/転 送、2.3Hs/加算

スキャンカ式
フローティングスキヤン/定 亥」スキャン

(定亥」:10～200ms、10冊S単位)

マルチタスク機能

メインプログラム 1本、サブプログラム 1本

定周期書」り込み 1本 (5～1000ms、5ms単位)
1/0書」り込み 4本 (5ms毎のポーリング)

ユ

ー

ザ

デ

ー

タ

入出カリレー/
レジスタ

1 , 0 2 4点/6 4ワ ード  (X / Y、XW / Y Wは一括入出力)
(1 / 0、IW / O Wは直接入出力)
(1ワード=16ビ ット 以下同様)

補助リレー/
レジスタ

2,048点 /128ワ ード

特殊リレー/
レジスタ

4,096点 /256ワ ー ド

タイマリレー/
レジスタ

256点

カウンタリレー

/レ ジスタ
256点

データレジスタ 4・096ワ ー ド

リンクレジスタ
リレー/
リンクレジスタ

8,192点/1,024ワ ー ド (前半 512ワードはビット指定可能)

(TOSとINE―S20にて使用)

リンクリレー/
レジスタ

4,096点 /256ワ ード (TOSLINE―F10に て使用)

フアイルレジスタ 1,024ワー ド

インデックス
レジスタ

| K(計 3ワ ード)

停電保持

補助リレー/レ ジスタ、タイマリレー/レ ジスタ、カウンタ

リレー/レ ジスタ、及びデータレジスタについて、停電保持

領域の指定が司能

Ｒ

Ａ

Ｓ

自己診断
パッテリレベル、1/0バス、1/0応答、十/0照合、1/0ブヽリティ、
ウォッチドッグタイマ、イリーガル命令、LPチェック、他

監視機能 イベント履歴、実行0き間計演」、シーケンス渋滞検出、他

デバック/
メンテナンス

オンライントレースモニタ、フォース機能、他
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T2本体機能について

4.10メ モ リカー ド T2は 10メモリカードを装着することができます。

サポー ト OPUモジュールに 10メモリカードを装着することによって、EEPROMサポ

ート機能と同様に、ユーザプログラム十ユーザデータのロード/セ ーブが

可能となります。これよリプログラムの一括変更、コピー等が容易に行え

ます。

また、iOメモリカードをユーザデータの拡張エリア(拡張ファイルレジスタ)

として使用することもできます。

10カー ドを使用することによって司能となる機能を下表に示します。

使用形態 機 能 内  容 実行条件

プログラム

補助メモリ

プログラム

書き込み

メインメモリ(RAM)のユ
ーザプログラム及びデー

タレジスタ (D)、タイマ

レジスタ (T)、カウンタ
レジスタ (0)、補助リレ
ーレジスタ (RW)の内容

を 10メモリカードに書

き込みます。

HALTモードにて、プログ

ラマか ら 「10カ ー ド

(EE P R O M )を書き込み」

コマンドを実行したとき

プログラム

読み出し

10メモリカードの内容を

メインメモリ (RAM)のユ
ーザプログラム、データ

レジスタ (D)、タイマレ

ジスタ (T)、カウンタレ

ジスタ (0)、補助リレー

レジスタ (RW)に転送し

ます。

HALTモードかつモードス

イッチ P―RUN以外の状態

にて、プログラマから「10

カード (EEPROM)読み出

し」コマンドを実行した

とき

イニシャル

ロード

10メモリカードの内容を

メインメモリ (RAM)のユ
ーザプログラム、データ

レジスタ (D0000～2047)

に転送します。

ただしHALTからRUNへ遷

移するとき、停電保持指

定されていないデータレ

ジスタのエリアはクリア

されます。

システム初期化処理時 :

RAM/ROM切 換スイッチ

ROMか つモードスイッチ

が P―RUN以外の状態にて

電源が投入されたとき

RUNモード遷移Bき!

RAM/ROM切 換スイッチ

ROMかつモードスイッチ

RUNの状態で RUNモード

に遷移したとき

サンプリング

パッファ

サンプリング

トレースデータ

サンプリングトレースを

行うときのトレースデー

タを格納します。

O P Uに MM Rの設定をした

とき

拡張メモリ 拡張フアイル

レジスタ

(T2バージョ

ン11以 降)

拡張ファイルレジスタと

してユーザプログラムに

より読み出し/書 き込み

ができます。

拡 張 デ ー タ 転 送 命 令

(XF[R)によってアクセ

スします。

CPUに MMRの設定とした

とき
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T2本 体機能について

5.特 殊レジスタに   T2Eでサポートしている特殊レジスタの機能のうち、T2この通信機能に関連

つしヽて   するSW038,SW057,SW068(S0680～S068F)の機能はT2にはサポートされ

ていません。

6.T2末 サポート命令  T2Eでサポートしている命令語で、T2ではご使用いただけなしヽものがあり

ます。

以下の命令語が T2では末サポートとなつています。

命令語記号 Fun番 暑 名  称

ＶＡＭ 移動平均

ディジタルフィルタ

Ａ HEX→ASCII変 換

Ａ ASCll→HEX変 換

XFER
拡張データ転送

(通信ポートとの転送機能が末サポート)

その他に T2は 浮動」ヽ数点命令をサポートしていません。

7.プ ログラマポート

(コンピュータリンク

末サポー ト)

T2EではプログラマポートはTシリーズコンピュータリンクコマンドに対応

していますが、T2のプログラマポートは対応していません。 (T2のプログ

ラマポートには、タッチパネル等のコンピュータリンク対応機器を接続す

ることはできません。)
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ご注文リスト

■ご注文リスト

名  称 仕  様 形 式 製品コード

●基本構成

ベースユニット

8スロット、基本専用 (拡張接続可)T2E専 用 BU21 8 TBU218**S

8スロット、基本専用 (拡張接続可)T2N専 用 BU228N TBU228N*S

7/8ス ロット、基本 /拡 張共用 BU268 TBU268**S

5/6ス ロット、基本 /拡 張央用
６６２ＵＢ TBU266**S

7スロット、墨本用
２ＢＢＵ EX10*UBB2

7スロット、基本用 UBA2 EX10*UBA2

4スロット、基本用
ＢＢ EX10*UBBl

4スロット、基本用
ＡＢＵ EX10*UBAl

電源モジユール
AC100-240V PS261 TPS261**S

DC24V ３ＳＰ EX10*MPS31

CPUモジユール

Ｅ
Ｅ

つ
乙

Ｔ
， 9.5Kステップ、カレンタ、EEPROM Ｅ

Ｅ
力
中

つ
０

つ
乙

ｎ
ｒ TPU234E*S

命
乙

Ｔ
Ｉ

23.5Kステップ、カレンダ、EEPROM、通信機能 PU215N TPU215N*S

PU21 5N+イーサネツト PU235N TPU235N*S

PU21 5N+イーサネットキTOSLINE―S20LP PU245N TPU245NネS

●専用オプシヨン(T2E専 用)

オプション通信カード
RS485  バ ッテ |」付さ CM231E TCM231EAS

RS232C  / ッヽテリ付き CM232E TCM232EAS

バッテリ装置カー ド CPUバッテリ装着用、バツテリ付き BT231E TBT231EAS

●入出カモジユール
DC / ACラ(ヲD 16点DC / AC12-24V, 8冊A D131 EX10*MD1 31

DC入力
32月車DC24V, 5mA ２３〔

υ EX10*MD132

64FttDC24V, 4mA D1235 TD1235**S

AC入力
16点AC100～ 120V,7mA 民

Ｊ EX10*MIN51

16点察AC200-240V, 6mA ６ EX10*MIN61

リレー出力
12ギミAC240V / DC24V, 2A / ギミ (MAX) ６０Ｒ EX10*MR061

16点AC240V/DC24V,2A/点 (MAX) Ro263 TR0263**S

独立リレー出力 8ギミAC240V / DC24V, 2A / 点玉 R062 X10*MRo62

トランジスタ出力

16点 DC5～ 24V,lA/点 (MAX) ３０Ｄ EX10*MDo31

32点DC5～24V,100mA/点 D032 EX10*MD032

64点車DC5-24V, 100mA / ギ車 D0235 TD0235**S

16点DC12～24V,lA/点 (MAX)(SOURSEタ イプ) D0233P TD0233PネS

トライアック出力 12点ミAC100-240V, 0。5A / 「車 (MAX) ６ＣＡ Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｅ 0*MAC61

アナログ入力

4ch,4～ 20mA/1～ 5V,8ビ ット ２Ａ Ｖ
ハ 0*MA121

4ch,4～ 20mA/1～ 5V,12ビ ット (高分解能) A122 Ｖ
ハ

Ｅ
Ｅ 0*MA122

4ch,0～ 10V,8ビ ット ３Ａ ＸＥ 0*MA131

4ch,-10～ +10V,12ビ ット (高分解能) ２３Ａ ＸＥ 0*MA132

アナログ出力

2ch,4～ 20mA/0～ 5V/1～ 5V/0～ 10V,8ビ ット ３０Ａ ＸＥ 0*MA031

2ch, 4～20mA/1-5V, 12ビ世ノト (高分踊 ヒ) ２２０Ａ ＸＥ
Ｅ 0*MAo22

2ch,-10～ Ⅲ10V,12ビ ット (高分解能) A032 ＸＥ 0*MAo32

パルス入力

lch,5/12V,100kpps(MAX),24ビ ットカウンタ ２Ｐ Ｘ 0*MP121

2ch,5/12/24V,100kpps,24ビ ットカウンタ P1232 TP1232**S

2ch,差 動入力,100kpps,24ビ ットカウンタ P1272 TP1272**S
一車日位置決め ノヽ)レテスと出ラリ月多 (MAX, 200kpps) ＣＭ EX10*MMCll

二軸位置決め パルス出力形 (MAX,200kpps),2軸 独立 /直 線補間 MC212 TMC212**S

汎用通信

インタフエース
lch,160ワード×2RS232C CF211 TCF211**S
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ご注文リスト

●伝送モジユール

●拡張ケーブル、他

TOSとINE―S20
同軸ケーブルタイプ SN221 SSN221*MS

光フアイバタイプ SN222A SSN222AMS

TOSKINE― F10
マスターステーション MS221 FMS221*AM

リモートステーション RS211 FRS211*AM

TOSLINE-30
ツイストペアタイプ LKll EX10*MLKll

光ファイバタイプ LK12 EX10*MLK12

拡張ケーブル

長さ0。3m ３ＲＡＣ EX10*CAR3

長さ0,5m 民
Ｊ

Ｄ
ｎ

Ａ
〔

か
し EX10*CAR5

長さ0.7m CAR7 EX10*CAR7

長さ1,5m Ｄ
ｎ

う
と

Ｇ
０

台
し TCS2RF*CS

空きスロットカバー 空き1/0スロツトカバー、1スロット幅 EX10*ABPl

●周辺機器

プログラミング

サポートソフト

(T―PDS)

DOS/V用 (日本語) MM33Vl TMM33VlSS

NEC PC9801用 (日本語) MM33Nl TMM33NlSS

東芝」-3100(日 本語)(T2N未 サポート) MM33」1 TMM33」lSS

IBM―PC用 (英語) MM3311 TMM331lSS

Windows版 (日本語) MW3331 TMW33」lSS

Windows版 (英語) MW33El TMW33ElSS

ハンデイプログラマ 本体接続ケーブル (2m)付 属 HP911 THP911**S

TOSLINE―S20炉目

サポートソフト

(S―LS)

DOS/V用 (日本語)(S20/S20LP) MM23V SMM23V*SS

NEC PC9801用 (日本語)(S20専 用) MM23N SMM23N*SS

東芝」-3100(日 本語)(S20専 用) ！
Ｕ

つ
０

つ
乙

Ｍ
Ｍ

Ｈ
ｉＶＩ SMM23U*SS

IBM―PC用 (英語)(S20/S20LP) MM231 SMM231*SS

Windows版 (日本語) MW23」 SMW23」*SS

Windows版 (英語) MW23[ SMW23E*SS

本体接続ケーブル

(T―PDS,S―LS用)

DOS/V,」-3100,IBM―PC用 Ｒ
Ｊ

〔
ｕ

ｎ
ン
，

じ
介
し TC」905*CS

PC9801炉目 CN905 TCN905*CS

RS232C/RS485

変換アダプタ
コンピュータリンク用 ADP-6237[ EX25PADP6237B

●予備品

CPU用 バツテリー 交換用リチウム電池 EX25SER6

ヒューズ

PS31用 EX10*SFB20

PS261炉1 TFU923*AS

D031用 EX10*SFA50

D032用 EX10*SFA20

AC61用 EX10*SFC20
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アナンシェータリレー.………………………………………………………………………………………146,181
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-括 入出力処理.……………………………………………………………………………………………………・126
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